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日本 の 甲虫 と 50年

中  根 猛 彦

今回私が鹿児島大学を定年で退職するのに当たって, 記念論文集を出版して下さる という

ことで, 大変有難いことと感謝している. 甲虫類の採集をはじめてから50年, 分類の仕事
に取り組むようになってから40余年の年月がいっの間にか過ぎ去って, 私もそのような年

令になったのだ, と改めて思うことである.
今年になってから私の思い出を混えて日本の甲虫研究史のようなものを書いて貰えない

か, という希望が編集の藤田宏君から伝えられて, 一旦はお引き受けしたのだが, 退官とそ

れに伴う移転の準備や雑用で私も忙しくなり, また20年前に「遺伝」誌上に連載した「日
本の甲虫類」 の中で紹介した研究史と重複するところが多いので, 編集委員会にお願いして

上記の連載記事を再録することで勘弁していただくことにした. 再録には小学館の中坂幸蔵

氏, 装華房の羽生啓作氏のお世話になった. ここでお礼を申し上げたい・

ところが今度は, 上記の連載以後, つまり最近20年間の研究について状況を書いてほし
い, という要望が再び編集の藤田君から伝えられた.  しかし近年の甲虫研究については毎年
のように「昆虫と自然」や「月刊むし」の誌上に紹介記事が出ているし, かといつてまとも

に調べて書くとすれば出版物の量が多すぎて短期間にまとめるのは難事である・ まして移転

直後で資料の整理がっいていない私にとっては, これは至難のことである. 何度か書きかけ
てみたが, どうもすっきりしないので, ここではごく手短かに感想らしいものを述べるに止

めておく ことに したい.

私が原色昆虫大図鑑IIを手がけ, また上記の連載を書いた当時はCROWSONの分類体系が
かなり浸透してきた頃であったが, この体系を広汎にとり入れた著書は海外でも余りなかっ
たと思う. その後CRowsoN自身をはじめいろいろの人が再吟味を行い, 修正が加えられた

が, 最近はどうやら大体において定着したようである. 近年はこれに加えてHENNIGの分岐
学的方法に基づく系統解析の報告も多くなり, 日本でも最近そのような論文が公表されてい

る. ごく最近出版された原色甲虫図鑑Iには最新の情報も含めて系統分類の解説がかなり詳
しくなされている. 甲虫全般の図鑑はここ20年間は学研中高生図鑑 (現在は生物図鑑と改
名) の昆虫IIをはじめ手引的なものだけしか新たに出されていなかったので4 巻ものの甲虫
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図鑑は今後大いに役立つこ とだろ う. ただII~IVの図版は少々混み過ぎていて残念である.
部分的な図鑑では日本産ヵミキリ大図鑑 (l984) があるが, 少し大きすぎるのと内容が分担
者によって多少偏りがあるようなのが気になる.  クワガタムシの図鑑が初心者向きながら出

版されたのは,  フランスでォサムシ・ カミキリ・ コガネ・ クワガタの大形種や美麗種が属~
種ごとに図版になって出版されているのと考えあわせて, 今後のひとつの傾向を示すものか

も知れない.

もともと昆虫や貝の収集は趣味的な要素が大きいので, 以前からこれに始まって分類の研

究にはいる人が多いが, 最近は甲虫の分野でも別に職をもって研究を発表している人が目立

つようになった.  これは甲虫に興味をもつ人口の増加にもよるが, 一般の生活に余裕がで

き, 文献・ 標本の入手が容易になったことによるのだろう .  10年ほど前だと思うが, 私が

「甲虫の分類も大分レジャーサイエンスになってきた」 といったら, 「ひどいことをいう」 と

いった人もいたが, 少し前のオサムシやカミキリ, 最近のクワガタの繁昌ぶりは, それを示

しているようで, より小形の仲間にも波及しつつあるようである. 発表・ 出版の機会が専門

誌の出現 (甲虫ニュース, Elytra, さやばね, それに月刊むしなど), 同好会誌の整備, 出版

物の激増などによって著しく增加したことももちろん一因となっている.

このような情勢に伴なって新種の記載も大変多くなり, 今回の甲虫図鑑の出版とも関連し

てさらに增加しそうである. 外国種の記載もかなりふえてきたようであるが, これも今後は

まだふえるかも知れない

そういえば海外の研究者がここ数年の間に GRESSITT, LINDROTH, BREUNING, VILLIERS

など相次いで没し,  ごく最近には KAszABの逝去が伝えられた. 新しい研究者も育つてき

てはいるが残念なことである. それにしても,  これらの大家が逝去の直前まで研究を続けら

れた努力には敬服するし, それを包む環境を羡しく感じるのは私だけではないだろう.

日本の甲虫相が今後どのように解明されてゆくか, 予想はっかないが, 欧米のように地味

な小甲虫まで誰にもよく判るような状態に早くもってゆきたいものである.
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日 本 の 甲 虫 類 ①

rl' 根 “n 彦

は じ め に

今l"lの「日本の中a、」の連,Itについて編集部よりの依相
を受けて, 私はその内容をどういう形にするべきか迷わざ

るをえなかつ1こ. 私はかって, 新i-t:.11,、;注 l◆で数l、:-にわた ・

て l l 本の「Pa'の解説をしたが, それを以てしても, ごく -
部の和11資を紹介したにすぎない. それ故,  1 年間の期限で

述べf)れることは恐らく中Illの輪1ｮlと一一部のトピックで
ろう. 個々 のilfiについての知識が役立たないとすれば,  ど
んな形で話題を進めてゆけばよいのか. 私はなお迷いなが

ら '奄 iめている.  幸いにして語 '資の御- ]n空,  御l lヒー正をう
る、:とができれば, 'に幸いだと思・ , ている.
既に各所に紹介されているように甲 類は (綱 ) の

中での l 目ﾈ自超 l lに含まれるものの総称で るが , その
til i 1“界で約30方が知られ, なお続々と新 が公表されて

いる. l-1本の領-1:内だけでも1 フJに近いt mfｼがあり , 
い将来には7j- をtiiすことが確実である.  したが一) て現在の
処では民!1' の中で最も多数のダを含む大群で る . この
うな中!1、類がどうして生じたのかは判らないとしても, そ

の大きさや形の変化, さらに生態的な多様性は注目に価す

る. そしてこれらのこ とが, 上地 ( i'i ) の発達に守られ

て大'Itの甲出を産み出した要因にな・, f二であろうことは想
像できる. かって私の導敬する先学故l場浅',lf温 士は, 甲

!1. の特異性をあげた一文中に t の発達に関速して次のよ
うに記された.  「元来Ill 出v1的1 l l型的な陸法動物 (ter
strial animals ) であるということには,  最lll-疑を む余

地もあるまい. かの, 形に乏しい水法甲!ll相を構成する語
種にしてももと失張地.l:に生活していた祖先から起つ て,
二次的に水中生活に適応したものに過ぎない. だから, 甲

虫類は民虫の数多く技分れした系統樹の一 つの特別な枝と
してかように陸上に発達して来たのである. ここに於て,
私はこういう風に-考えるのである. 一甲!1.は, 一方に於

てi i !1.の本来空中動物 (aerial animals) として持一・ てい

た特徴を保持し1-ら( lip t)機能的な後地を有し ), 他方に於

て陸t \ '動物として極度の発達を送げた結果このように特別
な構造を有するに至,) たのだと. この事は, 同じく 型的

な陸t41動物たる iのll二 !l lが程度の差はあろうけれども
似たような形をしていること, 叉前にも言及んだ直翅類や

異 ffiのl'l !i.. の例( 甲 の上 に似て肥厚した前姐をもつ)

を参照して考集すべきであろう. 」  ところでそれでは甲虫

の特長とは何か. 一般的な定.仔は次のように要約される
完I t変態を行なう, つまり幼'11 ・ 期i - 成a、の3 期が明ら

かに識別される. 成!11 : 前通 (中1?jにつく ) は多少とも硬
く厚くなり上 (趨相:i ) に変化し, 多くの場合, 静止の際

背面の正中線1一で左;f,の趣が相接し(接線を会合線という )
後体部 (中的から後方) の全体~大部分をおおう. 後

( 後;g'ﾂにつく ) のみはll実質で通常飛行に役立つ . 口器はn
~a街食に適し, 頭は下面に明らかな 頭域を有する. 多

くはまた, 前用◆?部が大きくて後体部と関節して動かすこと
ができるし, 月解細9節は前方 (基部) の 1~2 節が退化し

ており, 後端の 1~2 節は縮小し変形して順部内に収めら

れる. 幼!11 : 少胸'型 (1慨脚を欠く ) または無脚型である.
下11111来 (本方糸腺またはnlm-ll泉)  を欠く,  まin  :  通常 型であ

り, 大:aalは機能的でない.
以上の特長をn今味してみて判ることは, やはり甲虫の大

きな特質は上 にあるといえるであろう. では, この上組

はどのようにしてできたであろうか.
CII(l、、'SON (1955) は現生の甲虫と化石のそれを広く観察
して. 中!11類の上 は原型として 9~10条の規則的な条構
と小術等1.に沿う短い条1111をもっていたと考え, そのような

i-_1aiは現在最も原始的な型のものと信じられている甲虫に
特に強く発達していると述べている. そして, そのような

ffiでは条、fifiの間室 (条ll? と条溝との間) は強い縦の肋脈を
形成し, 条構部は多くの で区切られて深く大きい四み

の列とな, , ており, 脈部が網~格子状になってちょうど翅
脈に:-lることを思わせること, 更に初期の化石甲虫の或る
ものでは間室が1 行おきに肋脈状に降まり, それらの間に
ある間室は横脈がふくれて連なって生じたらしいことを記

じてぃる. これから考えると, 甲 の上地は Cllowso が

いうように, まず前趣の翅脈が特化して縦l脈を形成し, 横
脈によ , , て格子状に結ばれ, 次に横脈が-i、えて複雑化し,
地1脈は全体的に まりll実状部を押しi文-め, ついに厲ﾀ状部の

i ii:flit、が判l') なくなる, という順で特殊化したものなのであ
ろ う . 現在では, ここにいう原始的な上 をもつ甲虫は一

部の構にのみ認められている (ナー1j l二ラタムシ, べニポタ

ルなど) けれども, より 進んだ型の上 は広く各群の甲虫

にふっうにみられ, もはや条溝の痕跡も明らかでないよう



中 根 猛 彦

な上越も多く

の常fに見出だ
される. この

ことは・理の特

化が6-? tの
甲a、 において

平行的に起こ

ったことを推

定させる. で

は次に特殊な

上inをもつIl l
lはどんな先
祖からできた

第 1 図 へ ピ ト ンポ Parchaul iodes の前 であろうか・

迅(左 ), 原韓 類 Protocoleus mi tc1it,11 Cite、、so.、'
の前 (中), ( TILLAIn, JI・ASN1'Lによる) は上翅の上記
ナカ' ヒラタムシ C“PeS (始原 目) の上 のような発達
(右),

が木の度の下

に港つて生活するのに適応した結果と- え, 中1、の先組は
このような生福・をしていたと1N1.1象しているが,  既に本,i8、
(第16巻第6号, 1962) においてふれたように, 甲!i、の起
源については2 説があり, その1 つは HANDl.Ilts lI(1925,
30, 38) が唱えた原コ'キブリ類 ( ~ ゴキプリ類) 起源説で

あり, 他の1 つはCnAMPToN(l924) にはじまりCno、 SON
(1955,60) らに、支持される脈通類 (へビトンポ期) 起源説
である. 確かにゴキブリ類は前 が革質化して背中に重ね

られており, 前胸はよく発達し, 見万によっては中 類に

似ているのであるが, その前翅をよく見ると, そのでき方
が全く異なっている. ゴキブリ類の支通は 脈の特殊化によ

って変わったのではなくて, 脈をそのまま残して全体的に

肥厚しているのである. このことから考えれば脈 類, 特

にへビトンポ類に似た祖先に由来して甲 ｶ類が地球上に現
われたと考えるフ;iがはるかに自然と考えられる.  なお
TILLYARD ( l924) はi票州の二提紀上 よりえられた

Protocote sをもって原?h翅類であるとし,  コ'キブリ説の
論拠になったが, FonBEs (1928) はそれが直 類近、-期近条表だ
と考え, CRo、vsoN (1960) もそのタイプを検し, 実物が全

く平たいのに, TILLnRDの図では, 甲、◆11、のようにふくら
んだように見えることを知つたとし, 前にかいたように最

も古い確かな甲 の化石は二 D:紀上周から出ているが,  同
紀下層から出た Tsllekardocoteus (中根1962 の図参照)
はちょうどナカ' ヒラタムシ型の甲虫とへビトンポ類型の
虫との中間型を示すといい, 脈翅類起源説の直接の証拠だ

と主張している.
一万 BltADl,E、- (1947) は中 の分fifiについての論説の

中で, LAMEERn (1938) が注意したように甲虫とへビトン
ボ類との間の幼,11、 の類似は異識を'決む余地がないほど多く

かつ:@1接で ると

, その3 、:1111に公表
さ れた JI・、、'NliL と

P.、u1. I.、、- の分類を主

に111. として作成した
中,tl の系統樹の基部に

画者の原型 prototype
をおい1'_. 使の考えで
は,  この原型の幼 は

水法で, シミ型, 活発

で ft l;、1性であって, 第

l ~ 9 p望脚の111跡が a
( 気管ila) として再び

使われ, 第loll更節は2
対の鈎爪で終り, 田

節は分離し, ﾚ、1  節端は
1 対の爪を持つてい

第 2 「 ヘ ビ !・ ン .-i - pa''achalt-
1iod s? の?力虫 (左 ) ( :三 tによる
俗称孫太郎虫) ミ ズ ス マ シ Gy-
ri,Ms ( fit・内i順日) の幼虫 (有),
(JliANNEl, による)

た. また成 は多節の触角,  5 節のPl・i節,  6 本のマルピギ
常, 管状の補一果, 交互滋ifi''1型卵Iii、と3 片型の 交尾器

を j iえていたとする. そして他の完全変樓の解と異なる点

は生語の被いを下唇の系月糸で造らず, マルビギー管から分泌
することであるという. どうも見てきたような語である

が, 彼はこの原型から甲虫ができるのはわずかの変化で足

りるとし, 幼1、では尾角 (urogomphi ) が生じたこと, 成

H

一

n
p

一0

一

一一

8

CA:
u

・・
一::

;-
P-o

一

LYpc
t'

p

一g-

第3 図 中虫類の系続制 (B!tAD. LE、', 1947,  による)



日本の甲虫類

111.では上趣が後通を完全に保護できるようにな っ たこ と
と, それに加えて触角がl l節になり, 第1腹節, 尾角,
生殖脚が:;、われ, 第9 順節が陥入したことをあげている.

BnADLEYの示した系統樹はここに参考のため掲け'てお
くが, いずれにしても甲虫類が脈組類 の先祖から由来

したことは現代の諸家が等しく認めていることが判る.
以上に甲 類の特性と由来について大約を述べたが, こ

こで1 つ間題なのは, ネジレバネ(Strepsiptera) という寄

生性のi・i !iのことである. 既にこれが甲!lに近縁であるこ
とは H.、、'l)LIRscll, TILLYAnD らによって唱えられ, 一般

に認められているが, 別の1 目を形成するものとされるこ
とが多かった. ところがCRo、vsos はこの昆虫が内部寄生
の生活に高'度に適応している (6 は蜂のような形で, 9 は

う1.; !l l型のものが多い) が, その適応を除外して考える

と, 正常な中 的組先から由来したとしか考えられないと

し, 後地しかjlt行に用いられないこと (前翅は小さ く な
り, 双通類後組の変化した平均提に似た棒状になってい
る), 順部ll更板の方が背板よりn更化していること,  meten-
dostemiteの性質, 第 l 令動 の構造がッチハンミョウ,
オオハ十ノミ画科のそれ ( 3 幼 ) と近似していること

を, その銀処としてあげている. そしてオオハナノミなど

に比べ,  ネジレパネの寄生適応ははるかに古く, ちょうど
i、ジレバ 'f・に合う組先型の甲!llに近いものとしてツツシン
ク1「があり, 出1'Ill (5-5-5),  前基節 (実出している), 1度
部の構造が似ている上に, その1 属 Atractocerusでは上
通が著しく結小して, ネジレバキ にみられる平均視的前

に近づいていることを述べている .
中i '類の大別については1,11くから種々 の説があるが, -
般に従来から2 つの大きな群が認められてきた. これらは
食内,Ill目Adephagaと多食1111目Polyphagaである. 前者
は単一の 行!l l ;科を含み, 陸機と水楼の2 群に分けられ

るが, 比相t的によくまとまった類を形成しているのに反
し, 後者は数~十数の:-i科, 百以上の科に分かれ, さまざ
まな形・ 構造のfl d蘭 iを含む大辞で る .  JEANNEL(194
は・j と して 内,ll,、l ,1、)分期学的研究の結果, その1 科をな
す歩行.出を細分して多く の族を科に引上げ (約50), 多食
ill'目のFtに対応してそれらを分けることの要当性を強調し
たが, 一般には, こ )11張はとり」:げられず, JI:.、Isl・L&
P.、uLIAN (194・1) の 「iJlll i目を目にしてもよいほど他と異
なるという論識も, 認め‘--)れていない. なお食肉1區目と多
食ilf目はふつう前 t1-を先におくが JE.、?uiし& PAULI.、sは
多 111111 を先におき, 111,Ill目をよ l) 進んだ段階のものと
; えている i しい. BO、'1st, & CltAl ]lliAD(1931) は中
の幼1tlをまとめた際, 食r m̂i目の幼虫が複雑でより進んだ
形態をもっと'l  えたが,  上の扱いはこの説に影響されてい
るのかも知れない. しかし,  CRo、、'SONも指摘しているよ
うに, 甲.Ill, 特に多食fill日の分化には体制の種々 な面での
」ii・和ll化選化が起こ,  ている. 例えば前 下而両側の会合報
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第4 図 甲虫類の系続を示す表. (CRowsoN, 1955, 60に
よって作ってみたもの. の長さは系統の速近とあまり関
係はない )

の消失, 後翅横脈の欠失, 的節数の減少, 幼虫的節と爪の

融合などがこれである.
上の2 目に加えて更に亜目を設けようという試みは以
前から行なわれているが, 最もよく知られているのは始原
1mi目 Archostemataであろう. 古く KoLBE (1908) らに
よって唱えられたこの亜目は戦後 JEANNEL らによって採
用され更に CRowsoNも認めている. この亜日は2 科を含
む小さな群で, その1 科ナガヒラタムシは化石として二畳

紀上f,j以後発見されており, 多くの点で原始的体制を具え
ている. /.:だ Bil:、oLEYはナガヒラタムシが1 亜日を形成
する必要はないとし従前通り食肉国E目に含め, 木を食べる

生活に適応した形態は多食亜日で起こったと平行的にこの
期でも.生し' たものと:考えている. この他に CRo、、,soN (19
55) は新/こに11 ﾀ食mi目 Myxophaga という第4 の日を
創設したが, これは小形の甲虫ばかりの3 科を含み, 多食

要f 目によリ 近いが, 始原食肉亜目に共通な原始的特長を具
えている.  Cite、、'sos は多食1111目の祖先が小さな甲虫でカ
ビやr'41を:ftうようなものだったろうと考えているが, 今日

のこのfli 目の多彩な発a、が, そのような地味な段階を経て
きたのかどうか些か疑問がある. JEANN'EL & PAULI?N は

更部の構造を基とし多食亜目を2分したが,  CRowsoNは
腹部構造の不安定なことを指摘し, 根拠として役立たない
と述べている . (つづく )

一国立科学1.' f物館一
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日 本 の

甲 虫 類

●中 根 猛 彦

目本産甲虫研究のはじま リ

本S一学者による研究は別として,  日本産の甲 をはじめ
て記 し命名したのは C. P. TIiu、mEnGであるらしい.
彼は動物や.昆11よりも, i物学の而で多くの業續がある
が, l775~6 flに長l時に立.fり, カピタンに同行して江戸
まで旅行した.  彼が帰国してから公表した D isse r ta ti o

Entomologica novas insec torum species sistens (昆1j1
新fif i;f, 1781~91) には南アフリカ・ ジャバなどの に

まじって日本の が含まれており,  第1 篇 (1781) には
Com ''eMa jaPomca( =propy!aea japonica) ヒメカメノ
コテン トウ, Com'1effa ocfog!ef tata,  CI'cl,1defa  J'ape,1,c
ハン 、ヨウの3 極の甲 、が f fe,,lore61!,s grandtsへビト
ンポと共に日本産として図示されている. 第1 の極は図の

ように斑紋に変異があるが, 原著のものはもっともふつう

な型である. 第2 の極は日本産かどうか判らない種で
Jt'?Kの甲111、目録にもでてこない.  もし日本産とすると,
変異の多い H -mont'a a:tyridis PALL.、s テントウムシ
の1 型のようにも思われる. 第3 の極は以前からシナ産の
C. c/It'aem's DMI出It の変極とされていたものであるが,

第 1 図

e
l)Pl

1. COCClne11a OCt0guttata (T1lU'nEItG の

図より変写)
2. C.Jap0'fica ヒ メ カ メ ノ コテ ソ ト ウ

(TlluNB1l;ltGの図より破写)
3. C. ja o,fica ( =p,'opy1aea J'ape,fica) の
斑紋とその変111 (a, b, c)

(神谷 1965 に .t る )

私は大陸産の個体と3 交尾器を比較した結果, 独立種と し

て扱うことにしている. この種はミチシルへとかミチオシ
エと呼ばれ, 砂地や道路上に多いもので, 色彩も美しいか
ら, たやすく TIIuNBERGの目にもふれたことであろう.
彼はこれに続いて第4 篇にも Lampyr is Japomca ( -
Luc,ola japom'ca) キイロポタルを日本産として記載した
が, この黄色で頭と上翅先端の黒いホタルは 0LIvIER ら
先学の研究によると産地が誤で実はジャバ Java 産である
という. しかし日本に黄色のホタルがぃなぃのかとぃう
と, そうでもなくてトカラ諸島には小さいが,  よく光る
L. costipen us GolurAt キイロスジポタルが分布してお
り, 長崎付近ではきわめてまれであるが黄色いホタルがと

れるという話もある. また私は偶然に鹿児島大学( 旧高農)
の標本中に城ll l,  1915 年4月 16 日とラベルのついた大

形の L.go-ham1 RITsEMA?  らしいものを発見した.
L Jape,,ica はほんとうにジャバ産なのだろうか,  それと

も日本産なのか. 1787 年には彼はMuseum Naturalium
Academiae Upsaliensis. Dissertatioの第4 :浦にSaperda
Jape,l l'ca (= 0 ﾝerea  Jape,1fca)  リンゴカミキリを図示記
した.  ところがこの図が記i設 と一致せず, 実はインド産

の S. l tea の図であることが,  大林一夫氏の努力によっ

て紹介された. 最後に御ま1822, 3 年に日本の動物研究の
仕上げとして Fauna Japonica (日本動物誌) を公表し,
前 に 13 種, 後篇に 21 種の甲虫を記録した. ただし,
このリストにある種名のものには実際に日本に産しないも
の, その後の研究者によって引用されていないものがあっ

て問題を している. たとえば Necrophorus ,'apomcus,
,-i,ohMs J'a onicus, 出ster Ja e川'c l,s などは後の研究者

によって新極名として使用されたものもはいっているので

ある .

以上の Dissertatio にはじまり Fauna Japonica に終
る Ti【u?BliRo の研究は実に40年の月日を要しているが,
その間の他の研究者による発表は誠に少ないようであっ
て, ただ HoRNsTEI)Tがイタビ類の葉につく Chrysomela
J'ape,1,'ca ( = MorPaosp aera  J'aPonica)  イチモンジハ

ー -
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シを 1788 イl-に図
示記I t したことが

目につく 位であ

る.  l9 世系[;.初め
の空自時代に続
く T - sl;l・:It,; の

Fauna 公表の
-

はちょうど有名な

p. E. yon SIEB0!,r,

の来‘i方の時期 (18
23 ) に -. lつてい,二

が, Sit:Bol l, 自身
の研究は甲111にま
でおよばず, 後年
いくつかの種に彼

第2 図 a a nde1a c it l ,Ie,1sls a m m 1-

fera HonN(l期鮮産)の6 交rj-器(左) の名が献名された
と C,Japo, ca THUNBERGハンミョ  のをみるだけであ
ウの6交尾器 (右) る .

日本を訪れた外国人たちによって欧州へ持ち帰られた甲
虫が, 専門家の手によって発表されだしたのは1830 1代
に入ってからのようで, 特産の大形 l Damaster blapto-
ides KoLLAn マイマイカプリが新属新1111として発表され
たのも,  1836 年のことである.  この甲!11は大形で頒al9部
が細くのびて奇妙な形をしているだけでなく, 後翅がなく
て左右の上翅が接者し, 北海道から九州にかけて著しい地
方的な変異を示していることはよく知られている. 力タツ
ムリ (マイマイ) を襲い, 細い首を殻につつこんで食べる
ことからマイマイカプリとよばれたらしいが, 古く l;tビワ
ムシともいつたらしぃ. KoLLARの発表と前後してHopl-
はAle', ala l c d!?Ia (1835, =A, 1)Ie,ld - s( y1lenha1)
コガネムシを記録し,  1839 年には A. cuprea l、 ウガネブ
イブイ,  A alboP,lesaアオドウガネを記般している. 後
者は暖地性であるが, 両者とも果樹その他の葉を食い, .l'..
のあかりにとんできて私たちを悩ませる f中間である. 1838
年に NEWMANによって発表されたPopiltia japontcaマ
メコガネは, いろいろな植物の葉を食害するが, 北アメリ

カにはいって大書 となり Japanese beetle ( 日本の甲

! ) としてありがたくないf t表にされた極類である. 1840
年には Chalcophora Japouca Gon r ウパタマムシ力・,

41 年には o m orr  n J'apo -'ca HOPE カナフンが記
:i股され, 42 年にはハナムグリ類3種がBuRil lsTlutによ
って命名され,  日本の甲ll'は徐々 に世界に知られてきた.
しかし日本の甲虫研究の一つのエポックはロシヤの V.

1. de MoTscl IuLsKY らの一連の研究によってもたらされ

た. MoTscHuLsKr の調査した材料は主として GAsc1lKE-

v ITs c H (またはGoscHKEvlTsclI) 夫表の採集したもので
あるが, この採集家は l853, 4 の両年に PuTI?TIN の率

いる Paliada -Jの支那語通訳として来llし長崎に'1111◆し,
また下田にもしばらく1帯在した.  さ t)に 1858 il lには江戸
に5J1留し, 引続いて 館の領事となって1867 年ﾂ' iまでい
たという. 二1、-人の EL1s.、 もよく採集し, MOTS( li t・1,?KY
の 1860 1'の論文にも Madame G・sc lIKE、・I Tc1l t')採集
によることが記されており,  アムール地方でt n集した 1二
ハンミ ョウには o ld ,,de1a e1,M e の名がみ f) れる.

M(lTSul,1st、、' のl」本のIll !11.の記述は1 として1857,110, 61
の3 l にそれそ'れ公表された lnsectes du Japon (Etudes
EntomoIogique に登識されている) に含まれ,  合,11- 100
重条の新 l (24 +64+20) があり,  61 'l:にまとy、 l、れた
Catalogue des insectes rel・us du Japon ( Bull . Soc .

imp.  Natur.  Moscouに登ll?) には44 種の新i取を ,・む
約240種のリストがホ \せられている.  数こそ多く l lない
が, 1111の命名した細こは, 現在私たちの目にふれやすいf?l
が多いから, 多少とも中.111に興味をもつ人たちにと - , て01
の名はなじみ深いものである.

M(ITs('IIuL ']、- と同時代にl l 本の中!1. を記」1  した人に
国の F. MoR.、、rt T7・ がある .彼の事攻したのは歩行?1類で
あって,  1862 i、:に東シベリヤ産のものと共に北海適産の
陸ill・熏s!1.を記,l uしたが,  63  年にはこれをまとめて
Beitrag zur Kaferfauna der Inset Jesse(工ソ島fFI ll誌)
第1報として公表した (Mom.  Acad.  imp.  Sci.  St.
Petersbourg,  VI,  3).  この資料はM館領事館付の、,、.'tj
Dr. M. A l l;l l: -Tの主に採集したもので,  --部はDr.
P . WI'1.ドI n's および C. MA?I;Mo、、I・7. の採11、にかかるもの
である. M (、l .、、、' IT' ' の62 年の報告は子報的なものであ .
たが,  63 ・1-のは各種について,  きわめて詳細な記述i:と
もなっており, MoTscnuLsKrの記i使や,  あるいはより j
lの, 英1111などの人たちの記1tuにくらべて, はるかにすぐ
れている .  この他, MonA'vrITz と同時代で, より_ii i-く から

活離していたdo C!f'、uDoI1, も断片的に日本の歩行11 を記
使しているが, それらは Ca,-abus dehaani i (1848) オオ

オサムシ,  C. i ,lstdicola ( 1869)
ア オオサ ムシ, C. p,-ocerulus
(1862)  ク ロナ 力 オ サムシ,

C ic ln de1a Ja ane'Is is (1863) コ

ニワハンミョウなどである.
---方イギリスの i、i医であっ
た A . ADA、l・、 は 1845 年軍a
Samarang号に乗って琉球諸島・
済州島などに寄港し, 長崎にも立
寄ったが,  1959 fl:にはActaeon
号で台湾・ i場子江より朝鮮・ 日本

海沿J'llに至る海域を調査し,  対
第3 図 L uc tola cost i -

馬 ' 票属一 飛島において採集して pen,,js GoR1,AM キイ

いる.  ま た同じ く イ ギ リ ス の n ス ジ ポ タ ル
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中 根 猛 彦

第4 G. LEWIS の第 2 回目来日の際の採集 f路
( B、TI・s, 1883, による )

R. F(,nT1、-E も 1860, 61 の画年に来日し,  神奈川付近を

中心に 本・ 座本を集めるかた -) ら.昆!11.を採集した. この

) 人の採集素で1,11い出すのは Da ,last(,r te,-tu ei Al,.、ls
(1861) アオマイマイカブリのこ と である .  この は

AD.、 ls がAwa-Sima (栗島) で採集したと記録しながら,
後与・ LE、、;]sにあれはTabu-Sima ( 飛島) の誤であったと

伝えた,  と BATESが・,lfいている.  しかし, 近年この類の

採集がよく行なわれるにつれ, この虫が採集できるのは業

島であって, 飛島では未だに採集できないことが明らかに
なってきた. A l) - sが自分の種に For tuneの名をつけた
のは, 上海で2人が出会い,  D.btapto,dosの図と,  標本
を比較させてもらったりした故らしい.  FonTu?1: が神奈

川あたl) で採集したものは Sell .1?uM (1861) によって D.
.o “,-oides ヒメマイマイカブリとして公表されたが, すく'
後, 記ll?に際して彼はそれが D. for t, -ei と同物であると
訂正した.  しかし実際にはこの2 者は別の亜種と考えられ
るので, そ?J, 後の人々 によって別にされている. AD_- sや
tot - Nil の採集品はその後断片的にイギリスなどの専門

家の論文中にみいだされるが, むしろシナあたりのものが
多く,  日本産の種は1870年代に記載されたものが主であ
り,  彼らの名を冠したものが,  いくつかある.  たとえば

H,r ,nat,・ophaga adamsii B.、LY (1874) ヒメトビハムシ,

opt'scapha for ti - i one - l (1873) ヒメオビオオキノコ

ムシ, Ectatorhint‘s adams PAscoE (1872) マダラアシ

ゾウムシなどがこれである.

日本の甲虫研究にとって次の大きな飛難はイギリスの

,G. LEw,s  とその前後の主としてドィッ人採集家の収獲に

よってなされた. LE、ns は 1864~72 年にわたって長崎に

在留し, 神戸方面にもいつているが, 1880~ l 年再び来日

し, 四国を除いて全島を広く旅行して採集した. この旅行
経路は BAT1isによって地図と共に紹介されている. 彼の

採集品はイキ[リスのみな‘, ず CANt,lizli, KIEsliNu'ETT11n,
RliITT1llt, Roi - l・sなど独1ムの事門家にも送られ, 多数の
論文となって発表された.主な群の英人の研究者はBATES,
BLA、'DFOllD, CltOT('11, GORIIa,M, S!tARP, WATEllHOUSF,
WOLLASTONなどであるが,  また LliwIs自身もェンマム
シをはじめいくつかの類について論文をかいている. これ

は 19 -世紀の来まで続いたが, ここに日本の甲虫相の大要

は既に明らかにされたといつてよい. 彼が2 度目の来日前

に著わした A catalogue of Coleoptera from the Japa-
nese Archipelago ( l879) には 2227 種が採録されたが,
:2 度目の際の採集の収 はさらに多数の材料を含んでい

る.

一方ドイツ人の採集家としては R. HILLER が山口県荻
に 1872~5 i、に滞在し, 材料は PuTzEYs, Kit.、ATz,
HAROLD, RlilTT1'It, WEI・E ら事門家によって研究され,
Beitrage zur Kli ferfauna yon Japan の題で5回にわた
りドィッ i-i 学会誌 (Deutsche Ent. Zeitschr., 1877~9)
にI t ﾝせられた これには 1873~6 年東京にいた F. M.
HILl・l.sDo1l1・・ と W. Dli.、'I rzの2 人の大学教師によってえ

られた材料も含まれている.  また T. L1iNz は 1874 ~80

年に神戸に在留し, H.、noLDに標本を作り, 結果は2 の

論文として発表されている.  さらに J.J. REIN (Prof, Dr
とある) は1874~5 11:-にわたり日本におり,  彼の採集':
は L. yon HI - ,IINによって 1879 年1 論文にまとめられ
た .

この他 1870 年代にはフランスの有名な甲 !l l学者
FAIRM. I ItE が Car ab s grhini (= Acoptolabrusgehini)
オ才ルリオサムシを 記

' (1876) し, PuTzErs は Van

VOL:,E.、t採集の Carab s of)aculus ヒメクロオサムシな
どを記,使した.  またスウェーデンの C. G. T IIoMsoN も

1864, 5 年と68, 78 両年にカミキリを記i設、した. この中
には Ca 0 s , ' ' I a sa,lg,‘,,fete,Ita ハンノキカミキリなどが
含まれている.

1880 ・代から90年f tにかけては Lil、vIs らの報告が続
、が,  その間i ﾅ有名な J. H.LEEcl i の来3b- (1888),
J. B. F」、ltMEの奄美大良iでの採集(1891~1906)があリ, ま

た F. J. HAIM.、Nn (1894~1965) は駐留中に多量の甲虫を
採集, それそれ本国の専門家の手に委ねられた. この で

注Fl されるのは S - 0.sFELnT の Catalog der Coleopteren
yon Japan (日本「P 目録) で 1887 年に公表され,  87,
91, 97 の各年に追補がなされた.  これらは各種の既知産
地が記され使利なものである. (つづく )

- 国立科学tl9物館一



日本の甲虫類

連 載 3

日 本 の

甲 虫 類

● 中 根 猛 彦

前回は日本産甲虫の研究が海外ではじめられてから 19
世紀の終り頃までの状況について, 特に来日した採集家を
中心として記してみた. そして既にこの時代に, 「1 本に産

する甲出の分類に関して, あらましの基盤がしかれてしま
ったことも述べた. このことは同時に分類のために基本と

なるべき標本が, ほとんど凡て海外の自然史tilj;物館に収ま
ってしまったことを意味する. 後年日本に育った分期の研

究者たちが, それらをみる機会もなく , 苦心して集めた文

献をたよりに標本の種名の判定に苦聞せねばならなぃ素因

は実にここに根ざしているともいえる. それ故今後発展の
ためには分類の研究者に海外におかれたこれらの標本を実
見させる機会を与えることがぜひとも必要だと思われる.

1900 年前後の海外での研究

前述のように18 世紀後半の外人採集家の活動は多数の
甲虫標本を彼らの母国と専門家たちにもたらした. 中でも

G. LEWISの採集品は多数の日本の甲」」_に関する論文を産み
だした. 1890年代にも SuAl iP, BLANDi'onDが象111.lil tの報
告をかいており, LEw,s自身も他の」、字門家に委せきれなか
った類について20 糖におよぶ論文を発表している. この

頃にはまた R1lTTEtt, SEIDLITZなどの発:表した1日北区,
欧州, あるいはアジアなどの中 の報告や検索の中に, し

ばしば日本の種が引用され, 記械されるのが目立ってきた.
海外の研究で 1900年ftになって, まず注日されるのは

パリのt鼈齦ｨ館の報告 (Bul letin Mus, hist, na t, Par is)

にのせられた HARIAND採集の甲'」i に関する一連の論文で
ある. これらは BoUnGEOIs, F1l.UvEL, FLEUrIAUx,
GROUVELLE, LAPOUOE, 0LI、' IER, pOllT.EVIN, pfc など

当時のフランスの専門家が執筆しており, 新極の数こそ多
くはないが, 重要な文献になっている.  HAn tA?r,は公使
として 10年余りも日本に駐在していたのであるが, 1903
年に彼の下に通訳官として来日したGALLoIsは, 彼に同
行して採集を1111けただけでなく , 自身も採集し, 公使の帰

国後も続けて1918 年まで在留していた. G,、LLotsの採集
地もHARMANDと同じく主に中部日本, 特に軽井沢附近や
日光辺であったが, 九州熊本方面の採集旅行にも同行して

おり, また単独で四国の高知附近へも採集にでかけてい

る.   彼の l時の回w' n淡は,  1937  年に総領事として l i tび日
本を訪れた1度から, 大林一大一がきいて関西 学排誌 ( V,
1, 1938) に投構している. 波が1111?1 し.てパリのt?i物l?'に
lZ'  - )た標本は恐らく  H.、n.、l.、MI)  のそれをはるかにしのぐも
のであったろう.  彼の名はガロアムシ Ca11oisla,,a _ -

f 'o'ie,tsis C、uI)IIL l, & K I?o で一般に知られているが,

甲 でもぃくっかの極名が1111にt?げられている.  ところで

H.、n.、lAN Dの方も種名にかなり1111の名が与えられているが,
ここではやはり日光など山地器:に産するホソ l二メクロオサ
ムシ Carabus har ,Ia,1d i L r, ,uciiが逸品であろう.   す

サムシ採集家によると日本で最も個体数の少ない種の1 つ
だとぃう . H、R- Nuでもう1 つ思い出すのはPsi1oclad!‘s
liar,,tand i c OL l、,I !In のことである.  これはどういう間

違いかGenera lnsectorumのホタル科の中で日本産にさ
れていたのであるが, 原記,l:  と基本標本を当ってみると
ンドの Darji iing産であることが岡
田要先生によ , ) て明ら力,にされた.
E.0LI1'fEn (1902) はt-l本からも同
属のムネクリイロポタル P. ・u r t e -

10s,‘fを記,l?したが, これがCypho-
tO Ce 「 S 「tl fCOuiS KM SE:NWIiTTElt

(1879) と同物であることは私が指

描した ( このことは,l ・T一浅11温fi ll
も前から気づぃておられ /: とのこと
である). Ps1ocladt‘s という11fは元
来中南米にいる類なので Cyp/,c o-
co'-,‘s とこの属が果して同じなのか

どうかは今後の研究によらなければ
ならない. ただ 0 Llv llilt はオバポ

タル Lucidina btpiag,iataに当るも
のに南米のPyracto,Ie,,ta 属を使っ
て P. 1- '', - ,d, を記,g  したりして
いるから, 表面的な類似であるかも

知れない.  この他 Pfc が記一載した
Leptura harmandt  も難物であっ

第 1 図 ム f・ク リ

イロ :it ダル CyPh0-
1,l oce r t l s ,-ufcollis
K IESli SW TTEll ( =
Psi1ocladus v a r ! o -

「os1lS E. 0LIv11ill (
節から 2 本の

が出ている. 被は9
で は い . 体長 7

mm内外.  (神国,
1935 の順色図より )
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第 2 国 日本産力ミキリムシ科第3 図版
( fill物学 'S ,111第12 第144 号 )

中 根 猛 彦

た. 私ははじ

めこの学名を

コウヤホソハ

ナカ ミ キ リ

St ra,,gall'a
koyae,tsis
MATSUSHITA

と同物とみな

し1◆こが, 大林

はパリ博物館

にあるダイブ

の図を J、手
し, それがャ

ツポシハナカ

ミキリ Lep-
t u r a a rcu at a

minuca

BATESの1 型

であることを

確めた.

20 世紀の初めに日本に来た採集家としては, なお, 台湾

の採集で有名な H. SAuTEnがある. 彼は1902~5 年の間,
東京と同Ill に数同iとして在留していた.  日本での彼の採集
は台;fifiの場合の準々 しさはないが, BIIRNHAuEnのハネカク
シの論文には彼のとった標本によるものが含まれている.
余淡であるがleiの台湾の採集品は H. Sauter's Formosa-

Ausbeute の題で 1910 年tf iから 30年代まで甲1」_だけで
も 50 fn1に近い報文として多数の専門家によって公表され
ている.

l l 本の甲出のみを対象にした論文は 1900年ftの初期に
は上記のH.、ll、lA.sDのものを除きごく少なく , BEns1lAuER
(1907) の論文ぐらいであるが, Pieなどはしばしば日本か
らの新種の記 をしている . 1913 年にはARROWが日本の
コカ'ネムシ科について発表を行ない, LEsNE, Su.、一ov,
Vl1,L.utD が日本の極を記,Iu、しているが, SuMAKo、' の画E富
産の Myiab,-ts (オビゲンセイ) は JAcoBso1lN(1893) の

;lヒ海道産Ceotrui)cs ( センチコガネ) の1 種と共に, その後

金く採集されていない. なおPonTEvIN(1914), HusTAcn1:
(1916 ) はシデムシ ター?キノコムシ類, サルソ'ウムシ
をそれそれまとめていて有用な文献である.

19 世紀終りからの目本人研究家による業績

l l 本の甲出がltli外で盛んに研究されているとき, 日本国

内での状態.はどうであったろうか. 束京にできた動物' f'会
は1889 年になって動物学雑諾を月判で発行するようにな
った. 他に離誌がなかった-'i時として, これには の記

事がかなりあるが, 甲?、についても-,t i川友太郎, 池田作次

郎, 小島銀吉, 梅村甚

郎, 渡江元吉, 名和

端, 栗野伝之,?, 佐々

本.',l'二郎, 渡海'l庄三郎
などが初期の誌面をeﾝ-
わしている. この中で

岩川と佐々 木は東京大

学学生の たまたま横

浜に逗留した LEWIS
から指導をうけ, 特に

ll .川は第1 巻に日本産

輔趣類と題して概説を
執 し, 1900年には日
本産天牛科の題で4 回
にわたり色刷の図版と

共にカミキリムシ類の
紹介をしている. 1891
年に;話室博物館天産部
動物標本目録が発行さ

第 3図 ミ ョ シ コ , ' ンゾウ . ? シ

Gy,nnet ron ,niyos1u' i MIYosmム
シクサにつき虫 をつくる. 体長
2 ~2. 5 mm 左下は卵, 幼虫, l fll .
( it虫-111:界第4 港第7 図版)

れた際, 昆虫の部を担当したのは彼であろうといわれてい
る. 当時の甲虫の記事は書'!llや生態を扱ったものが多い
が, 松村松年( l894~5)は「北海道産輔翅類」の題でリスト
( ここに使用されている和名は今日のとはちがって面自い

ものがある) と共に北海道の甲虫を紹介している. しかしま
だ新種を発表することはなかった. 彼の廿八星瓢虫につい

ての報告 ( l895~6) はオオニジュウヤホシテントウの加害

や生態を記述しているが, 戦後ジャガイモを食うこの虫と

アザミを食うコブオオ=.ジュウヤホシテントウEPi lachna
p,,stuiosa KONo との関係が論議され, 形 ・ 生態の比較や

交配実験が行なわれていることを考えると半世紀の間の研

究の進歩が思われる. 私たち分類研究者からいうと, 伊豆下

田から採集された 1. v 1,1t iocto''!ac i‘!ata MoTscHULsKY

と札幌などから記録されたE aipo,,ica LIl、、'Isが, 現在論

議されているこの類のどの集団に当るのか, この類の諸型

の学名をどう決定したら妥 ,iか, 頭の痛い間題が残されて
いる.

1897 r:に11111阜の名和 l (名和昆!11研究所) は, 日本最初

の民虫ﾒ t誌 (1895~7)  から別れて,  昆!11世界を発刊した
この月刊誌は毎号図版 l 葉を巻頭にかかげてあり, その中
には色刷りのテントウムシ類 (第3巻, 1899) もあり, 本

文に29 初lについての解説 (名和悔古) がある. これは_・1
時としては優れた仕事であり, この極の図解として最初の
ものであったろう. この他, ハムシやカミキリムシの図版

もあったが主として書虫の生進の図が多く ,  1900年の1
つにはムシクサの!t'、a9 という題で, ムシクサにつくソ'ウム
シの幼 と成虫が図示された(名和梅吉). この虫は牧野富
太郎 ・の日本 物図雄にもムシクサのところで紹介されて



いて, むしろ有l的研究家によく知f-,れているが, その学名
が与えられたのはi i 世界に発表された三好ll'太郎の論文
(1922) による.  三好はその学名に,  !11の鑑定を依頼した
松村t?基士から新f重であると知らされたと記し,  Gymne-
t,-on Miyoshii M、TS, n. sp. ( ミ ョシタマソ'ウ) _いう
名を用いた. しかし松付はこのf重を記,l&しなか たの で

G.miyoshi i MI、,(1sllI (和名はミ ョシコバンソ' ) として

用いられることになった. このように同定依頼者の記,Itが
先に発表され, 本人が自分に南l名したような妙な形になっ
たものはトゲナベブタムシ Af)he1ochetlt s laωa N_、、、'A
などにもみられるが, 今後も注意する必要があるであろ

う. ただ当時はまだ学名に関する知識も十分でなかったろ
うし致し方ないことである.

松村は1898 年にしl本111t.11.学を著し, さらに1907, 15
両年に昆虫分類学 (上, 下 : 甲虫は下巻), 1904~21 年に

日本千虫図解 (正, 続, 新: 各4 巻, 甲、ははじめの第2
~4巻, 1905, 06, 07) を公刊し, 他にも害!11書など多数
の著書をかき, また広範囲にわたって論文を発表し, 日本
の昆虫学の発展を招来した先覚者であるが, あまりに研究
の対象が広すぎて個々の間題に気をとめる暇はなかったの

であろう. 日本千I ll図解は恐らく日本で発行された最初の
まとまった図鑑であり, 続, 新を書名につけた同列の図解
と共に一般の昆 に対する認識を深めさせた.

1900年前後は日本の 学ないしは昆虫学にとって1
つの段階であったようで, いろいろな会ができて?fl 't1 を発

行している. これらについては私などはとうてい探索でき
ないが, たとえば「博物之友」 という雄誌にも甲!tl学と題
した概説らしいものや, 地方的な甲 oの記録などが散見さ
れる.
上に記したようにこの頃の記111はほとんど凡てが紹介的
なものか, 生態その他に関した雑記風のものばかりで, 新
種の発表のようなものは見当らない.
その中で恐らく最初の日本人による甲 の記,使と思われ
るのは新島善直 (1905, 08) によるキクイムシの論文の発

表である. 新島は後年木下栄次郎と:l lにH本の食集こがね
むし類をまとめた人であり, また森林i i !l学の1 ﾒでも
るが, 新 d重の記-ホl lでも先覚で ったようである.   190 7 
には素木得一のヒゲブトオサムシの論文があるが, 台湾産

であって日本のものではなかった. 真のL二ゲブトオサムシ
(最近はェグリコ'ミムシ i‘st'-a Ja e ' M c a BATES などが

入れられる 0zaeninae はヒゲブトオサムシ科に移されて
いる) が日本から発見されたのは, つい最近のことで久松

定成 (l963) によって四国の足 tl山中から記録された
Ce,'atoder t‘s 't,enustus HlsA tATs tr である. 1911 11一にな
って松村は棒太の昆 を調査して発表しているが, この中

には着干の甲 の新極が記iluされている. 現在シノニムと

して1? されたものもあるが, t;iになって北海道その他にも

日本の甲虫類

分布することが判ったものも

ある. たとえばクロカミキリ

モドキ 2onace r da mgr i-
pe,,,,is などは後者に属する.
l914 年に朴沢三二は自 の集

にいる甲! l を台湾から記11t し

た. 1915年には栗崎 ・太 の

テントウムシの新紙記1 gが
!ll世界に掲 され, 17年にも
淹沢真程によるテントウムシ

l l

の新種の発表があった.  この 第4 図 ク n ・1- ビ ヒ ヶ' ブ

時代は昆 世界も順調に巻を
ト オ サ 人 C - ' te d一 e

venust t s H I '.、.、ll、TsU 体長
重ねていたし' f'31物関係の雑 4.7 mm, 近j_ \の fﾂ、 Java
誌もまたいくつかあったよう にいる.  この角iは の果に

であるから, 甲111の記事も前 すむ. (久松, l 963 の写真

ほど少なくはなかった. この よ り )

頃で私たちにとって注目されるものは松村の日本 虫総目

録, 第2巻,  甲11,の部 (大日本昆 学会,  1915) であろ

う. これは食内亜目からはじまり, ハネカクシの途中で終
っているが, この企画が成功していたな f) ば, 研究者によ

り便利だったろうと惜しまれる.  日本の甲!t学が活発な動
きをみせはじめたのは1920年代にはいってからである.

前回及び今回の一部の執筆に関しては農業技術研究所の
長谷川仁氏に一方ならぬ御援リ1をうけた. ここに厚く御礼

を中し上げる. (つづく )
- 国立科学 物節一
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1920年以後の研究

l l本のl 蒼烽ﾅ甲 の研究が活発に行なわれるようになっ

たのは, 前回にふれたように 1920年 (大正9 年) 以後の
ことである. そして30 'ql代には各種の図鑑が引続いて刊
行され, 総括的な研究もいろいろ公表されて, 大きく発展

した. 現在の1-1 ﾀ学者にもこの時期に会って昆虫へと足を
ふみ-人れに人が幾 '、、かあるであろうが, 私もまた 20年に
生れ, 少年期に \'  人と図館 tの手引でこの道へひきこまれた
l 人である.
20'l代も初めにl l特にt-l 覚ましい研究はないが, 注目さ
れるものに果崎真1益 (i電沢真総と同一人) のテントウムシ

に関する数篇の報告がある ('20~26).  彼はここでテント

ウムシ (Ptyc,ha,tat s), アミダテントウ (Anl ida),  アカ

ボシテントウ (Chltoco,・us) などの属を扱っているが, 私
にとって特に印象1?いのは Ptychanatis .yedoens sという
東点5tj場産の新 のことである. これはふつうのテントウ

ムシP. (または f fa,-' '10,,l'a をつかう ) aay,-i d's P_u,I,As
の;照、化型 ( 各上

a , 、 翅に 1~2 の黄
'

色紋がある ) に
2 / よく 似ている

が, 成虫では上

,0
M-

第
が

7

( 0
一0

テ ン トウムシの図版

8 はその幼111. .

翅側片 (側緑の
下面へ折れた部

分) が暗J.ii色で
あり, 幼虫では

第7 順節面両側

に黄色の班系 ｶが

ある (a fyr l'dls
では黒化した成

11,では片側が黑
く , 幼虫は第5
節両側に赤黄色

の紋がある) と

して記 された. 成出では区別が難しいが, 幼虫では容易・

に識別できるという. 現在では yedoe,Isis は a f yrtd‘s
の1 型として扱われているが. 私は故湯浅啓温博士が,
:yedoe,s,sの基本標本をみせて1111 った話をされ, 背面の凸
降_などが, いわれてみると確かに違うようだった, といわ

れfこのを記憶している. しかし里野安::答がテントウムシの
解文の造伝を研究した際にはyedoensis型の個体が現われ
ていなかったように覚えている. テントゥムシ類の研究は
その後, 太田 愛 C28~31) によって受けっがれ,  栗崎

C23) によって概観しか述べられなかったヒメテントウ類
も検i;iされたC29).  太田の後は, 図鑑類に図説された以外

では高t‘?f奨C32) の .EPilach,,aの研究と三輪勇四郎・ 吉
田忠之の日本産昆虫日録のてんとうむし科 (昆虫界付録,
'35)がある. i、易浅もこの類に詳しかったが, 報告としては熱

河省のものぐらいであったようである. 職後は中根及び荒
木通子, 宮武睦夫, 神谷更.之の研究があり, 海外のMADER
( '26~ 37 ) モノグラフ ,

- ' ~ - - -

・ ・

- ' '

TIMB開iLAKE('43), そ . ,,
'二

一 ,

'

l

れに戦後の研究に助け ・一

'    1
.
1・ 、 .

られ,  日本のテントウ

ムシもまとまった形を

とるに至った.

海外では 20年頃に
は特に日本産を扱った
ものとしてHusTAcl lE
('20) のソ'ウムシがあ
り , Harmand, Gallois
などの材料を記i股 し
Ga11ois a などという

Mをつくっている. ま

た FLla m..、.ux C22) は

日本のコメツキダマシ

科(Eucnemidae) をま
とめ, 整理している.

このaEの分類は戦後に

一、l

l l ' l

第2 図 FLEUTIAUx の論文に_
あるコメツキダマシの図版.

1. Bioxytus Japonensis,
2. Sarpedo't atratus,
3. 1‘rypfyc ﾍus  via'nus
4. ProfyioOtus ga o s',
5. Di,'hagus foveatus.
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久松定成によって大幅に進められた.
23 年には前にもふれたように新島善直・ 木下栄次郎に

よる「こがねむしに関する研究報告 (第二)」 (北大農学部
演習林報告 ( III, 2) が出版され, 27 年に出された追加訂

正の第三報 (同上報告 IV) と併せて,  日本産食葉こがね
むし類の概容が明らかにされた. これは恐らく日本人によ

るはじめてのまとまった総括といえるであろう. 朝鮮・対
馬産については, この後村山願造 ('35) の報告があり, 戰

後に満鮮金 子図説がまとめられたが, 日本のものは沢田
玄正 C37~42) の再検討によって多くの知見が加えられ

た. 戦後これはさらに追加され, また中根, 野村鎮の研究

が行なわれている.
23, 4 年頃からは鹿野忠雄も多くの報告を発表している.
彼は東大で地理学を修め, 生物地理学を時i一攻し, 各地で採
集を行ない, 高山性の歩行 などに関する記事もあるが,
特に台湾では審地に於て原地人と共に生活し, 長期の採集

をした. 戦時中には南方へ行き終戦時ポルネオの山中に逃

れたまま消息を絶つたという. 彼の残した標本は戦後科学
博物館に収められたが, 十分な整理ができなぃでぃるのは

残念である. 彼の興味は生物地理学的な点を除けば, 歩行
虫類と天牛類にあったようで, 初期の記事はハンミョウや
オサムシ科が多い. 朝鮮産のこの類の目録C23),  日本産
のハンミ ョウ日録 C24), 北海道の歩行虫ファウナ C23)
などはその表われでセダカオサムシやョツポシゴミムシ

類の解説もあるC24).  その後に彼の記 したものには

Cictndela kaleea yedoe,1s s, Colt:yr is 1oochooe,tss (沖
細), Coptolabrus ,1a tkota a,tus (台湾), Cymt tdis
,subarctica (千島 ) などがある.  日本のハンミョウ科は日

本動物分類の発刊に伴ない, 三輪C36) によってまとめら
れた. これが基 とな

it・事1-
u i

第3 図 STRAN'EOの記載 した
pterosttchus (ナカ' ゴミムシ)
subrugosus (上右) 大雪Ill
nakanet (上左 ) 上高地 本lllil
cristatoides(上中) ″

mucronat:‘s(下中) 八ヶi ii
b ietcisus (下左) 大台ヶ原山
abaci formis(下右) 島々 谷

(Straneo より送られたN」' :真

って馬場金太郎C37)
のマガタハミ ンミ ョ

ウ, Ji池一清 ('36~
40) のアイヌハンミ ョ

ウなどに開する報告が

でたが, 戦後は中根の
交尾器による知見が加

えられた. 海外では

W. HORN C38) のハン

ミョウ類図解があり,
また MI、NDL C36, 7)
の交尾器による研究

( これは破後 RIv,、.I IElt
によってさらに進めら

れた) で日本産につい

ても学名の改変を要す
る部分があった. オサ

13

ムシ科は破前関西では採集が◆a ﾃんで,  多数に冬季採集でえ
られたはずであるが,  戸沢信義 C33~5) の概説の他は三

輪のマイマイカプリ C37), ヒョウタンゴミムシC39), 馬

場のマイマイカプリ再検討 ('38~9) 及び土生總申C40~
44) のゴミムシ類の知見が目立つのみであった.  しかし戦

後は狭義のオサムシ類について中根の交尾器による検討が
あって大要が明らかにされ, t来集熱の高まりが各地にみら
れ, ・ i川良前の追加研究がある. またコ°ミムシ類では土生

が精力的に多くの群をまとめ, また記載し, 石田裕, 田中和
夫もSTItAsFo ('55) のナガゴミムシ類 (Pterostichusなど)
の研究等に刺激され記 を発表し, 上野俊一は JEANS-F.L
にならってチビゴミムシ類(Trechinae) 及び他の洞穴性の

種を主に専攻している. 中根も戰後二, 三の報文を出し
た. 海外では 29 年以降 J,lDI,li-・K、が東亜産のゴミムシを
続けて記載しており,  日本産のヒラタコミムシ, ナガゴミ
ムシ, アトキリコ'ミムシなどもかなり発表し, 戦後も相 l

数の新種iをかいているが, 種の判定に苦しむものも少なく

ない. 戦前のSCHAUBERG1'n C26~36) のゴモクムシ類,
STnANEo C37~9) のナガゴミムシの研究もあり, またミ

ズギワゴミムシでは Nl.ToLIT7Ky (特に '38 ~ 9, '42 ~3 )

の研究が重要である. 前後するが:-?買光一C26) のBlethisa
(アナバネゴミムシ), Lorocera(ツノヒゲゴミムシ ) の北

海道からの記録も重要で前者はその後の記録を欠いてい

る.

鹿野と同時ftには横山制郎がいる. 彼は多分に文学的才

能に.-9、まれ, 随筆的なものが多いが, カツオブシムシやハ
ネカクシ類の生態と分類の研究があり, 原色図版による
「日本の甲虫」 C30, '31) を出版した. 不幸にしてiE1は若
くして没したが, ハネカクシの研究はその後, 安立綱光が

受けつぎDeleaste,- yokoy , n a t

の記;般C35 ) はじめ数論文があ

り, 戦後は日本産の目録がっく

られた. 職後では中根及び沢日:]
高平の一連の研究があり, 近年

は渡辺泰明・柴田泰利の研究が

行なわれている.   海外では
BERsHAuERが前に記した1907

年の Zur Staphyl iniden yon
Japanの後も '20,  '30~42 年
あたりに日本産を記1般し, また

CAMEnoN C30, 33) は J. E. A.
LE、f lsの採集品を主体として日
本の種を扱っている. ここに記

すLE、、,Isは前に述べたG. LE、、・Is
とは別人であって, サラワクの

官更を引退後, 神戸に在住し

1920 「l f?から38 1、:-に;It法する

第4図 メ ダ カ十十キ

, : ハネカクシM 'ga1of's-
idia J'a ,l ie“s Nakane
この種の属のものは主と
して中・ 南米におり,  -
部東fT1区にいる.
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まで, 神戸付近のみならず・Jし州の雲仙や岡山県下などを採
し, Brjtjsh Museum の ANI)ltl、V!'S, CAMultONらに同

定を求めていた. 彼の死後, 標本は京大 学部昆虫学教室

に, 図jl;は間西昆虫学会に寄購された・
26 年になって, 東京で東京昆111学会が雄誌「昆 」を創

刊し, 時を同じくして松村の主「幸する北大:農学部昆虫学教
室からも欧文のInsecta Matsumuranaが発刊された. そ
の編集者の文をみると, この雑誌は教室所蔵の標本の記
を主とするものであったようで, 著者となるべき人の名も
記しており, 甲虫関係では河野広道, 三輪勇四郎, 太田勇
愛, 土井久作の名がみられる. 現在でもこれだけの甲 ｶ研
究者を一教室から揃えられるのはなかなかできないことで

あるから, 当時の;It大の隆盛がll9われる. この中, 土并は

昆虫世界などに, いくつかの報文を寄せ, クビナガハムシ属
(◆Criocer is) などについて書いているが,  特にまとまった

論文は見当らない. また太田は前に述べたテントウムシの

他にオオキスイ ('29), テントウダマシC31), ヒョウホン
ムシ ('30) をまとめたが, 以後の活動がみられない. 河野

はこれらに比べ, きわめて多才で, 専攻はゾウムシ(広義)
であったが, それに加えて異節群を中心に種々 の甲虫を研
究し26 年より 42 年まで多数の論文を公表した. ゾウム
シ類ではオトシブミ類の生態にはじまり, その分類 ('27~
30), さらにカツオソ'ウムシC29), 短吻ゾウムシ C30),
アナァキゾウムシ (.34) など, これに千島産のゾウムシを

まとめ戦時中は南方のものまで手を拡げた. 他の甲虫では

オオハナノ ミ C27, 9) にはじまり , ハナノミ ( '28~ 36),

カミキリモドキ C32, 6, 7) をはじめ 20に近い科を扱い,
日本動物分類の中の4 冊, ハナノミ科, アカハネムシ科・

クビポソムシ科・ クワガタモドキ科・ イワハマムシ科, オ
オハナノミ科・ ツチノンミョウ科 ('36),  カミキリモドキ
科・ クビナガムシ科を執筆し, さらに千島の甲虫相('35~
7) やェゾマツ・ トドマツ林内の甲虫C38~40) を調査す
るに及んで研究範囲は殆ど全甲虫群に拡がった. このよう

なことは確かに彼の非凡さを示すものであるが, 同時に一

個人の能力の限界を感じさせる面もあるように思われる.
やがてtaiは北大を離れ, ?l? 後の苦難の時代が彼を昆 学か

ら引き離してしまった. そして人類学に活路を求めて生き

た彼も一昨年ついに病逝した. ゾウムシ科の海外での発表

は ' )0年項からのVossのモノグラフ或いは報告が統いて
戦後に及び, ZUMPT C32, 37, 39) や FoRMANEK C22) な

どの記載もある. 戦後国内では中条道夫が Vossと速絡し
てiし:.lei:の論文をかいておリ, 小西正素-のキクイソ' ウムシの

研究, 中根の記破がある, 森本桂の系統や分類の研究及び

リストはすく'れたものである.

三輪はコメツキムシ科を主として研究し, 27年前後から
10余編の論文をかき, 34 年には日本領土内に産するコメ

ツキムシのモノグラフを完成した. これは原色及び単色の

図版をイ'Fい見事なものである. 彼はまたクワガタムシ科に

も興l ｡をもち,  27  年にリストをつくり,  5回にわたり日
本領土産の解説をし ('31~34), 36 年には中条と共に分類

目録を出版した. 彼は台湾産輪翅目目録もつくり上げこの
他にも極々 の甲 を手がけ, オオキノコムシ科, ツチハン

ミョウ科('29), 食装コガネムシ類 ('30), ゴミムシダマシ
科, タマムシ科, などの報告があり, 前述のように動物分
類のハンミョウ科を著した後, 中条とコメツキモ ドキ科

('37) も公刊した.  中条と共著の日本産 目分類目録

('36~41) はタマムシにはじまり,  上記のクワガタムシ,
コガネムシ, ヒゲナガゾウムシなどを収録し, 水戸野武夫
のカミキリムシで終ったのは彼の研究生活が終戰と共に終

ったこととOFせて惱:しまれる.
前に記した玉貢も北大であるが,  26 年にナガヒラタム

シ科の研究を発表し, 27 年に松村と共著でホソコバネカ.
ミキリ類 (Ne ydal is) の新種を記1使しており,  動物分類

のホソカミキりとノナカミキリ ('39, 42) を執筆した他,
単独の数論文及び松下真幸と共著の論文がある.
松下は30年以後相当数のカミキリに関する論文を出し
たが, 33 年のものは日本領土産の力ミキリムシをまとめ

てある.

中条・ 水戸野は共に一色周知門下で, それぞれハムシと

カミキリを専攻したが, 水戸野が範囲をカミキリに限り,
三輪と共著で発表したデォ一l'- ノコムシの総説C43) (内容
的に Achard の日本産デォキノコムシ, '23 に主に従って

いる) のみ専門外であるらしい. これに反し中条はハムシ
の精力的な研究 C32~) の他に多くの群に手を出し, 動物

分類でも単独で4 冊を執筆している. これら及び一部の人
の業系ｩ  については後に述べる

- 国立科学博物館 一

r
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戰前の台北大理 学部i: 学教室とそれに接続して建っ

た総管ll:f中央研究所の応用動物科i-i o学研究室は,  素木ら
の努力によって当時として, きわめて完価iし/;こ文献と標本
を備1えていた. 1930年代には三輪とそれに続く中条, 水戸

fがこれを基盤として1,11発なOf究を行なった. 既にその一

部については前回にふれたが, 三輪 (1930) による日本甲

分期学 ( 西ケ原-l:l」行会 ) の著述もそのi,「動の l つの表わ
れといえるであろう . この本は Fauna of British India
including Burma and Ceylonの1 川tである FowLEnC12)
の甲!i概説 (ハンミ ョウとt:ゲブトオサムシの各論も含ん
でいる) を基本とし;、こものといわれているが, これが国内

の同好者にと一,て大きな使宜を与えたことは確かである.
彼は前に述べ1◆こ以外にセスジムシやホソェンマムシなどに
関する解説 ('35) も: x' :いており,  日本の中111学にとって
先覚の1 人であるが, 戦後多くの資料を台湾に して引揚
げ, 研究を継続できなかつ/このは 念なことである. 彼の
いた応用動物OF究室は現在そのまま台湾省農業試験所の応
用動物系のものとなっており, 標本室は」ll端珍女史が数人
の補助員を使って完全に管理している.
大学の0「-究室l i現在一l」11、l大学1? 学院のL:t ? 学教室となっ

て易希 教授がi ｢当しているが,  分類学者はおらず,  来雄
ilr,講師が標本室を管理している. ここに動務していた中条
は初期にトンポに関する研究があるが, 30年代のはじめか
らハムシ科の分ff iに手をそめ, 'tiまれた環境の下で32~43

第 1 台fat省1.t業試験所 it虫分類研究室の?体前, 前に
いるのは 者 (1965 'll 7 fJ)

年の間にモノグラフ (Studies on the Chrysomelidae in
the Japanese Empire I~ Vi iI 台湾博物学会会報) を含

む多数の論文を発表した. 日本領土内のハムシの大要はウ

スバハムシなどを除き一応これによってまとめられたとい

つてよい. 彼はまた三輪と共に 35, 40 両年にはタマムシ
を原色図版をつけて記1ﾊ  しており,  前記したように共同で
分類目録を作つ「二. さらに36~38 年には動物分類の一部
として, オオキノ コムシ, ナガシンクイ ・ ヒラ タキクイム

シ, テントウダマシ, ツツキ・ノコムシ, マメソ'ウムシの5
mトを執ilf し, それらに関係した論文も相当に書いている.
彼の著:,i:'が同 \ f者に与えた影響はかなり大きく,  特にオオ
キノコムシについては, 荒木東次の40年前後の一連の報文
や中根の報告の動機となった他, 各地からのリスト発表な

どの源となった. 電Itは三輪と同じく引場げの悲通にあいな
がら, よく研究を再開し, その後も多数の論文を発表した
ことは敬限に価する.

水戸野は主として台湾産のカミキリを記 したが, 41~
42年には邦産のトラカミキリ族のモノグラフ (台北大農専
報告) を発表した. これは各極の斑紋図など添えてあり,
使利であるが, tl」: しいことに完結できなかった. なお前記
した分類目録の第8 天半科はよく整理されていて彼の力
作であるが, 和名の改変がめだつのがやや気になる点であ

る・ 彼は引揚げ後, .!lt.書関係の仕事に入り, 日本昆虫図鑑
改訂版 ('50) 以後分類の研究から違のいてしまった.  戦
後カミキリの分期は, 松下を失ない, --E も部'太から引揚
げて後, 1?iまれず, もっぱら大林一1、, 相?夫の2人の在
野の研究者の手に委ねられた感がある. 職前にやはり在野
で著干の新極を記,l\  し大戦直後に日本産天 4目録を出版し
た関公一 もその後のl f動をやめてしまった.

大林は少年時代に1- i道で同本半二郎に11111事し, 34年以後
カミキりの記」l \ '報嵩ｭ表しており , 初期のリンゴカミ
リMの研究なども当時として, よくまとまっている. 戦後
も111:日新聞に動if1 しながら著実に研究を続けている. 林は
はじめ戸沢, 大i本の手ほどきを受け, 44年以後, 発表を続
け, 特に破後に活発に報文を:書き, 南方のものまで手をつ

けている. カミキリでなお注意されるのはG1tEssITTの報
文 ('35,7) で 「i:1111」 に投稿され,  日本の種について新
・f'と新1,11 を記,使している. 使は少年の 'に日本にもいた由
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であるが, この記識に用いた標本は彼自身採集のものと,
VAN DrKE, LIGllT, MIuR?, 1?浅などの採集品である.
近年の外人による記」ﾏ  をみても海外に る日本産の標

は, われわれが想像する以上に多数であって, 交換によっ
て外国へ流出する各種の標本と合せれば大きな量になるで

あろう. GnEssITTはその後広束に移リ,  戦後さらにハワ
イに移ってカミキリ, ハムシを主とした大量の論文をかい
ている. なお, 彼の上述の報文のうち Iは主として本土と
北海道のものであるが, II は沖 や小笠原のものが多い.
小笠原諾島は生物地理学会で Bulletin の特集号 (I - 3,
1930) としてとり上げられており甲虫は鹿野忠雄が書き,
江崎も動物地理学の観点からみた昆虫相を論じた報告中で
甲虫のリストをあげている. 鹿野 ('34) はこの後に同学会

が刊行した北千島生イ ｨ相 (北千島学術調査隊報告)  にも甲
虫lf)部分を担当している.  北千島の甲虫については河野
C44) も千島学術調査研究隊報告書 ( - ) に目録を, ﾊせて
いる.

以上やや横道にそれたが他に台湾では英輪重胤 ( '32 ) が
ゴミムシやノ ンミョウの記i破をしており, また北大では淹

沢求が水楼甲虫を手がけ, コガシラミズムシ, ミズスマシ

C31), ゲンコ'ロウC32~3) と続けて綜括をかいているが
その後の甲虫の分野での活動はみられなかった.
水樓の甲虫は神谷一男によって, かなりまとめられた.
彼は横山門下で 「日本の甲虫」の執筆に協力し, カッオブ

シムシムシ科目録 ('33) をっくったりしてぃるが, コガシ

ラミズムシ, ミズスマシ ('32~4), ゲンゴロウ ('38) を
まとめ, 動物分類にもそれらを執筆している(36,8). また

昆虫界付録の日本産昆虫目録第4 輯として, カ'ムシやドロ

第3 図 左 : ルリ ,,A ネチビオオキノ コムシ T''tplM fuku・
dai CHI:'JO右 : キスジチビオオキノ コムシ T. lakanet
ChOJo (中条,  1941,  より換写 )

ムシも含めて水接「lヨ虫の目録を発表した. この目録は第8
輯のテントウムシ科 (三輪, 吉田 '35) で終ったが,  第7
種はシデムシ科 (河野 '35) である. 神谷はまた安立と共
に原色甲虫図話 ('33 三省堂) をつくった.  これは「日本

の甲虫」 に比べて安価で入手し易かったから, 種類こそ今

のものに比べ少な', 、が同好者にとって誠に有益であった.
この時期は丁度, 日本昆虫大図選, 日本通俗 虫図説第3
巻, ('31), 日本昆虫図i ( '32一甲111の部は横山,  場浅,
小島, 新島が分担している) が出llﾂ  されたすぐ後に当リ
加藤正世の手になる原色日本昆虫図鍵 (全12冊) の第8~9
輯鞘 日の発行とほ: i同じ時であり, さらに平山修次郎の
原色千種昆!ll、 図1普が出版された年である.

1930年代はこのように目本の民虫分類の黄金時代と1号 え
てよいが, 30年には福岡虫の会の1-むし」が活版とな、) ,
その後神谷, 趙, 中条, 野村, 水戸野, 王買などの記事が
ある. 33 年には加藤の主率する昆虫趣味の会から昆虫界
(年6回, のち月刊 ) が発刊され, 35年には甲虫号が2号
続けて編集されて甲虫同好者を喜ばせた. この年代後半に
はさらに続原色千種 ('37) が出版され, 正続の甲虫部分を

あつめた平山の原色甲111.図語 ('40) となり, 江崎 ・ 堀・ 安

松の原色日本昆虫図説 ('40) が発行されて職前の図鑑が一
通り揃つたゎけである. 神谷, 安立は37 年から日本では
じめて甲虫専門誌 (年2回) として雑誌 ,一日本の甲虫_ を
創刊し, 41年の4 書 l 号まで毎号 l 技の原色図版をつけて
発行した.  当時神谷の束京農大昆虫研究室には大林もお
り, 沢田, 野村, 山本玄 (ハムシ ),  高木三郎 (エンマム
シ一神谷と共著の目録がある. '35 ) などが揃っていて,
この雜誌の投稿者もそれらの人が多かったが, やがて沢田
を除き他の人たちは, 研究室を去り. 外部からの論文が多

くなった. 36年から平山博物館が発行した「虫の世界 'は
松下, 大林などの寄ﾒ高も り,   カミキリの記事がめだ
た. このようにして甲!iiに関する論文や報告は各地で発行
される雑誌や出版物に登破され, われわれの知識は急i rに
増大したが, やが一:大戦の開ff合と共に用紙制限などの事情
で次々と休刊していった.
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話は前後するが20年代 報告で異色と思われるものに矢崎

正保 ('25) のハバネムシ (現在はムクゲキノコムシとよば
れている) の研究がある. この類はみな体が小さく, 世界
最小 (1/4mm) といわれる甲虫もこ7)類に属し, 1mm以
下の種が少なくないので現在でもこれを研究する人はほと
んどぃなぃが. 岡島銀次の指導をうけた矢崎は鹿児島産の

Acrotrichis satsuman's (0.38 mm) を記載し, 日本産の
この科のリストをあげている. その後この類では久保田政
雄 ('43) が関西昆虫学会会報 (Xm -1) に3 新種と数種
の記録をするまで知見の追加がなく, さらに戦後も最近ま
で進展がなかった.久保田は他にアリヅカムシも記載('44,
同上誌 X I V - 1) したが, 後アリに興味をもつようになっ
た. 関西昆虫学会会報は 30 年から年 1, 2 回発行された

もので後期はほとんど戸沢の編集により, 40年代に入って
からは沢田玄正, 八幡英夫、f)コガネムシ, 中条, 荒木のオ
オキノコムシの報告などが, さかんに掲 された. 八幡の

研究では昆虫に つたオオハナムグリ属のものがまとまっ
てい る. アリヅカムシは戦後, 海外で JE.、 、- f. L や PARK

らの研究が続々 と.発表され,  日本産に関しても PARKの
予報的検索とリスト,  JEAssEL のモノグラフがあるが,
1 内̂では沢田高平が 2,  3  記栽を発表している
この他, 村山願造は前述のようにコガネムシも研究し朝
鮮のウスキイロコガネに関する形態, 生態の報告などもあ

るが, むしろキクイムシ, ナガキクイムシ類の研究が本命
であって24, 5 年t oから報文を発表している.  はじめの
もの ('25) は台湾産を扱い, ついで朝鮮が任地であったた
めか朝鮮や済州島('30~) のものを研究しているが, 戦後
朝鮮から0反国してからは主に国内の材料を地方別に調査し
て報告を出しているだけでなく , 南方のものも調査発表し

ている.  もともとこの類は新島が研究していたことは既に

述べたが, 村山はこれに代った形となっている. 戦後は彼
の他に野1用輝もこの類の研究に力を注いでいる.

単行書として30年代で異色なのは神田左京('35) の「ホ
タル」 であろう. 彼は発光生, Iの研究からホタルに導かれ
この本で分願, 形態から生理化学, 伝説などまで紹介して

いる.  日本のホタレ分類は松村 ('28 ) もふれ一、:いるが, そ

れらを整理したのは岡田要 ('')8, 31) で, 遊学中に欧州の
各博物館にある標本を検し一:: 既知種間の異同を明らかにし
た .

図鑑として面自いのは福井t,事物字会編 ('38 ) の原色福井
県 虫図熊で見事な図順からなっている. 行幸記念につく
られた由であるが当時としては十分に図鑑として活用でき

る程度のものであったと思われる.
地方的な甲虫相をまとめ '二ものは各:離誌類に多くみられ
たが, 単行の形で出版され, - のは岩手甲虫誌 ('36) であ
る. 著者のt'f内誠一一は食i f性の細二興味をもち, オオキノ

コムシ, 才オキバハネカクシ各新f itを記1使したりしている

17

第4 図 左 : オオバケデー:t ネスイ M ne,,lodes emmer ic /1i
MADErt 右 : チュ ・ ジョウチ ビ ェ ンマム シ 1'n加'sfer
cil l,10, Cooman

が, 専門家ではなかった. 昆虫全体を扱ったものでは, 加
藤が編み東京都が出版した武蔵野昆虫誌があり, ァカマダ

ラセンチコガネの図が出ている. 加藤は昆虫界にもコガネ
ムシ類の解説を書いているから興味があったらしい. 食葉
のコカ字、ムシは森林害虫のせいか, 柔山覚 ('37) が概説,
渡辺福寿 ('37) が商一森県の調査報告の形で解説をつくって

いる- 渡辺は別に樹木害」1.目録を編み, 桑山にはイネクビ
ポソハムシと同属種に関する研究C32) がある.
海外ではなおPORTEl'1、' C27) の日本産タマキノコムシ
科の総括がある. 彼はシデムシ, タマキノコムシの大家で
日本産についても・ H It lAs D, G.、LLoIs の採集品を記lfB
し, l914 年には一応総括したが,  再度上記の論文でまと
めている・ この類は戦後, 中根, 久松がそれそれ記載を発
表したが, 最近HLISsIKOvsKYC64) が Agathidiumの
モノグラフで7 種の日本産を追加した. シデムシはPORT-
E、'Isの世界のモノグラフで大形の部分はまとまつ-、おり,
チビシ :;ームシは JEA、'.、'EL ('40) の同様なモノグラフがあ
り , 戰後は中根, S7、- tz.、Ko SKI らによって種が補是:され
た. 戦前トンキンにいた Coo、【As も極東のェンマムシ類

を記載し, 日本産も扱っており,  M、DERもテントウムシ
以外の球角群の記i設 をしていて, ネスイムシの日本産の新
種など書いている.
戦前の研究は以上の他にもまだいろいろあると思うが,
また機会があれば後で.,s、れることにする. 諸賢の御示教を
仰ぎたい

一国立科学 館一
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戦 後初期の 研究

4年にわたる戦いが終って平和がわれわれの上に再び i方
れても, 終戦に続く社会の混乱とインフレの波は昆!11の研
究を容易にはさせなかった. しかも甲 の研究では大きな

中心であった台北の研究室は失なわれ, 札幌で甲111研究の
核であった河野も前述したように北大を離れて研究を棄て
ねばならなかった・ また唯一の甲 の雑誌をもっていた東

京 大の研究室も資料と共に準t災にあって焼失した. 戦前
に発行されていた 誌も多くは資金と用紙の欠乏から休刊
を続け, あるいはそのまま終刊となった・ 戦後いち早く '直
刊された伝統のある 「 till 界」 も同好者に歓迎されなが

ら4 号C45~6)で廃刊となった. この4 には関公一, 松

田1勝毅(ヵミキリ), 果沢良彦(タマムシ), 中根, 大沢省三の
記事がある・ こうして既存の民ﾀ、 ｱf門家を中心とした雑
が殆ど機能を失なったこの時期に, 111、界速報という同好誌
からl倪皮して生まれた「.ll ・ 自然」 が46年末から杉俊郎の
手によって発行をはじめl')れ, 関のカミキリ概説, 中根のシ

デムシ概説やキノコに集まる ｶ 'など甲虫の記事を i設せ,  同
じ編集者によって4611後期よりはじめられた生態1itli◆'にも
小西正泰, 中根, 大沢, 関, jt上寿, 小管謙三, 林長開な

どの生態や幼 についての報告がだされた. ここで l つ甲

虫学にとって重要なことは終職直後に在阪の大倉正文, 林
医夫, 伊賀正汎, 後藤光1月l')が中心となり, 中根も加えて
近設甲虫同好会が結成されたことで, 46年から会報を l 号

1~2 論文の形式で発行した.  l , 2 号は大倉のアオゴミ

ムシtf,, 後藤のハンミョウ科Cjし:に京阪神!也区) が印刷さ

れ, 47年には伊賀, 果沢のタマムシ, 中根のホタル, 林,
大沢の力ミキリの報文が,Itせられ, 48年には中根の野 湖

lfl'の」 ﾍ行 !11.  などが発表された.  この会報はやがて,  49年か
ら大林, 林の手によ一, て発行された.昆!ll学評論と合fjt- して
後者の名をとり, 会はその後に大販で開かれた昆虫学会大
会を機会に日本甲't'学会と改称した. それまでの評論には
a.1沢のタマムシ, 林, 大林のカミキリ, 中根, 大林の較事11、
類, 伊賀の力ツコウムシ, 中条の十-ljハムシなどの論文が
公表された. 現在, 甲l、学会が日本S ~翅学会と並んで j-l:一に
大阪に本部をおいているのは, 関西には在野の研究家が多
く , 終lilt後の混一ｼ1L期に tよく ,条 f' Jをもって同人的な組織、

営できり抜けた故であろうと思われる. 九大をバックとす
る福岡 の会の「むし」は他の会誌とちがって終戦後も引
続き発行し, 甲!11では水戸野(カミキリ ), 土生(コ' ミムシ),
中根(オオキノコ, ハナノミ) の記 があり, 黒沢のムツポ

シタマムシ属の論文が印刷されている. 北大を背景とする
「松虫」 (Insecta Matsumuranaの代用) は46年より暫く
刊行され, 渡辺千尚・ 坂上a召一のオオニジュウヤホシテン
トウの研究など登般されたが, 甲1tlの記事は少なかった.
他は日本昆虫学会の「昆虫」 でさえ49年になって漸く小型
版で抄録的な報告をホllせて発行された状態であった. なお

46年はじめに関は自刊で, 新日本産天牛科目録を出版した
が, これは変動期における在野研究家の強さを示すもので

あろう. 48年からは戸沢信義の主率する宝塚昆虫館が館報
を複活し51年3 月に経営社内の事情で終刊になるまで毎月

発行された. これには瓢 について(同田節人・ 戸沢), カ

ミキリムシの話 (林), 松n食ll!.の話 (中野t専正) など概説
や, 日本産長花 科甲虫類に就て(中t ｯ),  四国産歩行虫目
録(目l.Vi和義), オビオオキノコ属について (荒木東次) の

ような報文的なものを含み, 他に生態などの報告もだされ
た. l-1沢の編集した関西民!1,学会会報も49年に復刊し翌年
までに3 号発行したが, 以後中止した. これにも林のカミ

キリ , 荒本のオビオオキノコムシ, 沢田のコガネムシ, 中

根・ 野村のハナノミなどの論文が登般され続刊を期待され

たが惜しまれる.

第1 図 ヒ メ ヒ ラ タ ヒ ケ' ナ 力' ハ ・:1- ノ ミ (左 ) Eubr ianaa:
pe11cldt‘s LF.、、'Is. 現在はヒラタ ドロー:、 シ科に入れら

れている.  体長 3.5 ~5. 5mm (中根 '48 よ l) )  タ' イコ
クー」 カー f・ (-イi' ) Copns e dit‘s MO'rs - 11I.s1、Y.
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第2 図 シ ロ ヘ リ 、ンミ ョウの交尾器. 1. Cictnde la
nt'v ic inct a (香港), 2. C. n. inspecularis (上海), 3
C yuasai (本州南岸), 4. C yodo (大阪)

こ う して変転はあるにしろ徐々 に出版事情が好転しつつ

あるとき昆虫学会の編集の形で48年4 月から北隆館の手で

月刊の「新昆虫」が発行されはじめた. この雑誌が59年に
終刊になるまでに, 昆虫学の普及発展に果した役割は大き

かった. 初期の解説記事には中根のダィコクコ力'ネ属, コ'
ミムシダマシ類. 高松好文の水楼甲虫, 安富和男のカメノ
コハムシ類, 果沢のタマム;ン類があり, その他にも生態な

どの短報があった. その後には52年から終刊に至るまで47
回にわたり一日本のtfl虫」 が中根 (一部は上野) によって

連識されたことは, はじめに述べた. また中条のハムシ雑
記も何回か誌上を9 ｷわした・
新昆虫が率ll道にのり出した50年に日本昆虫図雜の改訂版
が発行された. この本の甲虫の部は湯浅啓温が担当し, 安

立, 中条, 土生, 河野, 黒沢, 水戸野, 村山, 中根の8名
が新たに分担して執筆し 1,150種を解説したもので, 種類

配分は湯浅の指示で中根が立案したものである. この図鑑
によって小形の甲111もかなり一般に知られるようになった
が, これ以後, 現在に至るまでの甲虫研究の進展は誠に著
しいものがある. それらについて1 つ1 つふれることは不

可能な事なので, 以下各群での大約の状況或いはトピック
を拾ってみるこ_ にするが, その前にその後に出:1::図鑑類
についてふれておきたい. 戦前には甲111のみで1 冊になっ

た国鑑があっ◆二が, 戦後いずれも絶 となって・ 、た・ これ

を補うものは保育社の原色日本昆虫図鑑 (上) ('55) で中

根監修, 近幾甲虫同好会編として9 名の共著であり, 64図
版 l ,500種近くを図説し, 半年後に発行された改訂版で5
図 100余種を追加した. 当時同好会は財政難一一会誌も2
年ほど休んでいたが, この図鑑によって救われた. 元来こ

の本は横山光夫 (蝶類図鑑著者) が林, 伊賀, 阪口の標本

と協力をもとに企画しこ もので, 後に同好会が受けついだ
結果として配列など不f請があるが種類ではそれま一・ の図鑑

を;表いでいる. 同年に発行された北隆館の小冊子, 原色図

鑑ライブラリーの甲虫 I ,  ll (素木得一監修) が計 350種
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を図説したにすぎないことを思えば,はるかに便利である.
この小冊子と同大の原小色図鑑 (保育社) 甲虫 I, I I (中
根監修) は学名がないのが欠点であるが, 計 1,100種を写
真で収容していて・ 末尾に科の検索や採集整理法などを入
れている・ そして近年では63年に北隆館の原色昆虫大図鑑
II (甲虫篇) が出版され 4,200種に近い甲虫を図説するよ
うになった. これは中根が大林, 野村, 黒沢の協力を'えて
完成したものであって, 誤もあり, 既に改訂を要する部分
もあるが現在のところ他に比べて格段の種数を含む点で,
今後の甲虫学の発展の基盤となりうるであろう. この他
に, 戦後数社から主として学習のための図鑑が発売されて

おり, 甲虫ももちろん含まれている. その中では三省堂の

「新原色昆虫図鑑」  (河田党, 加藤静夫共編) が比較的よ
いが現在絶 である. なお図鑑は普及度からみて研究書や

論文に比べてはるかに高いからむしろ l真重に企画されるべ
きであると えられる.

各群についての戦後の研究

食内亜目(歩行虫主科) : この類ではまずハンミョウがあ
る. 既にふれたように戦後中根C50~'60) は 交尾器とそ

の陰室内袋 (射精管末端の拡大部) にある骨片を比較して

再検討;i:行ない, 骨片のうちラセン糸が属内の区分に重要
な特長を示すことを確,0 , 後翅の退化したマガタマハンミ

つ

/
4

第3 図 アオオサー シ系の静間県居j辺の分布と6 交尾器の
骨11-. 1. Apoto opterus iasulicola asulicola ( ァ:r )
2.  A. 1. psetdoi,tsulicola, 3.  A. 1.  ,1akamurai,
4.  A.  1. ar ro t a us ( ミカワ), 5.  A.  1.  koml、νal,
6.  A esai it ( シーA'  オ力 ) ヒメオサムシ系:_積線部A
albrechti leu,isianus ( .,ーイス), たて線部 A a . kl
mura .  斜線部 A a ya''fate (ヤマ ト ). (石川 '66よ
り考案)
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第4 図 ナカ [コ'  ミ  Pterostichus 属の6 願部末師.
1. asymn・1etr ic s, 2. rhanis, 3. br tnnelpennis,
4. lattstylis, 5. katashinensis, 6. naka,tel , 7 .

cr istatot'dos, 8. sptcuhfer, 9. janoi, と亞種 a, b
(国中による )

ヨウが有翅の台湾産シラキハン [ミョウときわめて近縁なこ
と, シロヘリノ ンミ ョウに2 種~系統があることなどを知
った. 海外の RI、' .u.IER ('50~'63) は近来 、ン' ミョウ属を

多くの属に分けたが, これも 交尾器内袋の骨片の状態と

形を基底としている. 分布範囲の拡大の可能性が大きいこ

の類では骨片の形態がォー+l- ムシのそれに比べて高い区分に
有効であることを示しているのであろう・ オサムシ類は中
根C52~'62) が従来のNト見的相似を 交尾器とその骨片の

形で整理してから前述のように各地にオサムシ採集熱が高
まり, 地城の細部にわたる調査が京浜昆虫同好会など同好
会や生物クラブによって団体的に行なゎれつつある. ただ
このような徹底的な標集については批判があるし, 資料の

活用に関して命名等でわれわれ研究者に迷惑にならぬよう

配ll9:が望ましい.  最近C66 ) の石川や日浦勇のオオオサム

シ属に関する団体研究の成果に基づく報文は, 中根が亜種
として区別し, 部分的な分布の重なりを隔離分化後の再分

布として説明したような種族を別極とし, 石川は更にヤマ

トオサムシ, ア才オーl'- ムシに局地的な亜種を設定した. ま

た九州と四国のクロナガォサム・ンも亜種から種に昇格され

た上に, 九州のものの亜種が山陽, 山陰の両側から記載さ

れた. カタビロ:才'-'1一ムシ類はこれに反し, 後翅が発達して

よく飛び, 広い地域をみると1進少な差が出るとしても,
JEANS'EL ('45), 中根 ('52) よりの進展は認められない.
マルクビ :ユ ミム・、? 額は, 上野 ('53) が日本の甲虫の中一一

応まとめ, 一部は土生, 中根によって追加され一が, 種に

よっては地域差の著しいものがある.
上野は初めミズギワゴ ミムシ類を主に研究し解説 ('54)
も書いたが, 後51年ごろからチビコ ミムシ類, 特に同穴性
の種に重点をおき, 現在までに一連の新属と多数の新種新

型を記識している.  この類の大家であった JEA、 SEL ('62)
は極東地域のチビコミムシをまとめて上野の業績を手召介し
ている. 洞穴性の種は一般に住む洞穴によって ) 交尾器,

感覚毛の数や位置に一定の相異がみられる もののよ う で地

上性のものより特長を確定しうるものらしい・

日本で初めて洞穴性の種を記載したのは土生 C50) で四
国から Ry?gadous, 「shikau,atrechusの各1 種とナガゴ
ミムシの1 種を記載したが, 上野が洞穴に没入してからは

専ら地上性のものを扱い, コ' ミムシ科各類について, 見事

な図をそえて多数の種を記裁, 記録した. その中には分類

の厄介なミズギワコ' ミムシ, ゴモクムシ, ヒラタゴミムシ,
また トックリ ゴミムシ, クビナガゴミムシ, ア トキリコ' ミ

ムシなどの一部のモノグラフを含み, 最近はアトキリゴミ

ムシ亜科の大部なモノグラフを完成したという.
なお土生の Caiathus ( =Synt,c1us) 属の論文直後に

LIsDRoTHC56) の研究が発行され両者の間に種の重なり
が起こったこともある. この他に田中和夫C61~3) はナガ

ゴミムシその他について若干の論文をかき, 特に6 交尾器

を裏づけに中部山岳地帯を中心とするナガゴミムシの地域

分化をみている. これらは.̂) の腹部末端節が られたり突

起をもつものがかなりあり, それそれ地域的な変異を示す

ようである.  もう1 人, 石田裕は初期のコ'モクムシ類の研
究もあるが, やはりナガコ' ミムシに興味をもち若干の新種

新型を公表して'・ 、る. 彼; iまた日本産の歩行虫目録をつく
りタイプライトし一::知人に配布し一、:いるが, 公表の機 t:,得
ないのは惜しまれる.
セスジムシ類はまとまつ一 ものとし一1:中根('60) の検索
があるのみ,  ヒ ブトオサム、:, 類は前に図示した真正の1
種の他, 奄美から一L クリゴミムシの1 新極が上野 ('64 ) に

よって記録された.
水接類は上にあげた陸接のものに比べて研究者も極1数も
少ないが, 注目されるのは上野C57) の地下水にすむムカ

シゲンコ'ロウ y1reafodyles reft'ctMs と クラチビゲ コ'

ロウ Mor imotoa phreaticaの報告である.  この前の種は

B.tLFoし'R-BRO、、'SE の意見もあり新科を設立している. ケ

ンコ' ロウ類は既に記したように淹沢, 神谷により総括され
たが, 戦後は ZI、i_、foR i.、、'_、-, GSC'llWEs-DT_、'ER, GL-IG o T ,

BALFoし' n -BRO、r、'E などの業績を参照して中根 C59~'65)
がまとめ一'、、る. セスジゲンゴロウ, マメゲンコ'ロウなど
の新種の記裁は丹・塚本, 中根, 佐藤正孝:二よってなされ,
9 上 に毛の生え 縦1毒を有する)・l ススジゲンコ' ロウの構
のない亜種が採集されている.
ミズスマ・ン科, コガラシミズスマ、ン科では, あまり大し

た進展はみられない. ただ後の科では神谷の同定に若干の

改定がなされ二程度、;・ある. 一国立科学?t物館一

5 月号の第2 9! の説明が手速いで,  おちてい7 ので下に

記し一: お く .

Acrotr ic11ls sats _ Ia川's Yazaki : 1. 全 '

, 2. 後 ,

3.  触角, 4. 上1番,  5.  大?3,  6.  下 , 7.  小總, 8.  後
肢.
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各群についての戦後の研究 ( 続き )

始原亜目 ( ナガヒラタムシ:1科) ここには日本ではナ
ガヒラタムシ科の1 属2 が含まれるだけで, 特に戦後の

進展はないが, 幼虫が福田影によって明らかにされた
粘食亜目 ( ケシマルムシ三L科)  稀少な科が含まれるだ
けで, いずれも日本からの正式な記録はない・ デォミズム

シは戦前に神谷が大阪付j?かl'-)非公式に報告したが, そC「、
後報告はなく, ただ台湾から三輪によって Hydroscapka
taka1as1luが記 さ.れている. またケシマルムシは久松が

記1?する予定であるというが, .y?に 小な甲虫で通常の方

法ではみつ'1難い・
多食亜目 この1-al 目は甲 の大部分が属し, 多数の科や

構を含むので主科別にあげてみることにする・
ガムシ主科 この類の多くは水t vで って , 大形のも
もあるが, 小形種が多いので比i渡的研究されていないが,
クルマガム・ン科では中根('65), t l,:_藤('59) によ , て 3 種

( 従来2 極) が通加され, ホソ力'ムシもB.、l.l・'( 't,ll -Bil ()wsl. ・

111藤 ('62) が第 3 の手lfを記,l? し,'-・  これl',のうち前科の
f.1,,, ,,eh ,?s f,はll 本か :,始めてであっ ,'::. i科の中心を
なす-1;l ムシ科' t大きなガムシで一般にも知られているが,
佐藤 ('60) によ一,て Agraphydru ( = Pc dot ,1oc11a,--
,,s), Pelthydr‘s, 中根 ('65~6)によ :)てCrenltis, Alae -
m など戦前知られなか_,た水t ifの小形簡属の新種記 が

標 高 (m)
第1 図 常念,f;束斜面における Synuchus ( ツヤヒラタコ'
ミムシ属) の d一直分布

なされ, 陸法の食_装?l'の:t ?) も111藤 ( '63 ) の Nil)pc,,o-
c(,,-(・.yo,, (新属), 中根の C,,reye,, 数種の記 が行なわれ
た. 後の属の調査は腐肉に集来する の上高地常念-111・ での
垂直分布研究 (上村清) に問連し一: なされたもので, 奈良
春日山でえられたNippo,,ocercyonがここでも採集された
のは面白い. なお上村の調査結果は上村・中根・ 小ll」長雄
('62,4) によって報告され,  歩行虫に関しては近緑種が近
似の環境を好み, 分布域が重なるが分布11h線がたがいに異
なることが示された. これは極の範囲を考える際に参考に
なりうると思われる. マルドロムシ科はCite、、-s)sの処置
によって'Ef定的にこの主科におかれ.◆':二が,  日本産では第2
の種が黒沢('50)によ ,, て図説され, 中根( '66) はこれを新
種と して記 した.
エンマムシ主科 ここには体のii i丈な黑つぼぃ極が多い
ためか, 研究の進展は著しくない. 戦後の収獲はェンマム
シタ'マシの発見であろう. この科は欧亜大陸から北米にか
けて分布し3 種を含むもので,  ll 本では北海道大'91' l」l と利
1j i,11.で採集され, 大野正 によって北米の種と判定され
た. ホソェンマムシ科ははじめ数種が日本で Lil、ns によ
て採集され Nipo,,,usの属名が.与えられているが, 職後

は中条('55) によって1 種が追加された・ この科はェンマ
ムシ科の中に含める場合もあるが, 頭部などの特異な形態
から識11リできる.  エンマムシ科は44 年にWEszELがヒ
メェンマムシを2 種にして記llﾝ  し,  CooMANC48)  はトンキ
ン等のエンマムシに関連して日本の種の所属や分布に言及
しているが,  口本では大沢・ 中根('51) の報告と大沢 ('52)
の記識および覚書以後しばらく研究の発表がなかった・ 62
年になって DAm.GItEN はドウガネェンマムシ類を調べ,
日本のものを Sapr inus cuspidatus InssEN(1950) とし,
別にS n,poncus  を記救した.  前の種はその分布をみる
と広く欧亜大陸をおおい, このような種が近年まで混同さ

れて記載されなかったことに驚きを感じる・
ハネカクシ主科 ノネカクシ科は甲虫の中でも大きな科
の1 つであるが, 小形の種が多数にあり, 分類の面倒な仲

間である. 戦後は既に述べたように安立C57) の目録が公
表され, また B1.A('K、、'ELDER('52) の全科にわたる属名目

録が出版されたので, かなり研究も容易になってきた・ 安
立('55) は戰前にまとめてあったアリガタハネカクシ亜科
の分類を発表し, 中根・ 沢田は四国や尾瀬の報告C54) に
新種 を記載してからオオキバハネカクシ, カタホソハネカ
クシをまとめ, 沢田はまた単独でトカラ諸島・ 石垣島の海
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ll:, 2 図 ◆1 : キイ n ツ ヤシテ' ?、シ Cant io/ ut,t for !1,(,s
LI ;、、 Il ls 黄馬色で、l'たい.  4mm く- らい 中 : - l・サシーf '
J'、 シ モ ド キ Apat('t ' f f)t'u・lc ,Ps Sit.、1t1, ,組色 7mm く-
らい 有 : ヒョウタンハネカクシ ' 'a lii'M‘s ta e 川 c t , s

N .、K.、?ll 黄赤褐色 3. 5 ~4mm

tliハネカク、ン ( '55,6 ) を手はじめに現在までにかなりの新
種を発表している・ 渡辺・ 柴田は60年以降に数常の研究
成果を報告しているが Sy,,to , ,urn, A ,cy1ophorus など
ll 本未記録の属の種が多く, 渡辺単独の発表も未記録属の

新極記ホuが多い・  これらによって不完全な日本のノネカク
シ相は徐々 に明らかにされつつあるが, 最近には宮武も塩
田に産するBledius 2 極を記ll? した. 人体に水ぶくれをつ
くるので有名にな一, たアオパアリガタハネカクシの生態や

i能に関しては果佐 ('58) の詳細な報告がある. 海外では
JAnnlo1 ('48) がォオキバハネカクシ2 種を記1機し,
Dv11l.、K('56~8) がコガシラハネカクシ, ノイイロハネカ
クシなどの一l一数極をかいており, S(,11111・llpli l.Tz ('59) は

BryoPor sの1 i?を追加している. 中根 ('61 ) の記録した

Bralhintsはァリモドキのような特異な形をしており, 別
科として扱われることもある. ハネカクシの特長の1 つは
」・:・Ilaが短縮して胞部の背面が露出して '化している点であ
るが, この! iや一部の属のものでは順部を jl  どおおってい
て, シデムシ科との境界があまり明らかでなく なってい

る・ ふつうシデムシ科に含められているッヤシデムシ
Pt ''o1onla属なども単限の存在からョツメ ハネカクシの類
に入れられたことがあるが, これときわめて近縁のものが

i向限がなくてシデムシに残されるのもおかしく, 現在では
Cite、、'so、' ('55) の意見のようにシデムシに含められてい

る. シデムシ科では職後中根C56)によって Ptero1omaの
2 種が追加され, またMPoczKo、、・SKI ('59) によって今ま
で北千島, カムチャッカ, アラスカに少数産するだけだっ
たチシマシデムシ Ly,'osoma の1 種が記i設された. この

標本は下山健作が電飛岬で採集し中条によって送られたも

のである・ 大形のシデムシ類については特に進展はない
が, 全体にっ、,、ては中根('55) が解説をかいている. 以前
シデムシ科に含められていたチビシデムシ類は近年分離さ

れて1 科を形成し, 時にはタマキノコムシ科の1 亜科とし

て扱われているが, 36 年 (既述40年は誤) に JEANNELが
世界のモノグラフを出版し, 交尾器も大部分の種につい

て図示したので同定に使利になった. 日本からもその後に

JEanne1 ('50,4) によって2 種追加された他 SoKoLow sK

('57), 中根('56,'63~4), C()Il l・ IT・ 上野('55) により 10
種が記ll?され, 更に最近 ( '59 ~ 65 ) S・?、for.、Ko、、-・KI はこ
の科について精力的な研究をlie 開し,  H本産も新属新種を
含む数種を記録し, Catops hidakai を‘Saodrepoidesに,
S. J'ape'ficus を Mesocatops に所属をかえている.  tajの
属が果してどれほどの程度のものかは判らないが, 中
('55) の解説も, 再編を要する段階にあるようである.  ク

マキノコムシ科は一見してチビシデムシとは区別できるが
体制的には近いものといわれるが, 主に食蘭性である.  こ
の期では P)! - i、1sのまとめ以後ほとんど記録がなかった
が, 中根 ('54,'63), ノ人松 ('56, '57) によって10種近く
追加されHLIs、'IKovsKr('64 ) は既述のように.Agathiditan
のモノグラフで日本産7 種を新たに記通tした. ただし, 彼
は日本からの .人の記載をみていないようである. 以上の
中で l 種は日本から未記録の属 Liodopr aのものである.
デォキノコムシ科は三輪・ 水戸野 ('43) が旧日本産を和文
で総括したことは前に述べたが, 中根 C55) もほぼこれに

従って解説した・ その後大形のデオキノコムシ類には中根

('56), 自水隆・ 森本桂('63) の報告があって6 極を新たに
記11設 した・ 白水らの研究は今まで混同されていたものを再
検討して分けたものである.  最近 LliB1, ('65) は British
M useu m などに所蔵されるケシデオキノコムシ類の標本
を調査し, 計10新種を公表し別にCaryoscaphaという
未記録の属の1 和lを報告した. なお彼は大形のデオキノコ

ムシについてもlF1北区の分flをほぼまとめたということで
ある- アリッ'カムシ科は吉田品・ 野村鎮 ('52) が洞穴より

えたチビゴミムシと共に1 極記」1\  してから,  沢田 ('57~64
が新属と-H:に10種近く記1使 したぐらいであるが, 海外で
は既にふれたようにPAltl ('48) が日本産のリストと予報
的な検索を示し, 再検討を予告した.  しかし実際には新大
陸産を手がけ, 結局Jli.、ssl.L( '58)が「J本産のモノグラフを
L1・、、'Is, G.、1.l.o1・, I-l.、n、l.、:?'l,, C( ll・F.、IT らの採集品に基

第3 図 オオズアリ ッ' カムシ Nipponobythus syrbato-
ides JEANNELとその3 交尾器. 京都府産(JEANNEL, 58
より )
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第4 図 コカ' ネムシーi三科のi?l と:l時重の分化からみた球l i t列
島の島 成立の順序 (野付, '66 より )

づいて完成し, 20余の新J1fiと40ほどの新;f,liを加え,  各
所に全形や交尾器の図を挿入している・ 彼はこの論文中で

生物地理を論じ日本のファウナがMt系, インドマレ一系
の他に北米系の要素が合まれること,  1~2 ではあるが系
統的に明らかでない間題な極があることを記している・
LoBLC65) はデォキノコだけでなく, この類にも手を拡げ

日本からも2 種を記filii した. アリヅカムシは細かい利iばか
りであるが, 形が面自く, 体表に四みがあったり「一l技や角」、
角が異形を;,- したりして特長がある・ この類に似て上地が
順部をおおっているコケムシも微小極が多く, また近似極
が多いが, 日本では沢田, C62), 中根C63)が2,3 組記,l
したのみである. 同じく1通ll小で後通がァザミウマの通のよ
うなムクゲキノコムシ (ハバネムシ) も同様に1,2 極の

記破があるだけである. いずれにしても, これらのlj本で
の研究は今後の課題であろう・ ニセマキムシも小さな出で

特長のあるものであるが, 職後はじめて1 極中根C63) に
よって記iflu された・
コガネムシ主科 このll、flのIll !11 は一般に期しみのあるも

のを含んでいるので, 既にかなりのことが判っていたが,
現在はその再検討, 細分の時代のようである・ 特に琉球列
島等の採集が行き屈くにつれて島による変異が注目される
ようになった. クワガタムシでも小笠原島のチビクワガタ

(中根・ 黒沢, '53), 御蔵島の ミヤマクワガタ (沢田玄
正・ 渡辺, '60) と新極はあったが, 野村は60年に:1111のま
とめたコガネムシill科の目録以後, コガネムシ類と平行し

て號球方面のクワガタの 極を次々 と記 した・ 確かにク

ワ力'タ類に限らずハナムグリ, スジコガネ類においても島
による差異は多くの場合多少とも認められるので, 彼の努

力によって, 最近, それらの間の相互関係が論じられる段
ll將になったことは大変結構なことである・ 彼は琉球列島が
少なくも2 回島 化し, 後の島 化は図のようだと1 lえて
いる. なおlfl沢C63) も:Ill美からシカクワガタの!llii1Eを記
li tし, タテヅノマルクワガタを記録した・ クロツヤムシ類

については宮武が幼11, を報告したぐらいで進力llがない・ コ

プスジコガネ科は中根 ('51) と中根・ ??本( '55) の検索が
あり, 3 を通加し, 野付C62) も f??,かl、)1 i:fiL?加えf'二
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が, 従来クワカ タムシとされていたマグ'ソクワカ' タはここ
にf多された. この1,J・ Nicagus は,1ヒ米に l 和lいるが111;産の
ものとよく似ている. センチコガネ科も最近 美方面でト

ビイロセンチコガネが採集されているが他は2~3 地方型
が記録された程度で検索は中根C52) がある・ アツバコガ

ネ科ではフチトリァッバコガネの別fitがトカラ中之島にお
いて採集されたのは注目される (野村, '62).  コガネムシ

科は上に記したように59 年から野?・1が新fill新1111利lをとり
混ぜて多数記ll:ﾝ  しているが,  中で注目されるのは後担を欠
く-f?美のダイコクコガネ Coj)'' is b,-ac1lyf)t, t'usの発見で
あろう. 本: l:のダィコクコガ.字、はタｽIl lにJl eび,  かりに

ることもある. 野付l-tこの他,  ll 本と1,,J辺のコフキ二'カーi'
fliの総i,f・ を行ない ('52),  また中限と-JI:にマグ ソコ力' †、の
新 lを記,l&した ('51). 中根 ('51~61) l l食 、コカ' -'「、ムシ

の検索をかき, 装11 などコガネムシff1の新ｿ l記,f&の報文
解l説も常:1・発表しており, この中には,lヒ米と jl-通J,'tのクチ
キマグソコガネSte,,oh,-o,,c;, sの1 利iもある・  戦前食集

コガネムシを'ｶ高ﾉ報告した沢田玄正は 50年に琉球の
ガネムシをまとめて数新和iを記市u し, 別に覚・l‘: を発表し,
55 411にはチャイロコガネSe-tcama新和iと目録を出した
後は来記録属に関する報文C60) など2,3 がある・ このif1
では他に宮武C63) のナガチャコガ†、の近似極の記,l' ﾝが
る. なお中島敏夫C52) は北1fi成のスジコガネの生態をま
とめている. (つづく )

- 国立科、,r lilt 館一
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各群についての戦後の研究 (続き 2 )

マルハナノミ主科 この類はその大部分がマルノナノミ

科に属する. この科の種は水辺の葉上に多いが, 体が軟弱

なためか研究者が少なく , 最近では中根 ('63) が1 種を記

救,  10 種を図説した他,  佐藤 ('66) が琉球から l 種を公

表したぐらいである. マルノナノミダマシ, タマキノコム

シモドキは中根と安立によって日本昆!11図鑑 ('50) に破後

はじめて図説されたが, 新極は公表がない.
マルトゲムシ主科 ここにはマルトゲムシ1 科が含ま

れ, 大形種は山岳地帶の石下などに発見されるもので, 「l
本では河野が戦前3 種を記,iu しているが中根('63) はこれ
に小形極をも含め数種を追加した.
ドロムシ主科 この主科の1 部の科は以前マルノ ナノ

ミ, マルトゲ.' シill,J科の近くにそれそれ位置されたが, 前

者に近くおかれていたナガハナノミ科は中根 ('48, 56) の

解説があり, また新種新型の記,1 ﾝ('52 ,58 ,63)  がなされ
ており, 最近佐藤 ('64) は琉球から 2, 3 のiEi種を追加し
た. また後の科に含まれていたダェンマルトゲムシ科は中
根('63) と佐藤 ('64) の記一破がある. チビドロムシ科では
また中根('63) の1 種と佐藤('66) のf球, 台湾産種の記
ll i '記録が公表された.  ドロ シ類のうちコバン形の水法

-;bile、をもつt二ラタ、、、ロムシ科は1 部が以前ナガノ ナノミと

されていたので中根 ('48, '52) の報文にも含まれている

が, 野村 ('57) も 1 種を加え, さらに佐藤 ('64,5) も 2~3
種を琉球から追加した.  ドロムシ科およびヒメドロムーV  科
は野村が 5'「~63 年にわたって一連の報告を行ない, 多数

の新種を記載し, 河野, HINTON ('36) 以後放置されてい

たこの類の研究に大きな発展をもたらしたが, 佐藤 ('60~
5) も琉球諸島の種を扱って数篇の報告を発表している.
なお海外では JANssENs ('56) が Stenelmis 1 種を記11111し
ている. ナガドロムシ科では野村 ('57) に2 新極の記 が

みられるぐらいである.
ク シヒケ'ムシ主科 この主科のクシL:ゲムシ科は日本で
は2 種だけで特に進展はない.
タマムシ主科 単一のタマムシ科を含むが, ここはもつ
ばら黒沢によって独専された感がある. 彼は戦前よりこの
類に興味をもち報告もあるが, 47 年以後一連の報文を発

表し, 日本産の種属をほぼまとめたようである・ そして他
にも台湾その他のタマムシも記載している. 彼の他に戦後
に伊賀も 1, 2 報告をしたが, その後活動をやめてしまっ
た . なおチビタマムシの幼虫は矢野 ('52 等) の努力によ

って大部分のものが判明している. これらは植物の葉に潜

入して生育するものである.
コメツキムシ主科 この主科には3 科が属し, その最も

大きいものはコメッキムシ科である. これは戦前に三輪に

よってまとめられたが, 戦後は大平が 53 年頃より研究を

はじめ, また中根・ 岸井も同じ頃から報告を出し,  3 交尾
器の形態をとりいれてトカラ諸島 ('55), 屋久島 ('58) の

この類をまとめ, 56 年には亜科の分類について論文を出

したが, 岸井は単独でも 55 年より記載を発表し, 中根か
ら離れてからは利尻, 礼文, 屋久, 対馬・ 粟島などのもの

を個別にまとめている. 大平は 57 年前後から1j1!11、の研究
に主力を注ぎ, 62 年にはこれらをまとめて公表したが,
その後再び成ま,の分類記i波 を行なっている. なおコメッキ

では近年3 交尾器のみならず9 交尾 の骨片なども分類に

とり入れているのは注日される. コメツキダマシ科は戦後

はじめ黒沢が手がけたが, 後, 久松に引きつがれ, 既にの

べ/こように 56~63 年にわたって一連の論文が発表されて

いる. FLEmAux以来ほとんど進展のなかったこの類はこ
れによって大幅に種属をましたわけである. l二 ゲブトコメ
ツキ科も同じく久松によって研究されている.
ホタル主科 ホタル科の研究は既にのべたように戦前に

岡田によって輪 _,が与えられたので るが , 戦後は中根
l ~2 報告した他は中根・ 大林 ('48) のオバポタルの1 種

の記載く' らいである.
なお, 戦後私たちに親しみのあるホタルの減少が著しく

て, その增殖の試みがとり上げられていることは昨年本誌

に記した通りである. ホタルモドキ科では中根 ('50) がま

とめ1 種を追加したが, まだ未記録のものもあり, またこ

の科の定義についても研究の余地があると思われる. ジョ

ウカイポン科は菜上, 花上に多いわりに軟かい体のためか

研究者が少なく, WITTMER ('53~5) が約 10の新種を公
表し, 大林 ('49,50),  中根 ('63) が各1種を記載した程
度である. べニポタル科のものは戦前は河野によって研究
され, 一応まとめられたが, 戰後は中根・ WINKLER ('52)
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の ロバヒシベニポタルやWI、'KLER単独の記一破をかわき
りに, 大林 ('54,6), 中根・大林 ('55), 中根 ('61), 大
林・佐藤 ('63) などによって相当数の增加をみた他, 中根
('53)に概説がある. この類のo交尾器はしばしば異形を
呈していて面白い.
力ツオプシムシ主科 この主科は日本からの記録では4
科が属するが,そのうちホソマメムシは土着かどうか不明
であり, ヒメトゲムシは2種知られたままである. マキム
シモドキ科は小さな甲虫で, 既知1種に加えて別属の1種
が久松('63) により記載されたが, なお1種産する. カツ
オブシムシ科は松村・横山の頃と比べて, 属や種名がかな
り変更されているが, 何分害虫が多いので既知種のみであ
り, 1~2未記録のものが追加されたにすぎない.
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第 1 図 べニ.・r ダルの前胸背と上 (左 )の一書1 ( 右上
端は頭 (中:限 '53 より ) 左上より右に Mac'-olycus
fabe11atus MoTscH, Lycoston・1us modestt s Ks、、',
Macro/yc“s d m n a l o r KL、-. . modesius Ksw,
L. semiL,11ipl icus RTTlt, M. dominator KL?,
Py,-opte,-us ,1 gro-rubor D;E(:? Dictyoptera gor-
a,,11 Koso Mesofycus at ror!‘fus Ksls-, P. ,l i r o -

,・uber? Be,tibotarus spinico.nls Ks、、-, D.gorhami,
Condertspictus GoRII, Cautiresgeometricus Ks、f,
Libnetis g,-antco11is Ksw, Lyg!stopterus sa1gt tn-
el‘s L, C.p!ctMs GoRIl, Cau geomei ricl‘s Ks lS-,

1 . g,-a,1ico11ls Ksw, Pfaieros coracinus Ksl3-,
.   so ,lgMl ne s . 「aり as n a sMi “ s Ksw,

Xy1oOa,1!‘s .1a o川 c us Bol-Ro, fat . co r a a n us

Ks、、-, Pristolycus sagulatus Goit li, P. ttas tuS
Ks?-,  Ca1ochromus sp. Prs. sagulatus GORH,
APlatoPterus ll,teatus  GoRH, Lypo'tta quad「 -
cof1is Ksw, .-gt‘dr fco1as Ks、f.

シパンムシ主科 シバンムシ科は日本では河野がわずか

に研究したのみであったが, 湯浅・ 尾上('30) のクシヒゲ
シバンムシ (たたみ表の害虫) の生態と天敵クロアリガタ
バチの研究もあった. この種は戦後テックスに大害を与え
たこ とがある.

林長開('51) はサルノコシカケ類につく Do''catoma属
の小形数極の幼虫・ 蛹を記 したが, 印刷事情のため成虫

記1般があとになるという事態がおこった. 彼 ('55) はまた

1 新属新種の記破も行なった.  この他中根 ('63) は1 種を
記;設し, また古本の害虫としてザウテルシバンムシを記録
した. 一般にシバンムシ類は古材を食するものが多いが案

外調査はおくれているようである.  t:ヨウホンムシ科もほ
とんど進fillがなく新極の公表もないが, 若干の未記録のも
のがあるであろう・

ナガシンクイムシ主科 ここの2 科は互いに近縁でヒラ

タキクイムシ科は時にナガシンクイ科の亜科とされる事も
ある. 前者はラワン等の大害虫ヒラタキクイムシの他3,4
種があり, 竹製品を害するものもある. 後者も竹材等の害
虫チビタケナガシンクイ類などを含むが, 戦後の新種はな
く, ただ各地で電話ケーブル鉛被に孔をあけるフタトゲナ
ガシンクイの被害があったこと, アミメナガシンクイが再

発見されたことが記t書、に残っている・ この2 科は共に動物

分類に中条が執華したところで, 58 年にも同じようにま
とめて解説をしている. これらは図を伴ない便利なもので
ある.
力ツコウムシ主科 この主科にはいる3 科は互に感じが

ちがう. コクヌス [ト科のものは LEWI Sなどがよく採集し
ており, 以前河野が1 種記載してから中根('63) が奄美か

ら1 種加えるまで增加はなかった. カッコウムシ科も河野
が一応まとめ, 伊賀 ('48) が1 種記載し,  1 属をまとめて

('50) からは中根 ('63) の2 種の報告までブランクであっ
た.  しかし最近になって宮武は琉球諸島から数種の新種を
公表しているから, 今後さらに增加する可能性がある・ ジ
ョウカイモドキ科は以前ホタル主科のものやカッコウムシ
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第 2 図 ジ ョ ウカ イ モドキ Lat'fisの3 触角(a. 一上面,
b. 一側面) : 1. . /list,-io Kiesw., 2. . eileg,-l川
Pic, 3.m'porn'cus Lewis, 4. . i a a r a e n s t' s N a-

kane(本州産), 5. L. kau,asaM Nakane, 6. L. t,1t-

yarnotoi Nakane 7. L.asahi,1ai Nakane (中程?'57
より )

などと共に軟 願として扱われていた小形有llの1 .常、fである
が,  WITTMEn ('53, 4) は計3 ｼl重を新たに記1ホ鰍ｵ,   中
('55~6, '63) も数新有dを通加し,  また解説 ('56~7)  も一書
いている・ この類は6 触角第3 節が 常に拡大した La,, s
11◆llや15 の上通端に異形の付属物を具える Ebaeus 属があ
り, 後者は花葉にくるのに対し前属は砂地におり, 特にイ
ソジョウカイモドキは岩確やサンゴ11態にみられる.
ツツシンクイ主科 ツツシンクイ類は.lfl沢が主として研
究し, 49年に1 種を記,It、し, 他に」:表型が しく縮小したコ

パネッッシンクイを記録した('59). その後は中根('64) の
1 極があるだけと思われる. この類は l 科であって, 枯木

に穿孔し, 種によって3 の小肥技は細い分枝の集合のよう
な状態だったり, 触角が﨑z状に分枝する
ヒラタムシ主科 この主科は次の二i科と近くて, 画者を

合l;1して扱かう人もいるが, 科数でも:fill数でも多い. ツツ
ヒラタムシ科はもとヒラタムシ科に含まれていたもので以
前3 極の記録があるが, その1 種がようやく確定でき, 琉
球から別属の1 種が記録された. ネスイムシ科では中根

('56) と久松 ('58) のまとめがあるが, その後に中根・ 久

松の新属新極の記 ('63) がなされた. ケシキスイ科は種

数が多いが多くは小さいので以前はほとんど省みられなか

ったが, 職後は久松 ('53~65) がこれに力を注ぎ, また中

根('59, 60) も数極のiI解fl などを記ll& し, 久松と協同でも
新極をかいていて,  日本??lについてはかなり許 しく判って
きた. EAsToN ('57) も日本の Meliget/es属をまとめ,数
新i重をその中で公表している. 彼はこの属に範囲を限っ
て, アフリカ, 北米などと各地のものをまとめている. キ

スイモドキ科の甲.!;tは初一ﾈのころ花上に発見されることが
多いもので数極しか日本からは知られず追加はないが,
ツノブトホタルモドキという以前ll大鞘'類とされた種が
Clio、rsoNによってここへ移された.  他の種とちがって,
これは背面に毛のためにまだらができている.  l:: メキノコ

ムシ科のものは小さな中!l、 で主に1‘11蘭に発見され3 和lが日
本から知られていたが, 三輪('37) はその1 極Asp,dot ;c-
rus Jape川cl‘sに M onaspi o /1o,-1‘sという新属を設定
した・  しかし彼の扱ったものはどうも全く別のものである

ように思われる. ムクゲキスイムシ科のものはやはり小形

であって朽木皮下などにみられ, 前lll91背の両側に各 1~2
条の隆線があるので著しい.  l l 本産は破後和1の増加はな
い. オオキスイ科のものは樹液に集まる特異な形の類であ
るが,  3 和lが知られたままで, やはり ;用えていない.  ヒ ラ

1ムシ科およびホソl:: :ラタ,1、シ科の‘1? l lは名前の通りに大

部分の1,11 f「lは体が全く平たくて, i?l度下などにi ffんでいる
ものである. これらについては一部を久松が解説したりし
ているが全体として大して進展はない. ただ時殺などにい

る仲間の分類が近年著しく j進んでチビヒラタムシでも
L - ()ph1oeus ( Cryptolestes) ntt,luff,sと思われていたも
のの多くが L tu-c c s という中近東原ill;のものだった
リ, ノコギリヒラタムシによく似て油性のfillを好む別
(オオメ) が分間tされたりしたのは注目される. あまり平
たくないセマルヒラタムシやホソヒラタムシ, チビヒラタ

ムシの類は今後よく検討する必要があるであろう. キスイ
ムシ科は小形極ばかりで, REITTE1l が日本からかなり報告

しているので調べにくい構であるが, 中根・ 久松 ('63) と

久松 ('62) によって3 利iが追加された. 久松の利iは;化米に
近緑和lをもっことが指i商されており, 同じくヒトクチタケ

にすむケシキスイやマグソクワガタと jし:に北米との関述を
示すものである. 久松はまたt二メハナムシ科についても研
究を進めており, 59 ff-には邦産?重の解:説を行ない, 別に l
新極を記;luしている.  コメツキモドキ科のものはオオキノ

コムシ類に近くて, 人によってはその,ll'科として扱うこと
もあるが, 形としては一見区別できる. この期は既に述べ
たように三輪・ 中条によって動物分類にまとめられている

ので使利であるが, 極数が少ないのであまり.In'加はみられ
ず中条 ('56) の1 利iと中根 ('59) の1 lif t? ぐ f)いである.
追記 : 前回のシデムシの項で H i ts -10、-sK r ('63) の

Ptero1omaをまとめた論文中の3 f itの記111tを見落していた
ので付け加える・ 但しその中の2 和ま中根のものと同 で

あろう. 一国立科学f9物前一
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各群についての戦後の研究 (続き 3 )

ヒラタムシ主科 (続き ) オオキノコムシ科は小形種が

多いが, 比較的きれいなものが多く, 中条 ('36) によって
解説されてから, 荒木 (東) らの研究があったが,  戦後
は, 中根 ('48,50), 中条 ('50) の報文にはじまり,  両者

によってその後も新極新型の公表が行なわれ,  野1用 ('53)
などの研究もあった.  58 年には中t ｷの日本産種の解説が
あり, 中条も日本産のモノグラフを用意した由であるが,
未だ:,1:・表されていない. 海外では DELKEsKA:MP ('56, 59)
の邦産種に関する検討があり, 彼はま.こ BOYLE, 中根の知

見に基づいてチビオオキノコムシIIE 科の属の検討を行なっ

ている. したがって日本産 についても改めて検,?fをする
必要があるであろう.  コキノコムシ科では宮武 ('57~60)
の研究があって, 従来ここに含まれた2,3 の種を他科へ
移し, コキノコムシ属を除く他属について一応まとめが行

なわれた. この科の一部のものは異節群のキノコムンダマ
シ科に計、i節数以外ではよく似ており, 中根 ('50) も所属に

第 1 図 チ ヒ' - l- オ - ノ コ ムシ類の口部. 左組l' : T r i -
Pt - : r1‘ssica L. 右側:  '「rt'totna bipust lata F.
共に属の装式 で:,, る.  上段 : 頭部下面, 下段: 右
1、1四、

ついて疑問を述べたことがある. ツツキノコムシ科も中条
('39) が動物分類の1情としてまとめてから,  中条, 福田
の研究があったが,  戦後には宮武 C54) が一挙に7 属16
種を記裁し, 57 年;こも奄美からこの報告をし, また中根・
野淵 ('55~6), 野淵 C55~6,9) はやはり併せて2 属十数

種を記載し, 大幅に知見が增加した. このような細小な種

を含む群がほぼ同時に別個な研究をうんだことは日本の甲
虫学の進歩を示すことかも知れないが, 一面では国内的な

連絡協調の欠如を示しているであろう. これはテントウム

シ科などの研究でもいえることである. この科では職後間
もなく DIEKE ('47) のマダラテントウ類の再検, fが公表
されたのをきっかけにオオニ .;1ユウヤホシテントウとコブ
オオニジュウヤホシとの関係が問心を集め, 渡辺千同・ 坂
上昭一 ('48) や安富の研究,ll:はじめ多く の報告が発表さ
れ, 江原 (52,3) の比較形 .学的なものや, 生態, 分布に

闘するものなど多くの知見が集積された. 一方他のテン ト

ウムシの分類についても, BIELAwsKI ('57~62) が日本産

種に言及した論文 i :出しているのを含め, 神谷 ('59~65),
中根・荒木 ('58~60),  荒木 ('60~64),  宮武 ('57 63)

がそれそれ別個に研究を発表している. これらによって日

本産のテントゥムンの分類はほぼ概観できるようになった

といえるであろう.  中でも神谷 ('61,60) はヒメテン トウ

族, テントゥム1,校をそれそ'れまとめ, 宮武は琉球請島の

ものなどをまとめ一いるのは便利である. なおテントウム

シの集団遭伝については駒井卓 ('56) の綜説がある. テン

トウダマシ科は 前にやはり中条 ('39) が動物分類にまと

めたが, 戦後は中根 ('51, '59~60) によって少数の追加が

なされた他, 対馬においてタイワンオオテントウダマシが

発見されたことが目につくことである.  ミジンムシモドキ

科は既知の1 種が図説された程度で特に進展はない. ミジ

ンムシダマン科の方は戦後になって中条が邦産の材料をこ

の類の専門家H.JolIsに送った結果が, 55 年以降数回に

わたって公表され一数種が記救され, 63 年には総括的な

覚え書が出されているが, 材料や附図からみて, この類の

分類もなお再検を要するように感じられる.  ミジンムシ科

のものは古く M .、TTll E、VESの研究があるが,  近年では久

松 ('61) が1 種解説をし,  中根 ('63) が数種図説 (一部
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第 2 図 一ダラ ミ ジンキスイ proPalticus mortmotoi
H.KAMI i?. 1,65mm. 八重山辞島西表島産.  この類
も JoH の研究があり , 科として確立されたのは近
年である. (神谷 '64 による)

未記載) し一いる. なお 50年には P,、rLI-..、 がアフ リカ

のこの科をまとめた際に, アフリカのみならず, 東南アジ
ア産や日本産にまで手を拡げており, 日本産についても新

属と新種を記 している. ホソカタムシ科は形の面白い種

があって興味をひきそうであるが, 比較的研究が少なく ,
戦後も久松 C58) が1 種解説し,  中根 ('63) がカクホソ

カタムシ類 (CRowso.N によって別科とされたが,  従来は
ホソカタムシとして扱われていた) を含めて 30種ほど図
説 (一部未記載) をしたく' らいである. この類はかなり分
布の広いものもあって案外南方に産地をもつものがある・
ヒメマキムシ科とッヤヒメマキムシ科のものは微ノJ、種が多
くて研究が少なく, 近年ではやはり久松 C58) の図説があ

る他は中根の図解があるだけと思われる・ ただこの類は貯
穀などにみられる種がぃくっかあり, 酒, 醤油の趨につく
種ハネスジヒ マキムシ等も知られている・ 同じく微小な
種を含み神谷 C64) によって2 種の琉球列島産で日本のフ

ァウナに加えられたミジンキスイムシ科 Propalticidaeは
本州にも産するようである・

ゴミムシダマシ主科 この類も多くの科を含むが, 実際
には前主科にきわめて近くて,  CRowso‘、- などはホソカタ

ムシやコキノコムシをこちらに移し, 両主科を合一してヒ
ラタムシ主科とし, この主科を一段下の rankにおいてい
る. ノムシダマシ科はあまり進展がなく ,  中条 ('59), 中

根 ('63) が琉球列島から各1 種追加しただけで他はCROW-
SONの定義によってゴミムシダマシ科の一部 ( ヒゲブトゴ

ミムシダマシ, コガシラゴミムシダマシ類 ) がこの科へ移

されたにすき-ない. ゴミムシダマシ科はかなり大きな辞で
あって, 形の', ・ ろいろな甲虫が含まれ興味をひく類である
が, まとまった分類の指針がないので, 日本では研究がお

くれている. 戦前には三輪, 河野がわずかにこの類につい

第 3 図 ホソキカワムシ Hemipeptus mlyamotoi H_
KAMI rA3.5~4mm. 奄美大島産, 同属既知種は17,
皆熱帶城に分布する. (神谷 '61 による)

て報告を出したのみと 思われる.  その後では中根 ('49~
50) が図説を行ない, 56,63 年にはそれぞれ数種を記載し

た. 野村 ('63) も近年この科のナガキマワリ, キマワリ類
に手をそめ, 主に琉球列島から数新型を記載し, また山崎
と共に研究を発表したC60,3).  ただし, これらに記 さ

れたものには, かなり採集できるものもあって既に中根も
気づいていたものである. 更に中条道崇 C63) はスナコ' ミ
ムシダマシ, ヨツポシコ' ミムシダマシ両属の各1 種を報告
し, 宮武はテントウゴミムシダマシ類 C62),  コブスジゴ

ミムシダマシ類 ('63) の再検討を行ない各2,3 の種を加
え, 後者の属を分割した. これに加え, 海外では K-i、.szAB・

('64) が中条や佐藤の送った標本に基づき,  主として琉球

列島産のこの科について論文をかき, 数新種を追加した他
に中根の種の検討と再記載も行なった. この中に:ま首肯し

難い点もあるが, 彼はこの類の権威であるから一応これに

従うべきであろう. コブゴミムシダマシ科は従来前科に含
まれていたものであるが,  ここに属する小形属Usechus
の1種が KuLzER ('60) によって chuJoi として四国から
記載され,  神谷 ('63) は対馬から 1種を加えこ・  なおこ
の類は本州にも産する. クチキムシ科はキイロ ';チキムシ
などを除き一般に地味な類なので, 戦前も河野によって一

部研究されたにすぎず, 戦後も野村C61) のトカラ中之島
からのキイロクチキムシ属の種の記載があるのみである・

しかしこの科の種については今後再検討を要するであろ
う. クチキムシダマシ科は小さな科で既知種に奄美の1 種
が加わり, 久松 ('61) が1 種ここに移した程度, マム シ

モドキ科は1 種鹿児島からの記録があるだけで, しかも原
記載 (M_tRsEt;L, 1876) 以来とれていない. FREt-DEC55)
の考証によればこの記載の虫の寸法は誤だという (10~11
mm→5~6mm), ハネカクシダマシ科は既知1 種のみで,
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第4 図 マダラ キ ノ コム シ ダ マ シ Abstru lia J' ape
uica MlrATAKE 3mm. 果褐色で黄赤編の班がある
本州・四国・ 九州に産する (宮武, '55 による)

琉球列島には別極も分布している. ホソキカワムシ科は近

年まで日本から記録がなかったが, 神谷 ('61 ) は 美から
1 極記般し, 中根もこれを図説した. チビキカワムシ科も
小さな科で小形極を含み, 戦後1 がこの科に移された他

は殆ど增加をみない. もともとこの科はキカワムシ科に含
まれていたものであるが, 後者は中~大形で平たい甲.l l,で
ある・ この科は2 極が知られ共に北海道と本州の山地に産
する・ ツヤキカワムシ科は邦産1 種で河野によって北海道
から記録されたものであるが, 極名の判定にはill:検討を要
する. キノコムシダマシ科は今まではナ.ガクチキムシ科に
属していたものであって CItowsoNの分類にしたがって
分離された. ここに入るものは中根C55), 富武 ('55,60)
によって報告され, 前者は2 種を記破, 後者はコキノコム
シ科から2 極をここへ移し, 別に2 極を加えた. ナガクチ

キムシ科はかなり美しい極もあってまとまった群である故
か, 中根・ 林C55) につづいて林・ 加藤C56), 野村, 野
村・ 加藤晃 C58~9), 中根 C64) らによって次々 と記

が発表されかなりの增加をみた.
ハナノミ科及びハナノミダマシ科 ( フナガタハナノミ類

を含む) は主として花に集まるもので特異な形態をもつ1
群であるが, 河野 C37) によってまとめられてから後, 中

根C48~50), 中根・ 野村C50) によって に比較的大き

いノナノミ族の種が記1111t記録され, 続いて野村 C51) がヒ

メハナノミ族の再検討を行ない, 大幅に極を増し, 渡座次

、('53) の研究,  中条・ 中根C53) の四国産記録とフナ
ガタハナノミの記1校があり, 55~7 年項には中条, 野村,
加藤, 中根が単独または共著で記般, 報告を出すという乱
破状f ・になった.  このうち中根 C56,7)  は一応ハナノミ科
の既知極を整理してまとめ, 野村 ('58) はクロハナノミ属

の再検討で種を分割し, さらにその後も続けて記1渡を発表
している. 以上の結果としてハナノミ類は河野の時代と比
較にならぬ多数の極を包含することになった. なお海外で
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はこの類の確成 El' ll'scI【 ('50) が世界の属の検索を公表し
その後も属の分ll」を行なっているが, これはわれわれが属

を決定するのに使利であると共に, 多分に機械的分類を思
わせる・ オオハナノミ科は河野によってよく研究されてお
り, 野村・ 中根 ('59) が1 種を加えたにすぎない. ッチハ
ンミョウ科も同じく河野によりまとめられているが, 黒沢

はその一部を訂正した. また岡本啓('53 ), 平井fit男C54)
は時を同じくして河野の記載したヒラズゲンセイ2 術が実
は6 9 であることを確めた・ この極は の頭が大きく大限
も発達する・ クビナガムシ科は中根 ('63) が1 極新属のも
のを加えたにすぎないが,  この科についてのsl,ll.MANの
検討によればクビカクシナガクチキムシもここに属するこ
とになる・ 力ミキリモドキ科は河野が戦前よく研究してま
とめたが, 中根 ('54,8) はこれに約 10種を加えた. ァ カ
ハネムシ科も河野の研究によって使宜をうけているもの
で, 中根C60) はその一部を訂正し検索としてまとめた.
この類は の頭部に特異な四みのあるものが多く, それに

よって判定ができるが,  9 の場合に同定困難なものがあ
る・ アリモドキ (イッカク=lーュウ) 科のものは小形極がほ

とんどであって一般には関心がうすい故か, 研究青も少な
かったが, 近年は野付 ('60~3) がこれを手がけて若平の
種を記i般した・彼はまたニセクビポソムシ科にも手を拡げ
てやはり記i般 を公表している.

以上でヒラタムシ, ゴミムシダマシ両主科を一わたりa
観したが, 何分多数の科にわたり, 多くの報告があるので
誤りや述べ落した点も多いと思う. 紹介してみて改めて感
じることは同一国内としてはかなり研究者がおり, しかも
入り ｾLれて研究が行なわれていることで るこの現象は
日本で研究できる範囲が国内及び近隣J也城に限られること
や国内の世相とも関連があるのであろう.
なお従来知られたへリハネムシはァカハネムシ科に, ク
ビポソムシはァリモドキ科にそれぞれ含められた.

一国立科学113物館一
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し

各群についての戦後の研究 (続き4 )

ハムシ主科 このl生科にはカミキリムシ, マメゾウム
シ,  ハムシの3科が属し,  従来食葉類 (Phytophaga) と
よばれたもので, マ ソ'ウムシを除く 2科は に多数のa重

を含む大きな科であり, 特に第1 の科は愛好者が多い・ そ
のためか, 戰後のカミキリムシ科の研究は・ら在野の研究
家である林圧夫, 大林一夫に委ねられfこ感がある・
相ま破後, 近幾甲111同好会の設立と有利な地理的条件に
けられ, 47 年以来多数の報文を発表している・ 55 年の

保育社の原色図鑑に関係してカミキリ科など担当して以
後,  屋久島C56),  トカラ語島('56),  琉球C60), 美

('61~2) 等の地城的な報告をはじめとし, 日本のカミキリ
ムシ科の解説C57~61) も数回書いており,  また北表古

や, 台湾, ニューカレド=アなど南方域のものまで手を拡
げて報告を公表している. 60年には日本のカミキリ相の
解析と称して, 各属種の地域分布に出現期や垂直分布を考
l,e: して分布論を11闃Jし,  H本産の属種がほぼ4  つの分布
に分けられるとし, 南方および南西支那的な要素が大き
く, かつ特化しに開有kat ii?が多いことを強調した・ 111のい

う分布帶とは 1. 欧州・ シベリア系,  11. アムール・ ウス

リー ・ ;a:支・ 古系,  111. 南西支那系,  IV. インドマレ

一系であって, 互いに重なり合い, 図をみると l は北米,
I Iは中米, 欧州南半とアフリカ北岸, IIIは南欧とァフリ
ヵ;lヒ岸, IVは中央アフリカにのびている・ このような分

布論には資料もさることながら, かなりの空想的要素も必
要であろう. 大林と共に研究をはじめたヒメハナカミキリ
類の研究 ('57,60) は,  その後に彼によってまとめられた

由CE;!.間座一, '66) であるが未発表である・

大林は既に述べたように林より研究歴が長いが, 職業的
制約とより細心であるためか報文数はやや少ない. しかし

日本産天牛類の研究史 ('48~60) や天牛の研究C48~61)
のような地味な仕事は彼の長年にわたる努力と資料の書積
を示している. 彼が一時続けて発表した多くの異常型につ
いて, 一部では批判もあるが, こ れはHErnovsKY,
PoDANY ('55) など海外の研究家が日本から入手した標本

によって安易に異常型を発表することに対する対策であっ
たという . 北1111-.tl、の原色大図艦では彼がカ ミキリムシ科を

担当した.  最近は BREuNING との共著論文もある・ なお

彼は中根と-j t:に3 交尾器に基づくノナカミキリ類の分類検
討('57,9) を発表したが, これは中根('54,5) の公表に引続
いてなされた研究の結果である. 従来カミキリ類の3 交尾

器は分類に不適当であるとの風説があったが, 中根は52年
に近畿甲11_同好会の会合でその有用なことを述べた・ これ

以後, 林の研究などにも交1 ﾊ器の所検が部分的に行なわれ
るようになった.  江原 ('54) のIS 交尾器の研究はカミキリ

類の高位の分類にも事1づけとなりうることを示している・
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第1 図 1 .  ヒ ラ ヤマコ ブ ハナカ ミ キリ pyrot rtchus
bicolor の前、-身 2. 同3交尾器 (左 : 側片, 右 :
険1基先端部) 3. ~ 12. ハナカミキリ類の 交尾器

(側 J1- と l: ' 先端部) 3. agit_t ingm'sifor
Jape,1tc n1; 4. 0.◆y;nurus cursor; 5. To to加s
n!eridia,!t‘s; 6. T.coeruleipen tis; 7 . Kanekoa
azume!sis; 8. Pyrrhona laetlco1or; 9. 0 hba-
yas11ia ,11g,-o,,larglnalea; 10. ip11ies comaea?
(1jl-美); 11. Leptost ra,lgalia hosoha la; 12.

Na,1ost ra,l_gal'a c11uJoi.



第2図 ミ ド リサル 、 ム シ

ColasPodes j apanus CnUJ0 上面は金01
~果銅色など,  口部や1波, 做角基部は資
赤福色. 4.5mm く・ らい.

日本の甲虫類

分類関係としては他に藤村俊彦C56), 丹・ 塚本・ ('52) ,
梅谷・ 藤村 ('54) などの報告があるが, いずれも断片的で
あり, 最近は革間C66) lがヒメノナカミキリとホソコバネ
ミキリの両属について概説をかいている. 幼虫やその食

111に関しては60年前後より小島圭三はじめ, 渡辺弘之,
中f・慎吾らの業績があり, 小島は食性をまとめている. 地
方的なカミキリのリストはかなりあちこちで出されてお
り , 最近では鹿児島県のものが l 冊になって同好会で発行
された. なお京浜昆虫同好会の 「新しい昆虫採集」の中に
も,◆',間らの手になるカミキリのリストがある. この他, 西
1111-明は職前からこの類に興味をもち , 排太からハナカミ
キりの新種 ('50) を記 したりしているが,  その:後 2,3
比,1・'?形態的な報告 ('56~9) があるのみである.  海外では

前,11のチェコの研究家の他,  GIr,Moun などの報告がある
が, 最も重要なのは BREuNINo によるフトカミキリ類に

第3図 キ ンケツ ツ ヒ メ ゾ ウム シ

AParauelodemas fovepemlis MoRIMoTo
3~4mm黑くて灰色と金色の毛で換一様があ
る. 枯木の皮下や被にいる. 対馬, 四国か
ら台酒まで分布 (擁本による)
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関する研究で, 1度の多くのモノグラフや報文にはH本産極
に関するものが1'改見され, 58 fl-からは世界に産するこの
亜科のカタログを分冊で出版している. 最近 SAMuEr,SON
とGRESSITT ('65) は日米科学協力の調査に基づき琉球の
カミキリムシをまとめているが, 記録と引用が多くて新し
い極は少ないようである.
マメソ' ウムシ科は諸極の豆類の害虫として重要であり植
物防疫上からも問題となるが, 分類では中条が動物分類で
まとめてあって, 職後は未記録種が知られた程度で進展は
少ない・ 生態と食性進化の問題には桐谷('56) の概説が
ある・ なお, この類はハムシにはなはだ近縁で, ハムシ科
に含ませるべきだという意見もある.
ハムシ科は既に述べたように中条によって戰前よく研究
され, 率,t後も彼によって研究がはじめられた. 彼は台湾に
研究資料をおいて帰国したが49 年以後, 最近までに多数
の論文を発表した・ これには対馬, 屋久島産や琉球語島の
もの ('57~61) の報告や,  日本のハムシに関する概説的
なもの ('53~9) も含まれており, 61 年には木元新作の
協力の下に日本産のカタログをまとめた. また53 年より
は彼が台湾において準備し, 帰国後に手を加えた台湾産\_重
に関するモノグラフが数年にわたり次々 と刊行された. 彼
が日本及び台湾のハムシ研究に寄せた業續は識に著しい.
中根は初期においてハムシには報告が少ないが56 年に
トカラ等の一部のハムシ, 58 年に屋久島産などについて
報文をかき, ついで木元の協力によるトカラ諸島, 琉球産
の報告がある・ しかし, 中根の研究の意味はハムシ類の3
交尾器の有用性と変異にあった. 大野正男はカメノコハム
シ属を皮きりに56 年より属111位程度の検討を行なってお
り, 特に食革の調査を平行している点で特色がある. まと
めた類は小形のトビハムシ亜科のものが多いが, カミナリ
ノムシ属 Atticaも彼によって研究された. 中条と共著の
報文もあり,  最近ではタマノミハムシ属Splaerode,ma
をまとめている・ 彼の仕事をみると食草による種の区別が
ふつう考えられるよりもはっきりでている点が注目される

と同時に, 同様な食草に近似の種がぃくっかっく場合のあ
ることが気づかれる.
木元は初期C57) には幼虫の研究があり, 他に2,3 の
記録や記1 ﾊが るが , ハワイのGnEssn ,Tの下で支那な
のハムシの研究に従l」fしてから精力的に分類を行ない,
GnEssITT  と共著で大冊の支那・ 朝鮮産のハムシ類モノグ
ラフ ('61.3) を完成し, 帰国してからは日本産ハムシ科の
モノグラフ ('64~6) を完成した.  彼の強みは 州の网l:物
館などでタイプ標本を検し, 或いは借出す使宜をえたこと
が大きく作用しているのであろう. ともかく彼によって日

本のハムシの全体がみわたせるようになったのは喜ばしい
ことである. 海外ではBEcIIYNEのモノグラフなどに日本
の種がみられる ( (1;onioctena, Chrysoli11a など) し, ほ
かにも 2, 3 あるが, 特に注目されることはないと思われ
る. ただ戦後の属名の改変は他の科の場合と同じく , かな

り間題がある.
ソ'ウムシ主科 ここに属する邦産の科は9 つであるが,
その最も大きな科はゾウムシである.  Cno、fsoN らによ・っ・
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第 4 図 セ イ リ ン ド ゥキク イ ム シ Pityogenes seirindens s MuRAYA [Aの成虫と食痕 (STARK, '52 より)

て, オトシブミ, ホソクチソ' ウが別科とされ, なお別に森
本の研究ではオサゾウムシが区別されたが, なお奠大な極
を含んでいる. なお別にオトシブミに近いもう1 科が森本
によって記録されている-
第1 の科ヒゲナガソ' ウムシは戦後に宇野C50) が一部解
説したが, その後は常楽C53) が, ノミヒゲナガソ'ウ類を
まとめて新属と新種をかいたのみであった・ 62 年に森本
が, 他の科と共に目録を発表し, その前後に邦産属の検索
を予報したが, これに続いて中根 ('63), 芝田C63) の記
が公表された.  この類の大家であった JORDAN は多数
の種を記i股しながら, ほとんどまとめていないために, 属
種の範囲や判定が容易でないが, 今後海外の資料がふえれ
ば多少とも同定も楽になることであろう・
オトシブミ科は中根 C63) の記 , 森本 C58,62) の記
と目録及び検索があるが, ソ連の動物誌の1 部として発

行された TEnMINAsIAN ('50) のオトシブミ科は図があっ

て使利である. なお他にVoss C57) の新極などの記l股も
ある.
ミツギリソ'ウムシ科は既知の極数も少なく , 森本 C62)
の属までの検索と中根C63) の記破まで, 既知種の解説ぐ
らいで進展はみられなかった・
ホソクチソ' ウムシ科では森本('65) がチビソ' ウ類を整理
しており, ホソクチゾウ類も目録で l 部を整理した. この

後の類はなお調査を要するであろう・
ゾウムシ科は既に記したように河野が戰後字 ひいてか

ら, 暫く空自であるが, 中条はこの類の大象Vossと連絡
をとり, 2,3 の報告を出し, C60), また森本とも共著で数
言の報告を行なった ('57~9)・ 森本は 57 年 からゾウム
シ主科について記 や報文を発表しており, クモゾウやシ
ギソ' ウ類の一部をまとめたが, 62 年にはゾウムシ主科の目
録, 比較形態と系統論, 属までの検索, 新亜科や属種の記
を続けて公表した. これらによって日本のゾウムシ群の
研究は一応まとまった形になり, 著しく使利になったとい
えるであろう. 彼は現在林業試験場においてシロアリの生
態研究を担当しているが, 林業上重要な書虫であるアナア
キソ' ウやマツノシラホシゾウ類などについて従来の混乱や
混同を正した報告もあり, 日米科学脇力の調査に関連して
日本及び琉球の一部の確についてもまとめている. ゾウム

シ科の中, キクイムシに似たキクイゾウの類は小西正泰が
北大において研究を行ない, まとめられた由であるが, そ
の一部が公表C55~) されたのみで, 彼の製薬会社への転
出のためか発表がおくれているのは残念である・ 研究成果
の発表に対する昆虫学界と しての考慮も払われる必要があ
ると思われる. この他, この類ではVoss C56,7) が中条
の送った材料を基として新種や既知種を記録しており, 中
根( '63) も図鑑に登i設した新種を記般している・ いずれに
してもゾウムシ類は今後も相当の数の增加をみることは確
実であり, 特に地楼性の極にみられる地域的分化は今後の
問題と思われる・
キクイムシ科・ ナガキクイムシ科は前にも記したように
村山願造が49 年頃から研究発表を行なっており, 地区別
にまとめた報告が次々 と出されている・ 彼はその後南方域
の種にも手を拡げ, 老令にもかかわらず, なお研究を行な
っているという. 野洲輝ははじめ并上元則と共に北海道の
キクイムシの一部の属極について報告している('57,9)が,
その後も数p一話の報文を発表し,  マツを加害するキクイ 
などをまとめているC66).  キクイムシ類は林業上きわめ
て重要な害虫であって海外でもソ連の動物誌, (Stark, '52)
フランスの動物誌 (Balachowsky, '49) などの各1 巻とし
て戰後出版されていて, 研究に便利である・ また様太産の
ものについても KRIBoLuTsKAn の著書がある.  なお
ScMEDLは30年代からキクイムシの研究を発表していて,
戦後も世界各地のものについて結力的な研究を行なった・
生態面では既に古くからキクイムシ類の食i度が極類判別に
役立つことが知られているが, 加辺正明C49~55) は日本
産のキクイムシの食痕図説を出版している・ 正確な虫の図
と食痕を組み合わせた手引があれば林業関係者には便利で
あろう・

以上ではなはだ組雑ではあるが, 日本の甲虫分類の戰後
の状況をみわたしてみた・ 今改めて感ずることはこの20年
の歳月は甲111.学についても大きな進展の時期であったとい
うことである. これには海外との交流, 連絡の著しい発展
と, 文献複写の機械化, 印刷物の增加が大いに役立ってい
ると思われる. しかし一面では今後の課題として, 研究の
進展によって各地で産み出された資料の保管が将来どうな
るであろうかという点がある. 一国立科学 物館一
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日 本 の

甲 虫 類

中 根 猛 彦

前回まで数回にわたって戦後から現在までの日本の甲!1.
分表i1-の状況をざっと記してみた. 種 の々制約のために見落

しや誤りも少なくないと思うので諸賢の御示教をお原flいし
たい. なお幼虫分類や記,使はあまり述べなかったが, 断片

的にふれたように黒佐和義, 福田彰, 林長開が一11にOf究を
進め, 近年はこの他に何人かが研究を行ない大平仁1、のよ
うにコメツキの幼虫のみ調べたものもある. 最近には林の

コミムシダマシ類幼.lllの分類も公表され, かなりの程度に
11Jli1も判ってきた. 甲!」:'、の分類は成虫が重要であるが, 幼
1j1 も参考になるの,で, 今後はこの面での研究進展が必要で
あろう.

日本に産する甲虫類の科とその種類

既述したような調査研究の結果, 既知の甲 の和t数は著
しく増加したが, 日本には現在どんな類の甲 がどのくら

い知られているであろうか. これは前りiなことのようで案
外厄介である. 現在なおfl;々 発表される新極新型は相当に
あり, 諸種の雄誌からこれらを指い上げてリストにする
のは容易でなく, 見解の差異とか,一 v定,  重複も りうる
けである. 個人的'ii-情をぃ )て相済まないが私自身, ll下
の処, 協力者がない上に移転などで資料整理がっかない状
態なので, ここには各科の名と概数 (許せば確な数) をあ
げることにする. 今までに日本産の -ス. トなどある ものは
し・ し

印をつけておく. (-Ill'いものや部分的のものは省いた).

f
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111,1 図 ( 左) キポシツプケ' ンコ' oウ Neptoster.
nuS nlpOnenSiS KAll、'A; (イ') ナ 力' ェ ン マ ム シ

p10tySOma leωtsi M、ltsl川l,

始原亜日 A rchostemata= ながひらたむし_i_ 科

Cupedoidea

ナガヒラタムシ Cupedidae 2 MC-・38

食内iff-. 目 Adephaga= おさむL1j 科Caraboidea
セスジムシ Rhysodidae 7  M -35; MC-38;

N-60.

ノンミョウ Cicindelidae 23 M-36,  N-53.
オサムシ Carabidae 65 N U - 52・3, N -

60.

ヒゲブトオサムシ Paussidae 3 MC-38.

ヒョウタンコ' ミムシ Scaritidae 25 N--53

ゴミムシ Harpalidae 700

ホソクビゴミムシ B rachinidae 10

コガシラミズムシ Hal iplidae 9 K-34, 36; MC-
38.

ミズスマシ Gyrinidae 13 K -34, 36; MC--

38.

ムカシゲンゴロ'ク  Phreatodytidae
1 N -59.

ゲンゴロウ Dytiscidae 90 K-34,  38;  N -59
~ 65.

コツブゲンゴロウ Noteridae 3 K -34, 38; N-59.

粘食ffi目 Myxophaga
ケシマルムシ Sphaeriidae ( 1 )

デォミズムシ Hydroscaphidae ( 1 )   MC-3S.
多食fill目 Polyphaga
がむし主科 Hydrophiloidea
ダルマ力'ムシ Hydraenidae 5 K- 34.

ホソ力'ムシ l lydrochidae 3 K- 34.

ガムシ Hydrophilidae 75 K -34.

マルドロムシ Georyssidae 2 K -34; MC-38.

えんまむし:-i科 Histeroidea
エンマムシダマシ Sphaeritidae 1

エンマムシモドキSynteliidae 1 MC-3S.

ホソェンマムシ Niponiidae 5 M -35; MC-38.

エンマムシ Histeridae 75 KT -38.

はねかくし:-j'科 Staphyl inoidea
ムクゲキノコムシ Pti liidae 18
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タマキノ コムシ A nisoto midae 55

チビシデムシ Catopidae 35 Ko-35;  N-55.
ニセマキム Dasyceridae 1

シデムi,・ Silphidae 35 Ko-35; N-55 .

デオキノコムシ、Scaphidiidae 45 MMi-43;   N -55.

コケムン Scydmaenidae 18

アリヅカム ,  Pselaphidae 140

ハネヵク .,・ Staphylinidae 780 A -57.

こがねむし j f1l. Scarabaeoidea (1里角類 Lamellicor
nia )

クワガタム.,  Lucan idae 24 MC-36,  No-60.
クロツヤムシ  Passalidae 1 MC-36,  No-60.

コプスジコガ:i Trogidae 10 MC-39,  No-60.

センチコカ'ネ Geotrupidae 6 MC-39, No-60.

アツバコ力'ネ Hybosoridae 2 MC-39, No-60.
コガネムシ Sbarabaeidae 300 MC-39,  No-60.

まるはなのみ主科 Dascilloidea
タマキ / コムシモドキ Clambidae

1 MC-38.

マルハナノミダマシ Eucinetidae 2 MC-38.

マルハナノミ  Helodidae 27

まるとげむし--1科 Byrrhoidea
マルトゲムシ l5

どろむしヨ;科 Dryopoidea
ヒラタ ドロムシ Psephenidae 10 K -34.

ナガハナノ ミ Ptilodactylidae 20 N - 56.

;'エンマルトゲムシ Chelonar iidae

4

ナガドロムシ Heteroceridae 3 K -34,  MC-38.
チビドロムシ Limnichidae 3
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第 4 図 (左) オオンチハンミョウ Melee
proscarabaeus sapporo,tsis KôN0, (右)
ョ ツポ シゲ ンセイ Megatrachetus politus
G EBL1三R.

ツツシンクイ Lymexylidae 5 MC-38.

ひらたむし主科 Cucujoidea (球角類 Clavicornia)

ケシキスイ Nitidulidae 130

ネスイムシ Rhizophagidae
ヒメキノコムシ Sphindidae
ツツヒラタムシ Passandridae
ヒラタムシCucuj idae
ホソヒラタムシ Silvanidae
オオキスイ Helotidae

ミジンキスイ Propalticidae
キスイムシCryptophagidae
ムクゲキスイ Biphyllidae
キスイモドキ Byturidae
コメツキモドキ Languri idae
オオキノコムシ Erotylidae
ヒメハナムシ Phalacridae

-カクホソカタムシCerylonidae
ミジンムシ Corylophidae

8
3

4
5

0
3

3
5

9
5

8
82

6
l

1
1

2
2

3
l

1
l

2

MC-38

MC-38

MC-38.

MC-37; N-58
C-36,  N -58.

H-57.

テントウムシCoccineliidae 150 M Y -35

テントウダマシ Endomychidae  32 C-39.

ミジンムシダマシ Disco1omidae 8 MC-38

ミジンムシモドキ Phaenocephalidae
1

ツヤヒメマキムシ Merophysiidae
5

ヒメマキムシ Lathr idiidae 16

ツツキノコムシCiidae 50 C-39.

コキノコムシMycetophagidae 20

オ、ソカタムシColydiidae 30

ごみむしだまし主科 Tenebrioidea
( 異節類 Heteromera)

35

コ' ミムシダマシ Tenebrionidae 170
コブゴ、ムシダマシ Zopheridae 3
ノムシダマシ Lagriidae 18

クチキムシ Alleculidae 20

タマムシモドキ Menommidae 1 MC-38.

キノ コムシダマシ Tetratomidae 8

ツヤキカワムシ Bo ridae 1 Ko-37.

クチキムシダマシ Elacatidae 5 MC-38.

ハネカクシダマシ Inopeplidae 1

チビキカワムシ Salpingidae 16

ホソキカワムシ Hemipepl idae 1 Ka-61.

キカワムシ Pythidae 2

アカハネムシ Pyrochroidae 17 K o -36, N -60

ナガクチキムシ Melandryidae 70

ノ ナノミダマシ Scraptiidae 18 (MC-38)
ハナノミ Morde11idae 140 K o-36, N -57・8

オオハナノミ Rhipiphoridae 10 K o-36.

カミキリモドキ 0edemeridae 45 Ko-37, N-55・6
クビナガムシ Cepha1oidae 4 K o -37.

ツチハンミ ョウ Me1oidae 19 Ko-36.

アリモドキ Anthicidae 47

ニセクビボソムシ Aderidae 20

はむし主科Chrysomeloidea (食葉類Phytophaga)
カミキリムシ Cerambycidae 600 Mi-40, S-45.

マメ ソ'ウムシ B ruchidae 23 C-37.

ノムシ Chrysomelidae 500 CKi-61; Ki-64~6.

ぞうむし:主科Curculionoidea (具吻類Rhynchopho-
ra)

チョツキリモドキNemonychidae1
ヒゲナガゾウムシ Anthribidae 85 MC-39, Mo-62.
オトシブミ Attelabidae 85 Mo-62.

ミツギリゾウムシ Brenthidae 12 MC-39, Mo-62.
ホソクチゾウムシ Apionidae 30 Mo-62.

ゾウムシ Cu rculiorlidae 520 Mo-62.

オサソ'ウムシRhynchophoridae 12 Mo-62.
キクイムシ Scoly tidae 250

ナガキクイムシ Platypodidae 20

以上のようになるが各項の後の略号は次のように解読さ

れたい.  A安立, C中条, H久松, K神谷 ( - ), Ka神
谷C更;), Ki木元, Ko河野, M三輪, Mi水戸野, Mo :森
本, N中根, No野村,  S関, T高木, Y吉田(忠). 数字
は年号である. (太字は記事がある)
はじめに述へたように, ここにあげた数字はものによっ

ては不正確であるが, 概要はほぼ把めることと思う. 集計
すると案外少ないような気もするが, 来記1般のものなどを
考えると, 予想からはそれほど離れてはいないようであ
る. 一国立科学1'i物館一
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連 載 l 2

日 本 の

甲 虫 類

中 根 猛 彦

既述したように日本産の甲虫類についての知見はここ20
年の間に著しく增大した. これは一面では海外における研
究の進 に依存するところが大きいが, 他而で国内の採集
家や研究者の努力とその增加に:負うところが大である. 科
や薄の編成は以前と現在ではかなり異なった点もあるが,
新たに日本の甲 に加えられた科だけでも, ヒゲブトオサ

ムシ, ムカシゲンゴロウ, ケシマルムシ, エンマムシダマ

シ, ニセマキムシ, ダェンマルトゲムシ, ホソマメムシ,
ミジンキスイ,  ホソキカワムシ,  チョツキリモドキと 10
科に及び, その他のめぼしいものでもメダヵハンミ ョウ

Therates (屋久島など), ツノ l二ゲゴミムシ Loricera(北
方に分布する Pilicorms が北千島まで記録されていた
が, 新潟県の高地と北海道低地でえられた),  ヒョウタン
ハネカクシ Brathinus, メダカオオキバハ †、カクシ Me-
9atoPsidia ( 中南米に多く , アジヤ南方域にもいる.  近幾
地方や四国で発見された),  チシマシデムシ Lyrosoma,
ツヤシデムシ Pte,'ol1oma, マルバネクワガタ Neoluca u s

(sa nde,・sl 美大島), チビコブコ' ミムシダマシ Usech s
(四国, 対馬) などがある.
最近では国内研究者の対象も海外へのびる傾向があり,

'中条は大阪市大の東南アジア踏査の採集品を引受け, 内外

第1 図 ホソマメムシ? Thor ctodes  heydeu
RE ITTER? と幼虫, 1.5mm, 褐色,  台湾産, 魚
粉を好んで食し , 小 粉も食-'、 る ( T eydeM
は報告によると豆や般類, 果実などで発見され
ている. ) (三始・ ﾔ集 li t,  '42  より

の協力をえて多くの報告をものし, 購翅学会, 日米科学協

力による台湾等の採集品も中条, 土生, 林(匡), 久松, 神

谷( ・,  木元,  無沢,  宮武,  野村,  中根,  佐藤,  上野らに
よって報告されている. また大阪自然科学h・物館のニュー
カレドニアでの採集品についても林( 匡) らの報告がある.
こうしてみると日本国内のみを対象にした場合, 分類研究

者数としては少なくも主要部において既に飽和状態に近く
なっているのかも知れない. 今後の研究者はi費極的に海外
の資料を研究調査することを考 せねばなるまい.

甲虫分類の進展の要因

私は約 10 回にわたって日本の甲虫研究がどのように進

んできたか, その みを特に戰後の発展に重点をおいて記
したが, その基礎が職前既につくられていたとしても, 最
近の著しい進展の要因はどこにあるのだろうか.

大職中に日本の111相まひどく乱伐され河川は荒れた. こ
れはそこにl lむi t出にも;重大な影響があったであろう. そ

してその後の強力な 薬の発達と普及, 都市拡張は一般の
人々 にさえ昆!11.不在を かせるほどであるにもかかわら

ず, 現在のような分類研究の進歩がみられたのは, 研究家
や採集象のi注加だけでなく, 専門的採集法の普及一般化,
交通機関の発達と大衆化による違地旅行の実現によって大
量の標本が各!也に集i費されたことと, 既述のように文献複
写の磯械化, 海外との連絡通信の敏速化や印刷物の增加な
どが恐らく要因としてあげられるであろう.
標本の增加は当然未知種のみならず既知極の再検を促が
し細分を可能にした.  既述のようなコガネムシ, ハナノ

ミ,  ドロムシ, カミキリモドキ, ハムシの一部などでの極

やfill種の增加には, このような再検討の結果が関係してい
るであろう. 採集法の普及といえば関西で以前から行なわ

れていたオサムシの冬季採集法は今や全国に拡がり, 何十
何百という個体が一時に掘り出されて地域的分化の様相が

i? しく判明してきたことは前に記した通りである. なおオ

サムシのトラップ採集には最近は腐肉よりも糖蜜 (黒砂糖
+酒類) がよく使われているようである. また叩き網によ
る木の技や葉につく甲虫採集も一般化し, ハムシ, ソ'ウム
シなど小甲 の収 は種, 個体とも急增した. さらにいわ
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ゆるへルレー ゼ (Berlese) 装置による土壊~ 落葉中の小
甲虫のふるい出しも, ノネカクシ, コケムシ, アリヅカム
シ, ゾウムシなどの採集者に必須の手段となってきた. ふ
つうでは採りにくいマメダルマコガネ Pa,et s などもこ
の方法では比較的楽に採集できる. 夜間採集の照明具もア
セチレンから電化が進むにつれ螢光灯, ブラックライトと

進んだ. その他, ゴミムシ採集の石おこし,  ドロムシ採集
の川底さらいなど, それぞれ類によって専門化している.
このような特定方法の発達は, 捕虫網と毒瓶それにせいぜ

い吸虫管といった過去のスタイルから分化し分類の群別専
門化に対応し, おのおの決定的な優位を示している. 殺虫

用に酢酸エチルやエーテル+酢酸を用いるようになったこ
とも交尾器の調査などには便利になった.
また採集家も以前のように学生ばかりでなく , 社会人と

なった階層も加わリ, 財質的に向上したのみでなく種々 の

面で経験を生かし指導的に動いているようにみえる. ただ

それだけに社会人層の性向がある採集家集団の傾向を左右
する可能性は注意される.

次に忘れてならぬのは図鑑や図説の役割であろう. 採集
しても類や名が判らなければ意欲は減退し失われる. この
;11.味で戰前の日本の甲虫(上下・ 横山), 原色甲虫図諸 (神
谷・ 安立; 平山), 原色の日本昆虫図鑑 ( (8,9 ・ 加藤), そ

れに日本動物分類の甲虫部門は重要であった. そして戦後
の原色日本昆虫図鑑 (上. 近畿甲虫同好会) の功は大き

く, 原色昆虫大図鑑 ( n 甲虫 . 中根・ 大林・ 野村・ 黒

沢) の影響は新昆虫等の解説記事とともにかなり大きいも
のと考えられる. それまで放置されていた標本がみなおさ
れる機会でもあったろう. 採集家は図鑑を一つの目標と
し, それを超えようとする.

以上のことに研究上の文献の使宜, 交尼器形態の利用,
印刷物增加, 海外での研究の進歩などが綜合されて今日の
発達がもたらされたと思われるが, ただ問題となるのは標

本文献の分散と標本の移動と利用の状況である. 将来この

分ll'r傾向はさらに強まるであろうし, このままでゆけば国
全作としてのまとまりはいよいよ困難となるであろう.

甲虫類の海外との往来

語は変わるが, これだけ海外との貿易, 交通が盛んにな

り, 物資の出入が激しくなると, 植物防疫関係にはお気の
海であるが, 好むと否とを間わず虫たちの往来も生ずるこ
とになる. 昨今よく話題に上るアメリカシロヒトリなども

近年の渡来者であるが, 目にとまらぬほどの甲虫であれば
侵入の危険は何時でもあるといえよう. 前記したように既
に職前においてもマメコガネが北米に侵入して大害を与え

Japanese Beetle とよばれた例もあるし, 竹に穴をあける
タケナガシンクイ Dinoderus japonicusやァラゲヒラタ
キクイ Lyctoa:y1on japonu,nが竹製品と共に渡米した記
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第2 図 ク シ ヒゲ シノ' ンム シ Pt i li' eurus marmoratus
REITTETn と般角 (右6 , 左9 ), 3~5mm, 黑くて
灰自色の毛でまだらがある. 幼虫は白くて長毛が生

えている. 枯れた木,  たたみ,  テックスなど食害す
る. 寄生難ク 9アリカ [タパチは人を刺す (湯浅,  尾
上, '30 による )

録がありクシヒゲシバンムシ Ptitineurus marmoratus も

木材と共に北米に入ったことが報告されている. 逆に日本
でも米松材についてアメリカアカヘリタマムシ Bupreslts・
aurulenta が局所的に渡来した例があり, 材木につくキク

イムシなどは当然入る可能性が大きい. これが食料や穀

穀粉など貯蔵生産物の害虫となると, 以前からかなり多く

の極の定着が知られており, 輪入食 などにはそれら以外

になお多くの極が発見されている. 極によってはアカアシ

ホシカムシ Necrobia rufpes のように船内に多くいるよ
うなものもある. 先ごろ薬用として流行している九電.ll' ( キ

ュウリュウゴミムシダマシ) Martianus dermestoides は
人為的に持ちこまれたもののようであるが, 物防疫上か

らいうと不法侵入であるという. 本土には入つていなぃが,
インゲンマメのインゲンマメゾウムシ Acanthoscel ides
obtectus, サッマイモのイモゾウムシ Eascepes postfas-
ciatt s はi中繩まで定着しており,  アリモ ドキゾウムシ

Cylas formicaritsは奄美に1915 年侵入してから,  少
しずつ北上し種子島に達し九州南端でも1 頭発見された
という.  なお,  野菜を害するので有名なヤサイソ'ウムシ
List roderes obl iqt t sは野外の虫であるが, 昭和17年岡山
で発見されてから各地に拡がり定着している.  しかし現在

では主に雑草を食し実害はわりに少ない模様である. 変わ・
ったものでは戦前台湾から記載され, ポール紙を食害する

といわれたザウテルシパンムシ Falsogastra11us sauteri
は近年鹿児島でベニヤ板を, 福岡, 奈良で古本を食害して

報告された. 古書の虫は従来はフルホンシバンムシ Gas-
tranus im:marginatusが報告されていたが,  これは東日1
本に多い.
ところでこれら貯蔵産物の甲虫の分類には l・EmsME ( l
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第3 図 Thy1odr as contracttis MoTsscnULsKY
6 ( カッオプシムシ科 ) 2 ~3mm淡黄 ~ 黄

組色.  9 は理なしで幼虫形.

中  根  猛  彦

944) と HINTON (1945) が別々に本を書いているのでわ

れわれも同定に使利であるが, その後の海外の研究はかな
り進んでいて学名の改言Tや極の整理細分などが行なわれて
いる.  日本ではこの方面で分類を専攻する人はほとんどな

く, 業務が忙しいようであるので主に外国の研究に従う他
ない状態である. 重要な学名の変化ではコクゾウムシが
Calandra oryzaeから Sit()philus 2eamais に, ココク

ゾウムシが C. sasaM から S cry2ae になったことなど
あり, チビヒラタムシでも穀粉につくものはCryptolestes
( Laemoph1oeusの亜属だった)  を属として用いている.
最近の報告によるとトルコチビヒラタムシ L turcicusは
実は日本からかって記 された L. immundus と同じ種で
あるという. 国内の研究では久松C65) がクリヤケシキス
イ Cart)ophi lus hemipterus の標本を調べ,  近似の別種

C delkeskamp i を記載している.  この状況からすると貯

殺などの害虫も内外の標本について, 今一度比較調査をし

てみる必要があると思われる. カツオブシムシの類でも日

本産が海外産と比較して多少異なるようにみうけられるも
のがあるし,  シモフリマルカッオブシムシ A tthrenus
museorum (欧州ではMuseum beetleなどと呼ばれ標本
を害する) のように生態的に違うと考えられるものもあ

る . なおこの科で 9 が幼虫形を呈し,  6 が細長い体を

した Thy1odrias co t ractus は京都で 1 頭採集されてい

る (堀尾貞太郎採集, 未記録). ホソマメムシ Thorictodes
heydem は輸入食組にいるものであるが, 三輪・ 森山C42)
が報告したマユをつくる甲虫は多分このものに近いと思わ

れる.

材木や食 に関係のない他の甲虫は比較的交流の機会が

少ないが, 土壊に関係のある装虫ではチビコエンマコガネ

Caccobius unicornts のようにはじめ九州で採集され, 次

いで大阪市内などに出現したところからみると, 土などと
j t;に連ばれたと思われるものもある. コツツマグソコガネ

Ataeuus gracilisは元来北米産であるが, 各国へ侵入し

南太平洋地城などでも発見され,  戦後浦和付近でえられ
た. 食葉性の和iでは逆にゾウムシでチビメナガソ' ウ Ca1o-
myc te,- s so f a r s, スグリソ' ウCaMrhoPalusbif asciatus,
ヒラズネヒゲポシゾウ Phy11obius intrust‘s,  などが;lヒ米
に渡航しているが,  これらも土と共に移ったかと思われ
る.

材木と共に波航するものは前記キクイムシやソ' ウムシの

他にカミキリが多い.  クロホシヒメスギカミキリ Sema-
notus lig eus(北米), ラマトラカミキリClytus tama(欧
州), それに以前から土着しているラミーカ ミキリ Para-

glenea for t‘ lei などこれで, クビァカルリ ヒラタカミキ

リ Phymatodes testaceus などは戦後急に採集できるよ
うになった.

検査が厳しくなっても虫の往来は今後も続くであろう・

日本の甲虫類の状態は今後どうなってゆく' であろうか・
甲!i' の分類研究も各類について」、lf門化してゆくと同時によ
り広い 野と基礎を必要とするようになるであろう・

一国立科学博物館一

※「l l 本の甲1' 類」 ①~(i2)は 「造伝」2111 )~
21112)(1966) に連,使されたシリーズを, 英

準1,社・ 「造?r:」編集部のごl f'; 意により

転華ﾝいたしました。
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1 . On some new and remarkable species of Aphodiinae from Japan and For-

mosa. Kontyu, 19 (2): 1-13, 4 figs. (十S. Nomura)
j . 化学教室間借時代と束畑分室記. 佐保路, (5): 25-26.
k. 名古屋第一話. 佐保路, (5): 40-42. (たけひこ)

l 952 a. New or little known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. VII.
DasciIlidae. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), l (1): 35-41,
7 figs.

b .  日本のカタビロオサムシ.  こがねむし, 2 (1): 1-4, 6 figs.
c . 尾瀬ヶ原採蟲紀行. 新昆虫, 5 (5): 2-8, 11, 6 figs. (十上野益三, 朝比奈正二郎,

長谷川 仁)
d .  ツノブトポタル京都貴船に産す. 昆虫の科学, 1 (1): 16.
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e・ 邦産オサムシの分布と変異,  特にアオオサムシ近縁種について.  新昆虫,  5 (6) ;
12-13, 1 map.

f .  日本の甲蟲 (1). 新昆虫, 5 (6): 36-41, 11 figs.
9.  日本昆蟲図鑑の2, 3 の訂正. 新昆虫, 5 (7): 14.
h. 渓流の甲蟲. 新昆虫, 5 (7): 19-22, 11 figs.
1. 中条道夫氏採集の徳島県産軟_ ｲ類.  新昆虫 ,5  (7) :38
j .  こめっきむしの分類. Amateur Entomology, 3 (1/2): 1-3, 1 pl.
k.  日本の甲蟲 (2). 新昆虫, 5 (8): 43-50, 26 figs. (十上野俊一)
1 . New o「 little known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. viII.

Caraboidea. Ent. Rev. Japan, 6 (1): 1-3, pi t .

m.  日本産Scaritiniの検討 (予報). 昆虫学評論, 6 (2): 16.
n .  日本の甲蟲 (3). 新 虫, 5 (9): 43-49, 28 figs.
0 .  日本の甲 (4). 新 虫, 5 (11): 46-51, 1 pl., 32 figs.
p. Dictyoptera elegansn. sp. (Col., Lycidae). Cas. Cs. Spot. Ent.,49 (3):133_l35,

1 fig. (十J. Winkler)
q.  日本の甲蟲 (5). 新昆虫, 5 (12): 46-53, 1 pl., 26 figs.
r .  日本のこがねむし (I I). 虫学評論, 6 (3): 21-24, pls 5-6.

l 953 a . N ew or little known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. Ix.
Caraboidea 11. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ),1 (2):g3_102,
18 figs.

b. 大杉谷生物調査の採集品概要(甲 ). 西京大学学術報告. 理学及び家政学, 1 (2):
106.

c .  日本の甲 (7). 新 虫, 6 (2): 38-43, 42 figs.
d . 大隅採集旅行記. 新 虫, 6 (3): 32-45, 7 figs., 4 pls. (十江崎悌三, 朝比奈正二

郎, 長谷川 仁, 加納六郎, 平嶋義宏)
e .  日本の甲 (8). 新昆虫, 6 (4): 47-52, 52 figs. (十上野俊一)
f . 氷の山の . 兵庫生物, 2 (3):1-5. (十岩田久二雄, 奥谷被一, 永富 昭)
9 . やの蟲.とり. 南宇和昆虫同好会会報, 2 (1): 5-6.
h.  日本の甲1蟲. (9). 新昆虫, 6 (5): 45-52, 50 figs.
1 .  日本の甲蟲 (10). 新 虫, 6 (7): 43-49. (十上野俊一)
j .  トカラ諸島のこんちゅう相. 朝日新聞 (1953. 7. 14): 4. (十上野俊一)
k . 新昆虫の今背. 新 虫, 6 (8): 65.
1 . Description of a new species of genus Figulus(Coleoptera: Lucanidae). Bull.

Nat. Sci. Mus. Tokyo, (33): 110-111, 1 fig. (十Y. Kurosawa)
m. Mordellidae of Shikoku, Japan(Insecta-Coleoptera). Mushi, 25 (5):17-24, pl.

1. (十M. Chujo)

n・ 大台ヶ原山調査結果第一報. 京都昆虫同好会月報, l (10):49-50. (十塚本珪一)
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セロテープの効用について. 京都昆虫同好会月報, l (12) : 3-4.
邦産べニボタル類の分類. 昆虫の科学, l (2): 3-5, 2 figs.
小型昆蟲と台紙と貼り付ける「のり」について. 京都昆虫同好会月報, 2 (1): 1.
分類学者としての湯浅先生. 新昆虫, 6 (13): 19-20.
New or little known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. X. De-

scr iptions of some new species from Shikoku, Japan. Trans. Shikoku Ent.
Soc., 4 (1): 7-15, 10 figs.
トカラ採集記. 新昆虫, 7 (1): 24-29, l2 figs., 4 photo pls. (十宮本正一, 上野
俊一)
トカラ採集記. 新昆虫, 7 (2): 28-34, 16 gs., 4 photo pls. (十宮本正一, 上野

俊一)
New or lit tle-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XI.

Oedemeridae. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), l (4): 171-
188, 2 figs., 6 pls.
邦産ハナカミキリの 交尾器 (予報). 西京大学学術報告.  自然科学及び生活科
学, l (4): 189- l92, 40 figs.

A l ist of Coleoptera (Polyphaga) from Oze with descriptions of some new
species. Scientific Researches of the Ozegahara Moor: 727-740, 5 figs.
ゴムねんど, 寒天の昆虫研究上有用なことについて. 京都昆虫同好会月報, 2 (3):

1, 1 fig.
トカラの島々 (昆蟲). アサヒ写真ブック, (2):56-61, 36 figs. (筒井嘉隆編)
夏に活躍するコン蟲の話. 京都新聞, (l954. 6. 20):5.
海浜の甲蟲. 新昆虫, 7 (9): 2-5, 4 figs.
簡易顕徴鏡的標本撮影法. 京都昆虫同好会月報, 2 (4):1, l fig.
「日本の甲蟲」の今後について. 新昆虫, 7 (10): 33.
ハラビロハンミ ョウ本州南岸に産す. 新昆虫, 7 (10): 38.
大雪山の とり. 虫界速報, (31): 7.
昆 の発育. 新昆虫, 7 (12): 13.
日本の甲蟲 (19). 新.昆虫, 7 (12): 47-51, 27 figs.
日本の甲 (20). 新 虫, 7 (13): 37-41, 15 figs.
甲蟲の genitaliaの出し方. 京都 虫同好会月報, 2 (5): 1-2.
本邦産のカミキリモドキ類. こがねむし, 4 (3): l -6, l pl.
「邦産べニポタル類の分類」追記. 京都昆虫同好会月報, 2 (5): 5-6.
原色日本.昆蟲図鑑(上) 甲蟲編 (近畿甲虫同好会編, 中根猛彦監修). 保育社, 大阪:

227 pp., 64 col. pls., 9 figs. (十大倉, 林, 阪口, 伊賀, 後藤, 沢田, 上野, 岸井)
日本の甲蟲 (21). 新昆虫, 8 (1):50-55, 18 figs.
簡単な図の描き方. 京都昆虫同好会会報, l (1): 1.
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d.  日本の甲蟲 (22). 新昆虫, 8 (2): 47-51, 17 figs.
e.  日本の甲蟲 (23). 新昆虫, 8 (3): 51-55, 28 figs.
f . Entomological results from the scientific survey of the Tokara Islands. I.

Coleoptera: Elateridae. (Scientific survey of the Tokara Islands, report No.
13) Bu11. 0saka Munic. Mus. Nat. Hist., (2): 1-8, pl. 1. (十T. Kishii)

g . 邦産ヵミキリムシの 交尾器による検討 (1). Akitu, 4 (1): l l -13, 4 figs.
h. Two new species of the genus Spondotrlplax: Crotch from Japan (CoIeoptera:

Erotylidae). Akitu, 4 (1): 15-16, 2 figs. (十A. Nobuchi)
1. Description of a new species of the genus Leptura Linne from Japan (Cole-

optera: Cerambycidae). Akitu, 4 (l): 17-18, 6 figs.. (十K. 0hbayashi)
j . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. x II.

Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 2 (1): 24-42 (2 pIs ), 1 pl.
k . Descriptions of a few n e w forms of the elaterid-beetles from Japan, with

notes on some others. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 2 (1):
43-46 (1 pl ). (十T. Kishii)

l . On a new genus and six new species of olid-beetles from Japan (Ciidae, Cole-
-   optera). Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 2 (1): 47-52 (1 pI ).

(十A. Nobuchi)
m.  日本の甲虫 (24). 新昆虫, 8 (4): 55-58, 5 figs.
n. 深泥ヶ池 (京都) の水樓 虫の変化. 京都 虫同好会会報, l (3): 4.
0. Marine insects of the Tokara Islands V. Three new species of the genus Laius

Guerin from Kyushu and the Tokara Islands, with notes on a species from
Marianna. Pub1. Seto Mar. Biol. Lab.,4 (2/3): 373-378, 3 figs. pl 25.

p. Description of a new morde1lid-beetle from Japan. Studies on the morde11id-
beetles (V). Akitu, 4 (2):27-29, 1 fig. (十M. Chujo)

q. Description of a new species of the genus Ca1ochromus from Japan (cole_
optera: Lycidae). Akitu, 4 (2): 29-30, 1 fig. (十K. 0hbayashj)

r .  日本のダイコクコガネ. あきつ, 4 (2): 44-50, 4 figs., 1 pl. (十塚本 一)
s. 変った害虫. 京都昆虫同好会会報, l (4): 1-3.
t .  ケーブル線鉛被の二次的被害. あきつ, 4 (2): 43 (十竹内吉蔵)
u .  日本の甲虫 (25). 新 虫, 8 (7): 54-57, 7 figs.
v . 原色日本昆虫図鑑 (上) 甲虫編 增補改訂版(近繼甲虫同好会編, 中根猛彦監修).
保育社, 大阪: 274 pp.,68 col. pls., 43 figs. (十大倉, 林, 阪口, 伊賀, 後藤,
沢田, 上野, 岸井)

W・  プロの一虫屋アマチュアを表むの記.  原色日本昆虫図鑑 (上) 增補改訂版付録:
2-3.

x .  日本の甲虫 (26). 新昆虫, 8 (8): 53-56, 9 figs.
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y.  日本の甲虫(27). 新昆虫, 8 (9):50-53, 25 figs.
z. 益虫と害虫. 保育社, 大阪, 小学生全集, (71): 192 pP., 28 fl9S・, 2 PIS・ (十塚本

珪一)
aa. A new specjes of the genus Cy11odes Erichson from Japan (Coleoptera: Ni-

tidulidae). Akitu, 4 (3): 55-56, 2 figs. (十S. Hisamatsu)
bb.  インドネシヤのとうもろこしについてきた虫. あきつ, 4 (3): 65.
cc. A new Trichotichnus species from South Japan. Akitu, 4 (3): 66-68, 2 fl9S., 2

tables. (十A. Habu)
dd. 文南?紹介: Nuove specie diPterostichus del Giappone(S. L. Straneo)・ 京都昆虫

同好会会報, 1 (5): 2.
ee.  日本の甲虫(28). 新昆虫, 8 (10):54-57, 6 fl9S.
ff.  日本の甲虫 (29). 新 虫, 8 (11):51-55, 13 fl9S・

gg.  たすけあい. 新 虫, 8 (11): 42.
hh. 新工夫 2件. 京都 虫同好会会報, l (6): 1, fl9S・
11. 文献紹介 (2): 京都」;t虫同好会会報, 1 (6): 2.

20. Beitrag zur Kenntnis der pal. Malacodermata. (W. Wittme「)
supplementary remarks to R. Kleine's“Bestimmungstabe1len”with the de-
scrjptjons of new species of east Asiatic Lycidae. (J. Winkler)

Fauna USSR Melo1onthinae 1. (S. 1. Medvedev)
The catalogue of the Japanese Tipulidae, with the key to the genera and

subgenera 1. Tipulinae (part). (H. Ishida)
jj.  日本の甲虫 (29). 新 虫, 8 (12): 51-55, 15 fl9s.

kk.  日本産コブスジコガネ科の分類. あきつ, 4 (4):85-92 (l Pl),1 fl9・ (十塚本i:主一)
l 956 a.  日本の甲虫(30). 新.民1虫, 9 (1): 55-57, 4 fi9s.

b. 」1虫お国じまん2. 関西の巻. 新 虫, 9 (2): 29-31, 4 fl9s., 1 map・ (とく名 N・)
c .  日本の甲虫 (31). 新 虫, 9 (2): 51-55, 26 figs.
d. 虫や排感. Anthocaris, 3 (1): 5-7.
e.  ォバケオオズネスイムシ属の邦産極について. あきつ, 5 (1): 1-3, 3 fl9S・
f . On a new species of Armatoci11enus and its allies in Japan (Harpalidae: T「e-

chinae). Ins. Mats., 19 (3/4): 101-104, 2 figs.
g.  日本の甲虫 (32). 新民虫, 9 (3): 53-55, 4 fl9s.
h. Entomo1ogjcal results from the scientific survey of the Tokara IslandS.II.

coleoptera: Ciidae. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ),2 (2) A:
107_108,1 fig. [Bu11. 0saka Mun. Mus. Nat. Hist., (7):1-2.] (十A. Nobuchi)

j . Entomo1ogjca1 results from the scientific survey of the Tokara Islands. I I I .

coleoptera: Lame11icornia. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ),
2 (2) A:109-115, pls.1-2. [Bu1l. 0saka Mun. Mus. Nat. Hist., (7):3-8.]
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j . A revision of the subfamily Oxyporinae in Japan (CoIeoptera: Staphylinidae).
Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 2 (2) A: 116-126 (pls. l -2).

k . 北山峡の甲虫類 (1). Nature Study, 2 (4): 5-6.
1 . 文献紹介: Revision of the genus Anisodactylus Dejean from Japan. (H. Ishida)

京都昆虫同好会会報, 2 (2): 3.
m. 昆虫お国じまん (5). 束海の巻. 新.昆虫, 9 (5): 30-32, 6 figs. (とく名 T. N )
n . 北山峡の甲虫類 (2). Nature Study, 2 (5): 5-6.
0. 邦産ハナノミ類に関する知見 (1). 昆虫学評論, 7 (1): 16-18, pl 4.
p .  日本のこがねむし (I II). 昆虫学評論, 7 ( l ): 23-27, 7 figs. (十塚本珪一)
q. 北山峡の甲虫類 (3). Nature Study, 2 (6): 5-6, 1 map.
r .  ホタルの災難. 毎日新聞, (1956. 6. 25): 3, 1 fig.
s .  ケオビヒメハナノミ (新称)  博物館にある珍らしい標本. Nature Study, 2 (6):

4, 1 fig.
t . 信州に甲虫を求めて. 新昆虫, 9 (7): 29-31, 7 figs.
u . 昆虫採集地案内 (近幾地方). 京都良:,虫同好会: 56 pp., 1 pl., 27 maps, 13 figs., 1

table. (十笹川, 塚本, 垂井, 岸井)
v . 昆虫 (大台・ 大峰 地形と環境). 近鉄沿線風物誌, 自然, 3: 24-26, 9 figs.
w. 邦産クサジョウカイモドキ類. あきつ, 5 (3): 65-66, 4 figs.
x .  ヒメキノコゴミムシは九州にもいる. あきつ, 5 (3): 62.
y . 文献紹介: Quelques nouvelles formes de Cerambycides. (C. Podany) 京都昆虫

同好会会報, 2 (3): 1-2, 16 figs.
z.  クヌギに集る甲虫. Nature Study, 2 (7/8): 2-3, 5 figs.

aa. 私の好きな虫きらいな虫. 新昆虫, 9 (10): 8-9, 2 figs.
bb. 名古屋の頃の私と虫と虫や. Napi News, (20): 185-186.
cc. A new (:;'optoder ina-species from Japan (Col., Carabidae). Akitu, 5 (4): 104, 1

fig.
dd. 0n the subfamilies of EIateridae from Japan (Coleoptera). Kontyu, 24 (4):

201-206, pls 22-23. (十T. Kishii)
ee. 屋久島のハムシについて. 第16 回日本 虫学会大会講演要旨, 津: 4.
ff.  甲虫類の極的特長としての雄交尾器. 第16 回日本昆虫学会大会シンポジウム講

演要旨, 津: 1-2.
gg. Entomological results from the scientific survey of the Tokara Islands. IV.

CoIeoptera: Morde1lidae. Bu11. 0saka Mun. Mus. Nat. Hist., (9): (Article 1)
1-12, pls. 1-3. -

hh.  日本のこがねむし (IV). 昆虫学評論, 7 (2): 53-57.
11.  日本及び台湾産のキノコゴミムシについて. 昆虫学評論, 7 (2): 45-50, 3 figs.,

pI le. (十大倉正文)
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jj. 佐藤 覚氏採集の琉球産叩頭虫について. 西京大学学術報告.  自然科学及び生活
科学, 2 (3) A: 157-158. (十岸井 尚)

kk. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XIII.
Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 2 (3) A:159-174 (2 plS).

11. On a species of the genus Stenobronchus Ad. Schmidt from Japan. (Studies
on the lamellicorn Coleoptera III) Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv.
Sci ), 2 (3) A:175-177,9 figs. (十K. Tsukamoto)

mm. On the genus Philydrodes Bernhauer in Japan with descriptions of a new sub-
genus and several new species. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv.
Sci ), 2 (3) A: 179-186 (1 pl ). (十K. Sawada)

nn. A new genus of Pti1odactylidae (Coleptera) from Japan. Proc r . Ent. SOC.

London, B25 (11/12):212-213,2 figs. (十J. W. T. Armstrong)
co. Neue Aphodiinen aus Japan(Coleoptera, Scarabaeidae). Ins. Mats.,20(3/4):

119-124, 4 figs.
pp. 北山峡の甲虫類(7). Nature Study, 2 (12): 5-6, l fLg. (十林 匡夫, 沢田高平,

伊賀正汎)
qq. 今年の成果 (比良山甲虫, 大台ヶ原山甲虫). Nature Study, 2 (12):8-11.
rr. 学習昆虫図鑑(科学技術教育研究所編, 中根猛彦監修). 保育社, 大阪:80 PP・ (48

col. pls., figs )
ss. 海外文献紹介: ねじればね, l (2): 2.

Bestimmungstabe1len d. palaearktischen Borkenkafer VII. (K. E. Schedl)
Beitrlige zur Kenntnis des Genus MI'mota Kirby. (J. W. Machatschke)

1957 a.  日本の甲虫 (33) はなのみ科. 新 虫, 10 (1): 50-55, 13 fi9s.
b. 邦産クサジョウカイモドキ類 (2). あきつ, 6 (1): 13-14, 10 fl9s.
c.  日本の甲虫 (34) はなのみ科. 新昆虫, 10 (3): 53-60, 15 figs.
d.  甲虫類の種的特長としての雄交尾器.  シンポジウム一 虫の種に関する諸間題

( 日本民虫学会第16 回大会シンポジウム): 7-8.
e.  日本の甲虫 (35) はなのみ科. 新 虫, 10 (5): 53-59, 23 figs.
f . 徴小昆虫用の吸虫管. 新昆虫, 10 (5): 37, 1 fig.
g. はじめて平倉演習林にいった頃. ひらく ら, (6): 2-4.
h . Eine neue Hoshihananomia-Art aus Japan (Coleoptera, MordelIidae). Ent.

Rev. Japan, 8 (1): 3-4, 4 figs. (十S. Nomura)
1.  日本の甲虫 (36) はなのみ科. 新昆虫, 10 (7): 55-61, 28 figs.
j .  甲虫1. 保育社の原色小図鑑2 (西京大学生物学教室編, 中根猛彦監修). 保育社,

大阪: 113 pp. (36 col. pls. 十4 pls )
k. 華北山西省に於て採集された食英_金亀子虫類. 西京大学学術報告. 理学及び生活

科学, 2 (4) A: 229-232, 3 figs. (十白旗孝太郎)
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1. British Museum に所蔵される邦産オサムシのタイプに関する覚書. 西京大学学
術報告. 理学及び生活科学, 2 (4) A: 233-234, 4 figs.

n. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XIV.
Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 2 (4) A: 235-240, 3 figs.
(l Pl ).

1. Notes on the genera and species of Lepturinae (Coleoptera, Cerambycidae)
with special reference to their male genitalia. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat.
Sci. & Liv. Sci ), 2 (4) A: 241-246, 12 figs. (十K. 0hhayashi)

) . Einige Morde1liden aus Japan (Coleoptera). Ins. Mats., 21 (1/2): 48-52.
). Eine neue Art der Gattung Mega1opsldia aus Japan (Coleoptera, Staphy1-

inidae). Ins. Mats., 21 ( l/2): 53-55, 2 figs.
1. A new species of the genus Nebria from Japan (Coleoptera, Carabidae). Ins.

Mats., 21 (1/2): 56-58, 2 figs.
, .  日本の甲虫 (37) はなのみ科. 新昆虫, 10 (9): 45-50, 31 figs.
、, . ハナカミキリの分類について.  日本昆虫学会創立四十周年記念大会プログラム

(第 17 回大会): 10.
: . オサムシ類の種の問題.  創立四十周年記念大会シンポジウム講演要旨 ( 日本.昆虫

学会): 4.
1 . 害虫の名前を調べること. 南宇和昆虫同好会会報, (4): 1-2.
f . 邦産花天牛類雄交尾器による検討 (続報).  日本昆虫学会近議支部報, (6): 1-2.
v.  日本産スナゴミムシダマシ属について (予報).  日本.昆虫学会近幾支部報, (6): 3.

(十塚本珪一)
【. 新潟県の歩行虫科日録 (n). 新潟県の昆虫 (市立長岡科学博物館館報), (2): 18-

19.

r .  日本の甲虫 (38) はなのみ科. 新 虫, 10 (11): 52-58, 49 figs.
. 変った甲虫2種の記録. あきつ, 6 (4): 81.

a. 邦産ハナノ ミ類に関する知見 (2). 昆虫学評論, 8 (2): 51-52, pl 8.
b. 編集幹事退任の弁. 京都昆虫同好会会報, 3 (1): 7.
c. 学会院外団. 日本昆虫学会大会新聞, (1): 5. (T.N )
d. 近似種記載速成法. 日本昆虫学会大会新聞, (1): 6. (T.N )
e. 学者貧之と物価. ひろば (京都府職西京大学支部), (8): 3. (T.N.T )
1.  甲虫n. 保育社の原色小図鑑3. (西京大学生物学教室編, 中根猛彦監修) 保育社,

大阪: 108 pp. (36 col. pls. 十9 pls. 十17 figs )
).  日本の甲虫 (39) はなのみ科. 新昆虫, l l (1):50-54, 11 figs.
: .  日本の甲虫 (40) おおきのこむし科. 新昆虫, l l (3): 45-51, 14 figs

d

e

下北半島に分布する甲虫類1. 資源科学研究所彙報, (46/47) : 83-92, 8 figs
日本の甲虫 (41) おおきのこむし科. 新昆虫, l l (5): 53-60, 14 figs.
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f・ 近幾地方の珍奇昆虫一近繼だけにみられる甲虫. 新昆虫, 11 (7): 10, 3 figs.
9・ 座談会二関西の虫屋大いにダベル. 新昆虫, ll (7):19-25,9 figs. (十奥谷被_
阪口浩平, 山本義丸, 桐谷圭治, 大串電一,  日浦 勇)

h・  日本の甲虫(43) おおきのこむし科. 新昆虫, l l (7): 59-63, 27 figs.
i・ 2, 3 の叩頭虫についてのノート. あきつ, 7 (1):11.
j・  日本の甲虫(44) おおきのこむし科. 新昆虫, l l (10): 55-62,  16 figs.
k・ 邦産テントウダマシ科甲虫覚書(I). あきつ, 7 (2): 33-36,  12 figs.
1 . Ce「OP「Ia St「iata Lewis本州に産す. あきつ, 7 (2): 36.
m・ 屋久島の甲虫類一瓢虫科. 西京大学学術報告.  自然科学及び家政学, 2 (5) A:

291-293, 3 figs. (十荒木廸子)
n・ 屋久島の甲虫類一叩頭虫科. 西京大学学術報告. 自然科学及び家政学, 2 (5) A:

294-302 (pls. 1-2). (十岸井 尚)

o・ 屋久島の甲虫類一葉虫科. 西京大学学術報告.  自然科学及び家政学, 2 (5) A:
303-314, 35 figs.

P・ 同定をたのまれる話. 陸水通信, (4): 17-18.
q. 新刊紹介: あきつ, 7 (3): i.

Aquatic Insects of California with keys to North American genera and call_
fo「nia species. Edited by R. L. Usinger. Univ. California Press, lg56,
508 pp.

「・ 抄録(1957-o, P, q, x, aa, l985-d,1957-s, t). 西京大学学術報告. 自然科学及び家
政学, 2 (5) A: 93-94.

S・  日本の甲虫(45) おおきのこむし科, こめっきもどき科. 新昆虫, ll (l2):51-58,
22 figs.

t ・ TWo new Species of the genus Benibotarus Keno from Japan (Coleoptera:
Lycidae). Akitu,7 (4):7g_80. (十K. 0hbayashi)

u - A n e w Species of the genus Stenelmis from Japan (Coleoptera: Elmjdae).
Akitu, 7 (4): 81-82, figs a, b. (十S. Nomura)

V・ 序 私の博物誌(橋本越南著). 評論社: 6-7.
1 959 a・ .昆虫図鑑. 北隆館の学習図鑑3 (北隆館編集部編, 中根猛彦監修), 北隆館, 東京:

l43 PP. (63 col. pls. 十30 pls. 十2 figs)
b・  日本の甲虫(45) むかしげんごろう科, こつぶげんごろう科, げんごろう科. 新昆
虫, l2 (1): 56-62, 14 figs.

C・ 座談会一新春放談. 新昆虫, 12 (1): 13-18, 7 fl9s. (十岡田一次, 志賀卯助, 春
田俊郎, 須田孫七, 小池基次, 長谷川 仁)

d・ 碩学PIC先生逝く. 新昆虫, 12 (2):29.
e・  日本の甲虫(46) げんごろう科. 新昆虫, 12 (3):53-58, 18 figs.
f・ A new Species of the genus.Pelecotomoldes from Japan(Coleoptera, Rhipipho-
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ridae). Ins. Mats., 22 (3/4): 115-118, 2 figs. (十S. Nomura)
g.  日本のこがねむし (V). 昆虫学評論, 10 (1): 30-33.
h. 彦山昆虫目録11. 輔翅目. 九州大学彦山生物学研究所:93 pp., 4 pls. (十中条道夫,

土生昶申, 木元新作, 森本 桂, 神谷寛之)
1. Iwosiopetusmasudai gen et sp n o v de l'lie Iwo-j ima(Coleoptera: Harpalidae).

Kontyu, 27 (2): 137-139, 1 fig. (十H. Ishida)
j .  日本の甲虫 (47) げんごろう科. 新昆虫, l2 (7/8): 47-52, 9 figs.
k . 書評: 新.昆虫原色図鑑 (河田 党, 加藤静夫編). 京都新聞, (1959. 8. 17): 3.
1 . 新潟県の偽歩行虫科目録.  新潟県の昆虫 (市立長岡科学博物館館報), (3): 1-5.

( 十馬場金太郎)
m. A new species of the genus Cicindela from Benin Islands. Bull. Nat. Sci.

Mus. Tokyo, (45): 372-373, 1 fig. (十Y. Kurosawa)
n .  ツシマカブリモドキなど. 京都昆虫同好会会報, 5 (3/4):1.
0. 主にアオオサムシ群の分布と分化について. 佳香蝶(名古屋昆虫同好会), l l (40):

95 -98.

p. Entomological results from the scientific sur vey of the Tokara Islands. VI.
CoIeoptera: CoccineIlidae. Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv.
Sci ), 3 (1) A: 45-51, 7 figs. (十M. Araki)

q. Entomological results from the scientific survey of the Tokara Islands. VII.
Coleoptera: Clavicornia - Nitidulidae, Rhizophagidae, Languriidae, Eroty1-
idae & Endomychidae, Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ),
3 (1) A: 53-61.

r . Notes on the genera and species of Lepturinae (Coleoptera, Cerambycidae)
with special reference to their male genitalia. 11. Sci. Rep. Kyoto Pref.

Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (1) A: 63-66 (1 pl ). (十K. 0hbayashi)
s. A list of chrysomeIid-beetles from Amami-0shimacollectedby Prof. M. Sasa-

kawa and Mr. R. Ishikawa, with description of a new species. Sci. Rep.
Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (1): A: 67-68. (十S. Kimoto)

t . 屋久島の甲虫類一 球角 (芥子木吸虫科 ・ 木吸虫科 ・ 木吸虫科・ 擬叩頭虫
科・ 大章虫科・ 偽瓢虫科・ 簡章虫科).  京都府立大学学術報告.  理学及び家政
学, 3 (1) A: 69-72.

u . 邦産コメツキムシ科に関する覚:一書(I). あきつ, 8 (4): 91-94, 9 figs.
v . 本邦産のマメケ'ンゴロウ属について. あきつ, 8 (4): 95-98, 8 figs.
W. 抄録 (1958-k, t, u, 1959-9). 京都府立大学学術報告. 理学及び家政学, 3 (1) A:

73.

x . Aftssa quadrico111s Dieke朝鮮に産す. あきつ, 8 (4): 98. (十荒木廸子)
y・ 新しい昆虫採集 (下).  京浜昆虫同好会編 (60人分担).  内田老鶴画新社,  東京:
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274 pp.
人口増加のはて (科学サロン320). 京都新聞, (1959. 8. 9): 10.
新潟県の金亀子虫類 新潟県の昆虫 (市立長岡科学博物館館報) , (4): 1-9. (十馬
場金太郎)
京都の自然 (京都自然研究会編). 六月社, 大阪: 202 pp. (十益富, 村田, 垂井,
塚本他)
オサムシ類についての二, 三の間題. 日本昆虫学会近幾支部会報, (17) : 2.
平倉でとれたミツギリゾウの珍品. ひらく ら, (45): 61.
鳥羽のヒラタ ドロムシの幼虫. ひらく ら, (45): 61-62.
文献紹介: あきつ, 9 (2): i.

Faune de France, 63. Coleopteres Scarabeides. Deuxieme ed ition (R. Pau-

1ian)
日本のあかはねむし. 昆虫学評論, l l (2): 59-66.
Stud ies in the Carabidae (Insecta, CoIeoptera). Sci. Rep. Kyoto Prof. Univ.

(Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (2) A: 89-116 (7 pls ).
Descriptions of two new forms of CoccinelIidae from Japan (Insecta-Cole-

optera). Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (2) A: 117-
119 (1 pl ). (十M. Araki)
屋久島の甲虫類一隠翅虫科. 京都府立大学学術報告. 理学及び家政学, 3 (2) A:

121-126 (1 pl ). (十沢田高平)
Descriptions of new forms of Lame11icornia from Japan (Coleoptera). Ent.

Rev. Japan, l2 (1): 1-6, pi t .
邦産ハナノミ類に関する知見 (3). 昆虫学評論, l 2 (1): 17-19, pls 3-4.
日本のこがねむし (VI). 昆虫学評論, l2 (1): 20-33.
Some new forms of Nebr i inae from Japan (Coleoptera: Carabidae). Akitu,

9 (3/4): 63-64.
抄録 (1959-h, 1,1, m, u, v, 1960-a). 京都府立大学学術報告. 理学及び家政学, 3

(2): 55-56.
文献紹介: あきつ, 9 (3/4): 66.

Faune de France, 62. Coleopteres Curculionides. Troisieme partie (A. Hof-
fmann)

邦産のせすじむし科について. あきつ, 9 (3/4): 69-71, 1 fig.
育ちの混乱 (科学サロン394). 京都新聞, ( l960. 2. 3): 5.
学者貧乏 (科学サロン 430). 京都新聞, ( l960. 4. 20): 5.
三千円べ一 ス・ アップの措置要求書. ひろば (京都府職府大支部), (33):5.
レタカルチ ョ 評学事始. ひろば (京都府職府大支部), (34): 4.
雑誌の発刊によせて. むじなも (京都府大生物愛好会), (1): 2.
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l 961 a. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XV.
Fragmenta Coleopt., (1): 1-5.

b en the species of the genus Ephies in Japan (Cerambycidae: Lepturinae).
Fragmenta Coleopt., (1):6, 2 figs. (十K. 0hbayashi)

c . A list of chrysomelid-beetles collected by Dr. T. Shiraki from the Loochoo
Islands, with descriptions of new species 1. Kontyu, 29 (1): 14-21, 3 figs.
( 十S. K imot0)

d . Entomological results from the scientific survey of the Tokara Islands Cole-
optera: Chrysomelidae. Bu11. 0saka Mus. Nat. Hist., (13): 71-79. (十S.
Kimoto)

e. A new species of the genus Pterostlchus Bonelli (Coleoptera: Harpalidae) from
Yakushima Island, S. Japan. Ent. Rev. Japan, l2 (2): 35-37, pl 5. (十H.
Ishida)

f .  日本のこがねむし (VII). 昆虫学評論, 12 (2): 50-63.
g. A list of chrysomelid-beetles collected by Dr. T. Shiraki from the Loochoo

Islands, with descriptions of new species 11. Kontyu, 29 (2): 160-110. (十S.
Kimoto)

h. 「貯殺害虫の分類l 」甲虫. 植物防疫, 15 (7): 301-305, 8 fl9s.
1. 比額山の動物. 比額山一その自然と人文一. 京都新聞社: 61-98, 46 fl9s. (十徳田

御稔, 間直之助, 小野喜三郎)
j . The lycid-beetles from the Loochoo Islands, with descriptions of a few new

forms (CoIeoptera). Ent. Rev. Japan, l3 (1): 11-15, pl 3.
k . Notes on some Aphodiinae from Micronesia (Coleoptera: Scarabaeidae). Sci.

Rep. Kyoto Prof. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ),3 (3) A:151-152.
1 . 面白くない写真. 保育社図書月報, (1961. 9): 1, 4 fl9s.
m. “法悦” 説く虫の声 鈴虫寺 (続古都再見233). 京都新聞, (1961. 9.  14): 2, 1

figs.
n. 新潟県のべニポタル科,  ホタル科,  ホタルモドキ科及びァカハネムシ科. 新潟県

の昆虫, (6): 2-5. (十馬場金太郎)
0.  甲虫の種類とそのオス交尾器の形. 科学読売, (1961. 10): 52-58, 1十35十20 fl9s.
p .  いかもの食い (科学サロン657). 京都新聞, (1961. 12. 12): 5.
q.  日本のこがねむし (Vm). .昆虫学評論, 13 (2): 63-67.
r . 抄録 (1960-b, g, k,1, m, n, q, 1961-a, b, c十g, d, e, f). 京都府立大学学術報告.

理学及び家政学, 3 (3): 51-53.
s. 大学の虫屋とァマの虫屋. 原色日本昆虫図鑑 (保育社, 大阪), 付録: 1-3.
t .  ちょっと失礼 東さんのレタカルチョによせて.  ひろば (京都府職府大支部) ,

(37): 2.
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u . 400字書評 生命の起原と生化学 (オパー リン著 江上不二夫編). 書窓 (京都府
大図書館桂分館), (10): 5.

l 962 a. 楽じゃない虫とり (科学サロン 710). 京都新聞, (1962. 4. 20): 9.
b. 科学の発達と社会. 京都府立大学新聞, (3): 4.
c . 鞘翅日・ オサムシ科 (I).  日本昆虫分類図説第2 集第3 部. 北隆館, 東京: 98 pp.,

6 pIs.
d .  甲虫の形と環境. 遺伝, 16 (6): 29-32, 5 figs.
e . 雑種と別種 (科学サロン 764). 京都新聞, (1962. 9. 15): 5.
f .  日本アルプス常念岳における歩行虫類の分布 (高山の昆虫の研究 II). 京都府立大

学学術報告. 理学及び家政学, 3 (4) A: 197-210, 3 figs. , 2 tabs. (十上村 清,
小山長雄)

g. 抄録 (1961-h, i, j , n, o, q, 1962-c, d). 京都府立大学学術報告. 理学及び家政学,
3 (4): 39-40.

l 963 a. 生物お国じまん. 京都府の巻. 遺伝, l7 (1): 41-45, 5 figs. (十村田 源)
b. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XVI.

Fragmenta Coleopt. , (4-5): 18-20.
c . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XVII .

Fragmenta CoIeopt., (5): 21-22.
d. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XVIII.

Fragmenta Coleopt., (6): 23-26.
e . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XIX.

Fragmenta CoIeopt., (6-7): 26-30, 1 fig.
f . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XX.

Fragmenta CoIeopt. , (8-10): 31-40, 6 figs.
g. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXI.

Fragmenta Coleopt., (10): 40-42.
h. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXII.

Fragmenta Coleopt., (10-12): 42-48, 3 figs.
1. 原色昆虫大図鑑第2巻 (甲虫編).  北隆館,  東京: 18十443 pp. (2 pls., 20 figs.,

2 maps), 192 col. pls. (十大林一夫, 野村 鎮, 黒沢良彦)
j . Two new genera and three new species of clavicorn Coleoptera from Japan.

Fragmenta Coleopt., (12): 48-50, 10 figs. (十S. Hisamatsu)
k . Studies in the Carabidae(Insecta, Coleoptera) 11. Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ.

(Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (5) A: 227-235, 4 maps.
1 . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXV.

Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (5) A: 221-226, 9 figs.
m. A list of Coleoptera from the Shiretoko Peninsula, Hokkaido, Japan (Insecta).
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Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), 3 (5) A: 237-245.
n. 屋久島の甲虫類. 小章虫科・ 偽歩行虫科・ 赤翅虫科・ 偽朽木虫科・ 擬天牛科・ 長

角象虫科. 京都府立フ、.、学学術報告. 理学及び家政学, 3 (5) A: 247-250.
0. 特集: 川やぬまの生物 (中根猛彦監修).  科学グループ增刊号: 46 pp. 東雲堂出

版, 東京.
p. 拝啓木村学長殿 大学に心を. ひろば (京都府職府大支部), (49): 1.
q. 部屋のオアシ ひろば (京都府職府大支部), (51): 4.
r . 三輪先生との出会い. 徹魂録 (三輪勇四郎博士還暦記念随筆集): 52-53.
a . ホタルへの郷愁 一 とびかう環境を子孫へ残しておきたい. 読売新聞, 大阪,

(1964. 7. 20): 7.
b. Zwei neue Psepheniden aus Formosa und Stidchina (Coleoptera). Akitu, l l

(4): 49-50.
c. 五島列島のコガネムシ. あきつ, l l (4): 48.
d. Seasonal and altitudinal distribution of beetles in Mt. Jonen, the Japan Alps,

with descriptions of new species, 1. (Studies on the insects of high moun-
tains, 111.) Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci ), (15) A:
17-38, 1 fig. (十K. Kamimura, N. Koyama)

e. 抄録 (1963-b-h, i, j). 京都府立大学学術報告. 理学及び家政学, (l5): 43-44.
f .  日本の甲虫 (48) げんごろう科. 甲虫学小誌, (1-3): 1-12.
g. 研究費調査のその後. ひろば (京都府職府大支部), (52): 2.
h. 研究費一そこに残された間題. ひろば (京都府職府大支部), (53) : 2.
1. 研究費調査委員会第2 次報告書 京都府立大学における研究費とその要求の実態.

京都府職労府大支部第2 次調査委員会. (+伊藤五彦ほか8 名)
j . 大学の将来図. ひろば(京都府職府大支部), (54): 1.
a .  日本の甲虫 (48) げんごろう科. 甲虫学小誌, (4): 13-16, 6 figs.
b.  甲虫. 現代世界百科大事典, 8: 316, 318-321 (2 pls ). 講談社, 東京.
c. ホタルの人工養E直.  遺伝 , l9  (7) :28-31 ,6  f igs
d . 書評: 原色 虫大図鑑 m (朝比奈正二郎・ 石原 保 ・ 安松京三 他著). 週間読書

人, (590): 6.
e. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXI II.

Fragmenta Coleopt., (13): 51-54, figs. 1-3.
f .  こん虫の見わけかた. 子供の科学, 28 (10): 30-35, figs. (十梅谷献二)
g. 家具の害虫. 自由新聞, (9): 4. (1965. 11. 29)
h. 別れの言葉. むじなも (京都府大生物愛好会), (14): 3.
a. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXIII.

(continued from 1965) Fragmenta Coleopt. , (14-15): 55-59, figs 4-8.
b .  日本の甲虫類. 遺伝, 20 (1): 31-33, 4 figs., (2): 33-35, 4 figs., (3): 26-28, 4 figs. ,

l
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(4): 27-29, 4 figs., (5): 39-41, 4 figs., (6): 29-31, 4 figs., (7): 24-26, 4 figs.,
(8):32-34, 2 figs., (9):32-34, 4 figs., (10):19-21,4 figs., (11):28-30, 4 figs.,
(12): 35-37, 3 figs.

c. Coleoptera of Afghanistan. Results of the Kyoto University Sci. Exped to

the Karakorum & Hindukush, 1955, Addit. Rep., 8: 231-248, figs. A-E.
d . 座談会 一保育社 「標準原色図鑑全集」 全10巻刊行によせて. 原色図鑑を生活
のなかへ. 週刊読書人, (618):8. (十入江相政, 大井次三郎, 波部忠重, 今井竜
雄, 中西良二)

e. 書物を害する虫たち.  自然科学と博物館, 33 (1/2): 1-12, 5 fl9s・
f . 九竜虫一コンチュウものしり帖. インセクタリウム, 3 (5): 76, 1 fl9・
g. 昆虫. 標準原色図鑑全集, 2: 12十187 pp., 64 col. Pls. 保育社, 大阪. (十青木淳

- , 石川良輔)
h. 九電虫. 標準原色図鑑全集, 2 (付録):1.
1. 変わりゆく虫たち.  インセクトジャーナル, 東京, (2): 8-9.
j . むしぼしーコンチュウものしり帖. インセクタリウム, 3 (7):108, 1 fl9・
k . Notes on the ErotyIidae of Formosa (Taiwan), with descriptions of few new

forms (CoIeoptera). Fragmenta Coleopt., (15-16): 59-64.
1 . New or ljttle-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXIV.

Fragmenta Coleopt., (l6): 64-66, 2 figs.
m. 「もりのむしとのはらのむし」 にでてくるむしたち.  こどものとも,  (124 付録):

4-7, 2 figs. 福音館書店, 東京.
l967   a. '66 年の回願と '67 年の展望一甲虫界.  記載や分布の報告から解析の時期へ.

昆虫と自然, 2 (1): 6.
b.  テナガカミキリ. 催物ニュース (国立科学博物館, 束京), (1967. 2)
c. 1966 年宮城県金華山島において行なったべイト ・ トラップ法による調査の結果
とその考察. JIBP-CT-S昭和41 年度研究報告: 19-36. (十加藤陸奥雄, 千葉
喜彦, 石井 孝)

d. 1966 年宮城県金華山島において行なったライト ・ トラップによる昆虫調査の結

果とその考察. JIBP-CT-S昭和41 年度研究報告:79-105. (十山下善平, 石井
孝)

e. 1966 年宮城県金華山で採集された昆虫, 特に甲虫について. JIBP-CT-S昭和41
年度研究報告: 130-131.

f . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXIV.
(continued from 1966) Fragmenta Coleopt., (17): 67-69.

g . Notes on the genus Macrolycus Waterhouse in Japan and Formosa (Cole-

optera: Lycidae). Fragmenta Coleopt., (17-18): 69-73 (1 pl ).
h . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXVI.
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Fragmenta Coleopt., (18) : 73-74.
j . Descr jptjons of few n e w Forms of the genus Aphodius 11119er from Japan

(Coleoptera: Scarabaeidae). Ent. Rev. Japan, l9 (l): l-4, Pl・1・
j .  ッヤマグソコガネ亜属の研究. 昆虫学評論, l9 (1):35-39, Pl・2. (十益本仁雄)
k. 大林一夫氏の思い出. 昆虫と自然, 2 (6): 2-4, 2 fl9S・
1 . On the genus Cyphonocerus Kiesenwetter in Japan and Formosa (Insecta,

coleoptera, Lampyridae). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo,10 (1):7-9・
m. 昆虫の採集と標本の作り方. 自然科学と博物館, 34 (7/8):138-150,23 fl9S・
n. 紹介: 昆虫図鑑. 国民百科, (60): 22.
0. Descrjptjons of three new species of lycid-beetles from Formosa, with notes

on some others (Insecta, Coleoptera). Bull. Nat. Sci. MuS. Tokyo,10(3):
285-292.

p. 書評: 虫の歳時記(古川晴男著)/カラー歳時記 虫 (串田孫一, 浜野栄次共著)・ 週

刊読書人, (696): 7.
q.  ジャポニヵ大日本百科事典第1 巻(昆虫関係67 項目). 小学館, 束京.
r.  カラー尾瀬一尾瀬のトンポ. 山と渓谷社, 束京:159-162, fl9S・132-140.
s.  カラー尾瀬一尾瀬のチョウ. 山と渓谷社, 束京:163-168, fl9S・141-149.
t .  カラー尾瀬一尾瀬の昆虫. 山と渓谷社, 束京: l68.
u rむじなも」20号によせて. むじなも (京都府大生物愛好会), (20):4.

l g68 a. New or ljttle-known Coleoptera from Japan and its adjacent 「e9iOnS・ XXVI・
(continued from 1967)  Fragmenta Coleopt., (19): 75-76・

b. New or ljttle-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXVII・
Fragmenta Coleopt., (19-21): 76-85.

c. New or ljttle-known Coleoptera from Japanand itsadjacent「egiOnS. XXVIII・
Fragmenta Coleopt., (21): 85-86,1 fig.

d. 新潟県の偽歩行虫科(追補). 越佐昆虫同好会誌, (3):2-5. (十馬場金太郎)
e. 昆虫類調査法一スイー ピング法,  ビー ティング法, 任意採集, 食痕観察および
採集. JIBP-CT-S陸上動物相調査法:121-126, 2 fl9S・

f . 八甲田地域において行なったスイーピング・ ビー ティングおよび任意採集の結果

について. JIBP-CT-S昭和42 年度研究報告: 203-208, 2 tabs・
g. 早池峰山および宮古付近に産する若干の甲虫類について. 国立科学博物館専報,

(1): 104-108, 4 figs.
h.  甲虫同定のヒント. 昆虫と自然, 3 (3): 4.
1.  ジャポニヵ大日本百科事典第2 巻( ｯ虫関係 54  目) . 小学館 , 東京
j .  ジャポニヵ大日本百科事典第3 巻(昆虫関係60項目). 小学館, 束京・
k en some species of Endomychidae from Formosa with description of a new

specjes(Insecta, Coleoptera). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, l l (l):135-139,
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1 fig.
l . 昆虫採集入門. 全国通信教育ガイ ド: 315.

m. ホタルの分類. 昆虫と自然, 3 (6): 3-6, 4 figs.
n.  ジャポニ力大日本百科事典第4 巻 (昆虫関係47 項目). 小学館, 東京.
0. On some species of Lycidae from Formosa (Insecta, Coleoptera). Bull. Nat.

Sci. Mus. Tokyo, l l (3): 217-224, 10 figs.
P. 新着資料紹介: 林慶コレクション日本産蝶類標本. 自然科学と博物館, 35 (9/10):

183-184, 2 figs.
q.  ジャポニカ大日本百科事典第5 巻(昆虫関係40項目). 小学館, 東京.
r.  ジャポニ力大日本百科事典第6 巻(昆虫関係57 項目). 小学館, 束京.
s . 小笠原の動物調査報告 (父島). 文部省情報図書館課 (1968. 9. 19): 1-7.
a. New species of Lycidae from Formosa, with notes on some known specjes

(Insecta, Coleoptera). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, l2 (1): 9-16, 15 figs.
b. Two new species of Cleridae from the Loochoos (Insecta, CoIeoptera). Bull.

Nat. Sci. Mus. Tokyo, 12 (1): 5-7, 6 figs. (十T. Yajima)
c .  ジャポニカ大日本百科事典第7 巻 ( ｯ虫関係 54  目) . 小学館 , 東京
d. 小笠原の 虫. 自然保護, (82): 8-9, 4 figs.
e. 今月の訪門 (10) 国立科学博物館. 遺伝, 23 (4): 51-54, 10 figs.
f .  ヒサゴゴミムシダマシとその仲間. 自然科学と博物館, 36 (5/6): 145-153, 5 figs.
9.  ジャポニ力大日本百科事典第8 巻 ( ｯ虫関係 32  目) . 小学館 , 東京
h. 「ホタルの分類」追記. 昆虫と自然, 4 (6): 14.
1. 紀州の虫と私. 南紀生物, l l (l): 2-3.
j . 対馬のホタル. 国立科学博物館ニュース, (1969. 7): 4.
k .  ジャポニカ大日本百科事典第9 巻 (昆虫関係32 項目). 小学館, 東京.
1 .  日本産ゴミムシダマシ科目録 (l). 昆虫と自然, 4 (8):23-29. (十益本仁雄)
m. 書評: 私たちの自然研究一ハチの生活, 季節のこん虫. 週刊読書人 (1969. 9.

1): 6.

n.  日本産ゴミムシダマシ科目録(2). 昆虫と自然, 4 (9):32-34. (十益本仁雄)
o・  ジャポニカ大日本百科事典第10巻 (昆虫関係27 項日). 小学館, 束京.
P.  日本産べニポタル科目録. 昆虫と自然, 4 (12):25-28.
q. 小笠原語島学術調査を終えて. 学術月報, 22 (9): 9-11.
r.  ジャポニカ大日本百科事典第11 巻(昆虫関係21 項日). 小学館, 束京.
s . 小笠原の昆虫. 遺伝, 23 (8):30-34, 6 figs.
t On the species of the genus Athemus Lewis in Japan with descriptions of a

few n e w forms (Insecta, Coleoptera, Cantharidae). Bull. Nat. Sci. Mus.
Tokyo, 12 (2): 183-189,11 figs. (十T. Yajima)

u . F auna Japonica. Lycidae (Insecta: CoIeoptera). (edited by Biogeogr soc.
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Japan) Academic Press of Japan, 220 pp., 8 col. pls., 84 figs.
v . Zwei neue Arten der Lyciden aus Formosa (Insecta: Coleoptera). Bull. Nal.

Sci. Mus., Tokyo, l2 (3): 471-474, 7 figs.
l 970 a.  世界の糞虫. 昆虫と自然, 5 (1): 2-8, 15 figs.

b. .昆虫標本ラベル (糞虫の部. 1-2). 昆虫と自然, 5 (1-2): 付録. (十益本仁雄編)
c . 箕浦忠愛先生をしのんで. 昆虫と自然, 5 (2): 2.
d.  ジャポニカ大日本百科事典第12 巻 (昆虫関係40項目). 小学館, 東京.
e・ 小笠原諸島の昆虫類. 小笠原の自然一小笠原諸島の学術・ 天然記念物調査報告

書. 文部省・ 文化庁, 束京: 15-32.
f .  日本産ガムシ類目録. 昆虫と自然, 5 (5): 25-29.
9.  ジャポニカ大日本百科事典第13 巻 (昆虫関係41 項目). 小学館, 束京.
h. 極地の昆虫. 造伝, 束京, 24 (8): 28-33, 6 figs., 1 tab.
1.  ジャポニカ大日本百科事典第14 巻 ( ･虫関係 43  日) . 小学館 , 東京
j . Japanese Lycidae in the Collection of the California Academy of Sciences

with notes on a few species from Manchuria (Insecta: Coleoptera). Bull.
Nat. Sci. Mus. Tokyo, 13 (3): 357-361, 1 fig.

k. 対馬に産する蛍群の甲虫について. 国立科学博物館専報, (3): 285-288, 4 figs.
1 ・ 大英博物館( 自然史) 昆虫学部の起源と歴史を読んで. 自然科学と博物館, 37 (11/

12): 265-275.

m. 新潟県のコメツキモドキ科. 越佐 虫同好会会報, 3 (2): 9. (十馬場金太郎)
n. 新潟県のシデムシ科. 越佐 虫同好会会報, 3 (2): 10-12. (十馬場金太郎)
0.  ジャポニカ大日本百科事典第15 巻( ｯ虫関係 59  日) . 小学館 , 東京
P. 理想的な階級社会を営む 虫一家. 流動, 2 (9): l98-205, 2 figs./旬刊評論, (579):

186-189.

q. 石槌山地域の調査によって採集された若干の甲虫類について. JIBP-CT-S昭和
44 年度研究報告: 168-173.

l970? 現代世界百科大事典 ( ｯ虫関係 目) . 講談社 , 束京
l 971 a . 虫学と生徒指導. 東書高校通信, 生物, (93): 1-3.

b. 湘南の虫と私. 神条川虫報, (35): 1.
C.  ジャポニカ大日本百科事典第16 巻(.昆虫関係59 項目). 小学館, 束京.
d. Notes on the Coleoptera from the alpine zone of the Daisetsu Mountains.

- Faunal survey of the Daisetsu Area, JIBP M ain Area - . Ann. Rep.
JIBP/CT-S Fiscal year l970: 179-183.

e. Formosan Lycidae in the collection of the California Academy of scjences
(Insecta, Coleoptera). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, l4 (2):137-155,19 figs.

f ・ 虫 II・ 原色学習ワイド図鑑2. (中根猛彦・ 植村利夫監修). 学研 (学習研究社),
東京: 230 pp., figs. (十浅川 勝他 14 名著)
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g.  ジャポニカ大日本百科事典第17 巻 (昆虫関係84 項日). 小学館, 東京.
h . 図鑑わたしたちの科学百科 2.  こん虫 (福田 繁監修).  国際情報社,  東京: l29

pp. , figs. (十矢島 稔, 石川良輔, 浅沼 靖, 青木淳一)
1.  甲虫の害虫. 神奈川県立博物館だより, 4 (2): 4-5, 3 fl9s.
j .  ジャポニカ大日本百科事典第18 巻 (昆虫関係13 項日). 小学館, 東京.
k. 富士山およびその周辺の甲虫類. 富士山(富士山総合学術調査報告書) :998-1007,

figs 36-38. (十中村 光)
1 . 小笠原諸島のセミ. 動物分類学会誌, (7): 61-64, 3 figs. (十成瀬幹也)
m. Eine fiiigel- und augenlose Art der Sciariden aus Japan (Insecta, Diptera,

Nematocera). Proc. Jap. Soc. Syst. Zoo1., (7): 65-66,1 fig.
n. 文献紹介: 擬態 (W. Wickler著, 羽田節子訳).  インセクタリウム, 8 (2): 37, l

fig.
0 . 文献紹介: 虫の本. 夕刊フジ, (1971. 8. 1): l5, 1 fi9.
p. 解説: 動物の記録3. テントウムシの誕生 (古出俊子著). 学習研究社, 東京: l82-

186.

1972 a. 昆虫綱甲虫日. 動物分類名辞典. 中山:書店, 東京: 593-628.
b. 略語解説. 動物分類名辞典. 中山書店, 束京: 1159-l l64.
c. 文献略語表. 動物分類名辞典. 中山,ii店, 東京: l l65-1170.
d. Coleoptera of Nepal collected by the Hokkaido University Scientific Expedi-

tion to Nepal Himalaya: Lucanidae and Passalidae. Kontyu, 40 (1): 41-46,
17 figs.

e .  甲虫類. 動物系統分類学第7 巻下C節足動物 m C 虫類 (下). 中山書店, 東京:
212-258, figs. 174- l95.

f . 虫と私: いなくなった東京市内の甲虫. インセクタリウム, 9 (4):2, l fl9・
g . 名和正男さんをしのぶ. 虫と白然, 7 (4): 19.
h.  甲虫. 世界大百科辞典, 10: 404-407 (2 col. pIs ). 平凡社, 束京.
j . Coleoptera of Nepal collected by the Hokkaido University Scientific Expedi-

tion to Nepal Himalaya: Scarabaeidae I - Cetoniinae, Valginae and Dynas-
tinae. Kontyu, 40 (2): 112-118, 23 figs.

j . 欧米の自然史博物館を訪ねて (1). 昆虫と自然, 7 (6): 18-20, 9 figs.
k . 欧米の自然史博物館を訪ねて (2). .Ei虫と自然, 7 (7):16-l9, l2 fl9s.,1 tab・,1 Pl・
1 . オオダイコクコガネ. インセクタリウム, 9 (8): 10, 1 figs. 十cover
m. 欧米の自然史博物館を訪ねて (3). 昆虫と自然, 7 (8): 14-17, 19 fl9s.
n. 欧米の自然史博物館を訪ねて (4). 昆虫と自然, 7 (9): 23-26, l8 fl9s.
0 . 二つの昆虫展をみて. 昆虫と自然, 7 (9): 35.
p. Notes on the synonymy and on some types of Japanese Coleoptera in certain

European collections I : Lamellicornia (Insecta). But!. Nat. Sci. Mus. Tokyo,
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l5 (3) : 421-428.

q. A new Species of the genus Pterostichus Bonelli from Shjkoku, Japan(cole_
oPtera: Caraboidea). Ent. Rev. Japan,24 (1/2):8-10, 1 fjg., pl 3.

「・ 欧米の自然史博物館を訪ねて(5). 昆虫と自然, 7 (10):21-23, 5 figs.,2 tabs.
S・ 昆虫標本ラベル: カミキリの部1-2. 昆虫と自然, 7 (11-12) 付録:1-4;1-2.
t・  日本産コガネムシ上科の学名覚え書. 昆虫と自然, 7 (12):12-13.
u. 昆虫学と生徒指導. 旬刊評論, (630): 1-3.  (再録)

l 973 a. 特殊環境における生物“糞”. 生態学講座“月報”, (5): 5-8, 1 tab.
b・ 昆虫界'72 年の回顧と '73 年の展望(1) 「甲虫界」活発なヵミキリ,  ゴミムシ類

の研究. 昆虫と自然, 8 (l): 15.
C・ 昆虫標本ラベル: カミキリの部3-4. 昆虫と自然, 8 (1-2) 付録:1-2; 1-2.
d. 昆虫標本ラベル (力ミキリの部) について. 昆虫と自然, 8 (2): 24.
e. Notes on the synonymy and on some types of Japanese Coleoptera jn certajn

Eu「oPean collections2: Heteromera l (Insecta). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo,
16 ( l): 1-8.

f . Notes on the types of Formosan Lycidae described by Maurjce pjc jn the
- Collection of the ' M useum National d'Histoire NatureIle', paris (Insecta:
Coleoptera). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, l6 (l):9-14, l5 fjgs.

9. 下北半島で採集した力ミキリムシ.  月刊むし, (24): 52.
h・ 虫標本ラベル: 力ミキリの部5-6. 昆虫と自然, 8 (3-4) 付録:1-2; 1-2.
1.  チビコブカミキリとその仲間. 北九州の 虫, 19 (1): 1-3, pi t.
j・ 新しい分類体系と過去の業績一カミキリの分類について一. 昆虫と自然, 8

(5): 1,  1 fig.
k・ 虫標本ラベル: カミ.キリの部7-8. 昆虫と自然, 8 (5-6) 付録: l -2;1_2.
l . A new Species of the genusHoratocera Lewis from Amami-0shjma, Japan

(Insecta, COIeOPtera, Rhipiceridae). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, 16 (2):
177-179, 1 fig.

m・ 昆虫標本ラベル: 力ミキリの部9-10. 昆虫と自然, 8 (7-8) 付録:1-2; l-2.
n. ‘S'e「iCahigonl'a Lewisについて. 虫学評論, 25 (1/2): 63-64, 1 fjg.
o ・ 虫標本ラベル: カミキリの部 l l-12. 昆虫と自然, 8 (9-10) 付録:1-2;1-2.
P・ 新シリーズ 日本の甲虫 (1) ながひらたむし科,  せすじむし科. 虫と自然, 8

(9): 2-5, 5 figs.
q・ 新シリーズ 日本の甲虫(2) はんみょう科. 昆虫と自然, 8 (10):2-7, 6 figs.
「・ 昆虫標本ラベル: カミキリの部 l3-14. 昆虫と自然, 8 (l l -12) 付録: 1-2; 1-2.
S・ 新シリーズ 日本の甲虫(3). 昆虫と自然, 8 (l l):2-7, 13 figs.
t ・ 昆虫標本ラベルーカミキリの部について. 昆虫と自然, 8 (l2): 9.
u・ Notes on Some species of Tenebrionidae from the Yaeyama Islands(Insecta:
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Coleoptera). Mem. Nat. Sci. Mus. Tokyo, (6): 103-108, pl. 11.
v . 欧米の自然博物館を訪ねて. 旬刊評論, (668): 150; (675): 178-179.  (再録)
w. 滅びゆく東京の自然 (5) 昆虫類. 公明新聞, (1973. 9. 23): 4, 1 map.
x . ある所感. 旬刊評論, (685): 3.
y . 随筆 横断歩道. 旬刊評論, (689): 3.
z. おもいでのアングル ミュンヘンの街はずれの教会.  書店ほうもん (保育社),

(49): 14, 1 fig.
l 974 a. 昆虫界 '73 年の回顧と '74 年の展望 (1) 甲虫界. 昆虫と自然, 9 (1): 2-4.

b. 新シリーズ 日本の甲虫 (4) おさむし科. 昆虫と自然, 9 (1): 11-14, 8 figs.
c . 昆虫標本ラベル: カミキリの部15. 昆虫と自然, 9 (1) 付録: 1.
d . 新シリーズ 日本の甲虫 (5) おさむし科. 昆虫と自然, 9 (2): 13-18, 11 figs.
e.  日本のゴミムシダマシ. 月刊むし, (36):9-18, 32 figs.
f . 新シリーズ 日本の甲虫 (6) かみきりむし科. 昆虫と自然, 9 (3): 11-14, 5 figs.
g . 新シリーズ 日本の甲虫 (7) かみきりむし科 2. 昆虫と自然, 9 (4): 2-6, 13 figs.
h. 公害時代の昆虫の運命. 百科の広場 (万有百科大事典付録), (11):1-3.
1 . 万有百科大事典第 20巻. 動物 (今泉吉典, 黒田長久, 末広恭雄, 中根猛彦, 八杉

電一編). (昆虫, 特に甲虫関係の項目). 小学館, 東京.
j . 和名と学名について. 昆虫と自然, 9 (5): 12.
k . 北海道で発見された日本未記録の小甲虫数種.  釧路市立郷土博物館館報,  (228) :

3-5, 8 figs.
1 . 新シリーズ 日本の甲虫 (8) かみきりむし科3. 昆虫と自然, 9 (6): 4-8, 14 figs.
m. 新シリーズ 日本の甲虫 (9) かみきりむし科4. 昆虫と自然, 9 (7): 9- l l, 5 figs.
n . 新シリーズ 日本の甲虫(10) かみきりむし科5. 昆虫と自然, 9 (8): 7- l l, 8 figs.
0 . 新シリーズ 日本の甲虫(11) かみきりむし科6. 昆虫と自然, 9 (10): 2-5, 8 figs.
p. 新シリーズ 日本の甲虫(12) かみきりむし科7. 昆虫と自然, 9 (11):4-7, 10 figs.
q. 新シリーズ 日本の甲虫(13) かみきりむし科8. 昆虫と自然, 9 (12): 5-9, 6 figs.
r . 新シリーズ 日本の甲虫(14) かみきりむし科9. 昆虫と自然, 9 (13): 4-7, 2 figs.

l 975 a. むしやのひろば ~ l975 年に向けて (l) 甲虫界. 月刊むし, (46): l l-12, 1 fig.
b. 新シリーズ 日本の甲虫 (15) かみきりむし科10. 民虫と自然, 10 (1): 12-l5, 6

figs.
c . 新シリーズ 日本の甲虫 (16) かみきりむし科11. 昆虫と自然, 10(2):5-9, 1 fig.
d . 新シリーズ 日本の甲虫 (17) かみきりむし科12. 昆虫と自然, 10 (3): 9-12, 2

figs.
e. On some Colombian Coleoptera. Biological report on the 1st scientific expedi-

tion of Shizuoka University to the Andes, 1967. Rep. Fac. Sci. Shizuoka
Univ., 9 (1974): 95-101, 2 figs., 2 pls.

f . Insects. in JIBP Synthesis vol. 9: Studies in conservation of natural terres-
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trial ecosystems in Japan, Part II: Animal communities, Chapter 3: present
status of the fauna and its conservation. Japanese committee for the inter-
national biological program. University of Tokyo Press: 66-74, 4 figs.
私の小文の訂正など. 月刊むし, (49): 34.
新シリーズ 日本の甲虫 (18) かみきりむし科13. 昆虫と自然, 10 (4): 7- l l, 4

figs.
新シリーズ 日本の甲虫(19) かみきりむし科14. 昆虫と自然, 10(5):2-5
新シリーズ 日本の甲虫 (20) かみきりむし科15. 昆虫と自然, 10 (6): 2-6, 3

figs.
Dr. A. Vil liers の “Une nouvelle nomenclature de Lepturines de France” に
ついて一紹介と感想. 甲虫ニュース, (27/28): 5-6.
学研中高生図鑑 昆虫11. 甲虫. 学習研究社, 東京: 455 pp. (l l -162: col. pls )

(+林 長閑, 竹中英雄)
新シリーズ 日本の甲虫 (21) かみきりむし科16. 昆虫と自然, 10 (7): 6-10, 6

figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (22) かみきりむし科 17. 昆虫と自然, 10 (8): 2-6, 6

figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (23) かみきりむし科18. 昆虫と自然, 10 (10): 2-5, 6

figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (24) かみきりむし科19. 昆虫と自然, 10 (l l): 2-5.
九州に分布するべニポタル類. 北九州の 虫, 21 (2): 29-31, 1 fig.
日本と台湾産のホソコバネカミキリ属. 虫と自然, 10 (12): 1 pI.
新シリーズ 日本の甲虫 (25) かみきりむし科20. 虫と自然, 10 (12): 2-4, 2

figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (26) かみきりむし科21. 昆虫と自然, 10 (13): 5-8, 4

figs.

広島県のべニポタル. 広島虫の会会報, (14): 125-128, 1 pl. (十大沢省三, 小阪
敏和)

九州(屋久島, 種子島を含む) に分布する異節群甲虫について. 国立科学博物館専
報, (8): 161-172, pI. 16.
図鑑 こんちゅ う. 一年生百科Ale (中根猛彦監修), 講談社, 束京: 92 pp.
都会でできる虫観察. 日本経済新聞, (1975. 8. 11): 6.
新シリーズ 日本の甲虫(27) かみきりむし科22. 昆虫と自然, l l (1): 11-15, 5

figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (28) かみきりむし科23. 虫と自然, l l (2): 5-9, 10

figs.
スジクワガタの学名.  甲虫ニュース, (33): 5.
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d . V de Motschulskyの記載, 記録した日本のクワガタムシ. 甲虫ニュース, (33):
6, 3 figs.

e . 新シリーズ 日本の甲虫 (29) かみきりむし科24. 昆虫と自然, l l (3): 9-13, 4
figs.

f . 生命誕生への道のり. 写真資料全百科コスモ, l (l): 16.
g. 昆虫界'74, '75 年の回顧と '76 年の展望(2) 甲虫界. 昆虫と自然, l l (4):2-4.
h. 皇居および常陸宮邸の土壌動物. Edaphologia, (14): 25-44, 6 tabs. (十青木淳一,

今立源太郎, 石川和男, 新島渓子, 森川国康, 芝 実, 鈴木正将, 渡辺泰明)
1. 動物界と人間界の「縄ばり」 と 「群」. 旬刊評論, (773): 221.
j . 新シリーズ 日本の甲虫 (30) かみきりむし科25. 昆虫と自然, l l (5): 2-6, 5

figs.
k . 新シリーズ 日本の甲虫 (31) かみきりむし科26. 昆虫と自然, l l (6): 2-6, 5

figs.
l . 「サイエンス・ トピックス」翅も眼もないハエのこと. 国立科学博物館ニュース,

(1976. 8): 6, 3 figs.
m. 減る虫, 殖える虫. 自然科学と博物館, 43 (2): 15-l9, 2 fl9s. (1 tab )
n . 新シリーズ 日本の甲虫 (32) かみきりむし科27. 民虫と自然, l l (7): 7-l l, 6

figs.
0. 新シリーズ 日本の甲虫 (33) かみきりむし科28. 民虫と自然, l l (8): 10-l4, 7

figs.
p.  ロンドン便り (l). 昆虫と自然, l l (8): 9.
q. 昆虫が見える世界・ ヒトが見る世界. 知の考古学, (10): 47-51/旬刊評論,  (790):

278-279.

r . 新シリーズ 日本の甲虫 (34) かみきりむし科29. 昆虫と自然, l l (9): 2-6, 8
figs.

s .  ロンドン便り (2). 昆虫と自然, l l (9): 7-8.
t . Drosophilaのmutant と博物館. 遺伝, 30 (10): 111.
u. オオキノコムシ科の学名覚え書. 甲虫ニュース, (35): 6.
v .  ロンドン便り (3). 昆虫と自然, l l (10): 9.
w. 新シリーズ 日本の甲虫 (35) かみきりむし科30. 虫と自然, l l (10): 4-8, 6

figs.
x . 新シリーズ 日本の甲虫 (36) かみきりむし科31. 虫と自然, l l ( l l ): l l - l4,

5 figs.
y . 新シリーズ 日本の甲虫 (37) かみきりむし科32. 昆虫と自然, l l (12): 2-6, 3

figs.
z .  日本産甲虫目録3. ハンミョウ科. 甲虫談話会, 東京: 7 PP・

aa. 動物相V-1. 昆虫相の調査法.  自然保護ハンドブック (沼田 真編), 東京大学出
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版会: 273-279, 7 figs. (十加藤陸奥雄)
パリよりお悔みを. 旬刊評論, (786): 3.
新シリーズ 日本の甲虫 (38) かみきりむし科33. 民虫と自然,

figs.
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l2 (2): 2-6, 8

新シリーズ 日本の甲虫 (39) かみきりむし科 34. 虫と自然, 12 (3): 6-11, 6
figs.

Byrrhus Linne and Cytilus Erichson from Japan and its adjacent areas (Cole-
optera, Byrrhidae). Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, A (Zoo1), 3 (l): 55_65, 5
figs. (十H. Takizawa)
昆虫私記~ ヨーロッパ博物館めく、 り. 知の考古学, (l l): 67-72.
新シリーズ 日本の甲虫 (40) かみきりむし科35. 虫と自然, l2 (4): 2-6, 4

figs.
九州から記録されたァリモドキ科の甲虫. 北九州の昆虫, 23 (3): 67-70.
対馬に産する甲虫数極の記録. 北九州の民虫, 23 (3): 70.
甲虫の話題によせて. Napi News, (141): 1-2.
新シリーズ 日本の甲虫 (41) かみきりむし科36. 昆虫と自然, 12 (6): 4-9, 7

figs.

生きものの世界 l2.  ダチョウはなぜ飛べない. 「本」, 講談社, 東京, (1977. 7):
42-44, 1 fig.
新シリーズ 日本の甲虫 (42) おさむし科4. 虫と自然, l2 (7): 5-8, 1 fig.
家屋内の徴小甲虫について. 第27 回北海道衛生動物研究談話会講演資料: 4 pp.
新シリーズ 日本の甲虫 (43) おさむし科 5. 虫と自然, l2 (9): 4-8, 4 figs.
Eine neue Art der Gattung 0.xyomus(Coleoptera, Scarabaeidae, Aphodiinae)

aus Japan. Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, A (Zool ), 3 (3): 167-168, 1 fig.
新シリーズ 日本の甲虫 (44) おさむし科 6. 虫と自然, l2 (10): 6-12, 7 figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (45) おさむし科7. 民虫と自然, l2 (12): 4-6, 5 figs.
The Carabinae (Coleoptera, Carabidae) from Quelpart Island, south of Korea.

Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, A (Zool ), 3 (4): 241-243, 4 figs.
「トピックス」 カマドウマのはなし.  国立科学博物館ニュース,  (1978.  1): 6, 2

figs.
小笠原語島に分布する一 部の甲虫類について (新極記破を含む). 国立科学博物館
専報, (10): 147-162, 6 figs., 1 tab.

New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXVII I.
(continued from 1968). Fragmenta CoIeopt. , (22/24): 87-98, figs. 1-28.
新シリーズ 日本の甲虫 (46) ひょうたんごみむし科. 虫と自然, l3 (1): 4-8,

3 figs.
新シリーズ 日本の甲虫 (47) ごみむし科1. 昆虫と自然, l3 (2): 6-l l, 9 figs.
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c.  日本産クワガタムシの2 新型. 北九州の昆虫, 24 (3): 77-79, Pl・ 10.
d . チャマダラヒケ'ナガゾウムシ属の3 種について.  北九州の昆虫,  24 (3): 79-80,

Pi l l .

e . 新シリーズ 日本の甲虫(48) ごみむし科2. 昆虫と自然, l3 (4): 5-9.
f . 甲虫からみた小笠原の特徴. 神奈川県立博物館だより, ll (1):2-4, 1 tab・,2 fl9S・
g . 新シリーズ 日本の甲虫(49) ごみむし科3. 昆虫と自然, l3 (5):11-14.
h. 昆虫図鑑と私. 昆虫と自然, l3 (5): 21-23, 1 fl9.
1. 新シリーズ 日本の甲虫(50) ごみむし科4. 昆虫と自然, l3 (6):20-25, 11 fl9S・
j . 新シリーズ 日本の甲虫(51) ごみむし科5. 昆虫と自然, l3 (8): 4-10, 7 fl9S・
k . 新シリーズ 日本の甲虫 (52) ごみむし科6. 昆虫と自然, l3 (9): 9-12, 3 fl9S・
1 . 余り知られない日本産甲虫の数極. 動物分類学会会報, (51): 16・
m. 新シリーズ 日本の甲虫(53) ごみむし科7. 昆虫と自然, l3 (11):20-22, 4 fl9S・
n . 新シリーズ 日本の甲虫(54) ごみむし科8. 昆虫と自然, 13 (12):10-14, 10 fi9S・
0. 伊豆諸島および小笠原語島に産する若干の興味ある甲虫類について (新種記載を
含む). 国立科学博物館専報, (l l): 155-161, 6 fi9s.

p.  日本および東アジア産輔翅類の分類学的研究.  日本学術振興会特定国派遺研究者
研究報告集:65-67.

l 979 a. 新シリーズ 日本の甲虫 (55) ごみむし科9. 昆虫と自然, 14 (1): 12-l5, 5 fl9S.
b. 昆虫界1978 年の回顧と 1979 年の展望~甲虫界. 昆虫と自然, l4 (2): 22-24.
c. New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXIX.

Rep. Fac. Sci , Kagoshima Univ. (Earth Sci., Biol ), (11): 129-134, 3 figs.
d . 新シリーズ 日本の甲虫 (56) ごみむし科 10. 虫と自然, 14 (4): 11-15, 3 figs.
e. 虫との出会い (その 2). 昆虫と自然, l4 (4): 34, 3 figs.
f . 屋内に見られる甲虫類.  屋内動物 (人・ 家などの害虫および不快動物の研究と解

説): 31-40.
g. 新シリーズ 日本の甲虫 (57) ごみむし科 11. 虫と自然, l4 (7): 4-l l, 11 fl9s.
h.  ダチョウはなぜ飛べない. 生きものの世界. 講談社現代新書, (544):57-63, 1 fig.
1. 1970年代の昆虫界をふりかえって~甲虫界. 月刊むし, (100): 8-9, 1 fl9.
j . 書評: 野山の昆虫一自然観察と生態シリーズ2 - (中山周平著). 本の窓, 小学

館, (6): 42, 1 fig.
k . 文献を集める語. 鹿児島大学図書館報, (5): 3.
l . 学生版日本 虫図鑑 (北隆館編集部編, 伊藤, 井上, 奥谷,  白水, 中根,  日浦監

修). 北隆館, 束京: 8十505 pp.
m. 新シリーズ 日本の甲虫 (58) ごみむし科12. 民虫と自然, l4 (11): 2-8, 4 figs.
n . 新潟県の主として小さい科の甲虫の目録. 新潟県の 虫 (越佐昆虫同好会会報 50

号慶祝論文集) : 101-113. (馬場金太郎編集・ 出版)
0. 新シリーズ 日本の甲虫 (59) ごみむし科 l3. 昆虫と自然, l4 (l3): 4-9, 6 fl9s
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p. Leiden自然史博物館にある日本産の甲虫標本. 北九州の昆虫, 26 (1): 1-2, pl. 1
q. 生物学科は51 年誕生. 鹿児島大学新聞, (復刊 l31): 6.
r . 読んでます 「学者商売その後」 (野々 村一雄著). 南日本新聞 (13595), (54. 7. 10):

6.

a. 雌雄の見分けかた9. コガネムシ科1. インセクタリウム, 17 (l): 23, figs.
b . New or little-known CoIeoptera from Japan and its adjacent regions. XXVIII

(continued from 1977). Fragmenta Coleopt., (25/28): 99.
c . New or little-known Coleoptera from Japan and its adjacent regions. XXXI.
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XXXVII. Rep. Fac. Sci. , Kagoshima Univ. (Earth Sci. & Biol ), (16): 109-
114, 7 figs.

Coleoptera of Nepal collected by the Hokkaido University Scienti fic Expedi-
t i on to Nepal Himalaya: Lycidae. Rep. Fac. Sci., Kagoshima Univ. (Earth
Sci. & Biol ), (l6): 115-123, 8 figs.
邦産ジョウカイモドキ類の覚え . 北九州の 虫, 30 (3): l61-166, 5 figs.
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屋久島に産する甲虫類について.  Iii 久島原生l l 然環境保全地域調査報告・l : 587-

631, 1 tab., 4 figs., l pl. (9 figs )
新シリーズ ロ本の中虫 (67). i-l虫と自然, l9 (8): 17-20, 10 figs.
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ヒ f・ブトテントウダマシは石 島にもいる. 月刊むし, (165): 39.
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バシ・ウオサゾウムシが屋久島までf \入.  1, 1虫と自然,  19  ( l4) :10
ナガクチブトノミゾウムシは沖 にも産する. i・と虫と自然, 19 ( l4): 10.
尾1頼の中、2, 3 について. 1,1虫と自然, l9 (14): 36.
アオク' ロアカハー,:fムシについてのノート. 月刊むし, (166): 27.
新先生を,1車む. Leben. (鹿大生物研究会), (l9) : 2.
i i島の中虫2, 3 について.  l'f島総合調査線告一ll第2版: 267, 3 figs.
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日本と台湾に産するサビクワガタについて. 月刊むし, ( l69): 18-25, l3 figs. (十
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学会会'ftについての感想. 生物科学ニー,. - ス, (160): 15.
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u . 新シリーズ 日本の甲虫 (71). 昆虫と自然, 20 (13): 15-19, 15 figs.
v . 邦産ハムシ類の覚え書. 北九州の昆虫, 32 (1): 1-4, pi t.
w.  日本産ヒメコガシラミズムシ属の極の再検討. 北九州の昆虫, 32 (2):61-67. pls.

6-7.

x . 鹿児島県の甲虫とその分布. 自然愛護 (鹿児島県自然愛護協会) , (l l) :3-5, 4 figs
y .  甲虫類の分類 (講演要旨), 九州植物防疫, (479): 2.
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a.  日本大百科全書7 (きよえ一くん) (.昆虫関係など l6 項目). 小学館, 束京.
b. 新シリーズ 日本の甲虫 (72). 昆虫と自然, 21 (2): 19-24, 4 figs.
c . 退官に臨んで. 人の生くるは直ければなり. 鹿大広報 (102): 5-6.
d. 山口兵術氏が採集された佐賀の甲虫4. 佐賀の甲虫 (l7): 91-94.
e. 特集. '85 昆虫界の動向. 1985 年の甲虫界. 昆虫と自然, 21 (3): 11-15, 15 figs.
f . 霧島山系から甲虫数種の記録. 月刊むし (181): 43.
9 . 大日本百科全書 8 (け一こうの) (昆虫関係など 15 項目). 小学館, 束京.
h. Notes on some species of Hydroph通idae i n Japan (Insecta, Coleoptera).

Rep. Fac. Sci., Kagoshima Univ. (Earth Sci. & Biol ), (18): 89-95, 10
figs. (十E. Matsui)

1. On some new species of genus Slagonium from Japan and Formosa (Insecta,
Coleoptera, Staphylinidae). Rep. Fac. Sci. , Kagoshima Univ. (Earth Sci.
& Biol ), (18): 97-103, 8 figs.  (十Y. Takai)
〔1986 年3 月まで収録〕
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Two New Species of the Genus Fissicepheus
from Shikoku (Acari: 0ribatida)

Jun- lobi A oKI

Institute of Environmental Science and Technology,
Yokohama National University. Yokohama 240, Japan

Abstrac t Two new species of oribatid mite genus Fisslcep/1eus are described from Shikoku in
s. w. Japan. They are readily distinguishable from the known congeners by the characteristic
shapes of notogastra1 setae and the notogastra1 condyles.

Oribatid mites of the genus Fiss1(.・ep/Ious(family Otocepheidae) are distributed in a
1・estricted part of the world. The nine known species were reported from Vietnam, USSR
lSouth Primorskii), Korea and Japan. Although they inhabit soils of the temperate
/one, they have never been found from Europe and Nor th Amer ica. The four species
mentioned below have hitherto been known from the central and the southern parts of
Japan:

Fissicep/1eus(.・/a、'atus (AoKI, 1959)
f. co,・ona,・It es  AoKI , 196
f. ,川11s AoKI, 1970
f ″,7a/)l/,s AoKI, 1970
In addition to them, two more rare species are described here from Tokushima and

Kochi Prefectures in Shikoku. 0ne of these new species is named after Prof. Dr. T.
AKANE, a renowned taxonomist of Coleoptera、 from whom I learned a great deal

f l'ssicep e lls M anel' sp n o v .

(Figs. l -41

Measurment: Body length: 610-694ｵm; width: 270-330ｵm.
Prodorsum: Lamella extending beyond insertion of seta /e. Seta /e appreciab11y

bl',)ader than seta ,0. Both the setae minutely roughened. Seta in expanded and leaf-like.
Scnsi11us clavate、with a short peduncle and a glabrous head bending a little backward.
T、、o pairs of prodorsa1 condyles, (.・o.p,n distinctly more porminent than (・opt the

sul'face of (・0.pm and the part anterior to them showing clear foveolation.
Notogaster:  Co.,11 recognized a s n a r r o w humeral projections. No. (・0.nm a r e

Pr,、?ent. Ten pais of notogastral setae all dilated and leaf-like、 surface of the setae being
minutely gl-anu1ous (Fig.  4).  Notogastra1  surface sculptured by small、 elongate
pu nc t ures.
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Figs.  1-4. Fissi('ep/1eus1takatlel sp n o v. - 1 : Dorsal side of body. 2: Ventral side of body.
3: Adana1 seta ad1. 4: Setae in the posterior part of notogaster.

Figs. 5-7. Fissicep/1eus、'lc1nus sp n o v . - 5: Dorsal side of body. 6: Sensi1li. 7: Notogasl ra1
seta '1.

Ventral side: Genito-ana1 chaetotaxy: 4-1-2-3. Genital and aggenital setae fine,
while anal and adana1 setae more or less dilated, but not so strongly as notogastra1ones.
Epimera1 enantiophyses (E4a and E4b) exist、but not so strongly sclerotized. Setal
formula of epimerata seems to be1-0-2-2.

Legs: Monodactyle. Type of ultimate setae: L- L - L - L. Ventral side of femora I -IV
bearing irregular granules.

Holotype (NSMT-Ac 9735) and l  paratopotype (NSMT-Ac 9736):  Kaisho-
Hachiman-sha in Anan City, Tokushima Prefecture, W. Japan 21-I - l 979. H. HARADA.

[TG R-13]
Bearing markedly dilated notogastral setae the new species may be classified at first

glance to the genus Pap1//o(:'ep/Ious or Cla、'a二etes, but it has4 pairs of genital setae, which
show it is a member of the genus Fissicep/1eus. In this genus we do not know species with
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dilated notogastra1 setae such as shown in Fissl(・ep/Ious nakanet sp n o v

73

ffssl'cepheMs ,,ie加Ms sp n o v .

(Figs 5-71

Measurement: Body length: 522-616ｵm; width: 198-254ｵm.
Prodorsum: Lamella weakly curved, with a short cusp rounded at tip. Seta /e

inserted just behind the cusp, where lamella makes a small indentation. Setae1・o and /e
Ion9, 9labrous and pointed at tip; seta in also glabrous and pointed at tip, but far shorter
than ''o or le. Lateral lamelliform expansions (spa. /.) well developed, fused to each
othe「 to form a brim-like structure; the anterior part of the structure situated posteriorly
than usual and、 therefore rostrum well projecting beyond 11. Sensillus with a weakly
thickened head bearing9-12 short spines at tip. Prodorsa1 condyles、 especially (・op,11
well developed.

NOtOgaSter: Median notogastra1 condyles((・0.,1,11)large, close and touchjng to each
othe「. Ten pairs ofnotogastra1 setae smooth, being somewhat thickened near base(Fjg.
7); thei「 RLN:10-13. Setal interspace ta-ta a little shorter than tt-tt. Notogastra1 surface
sparsely and indistinctly punctured. Many light spots found near the posterjor end

Vantral side: Genito-ana1 chaetotaxy: 4-1-2-3. Setae ag sit uated far closer to

9enita1 aperture than to anal one. Epimera1 enantiophyses well developed. A nal and

adana1 Setae somewhat thickened basally as in notogastral setae. Seta ad3 jnserted at
level Of,or Posterior to level of, seta an2. Apodeme III thin、 bul distinctly discernible as
an oblique ridge.

Holotype(NSMT-Ac9737) and 1 paratopotype(NSMT-Ac9738): Sugio_Jjnja jn
Takaoka, Muroto City, Kochi Prefecture. W. Japan 6-III-1980. J. AoKl [TRG_lg]

The n e w species is easily distinguishable from any other congeners by well
developed median notogastra1 condyles touching t o each other and r o s t r u m wel l

P「ejecting beyond lamelliform expansion(spa. /.). Notogastra1 setae are also character_
istic, being somewhat thickened basally.
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摘 要

土壌や落葉中に生息するササラダニ類のイカダニ科コンポウイカダニ属には日本から4 種
が記録されているが, 今回四国から新たに2 新種が見出された. それらは, ナカネイカダニ
Fjssjcepheus nakanei sp nov. (徳島県阿南市) およびムロ トイ カダニ FissicepheuS ViCinuS
sp nov. (高知県室戸山甲) である. 両種とも特異な胴背毛と前・ 後体部境界の突起物の形状に
よって, 既知種から容易に区別される.
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Occurrence of Onycholabis(Coleoptera, Carabidae)
in Japan

Sumac KASAHARA

Nish i funa 4-9-13. Funabashi City. Chiba273, Japan

AbSt「ac t A Peculia「 platynine carabid beetle、 0,1、,c/1o/abis sl,1ensjs BATES, hjtherto known
only f「om China is recorded from central Honshu. Japan, and its new subspecjes、 ,taka,tel・. Is
recognized for the Japanese population.

The genus On、'('/10/abis was established by BATES(1873, p. 329) for a peculjar
platynine carabid beetle、 named sinensls at the same lime、 found on the bank of Yang_
tsze-Kiang in Sze-Chuen (=Sichuan), central China. It is characterized by the ''claw
l ike Ion9 mandibles and the antennae with the third segment wholly pubescent. It has
hitherto been unknown in Japan.

In the summer of 1981 . I took a series of specimens of a strange platynine in a valley
of the Tanzawa Mountains in Kanagawa Prefecture, central Honshu. The same species
、vas also found by Dr. Yoshihiko KUROSAWA in a valley on the so-called Southern
lapanese Alps two years later. Though it appeared to be referable to 0. sjnens1's、 I was
unable to decide at that time if it was really identical with the Chinese one or not.

Dr. Shun-Ichi UENo of the National Science Museum(Nat. Hist ), Tokyo, kindly
l()ok trouble to make inquiry to his friend. Dr. N. E. STORK on the whereabouts o f the

、ingle type of 0. sinens1.s, and was informed that the British Museum(Natural History)
(lid not possess BATES、 type but that it had several Taiwanese specimens labelled 0
、llie'Isis. In the collection of the Laboratory of Insect Systematics, National Institute of
Agro-environmenta1 Sciences、 Tsukuba、 there are Taiwanese specimens of On、・(・/10/abjs、
and I Was able to examine them through the courtesy of Mr. Narao FUKUHARA. They
一tainly agree with BATES' description of 0. slnensls and can be safely identified wjth
that species.

The Japanese specimens are identical with the Taiwanese ones in the conformatjon
(119enitalia in both sexes and in the chaetotaxy of the terminal sternite、but are different
l l(、m the latter in the narrow head and prothorax, with less convex eyes. The difference
may warrant recognition o「a geographical race for the Japanese populaljon, and I am
9(、in9 to describe it under the name naka,1(・)1 in honour of Dr. Takehiko NAKANE on
tl、'、 occasion of his retirement from the Faculty of Science. Kagoshima Universjly.
「he abbreviations used herein are as follows: HW-geatest width of head includjng

e_、CS; PW-greatest width of pronotum1 PBW-basal width of pronotum, PL-length of
P1onOtum, measured along the mid-line; EW-greatest width of elytra, EL_length of
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elytra. The specimens measured: 12 exs. in the male; 10 exs. in the female.
Before going further, I wish to express my sincere gratitude to Dr. Shun-Ichi UENo

of the National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo, for his encouragement and for
revising the manuscript of this paper. Thanks are also due to Dr. N. E. STORK of the
British Museum (Nat. Hist )、London, Mr. Narao FuKUHARA of the National Insti tute
of Agro-environmental Sciences, Tsukuba, Mr. Seiji MORITA and Dr. Yoshihiko
KUROSAWA for their kind help.

0n1''eholabi.s smens1's nakanei KAsAHARA. subsp n o v

[Japanese name: Kibanaga-hiralagomimushi]

Description.  Length (measured from apex o f l abrum to apices o f elytra)
8.39-9.40mm. Width2.95-3.40mm. Black. shiny; labrum. mandibles apical margins of
elytra and coxae light brown: palpi, antennae and legs light brownish yellow, though
terminal segments o f palpi and antennal segments 5- l l somewhat darker: ventral
surface of hind body rather brownish.

Head moderately convex. shiny; mandibles long evenly arcuate, tapering towards
apicesl labrum weakly emarginate.  rising at the middle of apex: clypcus gently
emarginate at apex eyes convex: tempera strongly contracted behind、 about a half as
long as eyes、 slightly tumid; neck const riction weakly depressed dorsad: fron tal

impressions rather deeply and roundly concave in frontal half then obliquely extending
to the anterior supraorbital setae as fine linear impressions、 with longitudinal wrinkles
outside of the impressions; posterior supraorbital setae situated at the post-eye level,
surface with microsculpture. which is formed by nearly isodiametric meshes1 terminal
segment of maxillary palpus a little longer than the penultimate, cylindrical, truncate at
apex, mentum tooth deeply bifid at apex, submentum with a pair of long secondary setae
inserted at the inner side of the primary ones; antennae filiform and very long, extending
beyond the middle of elytra、 pubescent 「rom segment3. which is the longest and slightly
curved. l 8 times as long as scape, 4 times as long as segment 2. and evidently longer
than the penultimate.

Pronotum relatively small、 cordate almost as wide as head not very shiny a l it t le

wider than long(PW/PL1.09-1.20. mean 1.151 PW/PBW140-1.50, mean t47)、widest
at apical fourth; lateral margins roundly convergen t anteriad and m o r e strongly
convergent posteriad from the widest part then rather abruptly sinuate at basal fi fth、
basal part more or less divergent posteriad; lateral reflexed borders narrow, lateral
furrows coarsely punctate: marginal setae inserted a li ttle before the level of the widest
part, basal ones absent1 apical margin lightly emarginate narrowly and vaguely
bordered apical angles hardly produced rounded at the tips; basal margin lightly
produced at the median part、 narrowly bordered on each side、 obsolete at the median
part basal angles somewhat acute or nearly rectangular、 more or less pointed at the tips:
basal foveae rather deep divergent anteriad. coarsely punctate and transversely rugose:
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Fi9・ l ・ OnyC1lolabiS smensis nakane, KAsAHARA, subsp n o v

f「om the Tanzawa Mountains, Kanagawa prefecture
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basal pari convex between the foveae, coarsely punctate and longitudinally rugose1
median line deeply impressed1 apical crescent depression distinct, vaguely punctate and
rugose. surface with transverse wrinkles, sharply impressed especially on basal half:
microsculpture well visible, forming transverse meshes.

Wings full. Elytra oblong-ovate, moderately convex and shiny, widest at about
middle. l 8 limes as wide as pronotum(EW/PW169-1 .89, mean t 75), as long as wide
in almost the same proportion (EL/EW 1 65-1.78, mean t 71), basal border short,
obsolete near scu tel lum hardly curved meeting with lateral border at a very obtuse
angle opposjte Io interval 4, lateral margins widely rounded at shoulder、 gently
djvergent Io the widest part and then evenly roundly convergent to apices, which a「e
rounded, scutellar striole rather long, lying on interval 1; striae fine though clearly
impressed and punctate all obsolete at the bases and distant from basal border: striae7
and8 deepening and widening at the apical parti intervals almost flat, interval3 with
three dorsal pores、 anterior one adjoining stria3, posterior two usually adjoining stria2;
microsculpture forming fine transverse meshes.

Legs slender; basal three tarsal segments sulcate on each side: in protarsi a weak
additional sulcus present on the mid-line of dorsal surface.

ventral surfaces of neck and genae densely and transversely wrinkled; mesoster-
n u m and mesepisterna partially punctate1 presternal process indistinctly bordered :

sternites irregularly and vaguely rugose at the lateral parts: apical margin of terminal
sternite with two setae on each side in the male, with four setae on each side and a
longitudinally short carina at the middle in the female.

Aedeagus slender, gently arcuate, with oblique apical lobe、 which is almost as long
as wide and rounded at apex: left paramere relatively large. ob1ong-subovate、 rather
pojnted though rounded at apex, with distinctly impressed wrinkles on the outer surface1
rjght paramere normal, female styli rather slender and slightly curved. with four or
rarely five spines on the ventral outer margins, basal one the longest and slender.

Type series. Holotype: ) allotype: _, paratypes:5.1.1,1 .1, Yadorigi-zawa, Tanzawa
Mountains、 Kanagawa Pref.、9. VII i981, S. KASAHARA leg ; 16 , 12' '

, 9. VI. 1982,

locality and collec tor t he s a m e as above;  1'1:,  Hok i-zawa, Tanzawa Mountains,
Kanagawa Pref., 14. VII i982, S. MORITA leg.

The hole- and allotypes are deposited in the col lection of the Department of
Zoology, National Science Museum(Nat. Hist ), Tokyo. The paratypes are separately
deposited in the above collection and those of the collectors.

Dist ribution. Honshu、 Japan.
Notes. The present subspecies is separated from the nominotypica1 form by having

nar rower head and prothorax with less convex eyes. It is also allied t o B urmese

meljtopus BATES (l892, p 371)、 but is distinguished from the latter by the different
conformations of prothorax and basal parts of elytra. Indian a(:'utangu/us ANDREWES
(1923, pp 682-683) is easily separable by the distinctly angulate apical angles of
pronotum. The Philippinese species、/tlson1(・us JEDLIcKA(1935、pp 31-32) and arro、、'1
JEDLlcKA(1935. p 32) are clearly different in the coloration and smooth elytra1 striae.
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Fig. 2. Fore bodies of Onycholabis .smensis subspp., right appendages and part of left antenna are
omitted: a, 0. sinensis nakanei KAsAHARA, subsp nov., from the T a nzawa Mountains,
Kanagawa Pref : b, 0. sinensis smensis BATES, from Taiwan.
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Fig. 3. Genitalia of Onycholabis sinensl's nakanei KAsAHARA, subsp nov : a, aedeagus in feft
lateral view; b, apical half of aedeagus in dorsal view; c, left paramere; d, right paramere; e,1efl
stylus.
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So far as known, this carabid beetle is hygrophilous on mountains. It usually occurs
under stones or debris in very wet places near cascades of mountain streams.
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摘 要

中国四川省の場子江岸を基産地とするキバナガヒラタゴミムシ (新称) 0nycholabis sinen-
sls BATES は,  これまで日本からは知られていなかったが, 本州中部の神奈川県丹沢山地の

渓畔で発見されたものを,  その1 新亜種nakane1 KAsAHARA として記載した.  この属は,
長い大f {、と,  触角第3  節から細毛を生ずることを主たる特徴とする.  邦産亜種についての生
態的所見では,  きわめて好湿性で, 山地の渓田、f-や滝のかたわらの湿潤な土石の 積下にもっ

とも多く見出された.
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Notes on Some New Hydrophiloidea from Japan
(Coleoptera)

Eishi MATSUI

Department of Biology. Faculty of Science
Kagoshima University. Kagoshima890

Abstract T h ree n ew species and a n e w subspecies belonging  to  Hydrophi1oidCa  a「e
descr jbed They are 0(・/1,/1,,/)Ills/laseg -・al e(・/ll/leh111.i ,1aA,a,1el lHydraenidae). a o( l) ills 1111_I ll ・

and pa,・a(・、,,ntl.l t,、,a,It,.、(en.s satstanalltls (Hydrophilidae1. New distributional recO「dS on Some
species are added.

I ntroduction

The present paper contains descriptions o「 new species 10('/11/1ebttls (fie;11((1('crus)
/Ia、'ego'It'a' NAKANE et MATSUI、0c/lf/1e/)加s ( e'1'(、0('e''t's) 'Ia人'a'tel MATSUI, a (' (' 0 1tfS (S.

str ) 1川1,l,人,1 MATsul1 and o n e n e w subspecies l Pa1・a d・m ls e 1, a ,1 e s (・e ,1s s a fsl″; Ia川 l.

MATsul) from Japan. which belong to t wo families lColeoptera: Hydraenidae and
Hydrophilidae1, and notes on some known species.

This study has been performed under the direction of Prof. Dr. Takehiko Nakane.
He has submitted me almost all the specimens of Hydrophiloidea in his collection fol' my
study and permitted me to refer the literature in his possession.With grati tude I dedicate
this paper to Prof. Dr. Takehiko Nakane in recognition of his important contributions
Io the Coleoptero1ogy in Japan, and his favors on my studies in aquatic insects for four
years.

Before going further. I express my hearty thanks to Messrs. Y. Harada. Y. Takai.
M. 0hara and T. Tanabe, who gave me kind instructions and helpful li terature and
material, and Mr. M. Miura. Miss M. Fujisue and Miss T. Kumashiro. who helped me
to collect aquatic beetles in the field.

1. Family Hydraenidae

Oehthebius ( lie'll'cocerus) hasegan'al' NAKANE et MATsUI sp n o v .

(ハセガワダルマカムン) (Fig.l )

0 ・/I t/lebi l1?1,11・, ;11.、: NAKANl_. l963、 Icon. I ns. Jap. c ol nat ed 2 ((、01.1 63. pls 32. fig. 1.
Black, with the antennae and legs (except the coxae black、 and the tarsi、 apex and

base of femora and base o「 tibiae dark brown) brown and maxillary palpi dark brown.
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Fi9S・  l -4. Head and pronotum of Ocht11ebius spp. - 1 . 0 . (1ieni(、ocerus) hasega、、・al NAKANE et
MATSUI SP n ov 2. 0. (ae'fleece「us) '1aA'a'tel MATsUI sp n o v 3. 0. (s. str ) sale, N ANE 4. 0 .

( i f l'tne'lodes) ine1''m's SHARP.

8

Fi9S・ 5 - 9・ Male genitalia of Lao'cobius spp. - 5. L. (s. str. ) bode/i SHARP、 length l 0mm 6 L. (s
St「・) miyuki MATSUl Sp nov.、 length 1.0 mm 7. L. (Mid・olaccobius) nakanel GENTIL1, length
0・6mm・ (f「om GENTILI  l981) 8. L. (Microlaccobius) osci/lans SHARP, length 0.6mm. g. L.
(M'C「ciao('olust  1「 agi/'s  NAKANE,length  0.7  mm
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Upper sur「ace metallic bronzy black.
Body above rather convex、st1-ongly shining and very sparsely clothed with very fine

decumbent hai rs.
Head sljghllyflattened but uneven. with microsculpture. Labrum markedly tran-

severse( l l :41. with the front margin very deeply emarginate at middle and rounded on
both sjdes. Clypeus large about as long as wide rather convex、 broadly truncate in
front and separated from front by a distinct. somewhat arched transverse sulcus behind.
Eyes large and strongly prominent laterally、 and the interocular space with a pair of
deep oblique impressions and with a ver y large fovea between the impressions.
Terminal joint of maxillary palpi very short truncate at apex and much narrower than
the penultmalc. which is elongate, scarcely longer than the2nd dilated toward apex.

Prothorax subquadrale rather transverse(26 : l91. widest at anterior fourth. where
the sjdes strongly rounded-expanded outwardly、 then narrowed posteriorly with each
side f、eebly arcuate-emarginate between the anterior expansion and hind an9le. ante「iO「
and posterior angles rounded、 and all margins fringed with a translucent thin membrane
lexcept side margins of apical widest portion): disk uneven. with t w o pairs of
jmpressjons on both sides of the median1ongitudia1 furrow. which is strongly sulcate,
the anterior impressions small and very weak and the posterior weak.ova1.oblique and
approximated to the median furrow behind.

Elytra oval and widest al middle the sides arcuate from base to apex; disk Spa「Sely
10 serjate_punctate. the intervals flat. shining and without micrOsCuluPtu「e・

Under surf、ace thickly and minutely pubescent except for two apical Ste「niteS of
abdomen, whjch are shining and sparingly bearing fine decumbent hairs. P「oSte「num
sljghtly transverse and ra ther flat. Mesosternum densely pubescent. Le9S 「elatiVely
slender、 the femora weakly thickened、 the tibiae slender narrowed at base not Closely
bearing spines or bristles、 the tarsi also slender.

Body length: 2.0mm. Wid th: 0.9 mm.

Holotype: Koboloke Pass. Takao, Tokyo、 Honshu, l6.1.1950. H. HASliGAWAIC9・

Ochthebius (l fenl'coco,・us) naklmei MATSUI sp n o v .

(ナカネダルマガムシ)(Fig 21

Black, wjlh the antennae lexcept the club blackish brown) and le9s (except the
coxae black and the tarsi, apex and base of femora and base of tibiae da「k b「own)
brown、 and maxillary palpi blackish. Upper surface metalic black.

Body above rather convex. strongly shining and very sparsely clothed with Ve「y fine
decumbent hairs. Head slightly flattened but uneven. with microsculPtu「e. L ab「urn

markedly lranseversc(13 :5). with the front margin very deeply emarginate at middle
and rounded on both sjdes. Clypeuslarge、 about as long as wide rather convex b「oadly
truncate jn front and separated from front by a distinct. somewhat arched t「anSVe「So
sulcus behjnd. Eyes large and strongly prominent laterally and the into「oCula「 Space
wjlh a pajr of deep jmpressions. which are arcuate in shape and with one Ve「v ia「9e

r
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fovea between the impressions. Terminal joint of maxillary palpi very short, truncate
and much narrower than the penultimate、 which is elongate, scarcely longer than the
2nd and dilated toward apex.

P「othO「ax subcordate, rather transverse(29 :22), widest at anterior third、 where the
Sides St「ongly rounded-expanded outwardly then gradually narrowed posteriorly, wjth
the sides slightly arcuate-emarginate bet ween anterior expensjon and hjnd angle,
ante「iO「 and Posterior ang1」os rounded, and all margins fringed with a translucent thjn
membrane(except side margins of the widest portion), disk uneven. wjlh two pajrs of
imP「eSsions on both sides of the median1ongitudia1 furrow, which is strongly sulcate
the anterior impressions small and weak, and the posterior strong,oval,oblique and
approximated to the median line behind.

Elyt「a oval, widest at middle、 the sides gently arcuate from base to apex: djsk
Spa「Sely10 seriate-punctate、 the intervals flat. shining and not mjcrosculplured

Under surface thickly and minutely pubescent except for two apjca1 slernjtes of
abdomen, which are shining and sparingly bearing fine decumbent hairs. prosternum
Sli9htly t「anSversely carinate medially. Mesosternum densely pubescent. Legs relatjvely
Slender, the femora weakly thickened the tibiae slender, narrowed al base, not closely
bearing spines or bristles, the tarsi also slender.

Body length: 2.3mm. Width: 1.I mm.
Holotype: Kikuchi-keikoku, Kumamoto Pref.. Kyushu、 l7. IX. 1985 E MATsul

leg.
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0c/1f/1ehlus (S.Str. ) safol NAKANE

85

0('/11/1ehitls lH、''nenotles) sato1 NAKANE. l963: Fragm. Coleopt. ll31: 51 -52. figs. 1 -2.; 1963. Icon. I ns. Jap. col

nat ed 2(Col l: 63, pls 32, fig 2.
Specimens examined:2 exs.、l6. IV. l933. Riv. Tamagawa, Tokyo. M. TAGucHlleg

1 ex., 11. VI II. 1942. Higashine-City, Yamagata Pref.. K. SHIRAHARA leg 2 exs., l7. IV
1951. Morirnatsu, Ehime Pref.、T. YANo.1eg.

0(加/fell's ( - enodes) 加e'''川s SHARP

Specimens examined: l2 exs., 10. X. 1985. & 14 exs.

Kagoshima Pref. E. MATsUl leg.
Distribution: Honshu and Kyushu (new record).

1884

26. X. 1985. Soginotaki、

Key to species of the genus 0c/1t/1ebi14s LEACH
Elyl ral epipleura reaching the apex of suture. Last joint of maxillary palpi fairly short. Base of pronotum
not margined. _) 「airly convex than , . lsubgenus He'11(o crus STEPH. )
Elylral epipleura not reaching the apex o「suture. Last joint of maxillary palpi long. Base of pronotum

-
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Black. Two impressions of clypeus oblique and rather small. Front margin of laorum emarginate at
mjddle and both sides strongly prominent. Membrane of the sides o「prothrax fairly broad. Length
2.0mm. IFig. 1 ). Honshu (Kobotoke) asega、'(11 NAKANE ct MATSUI Sp n o v

More black. Two impressions of clypeus arcuate and large. Front margin of labrum emarginate at
middle、 with sides smoothly rounded. M、mbrane of the sides of prothrax narrow. Length2.3 mm. (Fig.
2、. Adhered Io rocks in stream. Kyushu (Kikuchi-kcikoku) _ _ _ _ _ _ _ 'lakanet MATsuI sp n o v .

Brown.  Pronotum w it h a shallow.  but  d ist inct  t ransverse furro、v.  ( ubgenus 0c/1t /1ebius s . s t r.

chenu1__.Front margin of labrum semici rcularly emarginate at middle. Apical corners of prothorax
sharply projected. Length 15-1.8mm. l・Fig 3). Honshu. Shikoku.   . __ _ __ _. _ - . ato1 N AK ^ NE

pronolurn wi thout a transverse furrow. (subgenus H、・,;1enodes MuI.s. )_ _Black. Dorsal surface covered
wjth whjle pubescence. Front margin of labrum not emarginate at middle but gently rounded. Apical
corners of prothorax rounded. Length l 9-2.1 mm. (Fig 4). Honshu. Kyushu.  _ _ _ inc''' nls SHARP

I,ell・a - a ( o/ccitt,of,・ae,Ia) 川'1'a't'人el M. SAT0、 l959
Specimens examined:  1  ex.,  30.  IV.  l939.  Mt. Chokai, Yamagata Pref., K.

SHIRAHATA. leg 3 exs.,25. 111.1959. Higashino, Matsuyama City, Ehime Pref., M. SATo
Leg 521 exs., 26. IX. 1985. Aira-cho, Aira-gun, Kagoshima Pref. E. MATsul leg 315

exs., 6. X.1985. Kouyama-cho, Kagoshima Pref. E. MATsUI le9.
Distribution: Honshu, Shikoku and Kyushu (new record).

Nee(・/11/1eblus gl・anu/osus (M. SAT0, 1963 )

0(・/It/to/)1tl.、 sp : S. Kuwayama1967 in Insect fauna of the southern Kuriie Islands: 134.
Specimens examined:35 exs., 16-17. VII i940, Nakanokotan. Kunashir i, southern

kurile、S. KUWAYAMA & Y. SUGIHARA leg.
Distribution: Honshu, Shikoku and Kuriles (new record).
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11. Family Hydrophilidae

Laccobius (s.str. ) ,m'yuki MATsUI sp n o v

( ミ ュキシジミガムシ)

Head and pronotum fuscous or dark brown, with a pair of anteocular spots and the
sides of pronotum broadly yellowish brown. Antennae and palpi (except the club of the
former and the apex of terminal joint of the latter fuscous) also yellowish brown. Elytra
fuscous or dark brown, with the punctures、 humeral prominences and several obscure
disca1 spots brown or dark brown. Under surface black. with the sides of prothorax
broadly and elytra1 epipleura yellowish brown. Legs brown. with the coxae black and
the basal hal f of femora dark brown.

Shortly oval, convex and shining above.
Head and pronotum neither microreticulate nor shagreened. sparsely and・ distinctly

punctured. Front margin of clypeus gently arcuate-emarginate and that of labrum
nearly straight. Eyes broadly oval in shape. separated by about three times their width.
First joint of antennae elongate and thickened to apex 2nd nealy as wide as but about a
half as long as 1st、3rd and 4th very short and small 5th and6th glabrous and together
dilated to apex, and 7th to 9th densely pubescent and forming a loosely articulated
oblong club. Second joint of maxillary palpi dilated to apex and nearly twice as long as
wide3rd also dilated to apex but shorter than2nd,4th(apical ) moderately elongate and
longer than2rtd. Terminal joint of labial palpi as long as the preceding. with the outer
margin arched and the inner sublinear.

Pronotum about three times as wide as long、 narrowed from base to apex、 the front
angles rounded and rather broadly but not markedly produced forwards the hi nd

angles obtuse、 all margins borderd with a r o w of finer punctures, which a r e set in a

furrow along the base and just inside the fine outer edge at sides. Scutellum triangular、
nearly flat, about as long as wide, with several finer punctures.

Elytra about as long as wide, widest at anterior third. with the side rounded each

elytron bearing some twenty-one rows of punctures and the intervals wi thout a
microreticulation.

Mentum wider than long, subquadrate flat but somewhat uneven、 not closely finely
punctured. Under surface of thorax densely punctulate and pubescent. Prosternum with
a sharp longitudinal carina at middle. Mesosternum bearing also a longitudia1 keel at
middle which is. when seen from side angulate and minutely hooked before apex and
bearing some white hairs just  behind the hook. Fron t margin o f m es os t e r n u m

tuberculate at middle. Median part of mesosternum broadly but plainly convex, with a
n a r r o w longitudinal polished space on posterior half. Abdomen shining. sparsely
punctured、but the punctuation dense on apical segment. Femora of 「our hinder legs
glabrous and sparsely punctate. Metatibia slender and slightly curved. Male genitalia as
figured. lFig 6) Parameres as long as median lobe. Median lobe slender、 not so wide as
in L bode/l. Parameres slightly curved inward at apex.
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Body length: .312.8 mm. _: 3.2 mm.
Holotype (.j ) & Allotype (j ): Sata, Kagoshima Pref., Kyushu, 23. V. 1952、T

NAKANEleg.
Paratypes: 11j, Kenmin-no-mori. Mizobe-cho, Kagoshima Prof.. Kyushu 20. X I

l984, T. TANABE leg: l、:) Kouyama-cho, Kagoshima Pref., Kyushu 6. X. l 985, E
MATSUI leg.

Key to species of the genus La(,(・obius ERIcHsoN

First row of punctures of elytra more or less regular and the second irregular. Punctures differing in size

Seriate punctures of elytra and punctures of interspace regularly arranged. punctures about the same in
sjze. Head and p ronotum not microreliculate nor shagrccncd. Length about 3mm.  Head black .

pronotum reddish brown or black. elytra yellowish brown or blackish brown. Pro- and mesosternum with

a1ongcarjna jn middle. Carina of mesosternum arched anteriorly and laminate. Body more convex. )
genjlalia much longer than one-fourth of body length median lobe as long as parameres. (subgenus

a (・(・ o lll.f )
2. Melatibia straight. Body elongate about twice as long as wide. ) genital ia about one-thi rd of body

length. (subgenus 01・l/tola(・(・(11-)it1.s)_ _Length over3mm. Head and pronotum black microreticulatc.

shagreencd.Elytra yellowish brown. Scutellum not striate-punctate. Elytra with 10 rows of punctures and
djslincl humeral prominences and intervals more sparsely punctured. Kyushu (Kirishima1

川/)/)0川('11s GENTILI
length.  lsubgenus

3.

Metat ibia arched
MI(・l・o/ac e/)Ills)

Body more short. ) genitalia shorter than onc-「ourth of bod

Head black. pronotum reddish brown、 elytra yellowish brown. ) genitalia: median lobe slender but
suddenly broadened before apex apex slender and sharp. Apex of paramcrcs slightly arcuate outward.
(Fig 5). Elytra with21 rows of punctures. Hokkaido. Honshu. Shikoku. Kyushu: N- E Ch ina.

o de/1 SHARP

Head black、 pronotum reddish brown or black elytra blackish brown. ) genitalia; median lobe not so
broad before apex.only arcuate. Apex ofparameres slightly arcuate inward. (Fig 6). Elytra with21 rows
of punctures. Kyushu lKagoshima) '川l'll ・1  MATSUl  s n o v

Head and pronotum no t mic ro ret icu late nor shagrcened. Length 2.25-2.45mm. Head darkish, pro-
notum yellowish brown. elytra darkish. ) genitalia; median lobe slightly broadened at apex apical margin
arcuate-emarginate apical portion of paramercs smooth and slender.1onger than median1obe. lFig 7)

Elytra with 10 rows of punctures; interspaces fai rly sparsely and feebly punctate. Ryukyu lOkinawa)
'I a人'a ' lei GENTIL l

Head and pronotum microreticulatc. shagreened. Scu tellu m sparesly finely punctured.  Head and

pronotum darkish brown or reddish brown. Elytra black or pale yellow. with brownish or dark brownish
21 striate punctures. Metatibia slender、 slightly arcuate
Pronotum reddish brown elytra brown-dark brown. Discal spots dark. ) genitalia: median l obe b road

apex rounded. parameres with apex slender as long as median lobe. (Fig 81 Elytra with dark brownish
slrjate punctures. Length 2.6-2.8mm. Hokkaido, Honshu, Shikoku. Kyushu. Takara-jima lTokara ls.l

) t'1//a'Is SHARP

Pronotum dark brown elytra pale yellow. Disca1 spots light or not. _; genitalia: median lobe apex sharp
parameres with apex brQad.1onger than median lobe. lFig 9). Elyt ra with brownish striate punctures
Length 2.3-2.9 mm. Honshu. Shikoku. Kyushu /l'ag1/lS NAKA t
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Paracymus e、'anescens satsumanus MATsUI subsp n o v .

lFig. l l)

Very closely related to the nominate subspecies (Fig. 10), male genitalia are quite
similar, but the sutural stria is a little but distinctly shorter.

Holotype (? ) & Allotype(_,_): Kouyama-cho, Kagoshima Prof., Kyushu,6. X. 1985.,
E. MATsUI leg.

Paratypes: 1 ex., Hayato-cho, Kagoshima Prof., Kyushu, 5. VIII. l985., E. MATsu1
1eg.12 exs., Kouyama-cho, Kagoshima Pref., Kyushu,15. Vm. 1985., E. MATsul & T.

TANABEleg; 20 exs.. Kouyama-cho, Kagoshima Pref.、 Kyushu, 6.X.1985., E. MATsUl
leg.

Coe1ostoma of'bl('u/al'e (FABRIclUs, 1775 )

Specimens examined: 2 exs.. 5. VIII. l985. & 2 exs.. 14. IX. l985. Hayato-cho、
Kagoshima Prof. E. MATsul leg 2 exs., 5. Vm. l985. & l ex., 6. X. l985. Kouyama-cho,
Kagoshima Prof. E. MATsul leg. l ex.. 3. X. l985. lmuta-ike、 Kagoshima Prof. E. Matsui
leg.

Distribution: Hokkaido, Honshu and Kyushu (new record).

Dact.、、1oste1'nu'n abdo'm'nato ( FABRIcIUs, 1792 )

Specimens examined: l ex.、7. VIII. 1978, Kagoshima-City, Kagoshima Prof., K
TAKEMuRA leg. 1 ex.,21. X.1979, Nanrinj i-cho, Kagoshima-City, Kagoshima Pref., K
TAKEMURAleg. l ex.,26. Vl. l984. Kagoshima-City, Kagoshima Prof., Y. HARADAleg

D istri bu ti on: Honshu (Kanagawa Pref ), Kyushu (new record), Ryukyus (I
Tokunoshima, I. 0kinoerabu) and Benin Is. (1. Chichi-jima and Haha-j ima)

I'e1rocass's /a('l - '!s SHARP, 1884

Specimens examined: 2 exs., 29. V. l985. Kuriyama-cho. Hokkaido、T. ITO leg
Distribution: Honshu, Shikoku. Kyushu and Hokkaido (new record).

e/coital・os a ・ iel・ ,nai l s(SHARP、 l890

Specimens examined: 1 ex., 14. VIl. 1981. I. 0kinoerabu, Kagoshima Prof.
TAKAI leg. 1 ex.. 3. X. 1985. Imutaike, Kagoshima Prof., Kyushu. E. MATsUl leg.

Distribution: Kyushu (new record), 1. Amami-0shima, 1. Tokunoshima,
Okinoerabu (new record) and I. lheyajima

Y
I

He1oc/lales o/lkurai M. SATo, 1976

Specimens examined:1 ex., 14. IX. 1979. Haneji, Okinawa-j ima, T. KoHARA leg
1 ex., 26. V. 1983. 1. Ishigaki, Okinawa Prof. H. SAToM11eg.

Distribution: 1. Yonakuni、 l. Ishigaki (new record) and 1. Iriomote.
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Enoe/11'us u'liformis (SHARP, 1884)
Specimens examined:1 ex.,31. V.1962. I.0kinoerabu, Kagoshima Pref., Kyushu.

H . Nagai et a1.1eg 5 exs., 24. IV. l983. 1. Iriomote,0kinawaPref., H. Satomi leg.1 ex.,
20. V.1984. 1. Iheya-jima,Okinawa Pref., F. Sate leg.

Distribution: Honshu, Takara-jima (Tokara Is ), I. 0k inoerabu (new record), I.
Iheya-jima (new record), 1. Iriomote (new record).

Pa,・acv,nus e、,anescens SHARP, 1890

Specimens examined: 12 exs., 25. VIII. l980. &2 exs., 2. VIII. l980., 1. Ishigaki,
Okinawa Pref., H.Satomi leg.

Distribution: Takara-jima (Tokara Is ), 1. Ishigaki (new record).

Ste'''10/op/1uS(NeOSte''t1o/op/1us) ill('o'1splctMs(NIETNER, 1857)
Specimens examined: 1 ex., 31. V . 1962.. I. 0kinoerabu, Kagoshima Pref., M.

Nagai et al. leg. l ex.,13. VII i981., Shinjo, I. 0kinoerabu, Kagoshima Pref. Y. Takaj
1eg. 1 ex., 13. VII i981., &1 ex.,15. VII i981., 0yama, I. 0kinoerabu, Kagoshima
Pref. M. 0hara leg 2 exs., 6. VI I i984, 1. Tokunoshima, H. Fukuda leg.

Dist ri bu tion:  1. Tokunoshima (new record), I. 0kinoerabu (new record), I .

Yoron and Okinawa P ro f.
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摘 要

日本産ガムシ上科の3 新種及び1 新亜種を記載した (0chthebius hasegawai, 0c/1thebjus
nakanei (Hydraenidae), Laccobi1ls miyuki, Paracymus evanescens satsumatuts (Hydrophj_
lidae) ・ 新種の含まれる属については検索表を作成し, 更に数極については新分布を付した.
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On the Genus Platysoma from Japan
(Coleoptera, Histeridae)

Masahiro OHARA

Entomological Institute, Faculty of Agriculture
Hokkaido University. Sapporo. 060. Japan

Abstract The Japanese species of the genus Pial、・so,fia LEACH are revised. 0f them, two
species are described as new: Plat.、,so,na tsus/1i,nae and P take/liko1. Male genitalia are figured
and a key to the species is provided.

Introduction

The genus Plat、'so'Ila is one of the largest groups in the family Histeridae and
known to be distributed over the world. When the genus was proposed by LEACH in
1817, it was understood in a rather broad sense. Thereafter, i t was divided into some
genera、andApobletes was described by MARsEuL in1860, followed byLiop、,gutn LEWIS,
1891;  Plat_1'/'sfe'' LEWIS,  l892;  CI'/lsfel' CooMAN,  1941 =CI・/lsfoso,;Ia LEWIS,  1905
(Pa「tS): S1/inus LEWIS, 1907, Eu'.、'1iste'' BICKHARDT, 1919. In 1955 WENzEL treated
Eur、'/lste'' as a synonym of Plat、、sonla. At the present time the genus Plat、・so,na includes
about 135 known species in the world. However the higher classification of the tribe
Platysomini is not yet established and in need of further work.

In this paper、I will revise nine species of the genus Plat、、so,na from Japan including
two new species, P tsus/1inlae and P take/likol. This study was based mainly on the
col lection o f Pro f. T . NAKANE of the Laboratory o f Biosystematics, Kagoshima
University.
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Genus p1,atyso//Ia LEACH

Plat、'so';Ia LEAlr'H、 l 817. Zoo l. Misc. III: 77 (Type-species: Hister (・off!pl・essus HBsT.、 1783).
4hbotla LEACH. l830. Trans. Plymouth Instit : l56lType-species: Ahbotlapa.lkt・1/Ia,1un1 LEA(、H、l830= Hjste,

(・o'np,・essus HBsT.. 1783).
Eu''、'/ iste'' BICKHARDT. l919、Ent. Blatt. XV: 213 (Type-species: Plat.、,so,Ila sin(el・ul11 ScHM.. 18921.

Body broadly oval to ob1ong-subpara1le1、 more or less depressed, less than twice as
long as wide, usually black, sometimes fuscous. Antennae、 mouthparts and legs usually
1-eddish brown.

Head with frontal stria, and usually feebly punctate. Clypeus and labrum f re-
quently concave.

Pronotum with microscopic punctures, which are usually coarser on the lateral
areas. Pronota1 marginal stria complete. or abbreviated at the base. Lateral pronola1
stria is present frequently interrupted behind the head or behind eye on each side, and
sometimes abbreviated at t he base.

Elytra with a humeral stria finely and six dorsal striae strongly impressed, infernal
dorsal striae more or less abbreviated.

Punctures of propygidium and pygidium variable from ocellate ones to fine ones.
Pygidial margin not elevated.

Presternal l obe more or less broad marginate. Presternal process sometimes
striate. Anterior margin of mesosternum usually emarginate.

Protibia compressed、 with some denticles externally. Tarsal groove of protibia S-
shaped、 deep and sharply defined. Meta and mesotibia with a bifid spinule on the apex.

Male aedeagus surrounded by terminalia composed of the sclerites of eighth, ninth
and tenth abdominal segments. Tegmen composed of tubular basal piece、 which is free-
moving and articulated to the paramera. Paramera fused except the apical part formjng
a tube that surrounds that penis and is sometimes swollen on apical lwo-lhjrds.

In the species of the genus P/aりso,Ila it is difficult to distinguish the sex by external
morphology.

Key to the Japanese species of the genus Platysoma LEACH
l (61 P「onOtum smooth. impunctate(or at most microscopically punctuIate)
213) Body b「oadly oval; lateral pronota1 stria close and parallel to the edge:41h dorsal strja of elytra

apical but reaching a little beyond the middle5th also apical but only reaching the mjddle; body
length* .1.25-3.9mm.
Aedeagus of male genitalia slender; basal piece short a little thickened at base. (Fig,1_B& c)
(Japan: southern Kyushu. Amami-oshima. Tokunoshima、 and Okjnawa-honlo)

- - P. sat:u na LEw1s lFig.1-Al
3 C21 Body na「「oWly oval or oblong: lateral pronotal stria somewhat distant from the margjn and feebly

sinuate; either4th or5th dorsal stria of elytra is present on apical lwo-lhj rds
4 (51 Elyt「a 「u9ulOSc on apical third' dorsal striac l -3 complete 4th abbreviated al basal thj rd 51h an d



On the Genus Plat、,so1na from Japan 93

Sutu「al are Present on apical half; pygidium with a deep fovea on each side al the base; bodylength
3.3-3.65 mm. lmale genital ia: see description)
(Japan: Tsushima)

- P tSus/11'nae M. 0HARA n. sp. lFig 2-A)
5 (4) Elyt「a not 「ugulOSe; dorsal striae 1  3 complete 4th apical 5th abbrevjated al basal lhj rd. sutural

Stria wanting; pygidium without fovea; body length3.05_3.8mm.
Aedea9uS of male 9enitalia1ong and slender: tegmen thinned al basal fourth Fig 3_A & c1. only
feebly thinned in the male from Tokara-nakanoshjma. (Fjg 3_BI
(Japan: Tokara-nakanoshima. Taketomi-jima and Ishigaki-j ima・ Taiwan 1

- p. l//ll('tl'n BICKHARDT(Fig 4-A )
6 111 Pronotum punctate especially densely on lateral areas.
71101 Body fen9th 4.2-5.3mm presternal process with carinal striae: lateral pronola1 slrja ralherdjslanl

from the side margin.
8 (91 Sutu「al St「Ia on basal half but consisting of a row of moderately coarse punctures: dorsal strjae1_4

complete 5th obsoleccnt at base: body length 4.2_5.3 mm.
Male genitalia lFig 3-D & E).
lJapan: Hokkaido. Honshu. Shikoku and Kyushu: continental China)

- P. /ell'/sl MARsEUL(Fig 4-BI
9 (8) Sutural Stria is absent1 dorsal striae1-3 complete,4th and51h found on apical half:  body length

5.0 mm.

Male genitalia lFig 3-F & GI.
lJapan: Hokkaido and northern Honshu)

P. 、'aga'1 LF.wls lFig 4-CI
10 (71 Bodylength2.13-3.8 mm1 presternal process without carina1 striae・lateral pronotal strja rather close

to the margin.
l i (14) DO「Sal Striae I-4 complete. lin P. (・e/atun1 LEw rarely abbreviated at the base )
12 (l 31 Py9idia1 punctures almost as large as the coarse propygidia1ones: metaljbja wjlhoul a spjnc.or wjth

VC「y fine SPinules on outer margin; lateral pronotal stria complete: body length213_2g5mm
AedCa9us of maleg- italia peculiar in shape: paramera closed and becoming slenderer to apex (Fjg
5-A & B)
(Japan: Honshu. Shikoku, and Kyushu; continental Chjna1

P. ('e/ ' l tun LF_wls (Fig 4-D)
l3112) Pygidium more coarsely punctate than propygidium・ metatibia always wjlh a large spjnc on euler

ma「9in at apical two-thirds;lateral pronota1 stria narrowly interrupted on each side behind the eye;
body length2.9-3.4mm.
Male 9enitalia: te9ment swollen on apical two-thirds and broadly separated on the apjcal lhjrd (Fjg
5-C, D & E)
(Japan: Hokkaido、 Europe; Siberia: Mongolia; Korea)

p dp/(//1attl'n (GYLl.FNHAL) lFig 4-E)
14111 ) Dorsal striac l -3 complete.
l 51161 Sutu「al St「Ia iS Present on apical area;lateral pronotal stria narrowly interrupted on each sjdebc、hjnd

the eyot body length3.25-3.8mm. (Male genitalia: see descrjpljon1
lJapan: Taketomi-jima, Ishigaki-jima、and lriomote-jima・ Taiwan: Kayahara(northern Tajwan1)

- P. laA't'/1以-01 M. 0HARA n. sp. (Fig 6-Al
16 (15) Sutural stria is absent; lateral pronotal stria complete; body length2.4 3.1 mm

Male genitalia lFig 5-F. G & H)
(Japan: Honshu, Shikoku. Kytishti Tsushima. Tanegashima. Tokara-akuseki_jima and Amamj_
oshima)

- P. ''a.、'l/(' LEwIs lFig 4-F& G)
* Body fen9th Was measured from the anterior pronolal angles Io the tjp of the pygjdjum
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Platysoma satzumae LEWIS

Plat、'sotna sat-u'nae LEWIS. 1899, Ann. Mag. Nat. Hist., (714: 8. [Japan: ''Higo and Salzuma'、l = Kumamoto
and Kagoshima in southern Kyushu)].

Plat、'So'na(Plat.、'so'na) sa1-unlae: BICKHARDT、 l910. Histeridae Junk. Coleop. Cat., 8、 pt 24:23; BlcKHARDT.
l 916 -1917, Hister idae Gen. I ns.: 142.

Eu''、'/is le'' sat ::ilmae: Bl cKHARDT, 1919. En!. Blatt : 15.
Plat、、s0'na sat二u' nae: KRYZHANOvSKY and REIcHARDT、 l 976. Fauna USSR: 397.

Specimens examined. Holotype (sex indeterminate), 2、f ; & 3_f:,?. Kyushu -
l ex. Kagoshima, G. LEWIS, Coll. B.  M.  1926-369 (holotype ), Nansei Is. - 1 +
Hatsuno, Amami-oshima, 3/iii/1965, S. SAKURAl leg., 1 ,, ditto, 25/iii/ l965, S. SAKuRAl
leg.1 1,:j'. Nishinakama, Amami-oshima. 14/vill i 976, H. MAKIHARA leg.1 1 , 0hara,
Tokunoshima, 18/vill i 983, K.SuGAwARA leg.,1 ・ . 0ku,Okinawa-honto,30/vi/1976, M.
KINJ0 leg.

Distribution:  Japan (Kyushu,  Amami-oshima、  Tokunoshima,  and Okinawa-

honto1. New to the Nansei Islands.
Remarks: 1 had the chance to examine the holotype from Kyushu(Kagoshima) by

the kindness of Mr. M. E . BA(、cHUs、 Bri tish Museum(Natural History). As a result of a
careful inspection the specimens from the Nansei Islands were correctly identified with
P. sat - un lae Lew . This is the only Japanese species known to me that is broadly oval in
body shape.

According to BI(、KHARDT(l919), sat umae should be placed in the genus cut・_、'/lste1・
BICKHARDT. However、 WENZEL (l955) treated Eta'_、'/1stet' as a synonym Of the genus
Plat.、'so,Ila and most workers have followed him. P. sat二lanae is the only known species
of l″・1・/Is'e, group in Japan.

Platysoma ts//s加'mao n. sp

:j'.L.. Body length: 3.3-3.65 mm between anterior angles of pronotum and apex of
pygidium(3.65 mm in holotype), and2.9-3.2 mm between anterior angles of pronotum
and apices of elytra (3.2mm in holotype): width: 1.8-2.0mm (2.0mm in holotype).

Body oblong and rather convex.Fuscous and shining. Antennae, mouthparts, and
legs fuscous.

Head evenly and microscopically punctulate. Front not excavated. Fron tal stri a

well impressed and complete、 feebly crenate at middle.
Prono tum with sides feebly a r c u a t e and convergent from base to near anterior

angles thence more strongly arcuate; smooth with microscopical punctures. Pronotal
marginal stria complete. Lateral pronotal stria complete, finely crenate behind the head、
curved inwardly along the margin, and moderately distant from the margin.

Elytra microscopically punctulate throughout, densely rugulose on a broad area
along the margin. Epipleura bistriate: the outer (marginal epipleura1) stria strongly
crenate, the inner (marginal elytra1) stria rather smoothly impressed. 0blique humeral
stria well impressed on basal third of elytra. External subhumera1 stria is absent; internal
o n e no and found on apical half, but abbreviated at the apical end. Dorsal stria well
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Fig. l. P. sat::umae LEWIS. A: Male. -B: Male genitalia(0hara, Tokunoshima Is., l8/vii/l983),
dorsal view. - C di t to. lateral view.

1 .o m,

0 . 5 Im

Fig 2. P tsus/1i,tlae n. sp. A: Male. -B: Male genitalia (holotype, Mt. Ariake, Tsushima Is.、
Nagasaki, Kyushu, 22/v/l968), dorsal view. - C ditto, lateral view.
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impressed; l st to3rd complete;4th abbreviated at basal third;5th apical but extending a
little beyond the middle; sutural stria on apical half.

Propygidium feebly depressed and sparsely with ocellate punctures. Pygidium
rather coarsely, densely and umbilicately punctate on basal half, with a deep excavation
on each side at the base, the punctures moderatly sparse and becoming abruptly finer on
apical half.

Presternal lobe sparsely and finely punctulate, its marginal stria deep and complete,
keel densely with fine punctures1 carina1 striae well impressed on basal two-thirds, feebly
divergent posteriorly and united with each other across base margin. Anterior margin of
m es os t e r n u m broadly and feebly emarginate at middle; marginal stria complete,
continuous on each side with lateral metasternal stria. Meso-metasternal stria finely
impressed. Lateral metasternal stria deeply impressed and coarsely punctate. Meso-
metasterna1 disk evenly with microscopic punctures. Incoxal disk (first abdominal
sternum) bistriate on each side; inner stria complete; outer stria abbreviated at basal
two-thirds.

Protibiae with five denticles externally, the basal one minute.
Male genitalia: tegment1ong and slender; basal piece somewhat narrowed at apical

third. (Fig 2-B & C)
Specimens examined. 2(f_5 & 2 ,_、i.. Mt. Ariake, Tsushima Is. Nagasaki-ken,

Kyushu, 22/v/1968, MT. CHUJo leg. (one male the holotype, in the collection of the
Entomological Laboratory, Kyushu Univ )

Distribution: Japan (Tsushima).
Remarks: This species is easily distinguished from all the other Japanese species of

the genus by the presence of two large and deep excavations in the base of the pygidium
near the outer edge, and by the rugu1ose elytral surface. The presence of such

excavations is a character of the genus Liopygum LEWIS 1891, but in this genus the
pygidium is almost impunctate. The present new species is referable to Platvsoma on
account of the dense and strong punctation of the pygidium.

Pl,atysoma unlet‘m BICKHARDT

Plat、,soma l Plat、so''fat !″11- "1 B1fKHARDT. 1912. Ent. B11itt. VIII: 124. [Taiwan: Chip-chip].
Plat 1'.foma( Plat 1' ott1?11t//11- '11: BI(、KHARDT.1913, Ent. Mitteil.、 i l , 6:170; BlcKHARDT.1916-1917. Histeridae

Gen. Ins.: l42. DEsBoRDEs、 l 918、 Ann. Soc. Ent. Fr.. 87: 369.

Specimens examined 4、3(S & 5 .・. Nansei Is. - l  ex., Tokara-nakanoshima,
12/vi/1935, no collector、s name;1 3, di tto, 25/vii i972, H. MAKIHARAleg.,1 、:? Taketomi-
jima, Yaeyama-shoto, 19/iii/1983, T. & T. NAKANE leg., 2 & 1 , Banna, Ishigaki-
jima, l /iv/ l977. N. NlsHIKAwA leg. Taiwan - 11f Honbukei, 4/vi/ l965, T. SHIRozU
leg; 2.?'.j.., Chiponkei, 4/viii/1972, K. TERADA leg.,  l t., Ken ding, 28/vii/1972, K.
MASUMOT01eg.

Distribution: Japan (Tokara-nakanoshima. Taketomi-jima, and Ishigaki-jima),
Taiwan.

Remarks: This species is easily recognizable by the marginal elytra1 stria, which
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Pfatysoma le_sl MARSEUL
Plat.、、so'na /e、、'Isl MARsF.uL. l873、Ann. S oc. Ent. Fr.. (5) III: 222 [Japan: ''Hiogo and Nagasaki''].
p/aり'So'na (platySo'na) /e、、'ISI: BICKHARDT、 l910. Histeridae Junk, Coleop.Cat.. 8. pt 24: 20; BlcKHARDT.

1916-1917, Histeridae Gcn. lns: l41-0sAŵ ,1952, Entom. Rev. japan 6. Pl . l : 5.

Plat.、so'fla t Plat、'so'Ila) /e、、'Isl, f. '1akane10sAwA. 1952, Entom. Rev. Japan 6, Pl. 1: 5 [Japan: Morioka].
Pial.、'.?()'Ila( / /(11、/'ste' ) Ie、、 1st: Dost;0RDES. 1918. Ann. Soc. Ent. Fr.. 87:356: R目(、HARDT、 l934. Ark f. z001.

27A. l9: 6. [China: Kiangsu].
Specimens examined.  10 & 5_ , .  Hokkaido - 1 , Sapporo,  v面/1938  Y.

N ISHuIMA leg.  Honshu - l、)'  (Type of f.  nakane1 0sAwA),  Morioka、  Iwate-ken,
l8/Vi/ l944, no collector's name: l ex., Kumogahata, Kyoto-fu, 8/vi/1954、T. NAKANE
leg; l . lkeda, 0saka-fu 21/vi/?, HAsEGAwAleg., l .、Sasayama, Tanba, Hyogo-ken,
4/vii/1952, T. 0KuTANI leg. Shikoku - 11j', Shikoku, 1938, no collector's name; 1_1.,
Mikazuki,  Kochi-ken,   10/iv/1938,  M.  OKAMOTO leg.  Kyushu - l , Hakozaki,
Fukuoka-ken,26/vi/ l947, no collector's name:1,j, Yame-gun, Kushiete, Fukuoka-ken,
13/vi/l943, Y. MIYAKE leg.,  1:;, ditto、 10/vi/1952, Y. MIYAKEleg; 1 ex., Takanabe,
Hyuga, Miyazaki-ken, 21/vi/1945、T.  NAKANE leg;  1 j', Shibi-zan, Kagoshima-ken、
9/vi/ l982,  M- 0HARAleg; 2 & 1 +, Kurino, Kagoshima-ken, 26/vi/1981, Y. TAKA1
leg.

Distribution: Japan (Hokkaido.  Honshu,  Shikoku,  and Kyushu), Continental
China

Remarks: This species and、,agatls LEWIS may be separated from all t he o ther

Japanese species of Plat、'so'na by their larger size and by the lateral pronotal stria
broadly distant from the side margin(see also under P.、,agans).

pl,atySo//ta ;aglms LEWIS
Plat.、'So'na、'a9anS LF-WIS, 1884. Ann. Mag. Nat. Hist.、(5)8: 133 [Japan: ''Bibi. in South Yezo、' lsoulhern

Hokkaido)].
plat.、So'na(plat.、'So'na)、'a9a'1・?: BI(:KHARDT. l910、 HiSte「idae Junk、C0leop.Cat.. 8. pt 24: 24: B1cKHARDT、

l 916- l 917. Histeridae Gen. Ins.: 142

Specimens examined. 1 _i'   & 2., , . Hokkaido _ 1 .. Maruyama, sapporo,
3/Vi/1951 , T. KuMATAleg. Honshu - 1 、:) &1 ?_, Tsuta-onsen, Aomori_ken,14/vjjj/lg54,
T. KUMATAleg.

Distribution: Japan (Hokkaido, Honshu)
Rema「kS: This Species is allied to le、、,1sl MARsEuL, which is, however、 recognjzable

by the Complete4th dorsal stria and the presence of sutural slrja
P.、'a9ans iS known from southern Hokkaido and northern Honshu
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Fi9・ 3・ A -C P・ tMt('tl'11 BI(KHARDT. A: Male genitalia(Honbukei. Taiwan,4/viii965 )、 dorsal vjew
-B: Acdea9uslTokara-nakanoshima、Nansei Is.,25/viii972), dorsal view. _c Male genjlalja
(HOnbukei・ Taiwan)、 lateral view. D- E : P. /e、、,isi MARsF_UL. D: Male genilalja (Tashjro, saga、
Kyushu 10/Vi i i952、、 dorsal view. -E: di tto、 lateral view. F-G: p. 、agans LEWIS F : Male

9enitalia (TSuta-onsen, Aomori. Honshti l4/vii i/ l9541. dorsal view. _G: ditto, lateral view
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Fig. 4. A -G: Pial、'so' ila spp.. male in dorsal view. A: P. utlictai1 BlcKHARDT(Honbukci, Taiwan).
B: P. /e゙ 'Isl MARsEUL (Shibizan, Kagoshima、 Kytishu1. C P.、,aga,Is LEWIS (Tsuta-onsen.

Aomori. Honshu1. D: P. ce/,atu,;1 L1、wls (Takinomata. Aomori. Honshu). E : P dep/(1,1atu,11
(GYLLENHAL) (Raibetsu、 Shibecha. Hokkaido). - F:  P. l・asl/e LFwls (Miyaj ima. Hiroshima.
Honshu 1. G: P. l・asl/( LEwls lTokara-akuseki-iima. Nansei Is.、

Platysoma celatlan LllwIs

99

p lat、,so,na (・e/at t‘, t1 LEWIS、 l 884、 A nn. Mag. Nat. Hist., l518: 134 [Japan: Yokohama]
Plat、,so,;Ia ( P/alysomal (,e/atu,n: BlcKHARDT、 l910, Histeridae Junk、Coleop. Cat..8、Pt 24:23: BICKHARDT

l 916 l917. Hi sleridae Gen. Ins.: l39: Co()MA . l948. Notes ent. chin. Mus. Heudc. XIlll1l:130[China:
Chenkiang]; 0sAwA& NAKANE.1951. Bulletin of the Takarazuka Insectarium 79: 2.

Plat、'.l ),;Ia ce/att1'n: KRYzHA、、10vsKY and RFl cHARDT. 1976. Fauna USSR: 395.

Specimens examined. 19;):) & 19 , , . Honshu - 1 _, Yasumiya. Towada. Aomori-
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ken, 27/vii/ l954, K. SAwADAleg.1 1 :;' & 2 . - Takinomata, Aomori-ken, 24/vii/1961 . K.
KITAYAMAleg;1 .手., 0dayama, Mt. Monden, Kita-aizu, Fukushima-ken,22/v/1948. Y.
K.  leg;  2 - Oyama,  Wakamatsu、  Fukushima-ken, 14/v/1947,  Y.  K.  leg.,  1
Kamishikawa, North-echigo, Niigata-ken, 8/vill i951、 H. KolKE leg.1 2 j ;) & 2 .1_ _:

、

Kurokawa、 North-echigo, Niigata-ken、5/ix/1957, K. BABA leg.、l :), ditto, l0/viii/1957,
K. BABA leg;1 、) ditto,3/v/l955. K. BABA leg.,1 ;1, ditto,2/iv/1955, K. BABA leg; 1 ..
ditto, 24/ix/1956, K. BABA leg., 1,;f, ditto, 2/iv/1959, K. BABA leg; 2 & l ・?, ditto,
27/vi/1956, H. KoIKEleg; 1 f, ditto, 16/iii/1958, H. KoIKEleg ;1 ,j , ditto, 24/ iv/ l969, H.
KoIKEleg.11 、) & 3 _ . Noziri, Gaizinmura, Nagano-ken 29/vii/ l946 T. NAKANE leg:
l . Kitamakimura、 Nagano-ken、 23/vii/ l948、 no collector's name; l_,, Seikigawa.
Noziri-ikenodaira, Nagano-ken, 28/vii/ l940 T. NAKANE leg; 2.33 & 3.. ,、Kagenobu、
Tokyo-to, 7/v/1961, S. KoNDo leg; 3 , Fuji-pass, Yanaizu, Kawanuma, Shizuoka-
ken, l8/iv/ l948 Y. K.1eg;1 ex.、Higashi-ashida, Hyogo-ken,31/viii/1960, no collectors
name: l、;', Daisen、Tottori-ken 26/iv/ l942, K. SAKAGUcHl leg.

Distribution: Japan lHonshu, Shikoku [according to H lsAMATsu (19851]、 and
Kyushu [according to TAKAKURA (1985)]); Continental China.

Remarks: This species is the smallest among the Japanese species of Plat、,soma, and
allied te l・asl/e. These two species are however. otherwise easily separated by their
coloration and striation: (・elatum is reddish brown at lateral area of pronotum, while
l-aslle is black throughout: (・elatlil11 is rather similar to dep/anatum in striation. Their
distinguishing characters are given in the key.

platySoma deplanatum ( GYLLENHAL)

Hislel' do/)/a11altl'n GYLLENHAL. 1808. Ins. Suec. I: 85 [Europe].
P/,al、'sot11a depresst//;1 var. ) PAYKULL, 1811, Mon : 103. t 8. 「. 8.

1)fat、'so'fia dept'es.lt″11 var. (let)1ana11u'1 ER1cH1soN. 1839. Kilt Mark Brdb.、 I: 652.
P/a'.1'Mil .、lh1,'1(・_1 REITTER.1879. Deutsch ent. Zeitschr : 214 [Sibiricn].
P/_ 'so'nasihi' [(ta;1: ScHMIDT. 1885、 Bert. Ent. Zeitschr 29: 326、 LEwls. l906、 Ann. Mag. Nat. Hist.. (7117:

340 [Japan: Sapporo、 Hokkaido]
Plat、'so';la de/)1anatt//11: KRYZHANOVSKY and REIcHARDT、 l976、 Fauna USSR: 395.
Plat.、'soma l Plait'so'na) dep/a11alu'11: MAzUR. l981、 Fauna Poland: 171.

Specimens examined. 3, & 7.,_ . Hokkaido - 1 l lwamatsu, Tokachi.
27/vii/1946, KosUGl et SAKAGAMl leg; 1.j、Raibetsu, Shibecha, 12/vii/1973, K. IulMA
leg., l .;, Yasukuni、22/vill i977. N. N1sHIKAwA leg., l 、:;' & 4 .l ,, Ashoro-mura. Tokachi,
5/viii/1949、 R. MATsUDA leg.  (Kyushu Univ ): 1 +,  Nishiashoro-mura,  Tokachi,
27/vii/1949、 R. MATsUDA leg. (KU): l , , ditto,17/viii/1949, R. MATsUDAleg. (KU).

Distribution: Japan (Hokkaido), Europe; Siberia, Mongolia1 Korea.
Remarks: This species is rather similar to Apobletes species in the shape of

aedeagus: basal piece long, tegmen swollen on apical two-thirds.
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0 .5 mm

G

H
Fig 5. A B: P. (・e/atul11 LF_wls. A: Male genitalia (Tokinomata. Aomori. Honshu、27/vii/l961),

dorsal view. - B: di tto ' lateral view. C- E: P dep/anatta11 (GYLLl_ HAL). C Male genitalia
(Raibetsu、Shibecha, Hokkaido, 12/vil l i973). dorsal view. D: dit t o. ven t ral view. - E: d it to、
la te ral  v iew. F - H:  P.  ,・ast /e LEWIS.  F:  Male genitalia (Miyajima.  Hiroshima、  Honshu
l2/vi/1971 )、dorsal view. -G: ditto.1atcra1 view. -H: Aedeagus (Tokara-akuseki-jima. Nansei ls..
ii i/I982), dorsal view.
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Platysoma takehikoi n. sp

;)+. Body length: 3.25-3,8 mm between anterior angles of pronotum and apex of
pygidium(3.75 mm in holotype), and2.75-3.2 mm between anterior angles of pronotum
and apices of elytra(3.2mm in holotype), width: 1.7-2.1 mm (1.9mm in holotype).

Body oblong and feebly depressed dorsoventrally; black and shining. Antennae,
mouthparts and legs reddish brown.

Head densely and finely punctulate、 sparsely with coarse punctures on the vertex.
Clypeus gently concave. Labrum strongly concave. Mandibles moderately developed.
with one denticle on inner margin, and concave on basal half. Frontal stria complete
almost straight at middle.

Pronota1 sides straight and parallel to each other on about basal two-thirds、 thence
arcuate and convergent to apical angles. Anterior margin strongly emarginate, the
median portion of the emargination feebly arcuate outwardly. Pronotum microscopi-
cally punctulate throughout, sparsely intermingled with coarse punctures, the latter
nearly obso lete at middle and most prominent laterally in a ra ther broad a r e a s .

Marginal stria complete. Lateral pronota1 stria rather close to the margin, narrowly
interrupted on each side behind the eye, straight at middle behind head nearly for the
width of the latter (sometimes narrowly interrupted at the middle). Scutellum small,
equilateral triangular.

Elytra microscopically and sparsely punctulate、 the punctures coarser along
posterior margin. Epipleura bistriate; the outer (marginal epipleura1) stria sparsely and
finely punctate rather smoothly impressed: the inner (marginal elytra1) stria strongly
impressed. 0blique humeral stria finely impressed on basal third of elytra. Dorsal stria
well impressed11st to3rd complete:4th on apical third,5th on apical sixth, sutural stria
longer than the5th, beginning at middle and ending a little beyond basal end of the5th.
(sutural and 5th dorsal str iae variable; sutural str ia occasionally interrupted and

shortened, but always present; 5th may be interrupted at base )
Propygidium with a slight depression on each side rather densely ocellate-punctate.

Pygidium sparsely with medium sized punctures, which become finer apically.
Presternal lobe broadly truncate at apex、 marginal stria complete1 disk of lobe

sparsely with fine punctures. Presternal keel of moderate width. without carinal stria.
Anterior mesosternal margin rather broadly and arcuately emarginate al middle;
marginal stria well impressed, complete, continuous on each side with inner lateral
metastemal stria. Meso-metastemal stria feebly impressed. 0 uter lateral metasternal
stria shallow. Inner one deeply impressed, extending to the 11nterior edge of the hind
coxa, bent inwardly at the end. Meso-metastema1 disk sparsely with microscopic
punctures. Incoxa1 disk (first abdominal sternum) bistriate on each side; inner stria
complete, outer stria on posterior half.

Protibiae with four denticles externally: the basal one minute.
Male genitalia: tegmen gradually thickened from base Io beyond middle、 thence

narrowed at apex1 basal piece thickened at the base. (Fig 6-B & C).
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Fjg 6. P. lakehikoi n. sp. A: Male. -B: Male genitalia(holotype,0hara, lriomote-jima, Nansei ls.,
29/xi/l981), dorsal view. -C ditto, lateral view.
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Fig. 7. A: Platysoma sat::u,nae LEWIS, (holotype, Kagoshima, Kyushu, George LEWIS, Coli. B. M

l 926-3961. -B: P tsus1linlae n. sp. (holotype、. -C P takehiko'' n. sp. (holotype).
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Specimens exarr1ined. 6:;'、3 .& 8 +? . Nansei Is. - 3 、3.5 &2 ..,.、0hara, Iriomote-jima,
29/xi/1981, T. NAKANEleg. (one male the holotype, in the collection of Dr. T. NAKANE),
l :?, Otomi, Iriomote-jima, 21/xii i960,  K. YAsUMATsu leg.  (Kyushu Univ );  1ェ.,
Taketomi-jima,  30/xi/1981,  T.  NAKANE  leg;  2-+l_,  Ishigaki-jima,  12/vii/1974,  H.
MAKIHARAleg., l (f, Bannadake. Ishigaki-jima,12/vill i973, H. TAKlzAwAleg.l l .j &1 1,
Yonehara, Ishigaki-jima.  18/viii/1976, K. KAwADA leg. Taiwan - 1(f , Kayahara
(Hsuanyuan), Nishimura northern Taiwan (Taoyuan Hsien),24/vi/1941, A. KIRA leg.

Distribution: Japan (Taketomi-jima. Ishigaki-jima, and Iriomote-jima1; Taiwan.
Remarks: This new species seems to be closely related to P brail,nanl LEWIS, 1910

from India and P d,esbo,'tie・sl CooMAN.l930 from Tonkin. According to CooMAN(1930).
the pronotum is ''regulierement echancre ' on the anterior margin in bl-ail,flan l and
carinal striae are present on the presternal keel in desbo,・dost. The new species differs
from them in the median portion of the emargination arcuate outwardly, and in the
absence of carina1 stria.

This species is allied to t・astle LEw. occurring in Japan, but these two species are
easily separated by their striation.

Pl,atysoma rasile LEWIS
Plan'so''fa t・asl/e LEWIS. 1884. Ann. Mag. Nal. Hist.. l5)8: l34 [Japan: Kumamolo and Konose in Higo].
Plat.lso''fat Plat、'so'Ila) ' isi1 [sic]: BlcKHARDT.1910. Histeridae Junk. Coleop.Cat.、8. pt 24:23; BlcKl lARDT.

l 916- l917, Histeridae Gen. Ins.: 142: DEsBoRDEs. 1918. Ann. Soc. En l. Fr., 87: 363.
Pial、'so'fia( Plat、'somali'asl/e: CooMAN.1948, Notesent. chin. Mus. Heude.、x il、(l l ): l31 ;0sAwA、l952、Entom.

Rev. Japan,6, pt. l: 5.
Plat、'so'na l',asl /e: KRYZHANOVSKY and REICHARDT. l976. Fauna USSR: 394.

Specimens examined 5 ) &91 二. Honshu - l ) Takao-san、 Tokyo-Io,24/v/1970,
K . MAsuMoTo leg., 1 +, ditto, 9/vii/1961, S. Kondo leg.,  1. Kinda-zan, Gifu-ken,
l0/vi/1947, D. MATSUSHITA leg;1 †, Mimune, Mie-ken. l8-21/viii955. H. 0HIRAleg: l
ex..  Unio.  Kyoto-fu.  21/ix/ l950,  F.  TAKAHAsHl  leg., 1  ex.、  Kasuga,  Nara-ken,
13/vii i958, T. NAKANE leg; 1 & 1 :, Miyajima, Aki. Hiroshima-ken, 12/vi/1971, S.
OSAWA leg. Kyushu - 1.f, Fukuchi-yama, Fukuoka-ken 24/v/ l976. Y. TAKAKURA
leg; 1 ., Soho-san, Fukuoka-ken.19-20/viii/1930, K. KuRosAleg., 2 . & 3 .1_, Kurino,
Kagoshima-ken, 3/lilt985, M. 0HARA leg. Nansei Is. - 1 f Tokara-akuseki-jima,
iii/1982, K. ToMIYAMAleg.,1 ・.、Hatsuno, Amami-oshima31/iii/l966, Y. KusUlleg.

Distribution:  Japan (Honshu.  Shikoku*,  Kyushu Tsushima*, Tanegashima*,
Tokara-nakanoshima*,  Tokara-akuseki-jima,  and Amami-oshima )  [*according I o

HlsAMATSU (1985 ).]
Remarks: The male specimen from Tokara-akuseki-jima differs from the other

males examined in the4th elytra1 stria reaching but a little beyond the middle and the
5th running on the apical half; the basal piece of genitalia is thinner than in the other
specimens.
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摘 要

日本産ナガェンマムシ属PlatySOmaの分類学的再検討を行なった. 対馬からp tsushjmae,
石垣島, 西表島, 竹富島, 台湾からP・ takehikot を新種として記載した. また, 原記載以来
記録のなかったP・ SatZumae LEW. を南西諸島から新分布として記録し, 既知種である次の
6 種, p・ umCum BICKH., P.1eWfSf MARS., . vagaas LEw., . ce!afMm LEw., p depjanaf g
(GYLL・), P・ 「aCile LEW・ を加え全9 種について検索をつくり, 雄性交尾器および背面部を図
示した.
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A New Catopid Beetle (Coleoptera, Catopidae)
from Japan

M asaaki N ISHIKAWA

3014-1112021, Iriya4. Zama、Kanagawa228. Japan

A tlst ract A new species ofcatopid genus No,11adus is described under the name of IV asag1. Il
was collected on the Tanzawa Range, Central Japan.

Up to the present、 two species of the genus Ne111adus C. G. THOMSON, l867 have
been known from Japan. They are No,nadusJapanus ColFFAIT et S. -I. UENo, l955, and
N. lsh1/1a''at MIYAMA、 l985. which are usually found in caves but sometimes captured in
open field.

In the present paper, I am going to describe a new species of this genus discovered
in epigean habitats on the Tanzawa Range (alt 50()-1000m) in Central Japan. The
abbreviations used in this paper are as follows: WH-greatest width of head including
eyes, WP-greatest width of pronotum; LP-median length of pronotum; WE-greatest
width of elytra. LE-length of elytra; M-arithmetic mean.

Before going further, I wish to express my deep gratitude to Dr. Shun-Ichi UENo of
the National Science Museum (Nat. Hist ). Tokyo、 for not only giving me advice bul
also supplying with literature and critically reading the original manuscript. Thanks are
also due to Mr. Yukihiko HIRANo, 0dawara City for his constant guidance after I
started in the study of Catopidae. I would like to dedicate this brief paper Io Dr

Takehiko NAKANE who has made many contribution to coleoptero1ogy.

No//ladus asagl' M. NlsHIKAwA. sp n o v

(Figs. 1 2)

Male. Length 2.0- 2.3 mm, width l .1 mm. Body oblong-oval. Head and pro_
notum shiny blackish brown with silky adpressed pubescence, except for hind angles of
Pronotum which are more or less paler; mouth parts reddish brown: antennae with
suberect silky pubescence、 1st to5th antennal segments clear reddish brown,6th slightly
darker, 7th to basal hal f of 11th blackish brown apical half of last segment paler, elytra
shiny chestnut-brown. with silky adpressed pubescence1 epipleuron darker: vent ral
surface mostly dark reddish brown abdomen with posterior margin of each slernjles
reddish brown; legs reddish brown with protarsi paler.

Head de?exed、 fan-shaped、 widest at the leve1ofeyes:occiput convex. with close
punctures; labrum fused with clypeus: genae bearing a small ridge on each side; eyes
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Fig. 1 . Nemadtls asagl M. NlsHIKAwA, sp nov.. 3. from Dodaira.

prominent, maxillary palpus with2nd segment stout、 twice as wide as long、3rd slender.
conical, apically acute, l/2 as long as2nd. Antennae rather roubusl about l/3 as long as
body; ratio of length and width of antennal segments from basal to apical:8,5,8,4;6,
4; 3, 4; 3, 5; 2.5, 5, 5.5, 6; 2, 6.5; 5.5, 7; 6, 6.5, 10.5, 6.

Pronotum trapezoidal narrowed anteriorly, with sides rounded, widest at base,
WP/W i l 48-1.60 (M 1.09). WP/LP 166-1.76 (M I 71); front angles rounded, basal
margin slightly sinuate, disc closely punctate-striate.

Elytra long and narrow, WE/WP l.08-1.19 (M 1.091, LE/WE t 39-1.42 (M I 41 ),
with sides gently arched and rounded at apices; epipleuron gradually narrowed ending
at apical 1/6; surface finely punctate. closely bearing transverse striae. Ventral surface
finely punctured. Hind wings full.

Protibia dilated at inner side、 widest at the middle, though almost straight at
outer Side. 1St segment of protarsus broader than apex of prolibia, Isl segment of
mesotarsus slightly dilated.

Genital segment as shown in Fig 2. Basal piece of genitalia elongate as long as
med ian lobe. Median lobe pointed apically, widest at base. Parameres conchoidal、
constricted at basal t/3, with hooked apices.

Fe,ita lo. Length l 8 -2.2 mm. width 0.9-1.l mm. Similar in general appearance to
male. Ratio of length and width of antennal segments from basal to apical:8,5,7,4;5,
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Fig. 2. Nelnadus asagi M. NlsHIKAwA, sp nov. - A-B. Antennal segments (A, ; B, ), C,
proljbja and prolarsus in male; D-F, male genitalia(D dorsal view; E、 oblique lateral view; F,
left paramere in lateral view1; G, male genital segment. Scales:0.25 mm(for A to F) and 0.5 mm
(for GI.
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313、3; 3, 4, 2.5, 5; 5, 5.5; 2, 6; 5, 7. 5, 6; 9.5、5.5. WP/WE t 48-1.51 (M I 49); WP/LP
l .73-1.90 (M I 82); WE/WP1 .07-1.18 (M 1.13); LE/WE t 33-1.40(M I 37). Inner side
of protibia, protarsi and 1st segments of mesotarsi not dilated.

Type series. Holotype: , allotype: . Dodaira, alt. ca. 1000m, Higashi-Tanzawa,
Kanagawa Pref., 28. V.  1983, M. NIsHIKAwA leg.  (trap). Paratypes:  12 9 , '

,

Fudakake, alt. ca 500m, Kiyokawa, E Tanzawa, Kanagawa Prof., 2. V. l981, M.
NlsHIKAwA leg., l ,j , same locality, 11. V. l981, M. NISHIKAWA leg., l 1', same locali ty,
30. 111. l982, M. NlsHIKAwA leg. (trap); l ;) 41+ s a m e locali ty, 11. IV. 1982, M.
NISHIKAWA leg. (t「apS).

The holotype and allotype are deposited in the collection of the Department of
Zoology, National Science Museum(Nat. Hist.1, Tokyo. The remaining paratypes are
preserved in the author's collection.

This new species can be distinguished from the other species of the genus Nemadus
by the shape of antennal segments, male genitalia, and so on.

Field notes. The specimens taken in l981 were found by si fting the soil under a dead
deer,  together with 48 exs.  of M i d'onetnadus pusi//Imus (KRAATz), 18 ex s. of
Pl'lonoc/laefa /1al'';1ancfl /Ia'mane/l PoRTEvIN, 2 exs. of Mesocafops /apoM- s (JEANNEL),
205 exs. 0f Scloff''ope'ffes /iMlalus /iM7a「Ms(SPENCE),13 exs.0fS. 「st'人'arno「0' NAKANE, I9
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exs. of Catopsht11eri KRAATz, 2 exs. of C miensls NAKANE and3 eXS. of undete「mined
Catops(cf. NIsHIKAwA, l983).

L iterature

coIFFAIT. H. & S_I UEN0, l955. Catopides des grottes du Japon. Description d'un nouveau No'naduS・ Notes
Biospa, 10: 161-162.

JEANNEL, R..1936. Monographiedes Catopidae. Mom. Mus. Hist nat. Pa「iS, (n・S・), 1:1-433・
MIYAMA、H , l985. Notes on catopid beetles of Japan, 1. Trans. Shikokuent・ SOC-, l7: 15-20・
N IsHIKAwA、 M , 1983. Catopid beetles associated with deer carrion. KanagaH'a-C/tulle, KaH'aSaki, (691:

26-30. (In Japanese )
szYMc zAKowsK1, w .、 l 961. Element palearctique clans ta faune orientate des Catopidae(Coleoptera). Acta
二00/. (・l・a(・o、,.. 6: 123- l36.

_ 196 4 Analyse systemalique el zoogeographique des Catopidae (ColeoPtera) de la Re9iOn
Orientate. Ibid. . 9: 55-289.

摘 要

神奈川県の丹沢山塊から発見されたヒメチビシデムシ属の新種Nemadus asagi M. NIsHI-
KAwAを記載した. 本属の他の種とは触角の形状, 雄交尾器で識別できる. なお和名はタン
ザワヒ メチビシデムシと したい.
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Consideration of Internal Morphology
for the Taxonomy of Pselaphidae

H isashi OHIsHI

Hiyoshicho16. Imakumano, Higashiyama-ku Kyoto605. Japan

A bstr ac t In the present paper the results of my methodological research in the taxonomy of
Pselaphidae were reported. The internal structure of the body wall et the abdomen wa s

discribed and its taxonomic significance was discussed.

Int roduction

In the taxonomy of Pselaphidae many elaborate works were already published by
P「eViOus authors. The first monographic works were made by REI(・tiF_NBAcHl1816) and
LEA(H (1817). But RI ITTER(1881-84) produced more important efforts on European
Pselaphidae. Then、RAFFRAY (1903-04) described a vast number of genera and species
from various parts of the world, and moreover he divided Pselaphidae intel8 tribes and
established a taxonomic system of Pselaphidae. In his voluminous and elaborate works
we find the best account of the system in the taxonomy of Pselaphidae. These works

were succeeded by PARK(19611 and others and the knowledge on psclaphiadae was fur_
thor. increased. But the studies were mainly based upon the observations o「external
structures of the beetles because of their diversity in shape. 0n the other hand JEANNIL
( l949-59) described many species from A「rica and other regions、 and elected a series of
tribes and subfamilies by using new taxonomic method. He laid stress on the research of
the structure of male genital organs and repeatedly revised the former works by his
reSearch.0n the basis of this new method he established further a new taxonomic system
of Pselaphidae.

As to Japanese Pselaphidae, the study was initiated by SHARP(1874-83) and he
described many species from Nagasaki、Hakone、 etc. During the following seventy years
only a few species were added to Japanese fauna by some authors. Then JEANNEL(1958)
described many species and elected a taxonomic system of Japanese Pselaphidae in his
revisi onal work.

In spite of the efforts of these authors the knowledge of Japanese Pselaphidae is yet
meagle. For example, even in Nagasaki district, where is well known place Io a l l

taxonomists of Japanese Coleoptera many unrecorded species are observed and

moreover, in some of them their taxonomic positions arc still undeterminable. A vast
number of undescribed species will、 therefore remain to be discovered or studjed jn
Japan.
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But, jn the taxonomy of Pselaphidae many difficulties are before us. In PartiCula「
''these small Coleoptera present a great diversity of extraordinary Shapes (SHARP・
1g0l )、and jn this case we find extreme differences in the feartures among related species
and on the contrary similar structures developed in several groups independently. Uncle「
the cjrcumstances, if we draw a conclusion from the examination of easily observable
characters such as antennae, maxillary palpi body surface and legs, there would be a
possjbjljty that the analysis of the phylogenetic relation commits errors. In the Study of
the male genjta1organs we also encounter similar difficulties, to begin with the females
can not be determjned, and the structure of the male genital organs iS f「equently Ve「y
compljcaled and presents the same great diversity as in external. Therefore, it iS Ve「y
djffjcult to define exactly the homology of the structures amon9 Species.

In conclusjon jl would be reasonable to propose that the characters used by the
former authors are insufficient to the study of the taxonomy of Pselaphidae、So that it iS
necessary to research into new taxonomic characters which would really exhibit the
phylogenetic relations of the species, genera、 tribes etc. Then, for this research a new
method of p1-eparatjon of specimens is needed. Because application of easily observable
external characters in the current method is mainly due to the fact that the pSelaphid
specjmens are mostly dried and mi nute i n size and difficult to dissect by ordinary
practice.

On the basis of this consideration. I aimed to research i nto n e w taxonomic

characters in this methodological study and have come to the conclusion that the
jntema1 stl-ucture of the body wall et the abdomen is one of the most sl9nifiCant
characters in the taxonomy of Pselaphidac.

In the main I agree with the taxonomic system of JEANNEL(1958,59), but Sug9eSt
some revisional comment.

M ethod

All the materials used in this study were fixed and preserved in 70% alcohol. To
facilitate the dissection these alcoholic specimens were softened and cleared with warm
lactic acid. Then they were dissected in glycerine by sharp needles under the high
magnjfjcatjon of stereoscopic microscope. The abdomen was detached from the body
and its segments were isolated one by one. These parts were put on a slide glass and
mounted with glycerine. The structures of cross section of them were investi9ated under
the magnification of X150-800.

Result

The auther examined about 200 species from Japan, Formosa、 etc. The results of
the investigation were that many new characters of the internal sturucture of the
abdomen have been found. They were evaluated and selected from the point of view that
the characters really represent the specificity and phylogenetic relation of species.
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9ene「a、 cto. The author Paid also at ten ti on t o the individual variability and the
deformation caused by the treatment of the specimen.

Fundamentally they may be summarized in the two important pojnts as follows:
A .Structure of the inner process. - 2

B. Arrangement of the abdominal cavities. - 3

In Connection with these characters it would be necessary to mention about the
st ructure of the abdomen. - 1

1. I n the previous studies the abdominal structure of Pselaphidae was not
p「eCiSely examined and the observation of the details of this structure was neglected
Therefore、 the author accounts for the following points:

(l ) The number of the abdomiila1 segments.
(21 Flexibility of the abdomen.
(3) Structure of each segment of the abdomen.

(1 ) In Pselaphidae the abdomen is composed of eight segments (Figs. lA、B)
Besides. in the male of the majority of the species examined by the author the segment Ix
iS me「e o「 less sclerotized and a part of this segment exposed (Fig.1E). The lergjles
I V-VIII and sternites III-Vm are visible externally.

In So9mentS I -II the tergites I- II are membranous and the sterniles I_I I are
extremely reduced. Segments III-VIII are well sclerotized. (Tergjtes I_III and vIl_viii
Provided with a pair of spiracles, while they are reduced in tergites Iv_vI (Fjgs. lA, B))

(2) So9mentS II I- VI I I are connected t o o n e another by t he inlersegmenlal
memb「ane(conjunctiva). so that the abdomen is more or lessflexjble(Fjgs.1A、B) But,
the Se9ments III and IV are frequently immovable by the fusion in varjous degrees,
Whereas the fusion of the other segments is very rare(Pal・a(1,arlgel・, srlpesa, f a,・rl・gt・l・)

(3) In So9ments III -VII each segment is composed of four separate sclerj les:
te「9itC. a Pal「 of Paratergites (1aterotergites) and sternite. They are connected Io one
anOthe「 th「ough membrane and the paratergites working as hinge make the tergjle
movable do「So-ventrally. Thus although they arc strongly sclerotized, each segment
posseses the ability to contract and expand (Figs. 1F、G1

So9ment VIIi iS usually composed of tergite and sternite,1ackjng jn paratergjte
Sometimes. in the segments IV-VI the tergite, paratergites and slernjte jn each

So9mCnt a「e fused to one another and become a continuously sclerolized annulus The
9「adeS of this fusion in abdominal segments are classified info three types as follows and
summarized in the table attached.

A・ In So9ments IV V I II the ter9ite, paratergites and slerni le are completely
SePa「eted f「om one another.0nly in a few cases a part of the paralergjles js confluent
with the sternites (Figs. 1A、B).

B・ So9ment IV becomes a continuously sclerotized annulus. In segments v_vIl the
to「9ite and Ste「nife arc separated, and all ot the paratergiles are con uenl wjth the
sternites (Fig. lC).

Cln So9mentS IV-VI the tergitc、paratergites and sternite are fused. In segment vIl
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the tergite and sternite are separated.1acking in paratergite (Fig. ID)

2. In segments IV-VIII especially segment IV o r IV - V, conspicuous internal
process or endoskeletons are observed. In general the tergite and sternite are provided
with a hord-like ridge or antecosta on their basal margin (a(, Fig. 1F). Both sides of the
antecosta of the sternite protrude dorsally forming a pair of internal process. It may be
named as ''conical projection ' (cp Fig. 1F). On the other hand the position of the
antecosta of the tergite which confronts with the apex of the conical projection is
provided with an inner fovea (tf Fig.  IF). It is the insertion point of the conical
projection.

As men tioned already each abdominal segment is movable dorso-ventrally. When
the abdominal segment is contracted and the tergite is lowered the apex of the conical
projection is inserted into the inner fovea of the tergite and the tergite is supported by
the conical projection of the sternite (Figs. 1F, G).

Contrary to the above, sometimes both sides of the tergal antecosta are protruding
and forming a pair of conical projections. In this case the conical projection ofsternite is
more or less developed, the apex being provided with an inner fovea. into which the
conical projection of the tergite is inserted (Fig. 1L).

When the abdominal segment is fused to form a sclerotised annulus, synchronously
the conical projection of the tergite and the antecosta of the sternite are fused to each
other, forming a pilar-like structure between the tergite and sternite (Fig. lH1.

3. In segments IV-VII(VIII )、especially segment I v or IV- V the curious invagi-
nations of the body wall are observed on the tergite and sternite. They are forming charac-
teristic cavities which are composed of two pairs and located on the position of the ante-
costa of the tcrgite and sternite respectively. Thei r inner sur face is covered with re-
ticu late or transversely striolate microsculpture. The inner cavity m ay be named a s

' 'medial cavity'' (,;lc Fig 2A) the outer one as ''lateral cavity''' (/c Fig 2A).
The medial cavity lm(・) of tergite is developed ventrally, and i t is frequently

connected with each other by a transversal groove. In appearance i ts locus is evidently
marked by a basal carina (f;l(・ Fig. 1A).

The lateral cavity (1(・) of tergite is developed ventrally, sometimes forked o r

separated transversely or longitudinally (1(.・1. 2). It is generally lined with m(・on the
antecosta but occasionally dislocated anteriorly or posteriorly(Figs 2B(3)-(5)、Fig 31).

The medial cavity (,11(・)of sternite is developed dorso-interiorly, sometimes forked
or separated transversely (,11(・1, 2 Fig 31(11).

The later1 cavity (/(・) of sternite is generally well developed dorsally. sometimes
forked or separated transversely (/(, l, 2 Fig 2B(2)). It is always located in the conical
projection that is the conical  projection o f sternite is usually formed by this
invagination, but、 in rare cases、l t is completely reduced when the conical projection is
normally developed (Fig 3L).

When the cavity is well developed, it is frequently forked, and the inner process
formed by this cavity is connected with adjoining inner process and composes an arch-
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l ike ridge. This st ructure is discovered between a pair of ,no of sternite, ,n(.・2 of
sterni te- /(・2 o f sternite and /(・2of tergite-,n(.・of tergite (fir Fig 31).

Exceptionally, sim ilar arch-li ke s tr uc tu re is produced o n m e o f tergite
(Pal・apy_、-ldlcerus, Zef/1o sus Figs 3N. 0 ).

In the case that the conical projection of the sternite is inserted into the tergal inner
fovea the two types of the locus of the inner fovea may be usually distinguishable: in the
first type the inner fovea is located between Inc and/(・ (1:f i t. while in the second type the
inner fovea is placed at the outside of /(・ (if2). Unusually the fovea is located at the apex
of m(・ (1f3). On the other hand as mentioned above, the sternal inner fovea is always
located at the apex of the conical projection (jf4). Therefore at present the position of
the inner fovea is divided in to four types(Figs. 1I-L).

(Addtionally distinct invagination or cavity is discovered o n the abdominal
segment. Generally it is placed near the base of the conical projection on the segment IV
forming a hollow sac(/Is Fig 2A). It is entirely different thing from the above cavities、
therefore the auther does not comment on it in this paper 3ut it must be noted )

These structures are most well developed on the segment IV, and in the segments
V - VII they arc more or less reduced. Generally these structures of the segments V-V II

represent the composition simi lar to those of the segment IV. But, in Euplectini ex-
cept P/flies('otus sp the structure of the segments V-VII slightly differs from that of
the segment IV (Figs 4A H ).

In these structures, the arrangement, shapes and loci of the cavities as well as the
form, structure and insertion point of the conical projection are peculiar to each species,
and fairly constant within a given species. And、 generally their sexual dimorphism is
not present, except for two examples (Peta/os(aptls? sp*. Kigat1'odes sp ).

4. In the structure of the inner process and the cavi ties, some obvious and
representative patterns are observed. Although the division does not agree directly with
the natural relationship of Pselaphidae these representative patterns may be arranged in
l4 types which arc illustrated in Figs 2, 3B-P (diagramatic).

B(1): ,11(・. /(' of the tergite and /c ot the sternite are present. The inner fovea is
f l _ _(P/11/osco'us, Mo''ana, 「川eslp/lol・les ap加1・et‘s). The fused type is present.
_ _ (A(、etalius). In this type many variants may be distinguishable.

B(2): /(・of the sternite is forked (/(・1. 2). _ _(Takao1-Ites. Nippot1ob、,t/1us)
B(31: /c ot the tcrgite is separated longitudinally (1(・ l , 2). _ _ (Ce,It,・op/1t/1a/,mls,

aslnl,s, r1,l・11s)
B(4): /(' of the tergite is placed anterior tom(・of the tergite. _ _ (Pi/oplus. Ctenls・tes.

pOi'0t/e1'11S)
B(5): /(' of the tergite is located posterior to 111(.・of the tergite. __(Sttpesa)
C 'n(・of the tergite and /(・of the sternite are present. The inner fovea is lf1.

_ _ ( Psei'(/0二'bl's, Pf11/l0/ - s)
D: only /(・of the sternite is present. The inner fovea is if1. _ _(1iIb/opel・us)

Species not cited in the table attached
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E: '11('of the tergite, m(' and /('of the sternite are present. Usuallynlcof the slemile
is arched . The inner fovea is tf l. _ _ lEup/e(・t fis, P/1t/1arto,net・us)

F(1 ): 'n(', loot the tergite and /cot the stemite are present, among them/(・of the
ter9ite is Placed anterior to me, and 'n(・of the tergite forms the conical projection which
is inserted into the inner fovea on the apex of the sternal conical projection. The inner
fovea is lf4. _ _(Pal・a0,affge,・)

F(2): /('of the sternite is widely forked(/cl 21. _ _(Pselap/1ogenlus)
G: 'no, /('of the tergite m(' and/('of the sternite are present. Frequently,11(・of the

sternite is arched. The inner fovea Is l/ 2. _ _ ( 「1・Io,加一 es I,a.、,ls,  rl・ lssen7us
H: /cof the tergite. 'no and/('of the sternite are present. It is the same pattern as G,

but 'no of the tergite is absent. The inner fovea is lf2. _ _ (P,・oste(・art/11・on). The fused
type is present. _ _ (Atenlsodus)

I(1 ): me, /('1、2of the tergite, 'net,2 and /c1, 2of the sternite are present. Mostly
'n(-1(.'2of the tergite, lc2-me2, and ,n(・of the sternite are arched. The position of the
inner fovea is still unknown, however it is probably lf2. _ _ (Batt・lsodes. peta/os(・apus,
「''fbaSOdeS, Co'')'Pile''7ol1es, Pit,1'so'net'加us, ar1・lsop/ifus, - ・Is(・o laf,/a_、-, arl・111・ce,Ie//us,
af''lsce川0/a)

I(2): nlc2of the sternite is absent. _ _(KIgat1・odes)
J: 1(、of the ter9ite, 'n('l,2 and/(.1,2of the sternite are present. lt is mostly the same

as I、but different in the absence of Inc and /(,・2of the tergite. _ _(B-・1sos(・/Ie,na)
The whole species of Il l ), l2) and J are fused type.
K: Inc, /c ot the tergite nl(' and /(,of the stemite are present. The tergal conical

projections is produced by/('of the tergite. The inner fovea is located al the apex of the
sternal conical projection that is. it Is l/4. _ _ (「1,cill,s)

L: /(of the to「gitc and m('of the sternitc are present. The former forms the tergal
conical projection. The inner fovea Is l/4. _ _(gl・1,a_、,Is)

M:only 1('of the tergite is present、 and produces the tergal conical projection. The
inner fovea is (/ 4. This structures is mostly the same as L. _ _(al,rile.、-e川'1(s)

N: tn('of the tergite、 m(' and /(' of the sternite are present; among them,11(・of the
tergite is arched. This structure is unusual, and the locus of the inner fovea is doubtful,
though it is probably regarded as j/3. _ _ (pa,・a/フ1,.、-,off(・el・11s)

0: 'nee「 the ter9ite and /(' of the sternite are present. The former is frequently
arched. The inner fovea is may be if3. This st ructure is sim ilar Io N . _ _(zet/1opsus,
M/フ/octet7701'fフ/Ill.1' )

P: 'n('of the tergite and /('of the sternite are present. The former is abnormally
developed to form the tergal conical projection. But the latter is rudimental and the
Sternal Conical projection is very minute. The sternal conical projection is jnserted jnto
the inner fovea on the inner side of the apex of the tergal conical projection. The inner fovea
is (/3. _ _ ( fa1・flge,・)

The tribes and the subtribes of the family
Pselaphidae may be caracterized as follows by any of the features menljoned above
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Subtrib. Bib1oporellina JEANN
Subtrib. Bib1oporina 0,
Subtrib. Trimiina JEANN

PARK

Subtrib. Bib1oplectina JEANN
Subtrib. Euplectina s. str.

111. Subfam. Batrisinae JEANN
Trib. Bat risini RAFFR.

Subtrib. Tanypleurina JEANN
Trib_Bythinini RAFFR.

Sub tr ib. Machaerit ina JEANN
Subtrib. Bythinina JEANN

Trib. Brachyglutini RAFFR
Trib. Tychini JEANN.

V. Subfam. Pselaphinae JEANN

Tri b. Hybocephalini RAFFR
Trib. Cyathigerini RAFFR
Trib. Pselaphini RAFFR
Trib. Ctenisti ni RAFFR.

Trib. Tmesiphorini JEANN
Trib. Tyrini RAFFR

Subtrib. Centrophthalmina JEANN
Subtrib. Tyrina JEANN

V I. Subfam. Clavigerinae REDT
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1. Sub fam. Faroninae JEANN.

Trib. Pyxidicerini RAFFR.
Subtrib. Pyxidicerina s. str.
Subtrib. Zethopsina JEANN.

11. Subfam. Euplectinae JEANN
Trib. Euplectini RAFFR.

G

ML
H

K
5

1
2

4
1

B
F

F
B

B

B(3)
B(3)

D iscussion

Species not cited in the table attached

N

〇

Sub tri b. B atr i sin a s. s t l

I V. Bit hininae JEANN.
Tri b. Tanypleurini JEANN

I(1 )、 I(2)、 J

B(l ), B(2)

Trib. Fustigerini JEANN p

1. In the foregoing chapter the auther enumerated and evaluated many characters
of the abdomen of Pselaphidae. The important characters may be summarized in the
four points as follows: (1 ) Separation of the sclerites of the abdomen. (2) Structure, form
and insertion point of the conical projection. (3) Arrangement, shape and locus of the
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cavities. (4) Condition of the above characters on segments V-VI I. On the basis o f these

newly adopted characters the auther examined about 20 species of Euplectini from
Japan, Formosa, etc. The new taxonomic method has brought some interesting results.
Then he characterizes the representative species of Euplectini as follows:

A. Psei'do二101's ic'1glcoMs: (Type C_ _Fig 4A1. the type C is also seen in P/1l/loJりs,s
sp., but Pse1ldo二thus is easily distinguished from it by(1 ) the antecosta of the sternite IV
is abnormally developed. (2) the form and surface of /(・of the stemite are unusual、 and
(3) in the segments V-VII the inner structure completely reduced and paratergites VII
are absent.

B. Bib/opel・us sp: (Type D_ _ Fig 4B) the same structure is observed on the

remote species, although the difference in the shape of /(・of the sternite is obvious.
C. P/1110s(・otus /otlgt1/us and P. sp : (Type B_ _Figs 4C, D) P. /o,lgulus may be

distinguished from P. sp by the presence of /(.・of the tergites V-VII and the absence of
the paratergites V-VI.

D . A('eta/tus dtlbitls: (Type B _ _Fig 4E) the structure is relatively similar Io
P/flies(''otus, but its abdominal segment IV is fused, /(・of the tergite is abnormally
developed and the inner structure of the segments V-VII is completely reduced.

E. P/1iliopsls sp : (Type C_ _Fig 4F) its structure resembles Pseudo二thus the

difference was already pointed out.
F. Etlp/e(tus sp : lType E_ _ Fig 4G) it quite differs from the above species in the

presence of m(・of the sternite.
G. P/1t/1t1''to'11erlts nanus: lTypc E _ _ Fig 4H ) the structure is the same as in

Etl/)/e('tus sp., being slightly different from the latter in the form of the conical projec-
tion and the cavities. But the difference between the genus Etlj)/e(・tus and P11t/1a1・to-
me'''us is not determ ined.

Although a few doubtful point remains, the result was that the specificity of the
species and genera is mostly obvious based on the newly adopted characters which
reliably facilitate the definition of the species genera, etc. It seems thai the results of the
investigation by the new procedure much agree with those by the current method of
study and bring no great disorder in the taxonomy of Pselaphidae. Moreover, some
confusions existing in the system by the current method may be corrected by the new
taxonomic method (A(,eta/111s. P/1t/1artomel・us etc.-3).

The author presumes that the 「undamen ta1 or mai n characters such as the
arrangement of the cavities, the locus of the inner fovea and the structure of the conical
projection、cto are useful to characterize certain genera or higher taxa. 0n the contrary
the discrepancies of the species are represented by the detailed characters such as the
form and locus of the cavities, etc. But sometimes the latter characters are very delicate
and, when the specific solidality of two related species is intimate, ll is difficult to find the
d ifference bet ween these species. Therefore the significance of the newly adopted
characters is in defining the genera or higher taxa.

2. In the foregoing chapter the auther arranged the various patterns of the
fundamental structure of the abdomen (illustrated in Figs 2,3B-P). The divergence of
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these structures may be regarded as follows: The development of the endoskeleton is
caused by the reinforcement of the body wall et the abdomen, particularly by the
support of the movable tergite. Judging from this point the conical projection is

originally placed on the antecosta ofsternite. The tergite and sternite are provided with
the medial and lateral cavities, respectively among them ,11(.・, /(・of tergite and lc of
sternite are concerned with the formation of the supporting structure of the tergite; m('
and /(・of the lergite are related to the formation of the inner fovea. in other words both
sjdes of the jnner fovea are invaginated, therefore the inner fovea is originally located in
the position of if1 ; the formation of /(・of the sternite is caused by the invagination of the
body wall which produces the conical projection.0n the other hand'11('ofsternite seems
Io be grown by the factor other than the above nevertheless it may be related to the
reinforcement of the abdominal segment. Therefore the most fundamental constitution
of the inner structure of the abdominal segment is diagrammatically shown in Fig 2A.
And, at least, the two principal phyletic lines are obvious; The first, A→B(1 )→C→D is
caused by the reduction of the cavities, and the second、 A→K→G is based on the

transposition o f the inner fovea. The reduction o f the cavities is also found in

1111→I(2)、 I(l )→J, K→L→M. N→0, besides these the development of the cavities;
B(1)→B(2),B(1)→B(3),  G→I、  and t he transposition o f the cavities;  B( l )→B(4),
B(1)→B(5) are observed. Therefore, the divergence of the inner structure of the
abdominal segment is as shown in Fig 3Q.

Once again,on the basis of this consideration the author discusses the phylogenetic
relation of Euplectini. Although the authors knowledge of Euplectini is very littre、lt
would be reasonable to propose the inference as follows: Euplectini is evidently divided
into the t wo phyletic lines, Euplectina and the others (Trimiina, Biblopore11ina,
Bib1oplectina, Bib1oporina). The latter subtribes compose a nearly related group and
correspond to the process of the reduction of the cavities (A→)B(1 )→C→D. In these
subtribes the specificities of the subtribes of Trimiina and Bib1opore1lina are relatively
distinct, but, at present, Bib1oplectina and Bibloporina are not discriminated from each
other by the new procedure. 0 n the other hand Euplectina is isolated and strictly
separated from them by the presence of ,11(・of the sternite. It is interesting that, contrary
to the current method, Euplectina and Bib1oplectina are quite different, and the latter
and Bib1oporina seem to be allied.

In the above discussion the auther mainly paid attention to the diversity of the
fundamental characters and negleted the consideration for other newly adopted
characters. Therefore、 for the rearrangement of Euplectini or Pselaphidae it is necessary
to consider this procedure and to obtain sufficient materials.

3. In the species cited below their taxonomic position determined by the current
method must be corrected.

(11 P/1t/1al・to,11(1・tls natlus: It has been included in the tribe Faronini、but must be
placed in the tribe Euplectini (Euplectina).

(2) A(・eta1111s dld)lus: Tribe Acetalini (Bythininae) has been established for it by
JEANNEL (1958). This tribe is represented by a single species. But its characters closely
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Fig. l . A, B, Structure of abdomen(dorsal and lateral view). C, 「). Fusion of abdominal segments
(lateral  view).  E.  Abdominal  segment  IX of male lventral  view). F,  G.  Expantion an d

contruction of abdomen (cross section 1. H. Fusion of abdominal segment (cross section). I -L.
Position of inner fovea (cross section). A -L, diagrammatic: t1(・一a n t ec o s t a b(・一basa l carina.
( '( ' coxal cavity of mctalcg、l/ inner 「ovea. i川 intersegmental membrane. /t - lateral cavity、
'11( ' - medial  cavity.  nlt1- me tano tu m.  m ? - metasternum. pt paratergite.  st - stemite,  sp
spiracle, le - tergite.
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Fi9. 2. A - F.  Inner  st ructure of abdominal  segment  IV (cross  section.  diagrammaljc1.  a(・_
anteCOSta、a'' - arch、(P- conical projection、 /Is - hollow sac, if inner fovea、 /(・_lateral cavjly.
'no- medial cavity. pt - paratergite. st - stemite te - lergj le.
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Fig 3. G -P. In ne r s t ru c t u re o f abdominal  segment  IV (cross section,  diagrammatic).  Q
Di-vergence of inner structure of abdominal segment IV a(・一,n(・ same as in Fig 2.
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a r

Fig 4. A -H. Inner structure of abdomjna1 segment IV and V (cross section). A. Pseudoztbus
1ongi('0ms. B. Bib/ope''us sp. C. Phi1oseotus1ongulus. D. Plliloscotus sp. E. Acelaliusdubius. F.
Plliliopsi.s sp. G. Eup/ectus sp. H. Pllt/1artomerus nanus ac-me same as in Fig 2.
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G en u ' h it h ert o unrel'orted from Japan ' ' Specie、 not oi led I n the pre nl 、l ud、

resemble those of P/files,(・otus and it must be included in the tribe Euplectini (Trimiina).
Therefore the maintenance of the tribe Acetalini is doubt ful.

(3) 「'''o- ('''l's s加リブ/e.、-,  「. f)1'ofe1'1'l's and Pl'osr/1e(,arr/1,・0,1 sp: They have been

included by JEANNEL in the tribe Tanypleurini. But they are quite different from the
other examined species of Tanypleurini and there is no fundamental difference between
them and the species of Brachyglutini.
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摘 要

アリ ツカムシ科の腹部の体壁には, 著しく特徴的な内部構造の発達が認められるので, こ
れについて記載した. すなわち, 可動的な腹部背板の支持機構として発達した内突起と, こ
れと関連して発現する凹窩がそれである. これらは本科の種の系統関係を解明する上で重要
な特徴であると認められたので, その分類学的意義について考察した.
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On the Higher Taxa of the Stag Beetle
Family Lucanidae

Takeshi K IKUTA

1-13-1 -6-302, Fujimi-dai, Toyohashi, Aichi441-33, Japan

The stag beetle family Lucanidae is a group of Coleoptera comprising rather small
number of species,occurring mainly in the tropics and subtropics, especially rich in the
Oriental Region.

In the classifications of the family, not only of the specific level, but also its higher
taxa, at the recent days much of the confusions have existed.

Previously, I treated the subfamilies and tribes of the family (KIKuTA. 1984, in
Jlipanese). Since the publication of the paper many of the good specimens including
systematically significant ones, chiefly from tropical Asia have been secured by many
Japanese coleopterists. Consequently, comprehensive re-arranging in regard to the
higher taxa of the Lucanidae, has become required along new lines.

This is a result of my present study though it is to be regretted that some of the
problems remain to be solved in the future.

Here, I wish to thank Messrs. H. Hirasawa (Matsumoto, Nagano), T. Mizunuma
(Toyooka,Osaka)、S. Nagai (Suginami. Tokyo), M. Nishikawa (Zama, Kanagawa), M.
Nishimura (Atsugi, Kanagawa) and K . Wada (Ebina, Kanagawa) whose loans or
offerings of valuable materials made this small paper possible.

Description of new tribes

Streptocerini, frib n o v .

Type genus: St''epto('e''us FAIRMAIRE、 l850, Ann. Soc. ent. Fr.、(218: 55.
Here incl uded is the genus St''eptocel・us FAIRMAIRF_only. with one species S.

';pee'1osus FAIRMAIRF.. 1850, and is distinguished from another lamprimine tri be

Lamprimini by the shape of antennae. The2nd antennal segment is jointed at the apical
upper angle o f the 1st segment, the antennae are not straight but geniculating
apparently, and the compact lamellated antennal club is composed of 4 segments.

The genus which is represented exclusively in the New World Lampriminae, has
been confined wi thin southern South America.

Pholidot ini, trib n o v.

Type genus: Pbo/1'dotus MAcLEAY. 1819. Horae Ent.、 l: 97
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This new t ribe is based o n the genus P/1o/ldotus MAcLEAY with three species
occurring in South America, and also includes the genus Ca('osto'nus NEWMAN, known
by only one species from north-to-east Australia. This is a rather primitive group which
belongs to the subfamily Lucaninae and is separated from the other groups by having
the antennal club with3 segments the canthus, in spite of its very thin structure、 meeting
the gena and completely dividing an eye into upper and lower halves, and the presternal
process narrow and not flattened elevating between procoxae, but apparently lower
than the heights of protruded procoxae.

There is not necessarily close similarity between above-mentioned two genera. And
it may be said that the tribe Pholidotini is more closely related to Rhyssonotini rather
than Chiasognathini.

The beetles excluded from the family Lucanidae

In his list of Japanese Scarabaeoidea、NoMuRA (1960) treated Nicagus /apo'11('11s
NAGEL.1928 (one of the two species of the genus Ni(・agus LECoNTE、l862) as a species of
the family Trogidae without any comment. This NoMURA、s treatment is acceptable
reasonably, with the unique species being a member of Trogids, and not Lucanids、by
having following features: (1) Antennae not geniculated; (2) A11tel・101' part of 1st
antennal segment bearing long setae;  l3) Club of antenna composed of 3 co-applicable
lamel la te segmen ts.

The genus Col・c1logtlat/1us WESTWOOD、 l838 (I have examined only two species from
New Zealand) also possesses all the same structures mentioned above, and it must be
dealing with a genus of the family Trogidae.

Characteristically differing from common Trogids, these two genera have some-
what long claws with distinct empodium and the metepisternum nearly contiguous with
the mesocoxa1 cavity which is oblong oval, not circular and more or less obliquely
si tuated.

HowDliN and LAwRENcF. (1974) erected a new subfamily Nicaginae in the family
Lucanidae, and placed the two genera, Nicagus and Ce,・atognat/nls in lt. Their proposal
was provided cogent evidence of such a relationship. A nd the subfamily Nicaginae
seems still to be worthy of i ts own status when transferred it into the Trogidae.

Having 5 visible abdominal sternites, Lucanidae is separated from Scarabaeidae
and is also distinguished from Trogidae and Passalidae by the non co-adapted antennal
club. If having the antennae co-applicable, compact lamellate club or pectinate, then
anterior part of 1st antennal segment without long setae(vel:y f、ew examples with soft
hairs on its posterior margin.1.

SuI]ldivision in Lucanidae

Lucanids seem to be rather polyphyletic group of beetles, but their phylogenetic
relations are still not understandable.
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Apical 3or more antennal segments more or less co-applicable. composing compact lamel lated club,
or pectinate; procoxae protruded, nearly contiguous; eyes without canthus.
Apical 6 or 7 antennal segments apparently pectinated, labrum fused with clypeus. invisible; eyes
extremely projecting、 almost globular _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ . _ _ _ . _ _ _ _ _ SyndeSin
Antennae with compact lamellated club composed of 3 or 4 segments; labrum free from clypeus
distinct; eyes not so projected l Lampriminae)
Second antennal segment jointed at the apical center of 1st segment, antennae not
lamellae of antennal club composed of、3 segments
Second antennal segment jointed at the apical uppe
lamellae of antennal club composed of 4 segments
Antennal club composed of 3 or more not at all co-applicable segments
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r angle of 1 st segment, so antennae

On my new arrangement of the Lucanid family is recognized6 subfamilies and9
tribes as fol lows.

Lampriminae, with two tribes
Lamprimini - Dendrobla.x WHITE, 1846,  Phalacl・ogtlat11us MAcLEAY, 1885 and

Latnprima LATREILLE, 1806 and its Australian allies.
Streptocerini - Streptoce1'us FAIRMAIRE, 1850.
Aesalinae - Aesalus FABRlclUs, 1801 and Lucanobium HowDEN et LAWRENCE, 1974.

And alsoDip/1_1'11osto'na FALL, l901 may be stated here, but unknown to me and
it needs of further investigations.

Ceruchinae - Ceruc/1us MAcLEAY, 1819.
Sinodendrinae - Slnodendron HELLwlG, 1792.
Syndesinae - Syndesus MAcLEAY, 1819 and Ps1/odon PERTY, 1830.
Lucaninae, with following7 tribes
Chiasognathini - Sp11aenognat11us BUQUET, l838 and C/1iasognat/1us STEPHENS, 1831.

These two genera may not be distinguishable foundamenta1ly.
Rhyssonotini - Rhyssonolus MAcLEAY, 1819.
Pholidotini - Pho/idotus MAcLEAY, 1819 and Cacosto'mムs NEWMAN, 1840.
Platycerini - Platyce''us GEoFFRoY, 1762 and its North American allies.
Lucanini - There are so many genera and species occurring in almost all the regions.

The South American genera and also Australian Lissotes WESTWOOD, 1855,
Lissapte''ta、 DEYRoLLE,1870 andHop/ogo'1us PARRY,1875 are included here. The
genera endemic to South Africa, 0onotus PARRY, 1864 and Co/op/1on GRAY, 1832
(I have been able to examine one male specimen of C.、l,est、l,oodiGRAY, l832) are
also included. l t is difficult to arrange or to group into subdivisions, subtribes or
genus-groups, and l cannot show any proposal as yet.

Figulini - Figulus MAcLEAY, l819 and Nigldius MAcLEAY, l819, and other small,Old
World tropical genera. Although Agnus BuRMElsTER,  l847 and A,nneidus

CoQUEREL, 1866 (both not examined by me) traditionally stated in this group, in
regard to those position, much more detailed works should well be desired.

Penichr0lucanini - Petli('/1'o/ilcanus DEYRoLLE, l869.

On the Higher Taxa of Fami ly Lucanidae

Kev to subfamilies and tribes

geniculated;
Lamprimini

geniculating:
Streptocerini
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Second antennal Segment almost globular、 jointed at the apical center of 1 sl segment, antennae not
9eniCulatin9 apparently; procoxae protruded; labrum distinct not completely fused with clypeus・
eyes without canthus.
P「oCOXae Widely separated by extremely protruded presternal process; mesocoxae also separated
upper surface partly with scaly hairs A esa linae
P「o- and mesoCoxae nearly contiguous: presternal process very narrow; upper surface bare
Second segment of labial palpus very long; mandibles projecting _ _ _ _ _ _ _ _ _ ceruchjnac
Second so9ment of labial palpus rather short- mandibles invisible above _ _ _ _ sinodendr jnac

Second antennal se9ment more or less long and cylindrical、 jointed at the apical upper angle of Isl
So9mCnt. antennae 9eniculating: labrum fused with clypeus, indistinct; eyes with canthus except
Platycerini (Lucaninae)
Eyes Without canthus: metepisternum more or less contiguous with mesocoxal cavjly: procoxae more
o「less P「otruded and separated by presternal process. which is rather flattened between procoxae

Platycerini
Eyes With Canthus, if a few case less developed then metepislernum far djslant from mesocoxal

cavity.
P「oCOXae P「of「udCd, more or less separated. or nearly contiguous; presternal process lower than
Procoxae, not flat tened; eyes completely divided by canthus.
P「oCOXae nea「ly Contiguous: presternal process very narrow: upper and lower halves of eyes
SCpa「ated by strongly developed canthus: antennal club composed of 5or6 segments

Ch1asognathini
P「oCOXae me「e or less Separated by vertically protruded presternal process which is apparently lower
than procoxac, not flattened.
Antennal Club Composed of 4 to6 segments: canthus very thick、 upper half o「eyes much smaller than
lOWC「 one - - - - - - -

- - _ _ _ . . _ _ _ _ _ Rhyssonol ini
Antennal club composed of 3 segments: canthus very thin
P「oCOXae hardly protruded and widely separated by proslema1 process whjch jsflallened
as or hi9her than procoxae: metepisternum far 「rom mesocoxa1 cavity.
Scutellum broad. obtuse-angled at apex; empodium distinct _ _ _

Ph olid ot ini

and as high

Lucanini
Scutellum very narrow and acute-angled at apex. or completely absent: empodjum jndjsllncl
Tarsi 5-segmented: claws more or less stout distinct Figulini
MidlC and hind tarsi each only one-segmented; claws minute. partly or completely concealed between
tarsal plates

On the coif‘eanus Y. KUROSAWA

Penichro lucanin i

AlthOu9h Eo/ll('a'1us Y. KUROSAWA. 1970 was erected as a subgenus of the genus
Luca'1us LINNAEUS、 1758, judging from its narrower presternal process and fjnely
denticulated anterior tibiae. it should be given the status as a full genus. In Kurosawa's
o「i9ina1 description, besides the type species. Ltlca11us /esne1 PLANET,1905. was stated as
a Species Of o/Ii('a'lleS,  and  als . /a、' '6f!s(DEYRoLLE, 1878) and . obe,・fliteel・1  (PLANET、
l896) Were Considered to the menbers of that group. The former case is sure、but the
latter two do not belong to Eo/u(・a,1us but true Ltl(・anus.

GenuS Eolucanl‘s Y. KUROSAWA. 1970, stat nov.

(type Species: Ltlt - l1.、 gl'(1('fils ALBERs.1889.origjna1 desjgnaljon)
LtlCa'1uS Subgen. Eo/t‘('a'1u.l' Y. KURosAwA. l970. Spec. Bull.1epidopt. Soc Jap , l4): 15g
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0/lecam,s  gl・ ad/I s(ALBERs、 l889  ).  com n o v .

Lue・anus g,・aft/is ALBERs. 1889. Deutsch ent. Zei tschr.. 33: 319.

Lu(・a,uls lEo/1l(・ant.ts) g,・ad /Is: Y. KURosAwA. 1970. Spec. Bu11.1epidopt. Soc. Jap. . (41: 159

Eo/u('an11s lestle1 (pLANET. 19051, Comb n o v .

Pset /o/ucan ul Les tlet PLANF.T. 1905. Le N atu raliste 27: 212.

Lu(・anus /os,lei: ARRow. 1950. Faun. Ind. Lame11.. 4: 60.
Lt1(・atlt,s (Eo/ll(・atlus) /os'lei: Y. KURosAwA. 1970. Spec. Bu11.1epidopt. Soc. Jap.. l4): 160.

Genus Odontolabis and its all ies

135

The species、  ordinarily dealing wi th such genera、  Odo,1to/abis HOPE. 1842.

C/1alcodes BURME1sTER, 1847 (Calf・odes ARROW, 1935) or Neolu(.'anus THoMsoN. 1862、all
are quite congeneric as already treated by ARROW(1935), no dividing structure I have
found among them at all. The difference between so-called Neo/t1(.・a,1us and Odonto/abis
is merely found in the size of the male mandibles whether attaining a great development
(this form occasionally called ''telodont、' )or not. Presence or absence of the post-ocular
process of males, the front marginal ridges of head and o f lateral and posterior
sinuations of pronotum, all are also only the character states of the specific levels.

()(/o,1to/clbls a(:1・clta (HopE. 1835) is sometimes regarded as peculiar species, but this
is a species with rather closer similarities to typical large sized ones of Odonto/abis, such
as 0. leut/1ne1・1 BoILEAU、 l897 or 0. bl'ookea11a (VoLLENHovEN、 l861 )、etc.

Designations of the type species of these''genera' have been much confused and I

cannot make it to have solved. Here, as the genus-name. I adopt Odontolabi.s HOPE, as
BENEsH (1960) did.

Hete,・o(・/1thes WESTWOOD, 1864 also may be relegated to this genus、but I have no
chance to examine it up to the present.

P,・osopocoilus, one of the few Afro-Asian genera

In his epoch-making faunistic study of Indian stag beetles. ARROW(1950) disposed
the genus Pl・osopo(、01/11s HOPE et WESTWOOD、 l845 as a synonym of the genus Dot'(us
MAcLEAY. His disposal is still significant, but such species having the presternal process
keeled between the procoxae, are herein recognized as the members of the genus
Pl・esc/)o(・cill,s. And, the species usually placed here. Pl'osoJ鑰celli' s/フa,'.、'aiel(/os(HOPE  e
WESTWOOD, 1845) and P. /e,1kins1 (WEsTwooD. 1848) should be transferred into the
genus Dot'('us MACLEAY.

Tefl・al・t i ll・tus DIDIER, 1926 canno t be distinguishable f rom Pl・osopocoilus, and is

synonymized with the latter. Some genera described by HoULBERT (19151 such as
/1g'noef0'l「us and GO'10'nefoJりt's, and alsO talc'c0''川s PLANliT、  l894,  C/aef0/フ/11'//z'

HoULBERT, 1912 and Cap/eo/uca'1us DIDIER, l928, all seem to be the same cases but not
examined by me.

■
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too th in female mandi ble with an ob tuse protrusion at the apical part, without
a projection at the basal part (Fig. 10), 7) head and pronotum narrower, pronotum
strongly narrowed anteriorly in female.

Length: o 16.5-20.5mm (incl mandibles),  13.5-17.0mm (excl mandibles); ?、
14.0-18.0mm (incl mandibles), 12.5-16.0mm (excl mandibles).

Width: .f , 5.5-7.0mm: 、i , 5.5-7.5 mm.
Holotype: , Jiuyuchtan. Nanto Hsien 21. 111. 1974, 0. IMANIsHI lgt. Paratypes:

l + (allotype). Shihtyutou, Nanto Hsien 2. VI.  l981, K. KAwADA lgt ; 2 , 2,+,
Jiuyuehtan, 21. 111.  1974、 0. IMANIsHI lgt., 35 9・ , Shihtyutou, 2. VI. 1981, K .

KAwADA lgt : 2;) ;1 +、Shihtyutou, 29. V. 1981. T. GoMI lgt.
D ist ribution: Cent ral Tai wan.

Type depository: The holotype and a paratype(allotype) will be deposited in the
National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo.
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摘 要

従来, 台湾から Aegus caprinus DIDIER, l928 として記録されていた種はA. caprinusに
良く似た別種であることが判明した.  A. caprinusはタイ・ ベトナムなどのインドシナ半島
に産し, 台湾産の種は新種 Aegus nakaneorum sp nov. として記破した.
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The Japanese Species of the Genus Psammopo'us
(Aegialiini, Scarabaeidae, Coleoptera)

Kimio MASUMOT0

15_g, Hjgashjkamjgo-cho、Totsuka-ku. Yokohama City247、
Kanagawa Prof.、 Japan

The Japanese species of the genus Psammopo,・us have been extremely confused.
Fjrst, LEWIS(1895) described Psam1nodius comls from Nikko. Honshu. NAKANE(1955)
treated it as a synonym of Aegla/ia (Dlmalia) kalntsc/1atIca MOTSCHuLSKY, but he
(1972) admitted the former as a good species belonging to the genus Psamn1oPo'uS.
NAKANE(1955) also recorded A. (D加1alta) /lybl'Ida REITTER from Japan, but he(1972)
corrected the record as A. co,nls LEWIS. PETRovITz (1961 ) wrote P fie_、'l f「om HOk-
kajd0, but NAKANE(l972) treated it as a synonym Of P. c 0 ' 川 S.

STEBNlcKA(l977) published a revision of the world species of the tribe Aegialiini. In
the revision five species were recorded from Japan: egla/Ia (Aegla/1a s. str ) 川fda
WATERHOUSE, A. (A ) (.・o'ms (LEWIS), A. (A ) a''etla''Ia (FABRICIUS), A. (pSa'nmOPo''uS)
,a - sc/larlca MoTscHULsKY, and . (P. ) f・lobi BALTHAsAR* The specimens which she
thought asA. (A ) nltlda was apparently not the real one but actually A. (,,1.) (.'omls.
Concerning A. (A) a,enal・Ia, though it occurs in Europe and North America、 and
was recorded from Japan as an introduced species. I have never examined a speci-
men collected in Japan. I suspect that there is some possibility of mistaking the real A.
IA) lutlda for A. (4.) a,・enal・Ia. In addition, I would like to note that one more aegi-
aljjne specjes, Caeliusdentlco//Is LEWIS, occurs in・Japan. It has been erroneously treat-
ed as a species of Aphodiini since SCHMIDT( l910).

In this paper, l am going to clarify the confusion mentioned above. l will describe
two new species** and re-record a species hitherto known to the fauna of Japan.

I would like to express my grateful thanks to Dr. T. NAKANE, Kagoshima
University not only for loaning specimen-materials but also giving me the opportunity
of describing a new species、 and to Dr. R. PITTINo, Milan, for giving me suggestions
concerning the above new one. Special thanks are due to Mr. K. TsuKAMoTo, Heian
High School, Kyoto、 for offering specimens to be described as the type-series and
permitting me to describe another new one, to Mr. M. KIucHI, Sericultural Experiment
Station, Ibaraki, not only for offering detailed comment about Japanese Psamn1opo''us,

* T he treatment o「 genera. subgenera and species in this paragraph iS based o n STF.BNICKAS

monograph.
* * Hololypes of the new species are preserved in the collection of the National Science Museum(Nat・

Hist. ). Tokyo.



l 44 K im io M AsuMoTo

but also taking photographs and drawing figures of genitalia of the two new species and
the one hitherto known to Messrs. H. TANAKA、 Tokyo University of Agriculture and
Technology, and T. YANAGIHAsHI, Ibaraki University for assisting jn researchjng
specimens for this study, and also to the authorities of the National Conservatjons
Bureau. Environment Agency for permission in undertaking field research jn chubu_
sangaku National Park. Kamikochi, in Central Japan.

This small paper is dedicated to Professor Dr. Takehiko NAKANE of Kagoshima
University for the commemoration of his retirement.

Psam″loporla、, MA,anel' M AsuMoTo、sp
(Figs. 1 & 4)

n o v

o9'alia 1 1用a lia) A'a - s('/Ia '1('a: N ANElnec MoTscHULsKY). 1955. Sci. Rep. Saiky0 Univ. (Nat. Sci &
LiV. SCi.12 (1 ) A: 33 (Part ): Psan1'11 pc''us ka't出chatic・tl.、': NAKANE (nee MoTscHULsKY1. 1961. Enl. Rev
JaPan. l212): 62 lPart.), 1963、Icon. ins. Jap.. ll: l22. pl 61-fig 23 (part ):  Ps・a111lno/)o,・fis fit・l'ebj: NAKANE(nee
BALTltASAR).1972. Bull. Natn. Sci. Mus. Tokyo、l5 (3):426 (part.1. Aegialic1(Psanlmoporu)11・jebj: STEBN1cKA.
1977.Acta Zool. Cracov.,22 (11 ):484 (part.1: P'san1'flote,・us fl・lobi: MAsUMoTo. l985. Col. Jap. lI:377. pl 67_
ti9. 31 (part ): P.fal11'1toport?s ka'nlkot'/11anus NAKA E. in fi fi .

Blackish brown. with anterior margin o f head front and lateral margins of
pronotum humeral and poslero-latera1 portions of elytra and legs reddish, antennae,
mouth-parts and hairs on body and legs pale yellowish orown1 shining above, posterjor
hal f o f mesosternum m e t as t e r n u m and legs rather strongly, somewhat vitreously
shining. 0b1ong ovate, strongly convex above posteriorly.

Head t ransverse rather strongly convex above and weakly so forwards、 coarsely
and shallowly punctate and often alutaceous in posterior half, the punctures becomjng
closer and a little deeper to lateral portions、 weakly rugose-tuberculate and shining in
the remaining portion; clypeus wide with outer margin slightly emarginate medially、
both sides of the emargination are widely arcuate, very feebly explanale and reflexed;
genae small depressed, with outer margin narrowly rounded and weakly reflexed.

Pronotum about l 5 times as wide as long、 sparsely haired along lateral and basal
margins; front border nearly straight; base arcuate posteriad feebly sinuate on both
sides narrowly margined with punctate groove; sides arcuate laterad and noticeably
crenate in anterior 2/3, sublinearly narrowed and serrate in posterior i/3 before hjnd
angles. with explanate areas anteriorly: front angles subrectangular, moderately pro-
duced forwards; hind angles obtuse; disc rather strongly convex, coarsely and shallowly
Punctate the punctures closer and deeper to anterior and lateral portions, weakly,
transverse-obliquely impressed after middle on both sides. Scutellum narrowljngujform
feebly depressed, with surf、ace smooth and shining.

Elytra a little more thant .3 times as long as wide about2.6 times the length and a
little less than t3 times the width of pronotum. widest at middle、 roundly narrowed Io
front and r e a r dorsum rather strongly convex thickest al basal 3/7; humeri finely
dentate; disc punctate-striate、 the striae not so deep but rather strong, the punctures in
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2

4 _ 5

3

Figs. 1 - 6. 1 . Psa'n'lief)of'fis'taka'lei MAsUMoTo. sp nov. ;'. (holotype).2. Psa';1mopol'tlsts1lka11l to1
MAsUMoTo, sp nov.. ) (holotype). 3. Psan1l11op ,・us (・o _.、 (LF_wls). _). 4. Aedeagus (lateral view)
of f). ,taka,let MAsUMoTo、 sp nov.. lthe scale shows 0.5 mm). 5. Acdeagus(lateral view1of P.
Isl‘ka,flotel MAsUMoTo. sp n o v 6. Aedeagus (lateral view1 of P. ';11s ( LEWIS). M. K !UcHI

photo a nd dolt .

l 45

the striae rather large and shallow、 distance between them about 1/2-1 times thei r

diameter. those in lateral portions stronger but in two lateral striae obsolete; intervals
ralhel- slrongly convex、 since 1st (sutural) ones more noticeably so、 scattered wi th

microscopic punctures11atcral margins finely rimmed: surface of elytra often alutaceous
in seni le i ndividuals.

Mesosternum coriaceous and finely haired anteriorly raised in elongate Y-shape
bet ween c o x a e and smooth: metasternum rather a t and sparsely microscopically
punctate in the middle alutaceous latera1ly haired in antero-latera1 portions、 with fine,
long median impression extending forwards between middle coxae, becoming deeper at
each end.

Abdomen alulaceous and rather sparsely hai red on 2 basal sternites and i n l ateral

portions of the remaining ones. wi th 2nd sternite prominent medially. Pygidium
alutaceous and sparsely finely punctate and haired with the apical portion n o n -

al utaceous.

Prolibia obliquely truncate at apex、 with3 large outer teeth、 apical spur of protibia
acute. First metatarsal segment about 2/3 times the length of upper (metatibia1) terminal
spur. which is moderately bent in the middle in males, subequal to the length of
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following 2 segments combined.
Body length: 3.8-4.7mm.
Holotype: 、 Kamikochi (l500 mt. Minamiazumi, Nagano Prof.、 Central Japan、lg

VI I i969, K. MAsUMoTo leg. Paratypes: Kamikochi - 1 ex., 21. VI. 1951, 6 exs.、22
VI.1951. T. NAKANEleg.,6 exs.、 same data as the holotype:13 exs.,3. VIII.1967、2 exs,
21. VI. l986, K. MAsUMoTo leg: 1 ex., 10. VII i983. S. MORITA leg.

This species occurs not only from the montane zone to the subalpine zone jn
Central Honshu but also i n Hok kaido. Some differences are observed bet ween

specimens from both the areas probably due to local variation'.

Psammopol・1,s rsl amorol MAsuMoTo, sp
(Figs 2 & 5)

n o v

Aegialia(D加alia 1 ka,nts(・/fatl(・a: NAKANE(nee MoTscHULsKY、、 1955. Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. &
Li v. Sci ) 2 ( l ) A: 33 (part )' Psa' ;11noportl ka,nlsc/1al1(、us: NAKANE (nee MoTscHULsKY1. 1961. Ent. Rev.
Japan, l2 (2):62 (part ); Psa'n,;l1opo''u;11-lobi: NAKANE(nee BALTHAŝ R).1972. Bull. Natn. Sci. Mus. Tokyo. l5
(3): 426 (part.1.

Blackish brown, with anterior margin o f head front and lateral margins of
pronotum, mouth-parts abdomen and legs reddish antennae and hairs on body and
legs yellowish: shining above, prosternum and abdomen weakly shining, posterior
portion of mesosternum, metasternum and legs moderately so. 0b1ong ovate; strongly
c o n ve x above posteriorly.

Head transverse, rather strongly convex above、 feebly roundly swollen at median
be fore middle, closely、 coarsely and shallowly punctate and often al utaceous in

posterior half the punctures becoming closer to anterior and lateral portions. weakly
rugose-punctate and somewhat sericeously shining in the remaining half; clypeus wide,
with outer margin feebly emarginate medially, both sides o「which are widely arcuate,
slightly explanate and reflexed; genae small and weakly depressed, with outer margin
feebly、 roundly produced laterad and slightly reflexed.

Pronotum 1.5 times as wide as long, sparsely haired along lateral and basal
margins; front border very slightly arcuate forwards; base almost widely V-shaped in
medial 3/4 and strongly obliquely emarginate in l/g en each side when seen above,
margined with punctate groove, sides arcuate laterad and feebly crenate narrowed t o

fron t, wi th explanate areas anteriorly, front angles a li t tle acu te and moderately
produced forwards; hind angles rounded: disc rather strongly convex、 closely and
shallowly punctate、 the punctures closer and smaller to front、 closer and coarser to
lateral portions feebly impressed at middle on both sides. Scutellum narrow linguiform
with acute apex feebly depressed, with surface non-punctate.

Elytra 14 times as long as wide,2.6 times the length and a li llie less than t 2 times
the width of pronotum、 widest at slightly beyond middle, roundly narrowed to front and
rear; dorsum strongly convex, thickest at basal3/8; humeri finely dentate; disc punctate-
striate, the striae moderately deep and comparatively fine, the punctures in the striae
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medjum_sized and fairly closely set, those in lateral portions coarser: inte「Vats mod-
erately convex with 1st rather noticeable, sparsely scattered with miC「oSCOPiC Punc-
tures; lateral margins narrowly explanate and finely rimmed; surface of elytra often
alutaceous in senile individuals.

Mesosternum coriaceous and finely haired anteriorly、 gradually raised to rear and
glabrous between coxae metasternum raised and rather flattened in the middle, feebly
alutaceous, rather microshagreened latera1ly, with long median impression reaching
both front and hind borders.

Abdomen alutaceous, sparsely punciate and haired on 2 basal sternites and in

lateral portjons of the remaining ones. with2nd sternite prominent medially. Pygidium
alutaceous, sparsely finely punctate and haired glabrous in apical portion with

noticeable punctures and hairs in row along margin.
Prolibia obliquely truncate and slightly emarginate at apex, with3 large outer teeth.

of which each apex is rounded apical spur of protibia slender and acute, a little shorter
than2 basal segments of tarsus combined. First metatarsal segment about3/4 times the
length of upper (metatibial) terminal spur, which is rather slender and nearly straight, a
little shorter than following 2 segments combined.

Body length: ca 4.5 m m .

Holotype: :1、Mt. Rishiri (1700m.1、Rishiri Is., Northwest Hokkaido, Japan 2-7.
VI I I. l 958. K . TsUKAMoTo leg. Paratypes: 6 exs., same data as the ho1otype15 eXS.,
Horomjtoge. Hokkaido,26. VII i954. T. NAKANEleg; l ex., Sounkyo, Hokkaido,31.
VII i950, S.SHIBANAl leg ;1 ex.. Mt. Poroshiridake, Hidaka. Hokkaido,30. VII i971.
J. AoKI leg.

This new species occurs in Rishiri Is., the northwest of Hokkaido and also in the
nor thern Hok kaido.

Psam″loporus comis ( LEWIS, 1895 )
(Figs 3 & 6)

Psa,,1,nodiu (・o,nls LEWIS. l895. Ann. Mag nat. Hist.. (6) 16: 384.
Psa川,,lob1l殱 (、o,川s:  ScHMIDT .1912,  Col.  Cat.  Junk ,20 :83 egla/Ia ( 1'na/ia1 /1.1'加da: N ANE (nee

RF.lTTER).l955、 Sci. Rep. Saikyo Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci)2 (11 A:33: Psa'n'nope''t‘sit_、i)l'Ida: NAKANE(nee
REITTER)、1961. Enl. Rev. Japan、 l2 (2): 62、1963. Icon. ins. Jap.. II: l22, pl 61-fig 22; Psa't1't1opo''us f' 'e.、'1

PF_TRovlTz、 l961, Enl. Arb. Mus. Frey. 12: 136: Psa't1'nope''fis ('o'nls: NAKANE. 1972, Bull. Natn. Sci. Mus.
Tokyo, 15 (3): 426; ,4eg1a/fa t.4e、gle!//(1 s. str.1 t・0,111s: STmNIcKA, 1977、Acta Zoo1. Cracov.. 221111: 447;
Psatn,;1po,・us (・0,111s: MAsuMoTo. l985、Col. Jap.. II: 377. pl 67-fig 30

. .

Specimens examined: 22 exs.
Distribution: Honshu (montane to subalpine zones) and Hokkaido (lowland to

submontane zone),Japan; North Korea, Ussuri.

Key to the Japanese species of the genus Psam'nopo1'fis

Punctures in elytra1 striae small: intervals wide and not so convex; humeri indentate; surface usually
strongly shining. ca 4mm. Honshu. Hokkaido: North Korea: Ussuri _ _ _ _ _ _ P t,o,;11s ( LEWIS 1
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Punctures in elytral striae target intervals narrow and convex; humeri dentate; surface comparatively less
shining
Pronotum with rounded hind angles. Elytra comparatively st rongly punctate-st riate, the punctures in
striae larger and less closely set; intervals more strongly convex. Upper terminal spur of metatibia often
bent inwards in the middle in males. 3.8 -4.7 mm. Honshu. Hokkaido

P. '1aA-ane1 MASUMoT0. sp n o v

Pronotum strongly emarginate before hind angles. Elytra nely punctate-striate the punctures in st riae
smaller and more closely set: intervals less strongly convex. Upper terminal spur of metatibia nearly
straight. ca 4.5 mm. Rishiri Is.、 Hokkaido _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ P tsukan1otoi MAsUMOTo、 sp n o v .
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摘 要

日本に分布するナガニセマグソ コガネ属 PsammOPO「uS を再検討し,  2 新種を記載し,
既知種を含めた検索表を付記した.
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日本産糞虫文献日録 ( I )
一放牧家畜などの糞処理昆虫についての基礎的研究・4

塚 本 珪 -

Bibliography on the Japanese Dung-beetles

K ei ichi TsUKAMoTo

Nakabayashicho56, Shugakuin, Sakyo-ku, Kyoto606, Japan

l・  緒 言

日本産英虫の文献とその内容については, 高橋寿郎 (1969 ~ ) のすぐれた研究がある. 今回

著者は手もとにある文献を主として, 簡略な日本産糞虫に関する文献リストを作成した. 地

方誌, 地域の環境調査のすべてを見ることはほとんど不可能に近いが, 著者の入手したもの

を報告することにより, 資料を提供いただいた方々 へのお返しになると思い報告させていた

だく次第である. 今回日録 (I) としたのは調査不充分なため, まだまだ糞虫についての文献

があることが予測できるからであり, 次回は各文献の内容についても示したいと考えてい

る. 今後共皆様方のご協力をお願いしたい.
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イ リオモテヤマネコの糞にみら,i(した甲虫類

山屋茂人・ 安間繁樹

Coleoptera from Droppings of the Iriomote Cat,
Prionailurus iriomotensis (IMAIzuMI)

Shiget0 YAMAYA* and Shigeki YAsUMA**

*Entomological Laborotory of Nagaoka Municipal Science Museum,
Nagaoka City, Niigata Prof. 940

* *World Wildl ife Fund, Japan, Setagaya, Tokyo, 106

イリオモテャマネコ Priona1'1urus i riomotensis は 1965 年に発見され, IMAIzuMI (1967)

により新種のネコとして記載されたもので, 沖縄県西表島のみを分布地とし,  これまでに今

泉・ 今泉・ 茶畑 (1975 など) , 三井・ 池原 (1980), 安間 (1976, 1981 など) らにより生態

的研究が進められてきた. 1985 年3 月には環境庁自然保護局から, (財) 世界野生生物基金

日本委員会への委託調査による 「イリオモテヤマネコ生息環境等保全対策調査報告書」 が刊

行され, これまでの知見に加えて, イリオモテヤマネコの生態解明に多少なりとも前進がみ

られた.  しかし, 同報告書における池原・ 宮城はイリオモテヤマネコの糞分析から昆虫類も

含めたヤマネコの食性について報告しているが, 科もしくは日レベルでの扱いが主で, 種名

の同定された個体は少なく, 不充分な段階と言わざるを得ない.

著者の l 人である山屋は, 安間 (1979) がソーティ ングしたイリオモテヤマネコの 内容

物のうち, 昆虫類に関して調査する機会を得てその知見を述べた (山屋, 1979a) が,  甲虫

類については比較のための標本の少なさもあり, 不満足なものであった. 本稿では, その後

の著者らの調査により得られた知見, 新たに種名の判明したもの, および若干の訂正も合わ

せて報告し, 今後の資料に供したい.

稿を草するにあたり, 鹿児島大学理学部の中根猛彦先生には糞内容物の一部を直接検して

いただいたうえに, 広く西表島の甲虫類について同定いただき, 甲虫の生態に関してもご教

示いただいた.  コメツキムシ科については岸井尚氏に同定を賜った.  コガネムシ科は藤岡昌

介氏を煩わせた. また, 文献面では九州大学理学部の鈴木信彦氏にご援助いただいた. 上掲
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業の採取場所と調査方法

調査に用いたイリオモテヤマネコ (以下ヤマネコと略す) の糞は1974~1977 年の4 年間
にわたって安間が採取したもので, 総数843 例 (1 回分を1 例と数え,  1 例の平均は約2.5
個) である.  この4 年間, 西表島に常駐したのではないが, 採集したサンプルを月単位でつ

なぎ合わせると, 年次を異にするものの充分周年をカバーする. ただし, 採取場所のかたよ

りと月別の採取数にはばらっきがあり, これが結果に影響することが考えられるが, 本稿で

はこの点の考察は省略する. 使用したサンブルが確かにヤマネコの糞であるとの識別は安間

(1979, 前出) によった. 糞の採取場所および西表島の概要はFig 2 に示した.
糞の分析にあたっては, まず葉を容器に入れて水でほぐし, 1 mm メッシュの網で大きな

ものと細かなものに二分し, 細かなものはi戸紙で回収し, すべてを乾燥させた.  これを低倍

率の顕微鏡下で内容物の種類別に分け, 種の同定を行った (安間, 1980).  分析の過程で,
ヤマネコに捕食されたものではなく, 糞に来集したと考えられる甲虫類の死体もバラバラに

なって抽出され, 特に食糞性コガネムシ類では両者の判別は難しく, 今後に間題を残すこと
になった.

ヤマネコの英に含まれていた昆虫類は, 頭部とか, 片側の翅というように細かく噛み砕か
れてない状態で出現することも多かったが, 体の全部がそろって出ることは少なく, 逆に極

めて細分化された部分のみの出現もままあった.  このような場合の同定は困難を究め, さら

に西表島に複数の近縁種が知られているグループでは, 消化液によって体毛などの一部が溶

けていたり, 変色したりしていたものについては種名の決定は不可能であった.  これらは未
同定のまま手許に残されている.

結果および考察

ヤマネコの英内容物に含まれていた甲虫類は, ヤマネコに捕食されたものと, 実に来集し

たいわゆる食葉性コガネムシ類に大別される. 後者に属するもので, 明らかにャマネコに捕
食されたものと思われる抽出状況 (噛み砕かれた状態) を呈する個体も認められたが, 本稿

では, まず食糞性コガネムシ類を除いた甲虫類について述べることにする.
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1.   イリオモテヤマネコに捕食された甲虫類

ャマネコの糞から抽出した甲虫類で帰属の判明したものから食糞性コガネムシ類を除いた

ものを Table t に示した. すなわち, ヤマネコに捕食された甲虫類は10科39 種である.
この中にはッマキハバビロガムシのように好糞性種が含まれているが, 細かく噛み砕かれた

抽出状況からャマネコに捕食されたものと判断した.
1)   ャマネコに捕食された昆虫類における甲虫類の地位

ャマネコに捕食された昆虫類のなかでの甲虫類の占める割合, 言い換えるならば, ヤマネ

コの種経済 (エネルギー収支) に対する昆虫類の貢献量のうち甲虫類の寄与する度合につい

て述べる. Fig 3 はヤマネコに捕食された昆虫類におけるそれぞれの種の月別に占める比率

を示したもので, ヤェヤママダラゴキブリ Rhabdob11ata yaeyamana AsAHINA, カマドウマ

の l 種 Diestrammena sp. , クチキコオロギ Duotandrevus cou1onianus SAUssER, マダラコ

ォロギCaudiodaclylus novoe-guineae HAANの直翅型昆虫4種は山屋 (1977a, 前出) が指

摘したように, 量的に多くャマネコに捕食されていた, ヤマネコの種経済にとって昆虫類と

しては言わばキーとも言うべき種である. Fig 3 は5~7 月に甲虫類の占める比率が高いこ

とを示している. Fig 4 は糞1 例あたりの抽出個体数を月別に示したものであるが, 前述の

キー4 種と比べて甲虫類の量的な少なさが理解される.  そして, 甲虫類の月別消長はFi9.3

と類似し 5~8 月にピークを有するが, 動態はコガネムシ科のそれと極似し, 甲虫類のなか

で同科が大きなゥェー トを占めていることがわかる. 同科に属するリュウキュウクロコガネ

は多数抽出され,  1 糞に 6 頭出現した例も認められたことから, 甲虫類と しては極立った存

在となっている. 同種は比較的大型種であることから, 一時しのぎにせよヤマネコの種経済

に寄与しているものと思われる. Fig 5 はヤマネコに捕食された昆虫群集の多様性指数の月

別消長を示したものであるが, 4~6 月に数値が高く,  これらの月では他の月に比べてバラ

エティーに富んだメニューをャマネコが選択していることがわかる.  Fi9. 3~5 から, ヤマ

ネコに捕食された昆虫類のなかでの甲虫類の地位について考えると, 4~7 月に若干ヤマネ

コの種経済への寄与が推察されるが概して少なく, ただメニューの豊かさに大きく貢献して

いるに過ぎないことが指摘できょう .  これは量的に被捕食量の多かった直翅系昆虫 (出現種

数はわずかに 18 種) とは好対照を呈する.

ところで, ヤマネコに捕食された餌動物全体のなかでの昆虫類の地位については安間が報

じており, ヤマネコの餌に占める各動物群の割合 (年間のべ出現種数 3203 に対する綱別の
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Table t . A l ist of Coleoptera eaten by the I riomote cat, Prionaiiurlis iriomote,Isis

Fami ly Cicindelidae   ハンミ ョウ科
1.   Tlterates atboobliquatus ir io'n0lensis CH0」o ヤェ ヤマシ1:' スジメダカハン ミ コウ
2. Cicindeta psi lica tuchuensis BRoUERIUs van N i DEK ヒ メヤッポシハンミ ョウ

3. Cicitldela specular ls CHAuDOIR コハン ミ ョウ

Family Hydrophi lidae 力'ムシ科
4.   SpI!aeridi!m dlmidialum GORY ツ マキハバビロガムシ

Family Lucanidae クワガタムツ科
5. IVeo11tcan!ls insutar is M iw A チ・l, イ ロマルバネクワ力'タ
6.  Pro.sopocoiltis pse1ldodissim識s Y. KUROSAWA ヤェヤマ ノ コギリ クワガタ

Fami ly Scarabaeidae コガネムシ科
7. Ho1otr ichia tooehooana 1oochooa'Ia (SAwADA) リ ュウキ 0.ウク ロコ力'ネ
8. Hototr ichia arita1 (NoMuRA) アリ タ ク リイ ロコ力'ネ
9. Apogoma bicarittata yaeyanlana NOMURA ヤ,=-ヤマカ ンショ コ ガネ

10. Malaclera .1'apotl ica yaeyamaua NoMURA ヤ ェヤマビロウ ドコ ガネ

l t . Maladera Opitna (NoMURA) オオ マルビロウ ドコカーネ

12. Adorelas .sm i'efts BuRMEIsTER シナコイチ・1・ コガネ
l3. Ano//lata esaki i SAwADA エサキ ドウガネ

l4. Attomata ecienmla yaeyamana NoMURA ヤ二i ヤー?ムシスジコ力'ネ
l5.   Cosmi'0morp11ia simitls nigra NIIJiMA et KINOsHITA チーl・イ ロカナプン
l6.   Protaetia cu11a .}aeyanlana NoMuRA カバイ ロハナムク リ

l7. Protaetia sp. ツヤハナムグリの1 種
l8. Eo」:)hiteurus ehine11sis ok加awanus NoMuRA オキナ 'フコカ プ トムシ
t9.   Oxycetom'a jucunda 1.s'11igakiana NoMuRA イ シガキコアオハナムグリ

Family Buprestidae タマムシ科
20. Crysodet;na /'tic!mda CASTELNAU et GORY ア .?- ムネスジタマムシ

21.   Corae加s has la 'ms CAsTliLNA u et 0 0RY ミ ドリナカポソタマムシ
Family Elateridae コメツキムシ科

22. Agryp川Is sakag!le/1ii (MIwA) サカ ダチホソサビキコ リ

23. Agrypnus bipaputattls sakis1ltma'ms OHIRA サキシマムナビロサビキコ リ

24. Lacon yaeya,nat111s (MlwA) ヤ;二'‘ヤマサビコメツキ
25. Paracatais larvatlls lar、'a加s (CANDilZE) -;,l- ?- フ タモ ンウバターコ メツキ

26. Glyp/lonyx pa出dlpes MlwA サキシマ クチポソ・=1 メツキ
27. Chiagosnl1ls detalmeyi fttscotnargitlat!ts (LiiWIS) クロヘリ ッ ヤコ メツキ

28.  .aater slebotd1 (CANDEzE) -?ーオナ力'コ メツキ
29.   ilVeocliptoconlts satoi' 'natobai KISHll   サトウホソクシ=t メツキ

Family Tenebr1onidae コ' ミムシタ' -? シ科
30. .A'naryg'mls eatiic1l romtts FAIRMAiRE = シー、ルキマワリ

31. Ptesioplttliaimas fuseoaenescetls FAIRliMAIRI1 イプシキ lフマリ
32. D i'araeosi's ear inatus cartnatus GEBi [IN -ll ・l- クチカ クシコ' ミムシダマシ

33. Stro'lgyt加//t ctltteuatutn yuwa'ms NoMuRA セ ス ジナ力'キ マ 'プ リ

Family Cerambycidae ヵミキリムシ科
34. Masosa yonagum sltbko,!01 BltEuNINo イシガキコ'マフカミキリ
35.   Pter010pltia am11tata (CHEVROLAT) ワモンサビカミキリ
36.  Ptero10p11ta tatefascia ScllwARzER ョコスジサピカミキリ

Family Chrysomelidae ハムシ科
37.   Rkyparida sakisimettsls YuAsA モモプ トサルハムシ

38.   Morpltosphaera coerutea (SCHONFELDT) オキナワイ チモンジハムシ

Family Curcu1lonidae ソ'ウムシ科
39. Maerocory'Ms psittaeinus (RliDTENBACHER) クロスジクチプトゾウムシ
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Fig. 1. The I riomote cat, Prioltaiiurus trio'notensls (IMAlzUMl)

Fig 2.   A map of Irlomote ls. she、ving the sampling  points o「 droppings of the
Ir i om ote cat .
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割合) は, 昆虫類41 .4%, 鳥類18.4%, は虫類 l7.3%, lib'乳類15.l%, 両生類3.4%,

魚類0.7%, その他3.7% であり, 出現率を見ると上位6 位まではクマネズミ Ramis rattus

35.9%,  カマドウマの l 極 Diest rammena sp 35. l%, マダラコオロキ' Caudiodaclylus

novae-g・uineae 22.4%, キシノウェトカケ' Eumeces kishinollel l8.6%, -rラブオオコウモ

リ Pteropusdasyma11us16.5% の順であった (安間, l979; 1980, 前出). 以上の結果に加

え動物の大きさを考慮に入れると, 明らかに大型であるll市乳類, 鳥類がャマネ二,の重要な餌

であり, 昆虫類の地位は低いものと推察される. そして, 動物全体の中での甲虫類の占め

る地位は, 昆虫類における場合よりもさらに量的な評価は低くなり, ただメニューの豊かさ

にのみ貢献していると言えるであろう. ただ, 量的に被捕食が少ないということが, ヤマネ

コにとって重要でないとは言い切れない. 例えば,  ツジ0.ウカラ類_Parlls spP. は食物のメ

=.ユーを かにするために努力していることが知られており (TiNBERGEN, 1960), 甲虫類は

ャマネコの食生活上案外重要な役割を果しているのかもしれない.

2)  科別の被描食状況

ハンミョウ科 Cicindelidaeは3種出現したが,  いずれも l 例ずつであった.  いずれも西

表島における個体数は少なくないもので, ヤマネコにa'i極的に (探索してまで) 捕食された

ものとは考えにくい. 出現した3 種のハビタットについては, -t' -'ヤマシロスジメダカハン

ミコウが林内のll商所,  1一メヤッポシハンミコウは林緑,  コハンミョウは平地のそれぞれ開け

た所というように, かなり明瞭な速いが認められ,  これら3 極が捕食されたことはャマネコ

の活動レンジの広さを示唆するものと言えよう. カ'ムシ科Hydrophilidaeは1 極1 例の出現

であるが, これは好 性種であり, 他の食 性コカ'ネムシ同様, -t' マネコのдに来集した際

に捕食された可能性が高い. これについては食義性コガネムシの項で述べる.  クワガタムシ

科 Lucanidae は 2 種それぞれ1 例ずつ出現したに過き'ない.  ヤマネ , と同様夜間活動性を

示す本科は, 大型種が多いこともあり, もっと捕食されて良いものと考えられるが, これは

西表島における本科甲虫の個体数の少なさに起因するのであろうか.  コガネムシ科 Scara-

baeidae は 12 種記録され, ほとんどの種が複数例出現し, 他科とは著しく異なった.  リュ

ウキュウクロコカ'ネを主に, ヤマネコの捕食対象甲虫類のなかでは重要な地位を占めること

は既に述べた.  タマムシ科Buprestidaeは昼間活動性のものが多く, 夜間活動型の生活様式

を有するヤマネコに捕食される確率は低いものと推察されたが, やはり2 種それぞれ1 例の

出現に留まった.  コメツキムシ科 Elateridaeは8 種出現し,  サカグチホソサビキコリ以外
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は1 例ずつであった. 同種は生活の場を地表面においているので, ヤマネaと出食わす確
が高いものと思われる. サキシマクチポソコメツキは体長3~4 mmの徴小種であり, ャ

ネコの捕食対象とは考えにくく, 春季種々 の花上に極めて個体数の多い極であることから,
あるいは落下して に混じたものかもしれない. なお, 本科についてはKlsHn (l981) が基

にリストを報1:ている.  -ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae は4種判明したに過ぎないが,

未同定部分の多くがここに含まれるようで, 今後の比較標本の集載に待ちたい.  オオク i
カクシゴミムシダマシは出現頻度が高く , 同一 から 2 例の出現をみたケースもあり, ャー

ネコにとって目に付き易い種と言えるが, 著者らは構枝および竹類のビー ティングで本

を少数得ているに過ぎず, 本種の出現頻度の高さを説明できないでいる.  力ミキリムシ

Cerambycidaeは3 種それぞれ l 例出現したに過き'ない. これら3 種は, いずれも描薬-の.f

いた描枝をビー ティンク'することにより比較的容易に採集される普通種であり, ャマネコo'
t極的な捕食対象とは考えにくい. ハムシ科Crysomelidaeは2 種出現し, モモプトサル,・

ムシは複数例の出現をみた.  ゾウムシ科C,urculionidaeは種名の判明した1 種以外, 未

定極を残した.  クロスジクチプトゾウムシは比較的高頻度で出現した極一の1 つである.
2.  食装性コガネムシ

の処理上バラバラに分解した個体が多く, はたしてャマネ・=,に捕食されたものか, _ t .

来集したものか判別に苦慮するものが多く認められたが, 出現リストを Table2 に示した.

食一性コガネムシ類では捕食されたものと推察される種が多く見られたが, これは夜間活

Table 2. Coprophagous beetles found out from droppings of the Iriomote cal,
Prionai lnrlls iriomolensis

fami ly Trogidae コ7'スジコガネ科
1.   Tfox yatftayai NAKANE サキシマコプスジコガネ

Family Scarabaeidae コガネムシ科
2. phaeOClt「efts emargmattls CASTELNAU フ チ ト リ ア ッ 、:::! ガネ
3.  Pa'Ie加s ''ufnlus NoMURA アカダルマコガネ
4.  Onthophagus 、lidmis HAROLD マルェンマコガネ
5.  0. atripemis aplcetinetns D'0RBIGNY サキシマコプー'ル aンー、コガネ
6.  0 . mtlrasakianus NOMuRA ムラサキェンマコガネ
7.  0. discedens SHARP オオツヤェンマa力'ネ
8.  0 . acul ieo11is GILLET トカ' リ a ンマ a ガネ

9.  ApltOditts marginettlts (FABRIclUs) ウスチャマグソ=!ガネ
10.  A. sp.   マグソコ力'ネの l種
l t.   TrichiOrhyssemus aspe- tus (WA'「ERHOUSE) ホソケシマグソコガネ
l2.  Rhyparns hetopho1oides FAIRMAIRE ヒメセスジカクマダソコカ'ネ
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型の種が多いことと, ヤマネコは日立った同じ場所に脱 することが多く, 排便する際に以

前の に活動中のものを発見して捕食する可能性が高いこと, などの理由が考えられる.

前報 (山屋, 1979b) の訂正と合わせて科ごとに述べると, サキシマ,プスジ二'ガネは前
報で Trox sp. として記録したもので, NAKANE(l983) により新種として記 された. 本

種は前胸側縁の波曲具合に大きな特徴が認められるが, その後の追加報告はないようであ

る. ァカダルマコガネは山屋 (1985) により, 西表島で人 から多数得られた旨報じられた

ように, 本州にも産する同属の parvulus と比較して, はるかに好 性が強いようである.

マルーf・ーンマコガネとサキシマコブマルェンマコガネは, 西表島における半日陰の人 では,

後者の個体数が著しく多いものであるが, 今回の資料では前者の方が多く見られた. これは
ャマネコの の採取場所が, 陽当りの良い裸地のものが多かったことによるものと推察され

る. ムラサキ3:ーンマコガネは以前ツヤェンマコガネとして扱われていたものであるが, 明ら

かに捕食されたものと思われる抽出状況を呈していた. 本種は春季半日陰の人 から比較的

容易に得ることができるが, サキシマコプマル[・ ,ンマコガネの極小個体と案外区別が難しい

オ・,i-ツヤーr・ーンマコガネは頭盾前緑中央に頭著な突起を具えることから同定したが, 抽出状況

からャマネコに捕食されたものと思われる. この種は西表島から初めて記録される.  トガリ

ンマコガネは前報のマルーf ンマコガネに混じていたもので, 前胸背中央に縦:港を具えるこ

と, および上趣の条fl能｡が顕著なことから区別した.  ホソケシマグソコガネは地域変異に富む

極であることから極名の確定は難しいが, 一応前報と同じ学名を当てておいた. マグソコガ

ネの1 種は上翅が一様に黑色であり, 西表島から記録のあるェゾマグソコガネ A. uniformis

WATERHOUSE と思われるが, 決定的な部分が抽出されなかったこともあり, 種名は保留し

た. なお, ヤマネコの からは他に l 種j, フチケマグソコガネAphodiusnrostigmaBARo:LD

が池原・ 宮城 (l985b) により記録されている.

甲虫類ではないが, タイ ワ ンェンマコオロキ' Teleogry11us 'a'wa,lemmaが同一 から多数

出現した例があった. 同種は人家の周りなど平地に多く見られる種で, 森林内にはほとんど

生息していない. このことから勝手な想像をすると, 空腹でやむなく人里近くに出て来たヤ

マネ二'がピョンピョンはね回るタイワンー,ンマコオPギを不器用に追いかけている姿が目に

浮ぶ. 事の真偽は当然不明であるが, このような楽しい想像は 分析の楽しみの一つであっ

た.
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甲虫類は多数の極が から出現し, 興味深い群ではあったが, 甲虫類の採集者と しての i

マネ コはそんなに有能ではないように見受けられた. 何故ならば, 当然ヤマネコと出食わ一i

確率が高いであろうと思われる極でありながら, 被捕食量の著しく少ないものが多くみら

たからである. 飢えの程度等ヤマネコの側にも言い分はあろうが, 気むらな採集者と言う

が著者らの 分析時の実感であった.  ヤマネ・=,は昆虫類, 特に甲虫類に関しては気まま1な

generalist predator と言えるのだろうか.

未同定部分が可成り手許に残ったが, これは判明後遂次報告し, 捕食リストの完成を期L
たいと考えている. 今後とも多くの方々 のご教示・ ご指導をお願いする次第である.
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Sum ma ry

I n this paper, the authors reported 10 f'milies and39 species belonging to the order Coleoplera
whjch were eaten by the Ir iomote cat,  f'rionalhtr1ls iriomolensis (IMAlztJMi) and recorded 12

specjes coprophagous beetles by means of analyzing the cat 's droppings.
Coieoptera was eaten by the Ir iomote cat in quanti ty, so i t did n o t  s e e m t o contr ibute to

h js own economy, but to d iversi fy hi s menu.
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琉球を構成する各島よ り. 未記録の
コガネムシ主科について (2)

石 田 正 明

Unrecorded Lamellicornia (Coleoptera) from Ryukyu Islands

Masaaki IsIDA

3-23-5, Miyamae, Suginami-ku, Tokyo 168, Japan

今回はトカラ諸島を構成する島々 より未記録と思われる種について報告する・
トカラ諾島は九州本土の南方約80 km・ 北和�t29  度 59  分 �たりの「ロ之島」からはじまり

その南に「中之島」, 「-調i訪之瀬島」, 「悪石島」, 「小宝島」, 「宝島」, 「上の根度一」, 「横当島」
と主な島々 が一列に続き, その西方に「臥蛇島」, 「小臥蛇島」, 「平島」の3 島が三角形にな

らんでいる, 南北約200 kmにわたって点在する諸島をさしていう・
この諸島のコガネムシ主科相の解明については, まだ糸口をほく' したていどであって, 計
画的に目的的に調査された資料は少ない. おおかたの資料は一般的な調査の際に得られた

ものにすぎない. 中でも小室島- 臥蛇島・ 小臥蛇島・ 平島の4 島は全くその資料を欠いてい
る .

分布の記録

①Lucanidaeクワ力'タムシ科
1. Mgid加s !ew加' BOILEAU

ルイスツノ ヒ ョウタ ンクワガタ

.悪石島; 231 ﾍ ,1982-VII -31,  大原昌宏採集 (標本番号 IM-2112~2114

本極の トカラ語島中の既知産島は中之島のみであった.

量)Hybosoridaeアッバコガネ科

2.  Phaeoehrous e'narginatMs CAsTELNAU

フチトリアツバコガネ
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口之島; 1ld79, 1985-VII-31, 小林信之採集 (標本番号 lM-2129~2146)

悪石島;2e7S,1982-VII-24,  大原昌宏採集 (標本番号 IM-2120~2128
トカラ諸島中の既知産島は中之島・ 宝島・ 横当島の3 島である,
本種の近似種として Phaeoehrous tokaraensis NoMuRAヒメフチトリアツバコガネが宝島

を原産地として記ll? されている. 従って, これによると宝島にはPhaeochrousは2 種いるこ

とになる.  ところが, 筆者所蔵の 23d2 (1,if, l984-Vm-23, 小林信之採集, 標本番号 IM-

2179; 22?2?, l982-VII-9~13, 藤田宏採集 (標本番号 IM-2180~2203) はすべて P emar-

ginatus であった. P tokarae,tsis NoMuRAの完模式標本を検視することができないので,

確言することは早急かもしれないが, .P tokaraensisは.P emargiMtusと同物であると思わ

れる.

③Scarabaeidae コガネムシ科

3. Otlt1lop11lagMs lenzti HAROLD

カ ドー・''ル二, ンマコガネ

訪之瀬島;11317?,1985-Vu-23, 小林信之採集(標本番号 IM-2151~2178)
悪石島;1f1 ・ 1985-VII-7,  小林信之採集 (標本番号 IM-2147~2148) :2 ｦ,l985-Vll-l1 , 小
信之採集(標本番号 IM-2149 ~2150)

トカラ諾島での既知産島は中之島のみであった. 悪石島は本種の産地の南限になる.

4. Ontkophagus earmarlus NoMURA

ヒメ ツヤェ ンマコガネ

悪石島; 63, 1985-VII- l l , 小林信之採集 (標本番号 IM-2106 - 2111)

トカラ諾島中の既知産島は中之島のみであった. 原産地は一ﾒﾉ美大島である . 沖組本島E

米島よりの記録もある.

5. Aphodius ltrostigma HAROLD

フチケマグソコプfネ

悪石島; 19, l985-VIl-l1, 小林信之採集 (標本番号 IM-2104)

トカラ護島中の既知産地は口之島と宝島の2 島である. 本極は琉球諸島に広く分布すると

思われるが, 沖細諾- 島では伊是名島以外からの記録はない-

6. Rhyparus a'namiaMs NAKANE

コセスジカクマグソコガネ
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諏訪之瀬島;1 ﾍ ,1985-VII-23,  小林信之採集 (標本番号 IM-2105
トカラ諸;量i中の既知産島は中之島と宝島の2 島である. 本種は神繩諸島と先島諸島に分布

する R helepltoroides FAiRMAIREヒメセスジカクマグソコガネと酷似していて区別が難し

い・

7. Polyphyna schoenfieldti BRENsKE

オキナワシロスジコガネ

l' �K之瀬島 ;22 ,1985-VII -26,  小林信之採集 (標本番号 IM-2101~2102

トカラ諸島での既知産島は室島のみである. 言取訪之瀬島は本極分布の北限となる.

8. Anomala matstama,ai SAwADA

りュウキュウスジコガネ

,'類訪之瀬島; 3d19, 1985-VI I-23, 小林信之採集 (標本番号 IM-2115~2118)

トカラ諸島中の既知産地は口之島のみである. 野村数先生は口之島を機式産地として本極

の1111極 ssp tokarana NoMuRAを記戦されている. '?訪之漸島産のものにこの;亜極名をあて

てもかまわない.

本極の学名については, 原色甲虫図讓 (昭和 15 年) の 62 頁において, 平山修次郎氏が

Anomala c-puslutatus MATsUMURAヒメミ ド1) :=!ガネ (雄) と して登i している. このことは

澤田博土がA . mats,anura を命名された時にすでに述べているが, 松村博士の記職がないと

いう理由で新名として matsumurai を提称された.  しかし, 前記甲虫図譜において平山氏は

写真を伴う記i股をしているわけであるから, A. c-pustlflatLls という名称は松村博士の命名で

はなくて, 平山氏による新極記11ﾎ  (新極命名)  が �ったと判断すべき根拠があるわけである

その場合は本極の学名はAno'nata c-pustulatusHIRAYAMAとなる. 和名はヒメミド lリコガネ

が一番古いということになる.

9. Anomala albopi1osa (HOPE)

アオ ドウガネ

,1取訪之瀬島; l d, l973-Vm-3, 今西 修採集, (標本番号 IM-2119)

トカラ諾島における既知産地は口之島・ 中之島・ 悪石島・ 室島の 4 島である. 本種の亜極

の設定はかなり複推である. 他日この件については触れたいと思っているが,  とりあえず線

訪之j額島産のものは ssp gracilis ScHoENFELDT アマミア - ドウ力'ネとしておく .
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上記9 極について, 分布未記録と思われるものをと りあげた. 資料はすべて筆者が保管し

てい る.

この報文を草するにあたり, 標本を寄贈して下さった藤田宏・ 大原昌宏・ 市川敏之・ 小林

信之の4 氏に厚くお礼を申し上げる.



l (2) Greater part o「 propygidium exposed except basal pari. Extremity of elylral suture with several
bristles

Pap. Ent. pres. N K̂ANE. Tokyo, pp. ]99-212. Oc tober 1986

On the Tribe Hopliini from Taiwan
(Coleoptera, Scarabaeidae)

Yoshikazu M IYAKE

Nagayama, 3-3-4-202. T lma-shl, Tokyo206. Japan

A bst rac t Gcntls Psetlt/ohop1l'cl REI'rTiR is newly recorded from Taiwan. Tent、cw specjes and
three new subspecies, Hopli'a('/iotu', H. fat'M'a'Ia. H. /Ia、・as加'. H. /Is/tel,Ia, fl. si111i1ルIla. H.11tlkanej.
H 'Ie'1gkaoSltalla, H p1llt'/1''a, H. l'101!t1't'ola, Psetdo/1oplta s/1ibalai, subsp. lnaki11a1・al, 川all・ueia1
and_l'“lfla'Ia are described. Eet加o/1oplia al'l'oltf MlwAl =E fiomosalla ARROW) is given to the
n e w Status,  and ECtin0l1op1!a S1l lp;It・mi'e11t1'11、 REDl、ENBAUCHER,  E.  chrysu''a REITTER  l = E.
Sttlm'alls BORRE)、 E g''acilipe.s (LEWIS)、 Hoplia .sg11a1;1acea WHm-. H reini HEYDEN. H cleg(alt1:/a
WHn、E and t f. /Ia/ _1ells1:s SAwADA a le exc luded 「rom Taiwanese fauna.

Up to the present two genera and eleven species of the lithe Hoplilni have been
recorded from Taiwan, by MOSER 1919, ARROW、 l921, MIwA. 1931, SAwADA, 1938 and
l939, NoMURA, l965 et a1.

The tribe is divided into three genera, twelve species and four subspecies in Taiwan_
Keys are provided for the genera and, within these, for the species included subspecies.
Thirteen new name are proposed. The record of Hop/ia1・ein1 HEYDEN (by NIMMA and
KINOSHITA, l927), H. /ta/folie'Isis SAWADA(by SAWADA.1939), H e/ega'1til/a WHITE(by
NoMtjRA, 1965) and E('1inop/lop/Ia gl'at11ipes(LEWIS) (by MlwA, l931 ) ale erroneous due
t o the misidentification. The record of H. su/f1/ua・1'l'ent1・is REDTENBAcHER and H.

sulul'ails BoRRE(by MlwA,1931 ) are also Incorrect owing to the n islabeling.
The used materials in this study, were collected by Dr. Takashi Sl,llRozu, Messrs.

Bao Sin CHANG, Won Long CI-IEN, Soichi FUKUDA, Yasutosh1 HIRAN0, Tcru0 OcH1.
Kiyoshi  MATsUDA and H iroshi MAKIHARA and the membel・s of  the Osaka
Coleopterogica1 Society, and are preserved in the collection of the Research Institute o「
Evolutional Biology, Tokyo, and the Taiwan Agricultural Research Institute, Taichung.

I wish to express my sincere gratitude to Dr. Takehiko NAKANE for his continuous
guidance during thirty years, and to Mr. Taichi SHIBATA for hiskindadvicein the course
of this study. My thanks ale also due to the above mentioned entomologists for their
kindness in omering material, and especially to Drs. Norikazu KoNDo, Shui Chen CHIU
and Ken Ching CI・Icu for their permit1on to examine the specimens under their charge
to Dr. jun-lobi AoKl for kindly leading the original manuscript_

Key to the Genera of Hopliini from Taiwan

i ' _'noho!1/Ia REOTE、nACliEIt
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2 ( l ) Gloater pari of propygidium covered by elytra except 「or apical part. Ext remity o「 clytral suture
wi thout brist les.

3 141  Pygidium large. Paramercs o「male genitalia cylindric l l
4 (31 Pygidi:urn small. Paramcrcs o「male genitalia 1[fattened.

l l21

2 (1)

3 141
4 13)

Genus Ectino/toplia REDTENBACHER

Rclsc d. No、,ara Zoo1.. 11. Col. 186S: 63

Type-species: Hop/加obt1!Iota MoTscHULsKY. 1853

Key to the Species and the Su
Dorsa l surface clothed wi ih black or dark scales.

extremity of the clylral suture with black bris!1es.

Dorsal surface wl thou i maculat

Pseudo/,oplia RI-n'TER

bspecies「rom Taiwan
frcqucni ly dccoraicd with bluis

Dorsa l surface clothed wi th yellowish scales. 「requcntly
extremity o「 the elytral suture with whitish bristles.
Dorsal stl r fdce mol'c of' less with black maculations. . _ _

Hop/fa t LLICER

h maculatioas
E. l'01 SI、WAOA

decolated wi th blackish maculll ti ons

E. Jbr,11osa,1t1 ferules・a"a Mos国し
a fol,,;lesa,Ia al-,,of;'l' MlwA

Ectinohoplia J'01 SAwADA
9(''加olio/'/Ia_t'o'' SAwAl)A. 1939; 42. pl 6. 編g a .

Specimens examined: Mt, Lara, Taihoku,15. VI. l965, C. K. HANc leg; Lishan
Taichung Hsien. l,jj 2.?・・l l. VIII. 1974, Y. MIYAKE leg, Lienhwachih, Taichung Hslen
1 , 31. V. l975, K. MATSUDA leg.

D istributi on: Tai wan.

Eet加0hoplia.formosa'ta tel'tttosalta M OSER
E('tino/1oplia fol'';tosaltt1 MosEit.1919:362-363. MlwA.1931 : 2871 SAwADA.193S: l4; Mlw^ and CHUJo.1939:

71.

Specimens examined: Lishan,Taichung Hsien. 1 ., 31. VII i970. Y. MIYAKE leg ;
Musha, 26. IV. l970. Y. KIYoYAMA leg ; Lushan,2 l :1. , 23. IV. l973、2. jS l ',, l3. IV.
l974, T.0cHI leg; Nanshanchi,1 lf,31 . m.1981, M. YAMAMoTo leg ; Funchifo 4.3、;; 4.
V. l970, Y. KIYoYAMAleg; Liukuei, i(S I '_,14. V. l975、 S. TAKEDAleg: Shihshan near
Liukuei (2000m alt ), 7 1、,_, 9. VI. l976, W. L. CHEN leg.

Eetmo/lopl加 fol'l'lesa'Ia arro'i'1' MlwA、 stat nov.
,Ectt''Io/'opl ia l i'''i'1osana A n'ow (r、cc. Most It). 1921. 209.
1ieti'to11op/ia al''o、t'1' MlwA. 1931: 287. nom nov : SAwADA, 193S; 14: Ml wA ct CllUJ0. l939: 71; Ml w^ et

Cl-lOJ0. l939.

Specimens examined: Yangmlnshan, near Taipei, l.j, l5. Vm. l968, T. T. leg. (in
col. MAKIHARA); Sozan, 11f, 29. VI. 1941. Y. MlwA leg. (in col. Taiwan Agr. Res.
Institute).

Distribution: Taiwan (Dalton Mountain Range. N. Taiwan).
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Genus Psel!dohoplia REITTER
Detlahe E;11. Ze11st/1r., l890・375.
Type-species: Hop/t'a (・ampe?t,-1:s FAIRMA - l, 1887. dcsig n o v

20 ]

P'sendohoplia shibatal Y. MIYAKE. sp n o v.

Black、 with clypeus、 antennal foot-stalks and maxi11aly palpi reddish brown.

DO「Sal Su「face scantily shining densely covered with metallic green or yellow granulate
Scales Which are mixed with black or siIvel- scales. Pronotum sometimes with a dal-k
Ion9itudinal patch on each side_ Scales of scutellum similar to those on pronotum and
on elyt「a- Under surface clothed with fiat and l・ound sliver Io golden scales wjlh a
greenish brilliance.

Body oblong. clypeus broadel・ than twice its length, rugosely punctate, bearjng
C「cot Pale hairs、 the fl'ont margin nearly stl・aight front angle rounded. lateral mat・gjns
almost parallel. Antennae nine-segmented fool-stalks long fine and thread_like. the
basal Segments free 「rom sealし、. club short. Pronotum about l 38 limes as broad as j ls
fen9th, moderately convex bearing yellowish hairs, lalel・al mat・gins angulalely curved In
the middle, Sinuate at anterior and posterior hat「. 「rent angle almost reclangula1・ wjlh
the apex acute and hind angle obtuse but the apex acute: somewhat depressed near hjnd
and f「onl an9les. Scutcl]um -nicircl,llar densely bul not accumulatively covered by
「ound Scales which arc similar to those on pronotum and on civil,a. Elytra moderately
Convex above alittle1ongel' than ihe、vidth, healing six or seven rows of yellowish setae
o n each elyt1'on. The front  hat「 o「 propygidium covered with elytra,  pygjdjum
moderately convex bearing spat so yellowish hail・s. the front and hmd mat・gins evenly
「oundcd. Metasternum covered with spat so pale hairs. Each abdominal slot・nile bearing
a transverse row o「sし,tao_ Legs slendel-, tibia longer than its own tarsus, front libja
t「identate、 Claws wholly cleft. inner claw of front tarsus as long as three-fourths of the
ou ter one.

Length: 7.7-9.6 mm. Breadth: 4.1-4.4 mm.
Holotype: .). allotype; . paratypes: 6.; ;1 ',, Mt. Alishan, Taiwan. l5. V.1968. Y.

H ŶASHI le9.11,,30. Vl.1974. T. 0ci-lI leg.l7、j j. l. V. 1975. K. MATsUDAleg.
Distribution: Taiwan(Alishan Mountain Range).
The new spし、oles Is separable from the already known species of gcnuspse1ldo/1op/1a

in having model'ate sized pygidium and different co]ouraljon.
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Key to Subspecies of Ps(・u(/o/1op/ja、,/1jbataj
LC9S black・ DO「Sal su「「acc clothed、、ilh brtlisl1 metallic gl・eon sc lies. Longer claw or front larstlsnear1y
Pa「allot-Sided・1、ind tarsal cla、?' gradually teparl1、g apically. _ _ _ j). .l加'/)ataj1nalstl(fat・ subsp n o v

Legs yellow ii,・b red bro、、n. Dorsal surface clothed 1゙1h light green scales
DO「Sal Su「face Clothed Will、 metallic cobalt green scales. Longer cla、v o「「rent tarsus much broadened
fl'om base to aPiCl1one-lhird: hind tarsal claw broadened 「rom base Io apjca1one_fourth _ _ _

Dorsal surface clothed、tith volte、l・ish green scales. Tarsal do、v
P. sill'/)Mal' 'Ila/、'1' /fat・al subsp n o、, .

of front tibia scarcely broadened



202

5 161

6 15)

Y oshikaz.u MIYAKl

apjca1ly: tarsal claw o「 hind legs gradually tapcl'lng apically.
Opened parl orparamera jn male genitalia large about two-fifths of Ictal length almost Cylind「leaf
Body 1 argo (7 .7_9.6 mm) _ . . . _ _ _ _ . _ _ _ _ _

_ _ _ _ _ _ . . f'. l /1iliatcli S11i1lt11at SubSP・ nov-
Opened pari of paramcra jn male genitalia sher、 and strongly constricted near apex. Body Small
l 7. l -9 mm1 f'. sl!ibalai_、' tls/1t11ta subsp, no、

psel,do/loplfa s加'�ataf,,laA'l'/fat'al'  Y.  MIYAKE,  subS n o v .

Male: Black. wjlh clypeus, antennal 「cot-stalk, maxillary palpus and le9S tes-
taceous Dorsal surface of body clothed with metallic cobalt green scales mixed With
dark green or dark coloured scales. Longer claw o「 front tarsus distinctly broaden
apically; hind tarsal claw broadened fl'om base to the apical one fOul-th.

Length:8.5 mm. Breadth: 3.8 mm.
Holotype: MI. Lalashan. Taoyuan Hsien. Taiwan 21-24_ V. l 980, H. MAKll iAl u

leg. (in col. H. MAKIHARA).
Distribution: North Taiwan (Highland).

Pseudo1loplia shibatai ,'latsud,ai Y. MIYAKli. subSp n o v .

Body wholly black except apical part of tarsal claws somewhat reddish. DO「Sal
surface of body brulsh metallic gleen. The co;ouration consist o「packed light and dark
green scales. Apjca1 and basal margin of pronotum and elytral suture decorated With
sjlvcr scales. pygidium also covered with scales, and is flequently marginated by sliver
scales. Longel claw of front tarsus gradually broadened from base to basal one-third
gradually tapering fl・om t he middle to apex hind tarsal claw gl'adua1ly nan-oWed
apically.

Length: 7.2-8.9mm. Breadth: 3.3-4.2mm.
Holotype:1 、) MI. Ncngkaoslun(2800m alt ). Nantow Hsicn 20. V.-2. VI.1966

(In col.. Eyot. Biol. Inst.. Tokyo). Allotype: .., Hohuanchi-Sungchuankang. Nantou
Hsicn 25. Vi. 1976, H. MAKIliAltA lcg. (in col_ H. MAKI1-lARA).

Distribution: Central Taiwan (Highland).

Psetl‘io/top11'a shibatat J'us/ta'Ia Y. MIYAK1, S11lbSP.nOV・
General appearance of body and colouration al・e much similar to those o「 the

nomjnale subspecjes. p s/libala1 s/libalt11 but d1lTers 「rom this by the Smalto「 Size.
Opened pari ofparamcra in male genitalia shot't and sirongly constricted neat apex.

Length: 57.2-8.1 mm. _9mm. Breadth: 、; 3.7-4.2 mm, - 9mm.
Holotype: l ;, MI. Yushan, Chiai Hslen 8. Vl.19S0. K. KuZUGAMI IC9・1 Allotype:

l † M. YAM M̂oT0 leg. Paratypcs: 4o , K. KUZUCAM11e9.; 1、; N・1T01e9・

Genus Hoplia ILLIGER

Ma_. Ins.. l t . l 803: 226.

Type-species; Scara/1at'ltl'Ji-'11osul' LINNl
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Hopl ii1li 「rom T liwan

Key to the Species of Hop/ta from Taiwan
Hind cllw cntire.not cleft. Apex of scutellum angulated
Pronotum bears bristles. Scutellum shield-shaped
Prot1olum bears hai rs or setae. Sctlle1lum l1iangular.
Each llbdomina1 slcrllile with a single row of white scまIe-like setae
black scales_

H. (,/tola sp

203

Dorsal surface not covered、vi lh

Each abdonilnal stcrnite with a rather irregular row of 「me hairs at middle. Do
wi th black scales.

H. fat、、,a!Ia sp n o v

rsal surface covered

P「onOtum With blackish st ick-li ke setae. Dorsal surface decorated with pale yc]lo、vish green scales
and scantily shining /f. .ll川ii/加Ia sp n o、,

P「onOtum ゛'l ib 】lc ]lairs. Dorsal stlrfacc dccorntcd、vith metallic cobalt blLlc scales and slrongl
shinillg.

Body large (10- ]2mm). Elytra distinctly longer
Body smalt i5.6-6.4mm1. Elytra as long as wide

l h m wide

Tarsal claw of hind legs cleft. Scutellum semicircula1

fl. /1ara.lfli l sp n o v

ff. /Is力f ila sp n o v

Mesosternum Covered、、'1th 「inc l、airs only. Dorsal sur「ace o「 body heal・itlg short slick-1jkc setae
tf nakanei sp n o v

l2( l l l Mesosternum eeyore(i with brilliant scales. Dorsal sLlrfacc o「body bcaring lcpering setae orhajrs.
13( l41 Prothorax densely bcaring longhlirs or setae. Dorsal sur「acc of body rather sparsely covered with

14( l31
151161
l 6115)

scales 「l'equenlly becoming bal・e.
Prothorax r fiber sparsely bearing
Body large (S3-9.2 mm1
Body small l7.2-7.3 mm)

ff. 11t,1lgkaosh(m?1 sp n o v

shot t setae. Dorsal surf Ice closely covered with scales
ff. 111011'!('o/ sp

/-/. /111/t'/ll'a SP
n o、v

n o 、,

Hoplia cl!oui Y. MIYAKE. sp n o v .

Male: Body dark reddislh bl'own, with antennae testaceous. Dorsal surface clothed
With oval yellow scales mixed with white ones. Ventl・al surface covet・cd with whjle scales
which are faintly suf「used with silvery reflexion. Femora and tibiae rather spat・sely
covered with elliptical or elo11gate while scales.

Body oblong. Clypeus vel'y short, about2.8 times as broad as long sparsely and
Ve「y Coarsely punctate bearing with elect, fine white hairs; sides narrowed anlerjorly
「「om base, front margin almost st1'aight, front angles rounded. Frons bearing wjlh
「eCumbent scale-like dark setae and elect, teperlng yellowish setae. Pronotum1 3 l jmes

as broad aston9 breadth, broadest at middle, and also similar breadth al base, strongly
Constricted just before base, sparsely beat・ing stl・eng bristles and scale-ljkc dark setae.
「lent and latcl'al margins also fringed with strong bristles. Scutellum shield-shaped.
slightly longer than wide, nearly parallel-sided in front, strongly nar1・owed bchl nd
an9ulatc at apex. Elytra seal℃cly longer than wide neat'ly parallel-sided. scallc1・1ngly
With truncate scale-like white setae. Pygidium broader t han t 2 limes of 11s length
bearing scale-like setae, besides, yellowish hairs near apex. Each abdomjnal slernjle.
With a t「anSVe「So 「oW of scale-like white seiae. Legs shot't and stout1 the lhjrd tooth of
f「ont tibia small, but angulated; thefi「th faisal segment with four distinct small teeth on
Inner ed9e; shortel' claw of front and middle tarsi scarcely shorter than longer one
(23 :24).

Length: 7.5 mm. Breadth: 3.6 mm.
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Holotype: l ;jL, Sozan ( _ Yangminshan, near Taipei ),26. V. 1940, M. UNc le9. (in
col. Taiwan Agr. Res. Instit., Taichung).

Distl・ibLllion: North Taiwan (Tatung Mountain Range).

Hoplia taiwana Y. MIYAKE, sp n o v.

Body black, with clypeus, mouth-parts and antennal 「cot-stalk frequently become
red brown. Dorsal surface of body clothed with yellow moss green or testaceous scales.
pl-onotum and elytra rarely decol-aled with dark patches. Scutellum usually Cove「ed
with silvery scales. Propygidium, pygidiumand ventral surface densely coveted with
oval or l-ound golden scales. Hind femur covered with oval or elliptical golden or silvery
scales

Body compacl.1egs1ong and stout. Clypeus transverse, 2.3 to2,5 times as wide as
length, coarsely, strongly and not closely punctate, healing erect fine hairs. scattered few
elliptical scales behind, sides subpal・allot at base, thence, weakly nan'owed anterio1'ly.
「rent angles rounded front margin almost straight. Frons bearing l'ecumbent scale-like
while setae. Antennae nine-segmented first and second segments conical, and the first
one 「roe from scales. Pronotum subhexagona1, about 15 te l.6 times as wide as long,
strongly convex above depressed along lateral margins, front angles sharp,hind angles
obfusc with the apex acute in male, dull in female. sides angulate In the middle, slightly
sinuate be「ore and behind, and disc sparsely bearing with short scale-like setae, front
and lateral margins t inged with short but stlong setae. Scutellum triangular broader
than length, the apex angulated. Elytra broadel- than long, spat'sely beat'ing with shot't
scale-like setae. Pygidium bl cadet- than long, sparsely heal・ing shott scale-like setae, bul
rather densely so near apex. Each abdominal sternlte. with a single t'ow of short white
setae. Legs long and stout, front tibia armed with three teeth, the third tooth small;
shorter claw of front and middle tarsi as long as two-thirds of longer one in male, three-
「ourths in female; femora and tibiae l-ather densely covered with suberect setae.

Length: 4.5-6.5mm. Breadth: 2.4-3.7 mm.
Holotype: l , (in my col ). allotype: .. paratypes: 8 2..1.. Nan Shanchi, Nantou

Hsien, Y. MIYAKi三leg.; l ?,1 . IV, 23 1 '1、, 3. IV, 3 . 4. IV, l '_? 5. IV.1970, H. NOMURA
leg ; 3 , f , 3. IV. l970. T. KoBAYAsIiI leg; 31. m,-3. IV. 1981, Y. YAMAMOT0 and F.
KIMUlu leg., Meifeng,2f,j,19. VI.1980, M. YAMAMoTo leg., Tsifeng,1 .;'.26. VII i970,
Y. MIYAKE leg; Sungkang, 3 . j , Y. MAEDA leg; Funchifo, 4 d、5. V.  1970、Y.
KIYoYAMAlcg., SI、ihshan、 Near Liukuei,15,3,S8.1.◆, W. L. CH?N leg: Yushan,2、S(S2.1_., 、
3. Vl. l980, M. YAMAMOT0 and N. IT01eg.

Distribution: Taiwan (the whole Island).
The new species is more or less similar to ri atl1'cola PALLAs from Korea. China,

and Si beri a bul differs from this in having broader tarsal segments and not depressed
posteromedian al'ea of pronotum

opf!'a /ia11as加'l' Y. M IYAKI三, sp n o v .

Body black and shining. Dorsal surface thinly covered with vel・y narrow sepia and
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black scales and decorated with oval metallic pale blue ones. The latter scales fonning
the following maculations: a narrow marginal line surrounding pronotum except for the
median area of the base and a narrow median line confluent info the apical pari of the
marginal line in the middle; two transevers bands of elytra, near basal margin and the
other wave-like before the middle and connected with each other by a nan-ow stripe on
suture; a hind incomplete ring-shaped patch placed near apex of each elytron. Scutellum
constantly covered with black scales. Pygidium and yentl,al surface of body covered with
silvery Io golden scales which are suffused with a greenish lustre. Femora and tibiae with
sparse pale scales.

Oblong rather fiat. Clypeus broad、 about three times as broad as its length.
strongly but sparsely punctate, and sparsely clothed with darkish hairs, front margin
nearly straight. 「rent angles rounded.1ate1-a1 sides strongly narrowed behind. A ntennae

nine-segmented、 the fifth and sixth segments broad. Pl・onotum gently convex、 feebly
depressed near front angles, lateral margins angularly curved in the middle front angles
produced hi nd ones obtusely angulate. 1atera1 margins with long hai l・s. Scu tell um

triangular. obtuse at apex_ Each abdominal segment with an irregular row of hairs.

Pygidium a little broader than long、 evenly fiat except neat- front angles, and covered
with hoary hairs.

Legs long froni tibiae lather slendel'. tridentate, the third tooth being small bul
distinct, the shot,tel・ claw of front and middle ial・sl as long as four-fi fths oaf the length of
the longer one. claw o「hind tarsi entire、 not ole「t. Apical joint o「hind tarsus armed with
five minute teeth on ventral side. very stl・ongly notched between the 「out・th and fifth
teeth、 the fi rst tooth obsolete and indisti nct.

Length: 8.0-9.3 mm. Breadth: 4.2mm.
Holotype: 、?, allotype: ・_. paratypes: 17、j3. Mt. Alishan、Taiwan. 15. V. l968. Y.

HAYAS田leg; the same lOcality、 l 3、1. V.1973, K. MATsUDAleg.,5.;S. l7. V.1981, N.
ITO leg,; 7 . l8. V. l981, F. KIMURA and K. KUzUGA~11 leg.

Distribution: Taiwan(Highland).
Hop/ia /1ako/1ensis' SAwADA、 l938 from Japan(Hakone Mts and l:zu PeMlinsula) is

closely allied to this new species. H. ital,as/!!1 H. /Is/1a11a and H s加11/加Ia. bu l l l differs

from them in t1、e 「o11owlng charactel's: 「rom/ta、'as/111m shorter pronotum and elytra.
liner and sparser punciation, and scarcely produced front angles o「pronotum; from
1isha'Ia in shorter pronotum depressed along lateral margins、 with less angulate lateral
angles, and black scales on scutellum, fl'om siml//l1nalnlcss angulalelale1・al angles、 and
finer and sparser punctation on o「pronoium.

Hoplia lisha'!a Y. MIYAKli. sp n o v.

Coal black, strongly shining, with apical part of f ont tibiae and tarsal claws
reddish or dalk reddish brown. Dorsal surface o「body thinly covet-cd with very narrow
blackish scales decorated with bri l liant  metal l ic bl ue scales, which a r e oval on

pl-othorax, short oval on elytla, forming indistinct maculations. Femora and ti bi ae
densely covered wiih hoary hail-s and the formel- scarcely with scales.
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Oval and compact, convex above, legs long and stout. Clypeus transverse, about
2.7 limes as wide as long in male 2.45 times in female、sides subparallel near base,
gradually narrowed anterio11y, front margin straight, disc sparsely but distinctly
punctate、 bearing fine hairs. F1-ons with short setae. Pronotum about l 34 times broadel
of than long in male, 1.27 times in female. convex above, feebly dept・essed near front
angles, sides angulate In the middle, almost straight before and behind, front angles
l-eclangtJLlar and the apex dull, hind angles obtuse but angulate at apex, disc finely
rugosely sculptured bearing subelec1 dark setae. Scutellum triangular, scarcely broader
than long. covered with oval silvery scales except「or apical part. Elytra as broad as long
in both sexes, with oblique rows of fine punctures bearing dark scale-like setae.

Pygidium broader than long、rathel- densely bearing obsolete, yellowish long hairs.
Each abdominal sternite with a row of white setae Irregularly scatteled in the middle.
Front tibia armed with three teeth, the third tooth obsolete each tarsal segment scarcely
longer than breadth, inner edge ofextrem segment in hind tat,sus with live small teeth.of
which thLe basal one being inconspicuous.

Length:5.9-7.l mm. Breadth: 3.l -3.5 mm.
Holotype: , allotype: ・j, paraiype: l.J、Lishan. Taichung Hsien 8. I V. l981, F.

KIMURA lcg. (in COI. T. SHIliATA).
Distl-ibution: Central Taiwan (Highland).

Hoplia simi11inia Y. MIYAKE, sp n o v .

Body black, willl apical pal・t of front tibia and tarsal claws dark reddish bl'own in
male, legs wholly reddish in female. Dorsal sur「ace clothed with oval or elongate-oval
black or sepia scales. l・alhcr thickly decorated with metallic pale yellowish-green ones.
The scales forming maculations. similar to those of f-1. /lay(Is/ii in male: the scales almost
sepia or black, without maculation in 「cmale. Ventl'al surface and pygidium and

propygidium covet・ed with bluisll silvol- scales. Legs with white setae; femora sprinkled
with narrow silvery scales.

Oval, modelalely convex. Clypcus transverse about 2.7 times as broad as long,
subparailel al base, gl・adually na1・1・owed in 「rent in male,2.66 times as broad as;eng In
「emale、 disc sparsely bul sirongly punctate bearing sparse white hairs. Frons heal'ing
recumbent elongate oval dark scale-like setae and a「ew whitish slende1' setae. Antennae
nine-segmented, basal segment without scales. Pronotum broader, about 13 times as
broad as its length in male. l 5 times in female, strongly convex above, slightly fial lend
near front angles heal・lng subclcct dark setae, lateral margin more or less selTate bearing
dark setae angulately curved in the middle, thence, scarsely sinuate before、 almost
straight behind front angles 1・octangular, hind one obtuse, ihese apex dull; disc densely
rugosed bearing dark scale-like setae. Scutellum longer than or as long as broad,
usually、 covered with black scales. Elytra as long as breadth, bear with scale-like setae.

Pygidium feebly bl・cadet・ than length, beat・ with rather long white setae. Each
abdominal slot・ni le with a row of while setae, the low become irregular in the middle.
Legs long and stout, the third tooth of f ont tibia small, and ihe second to 「out'th t:arsal
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segment scarcely broader than long.
Length: 6-7.8 mm_ Breadth: 3.8-3.9 mm.
Holotype: j , allotype: ・.;,., Shihshan (2,200m alt ), near Liukuei, Kaoshun Hsien, 9_

VI. 1979 W. L . CHEN leg., Paratypes: 4001 '.l.. Baibara (=Meiyuan). V. 1965. native

collector (obtain,ed by Dr. T. SHIRozU).

Hoplia 'lakaltei Y. MiYAKE. sp n o v .

Body black, with antennal 「cot-stalk and legs light 1eddish blown to dark reddish
brown. Dorsal surface densely clothed with pale green, yellow or reddish yellow scales
frequently forming indistinct maculations: on prothol-ax a large patch at centre.. on
elytra two patches before the middle on each side and hind large one on suture. These
patches consist of darker scales_Propylidium. pygidium and ventral surface covered
with oval to round yellowish silvery scales, which are suf「used with faint greenish hue.
Femora and tibia,e sparsely sprinkled with nan'ow silve1'y scales.

Body oblong, legs slender. Clypeus nal-rowed anteriolly from base. 「rent malgin
almost straight, disc densely but shallowly punctate, bearing long white hail-s. Frons,
pronotum and elytra covered wi th round scales、 frequently becoming polyangulal.
Prono tum convex above broad more than t .3 times of its length; f ont angles sharp in
male, rectangular in female hind angles obtuse, but apices acute, sides angulate in the
middle, sinuated before and behind, surface with truncate. short, scale-like white setae
sparsely covering elytra, propygidium and pygidium. Each abdominal sternite with a
single row o「sparse setae. Each second to fourth tarsal segment scarcely1ongel' than Its
broad: Extreme segment o「 hind tarsus armed with five minute teeth, basal one
inconspicuous. Shortcl claw of 「rent and middle tarsi about three-fourths of respective
longer one.

Length: 7.0-9.2 mm. Breadth:3.8-4mm.
Holotype: 、:) allotype: .l.、 Paratypcs:  l5:f68,l , Shihshan. (2.000m alt ) near

Liukuei, 9. VI. 1976, W. R. CHEN leg: Fenchi「0. Chai Hsicn、 l, 24. V. 1975, K .

MATsUDAleg.. Meifeng,3、j.j l ,.,30. VI. 1976. T Oe、l ii leg; Sungkang,1 .,,3. VI I i976.
T. 0cHl leg; Nanshanchi, l j, 1 ',, 3. IV. l981. Y. YAMAMoTo leg., Eihua, l 、 l l . I V.

l968. B. S. CHANG leg ; Swukang, Taoyuan Hsien. 1 1., 15. VI.1970, S. FUKUDA lcg:
Baibara near Pull、 l 2::>1; 3.1._.. V. l963, native collector (obtained by Dr. T. SHIRozU).

Dist ribu ti on: Nor th to South Tai wan.

Hopi''aptllc加'a Y. MIYAKl三、 sp n o v.

Male: Body black, with labial and maxillary palpi antennal foot-stalks and legs
light red brown. Dorsal surface of body densely. closely clothed with l'ound pale green
scales1 pronotum with a vague broad stripe consisting of darker scales from front to
hind margin. Scutellum usually darker. Hind tibia rather densely but not closely covered
with n:arrow scales.

Body oblong, legs slende1・. Clypeus broader, twice as broad as long densely but
shallowly punctate, gradually narl'owed towards apex, 「rent margin not emarginate.
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bearing fine whitish hairs、 and a few scales behind. Pl'onotum 1 .3 times as bl cad as its

lenglh. 1alera1 mat gin angulate before middle. sinuate before and behind、 bearing
whitish marginal setae, surface spalsely covered with whitish setae. Scutellum semi -

cjl℃ulal broader than long、 gradually nar1・owed from base to apex. Elytra about 13
tjmes as long as breadth bearing short whitish setae. Pygidium a little broader than
long. the apex founded, bearing whitish hairs. Each abdominal sternite with a single row
o「short while setae. Ext1・erne segment of hind tarsus al'med with inconspicuous five
minute teeth on inner edge, the basal one indistinct: shorter claw of front and middle
tarsi about three-fourths in length of respective1onge1' one.

Length: 7.2-7.3 mm. Breadth: 3.6 mm.
Holotype: ;). Meifeng, Nantou Hsien、23. V.1974. K. MATsUDAlcg,: Paratypc:1 .

Sankakuho, 6. VI. 1927. J. SoNAN ( =J. MINAMIKAwA) leg. (in co]. Taiwan Agl-icult.
Res. Institute_ Taichung).

Distribution: Taiwan (Highland 1

aop/l'a 'no'It''cola Y. MIYAKE. sp n o v.

Body black_ with labial and maxillary palpl antennal fool-stalks and legs red
brown Io dark red bl-own. Dorsal sul facc of body densely closely c;othed with round
angulate of・oval. pale gl-eon to ochel-ous scales frequently with a vague broad patch on
pronotum. Propygidlum. pygidium and ventral sur「acc covered with round silvel-y scales
becoming oval on brust and on coxae. Hind tibia densely covered with silvery scales
especially in basal hat「.

Body ob1ong.1egs1ong and slender. Clypcus broader more than twice as broad as
long in male, 1.8 times so i n f、emale. spat・sely. shallowly and somewhat rugosely
punctate, bears erect fine white hairs. sides parallel neat・ base then narrowed anteriorly.
「rent margin nearly straight front angles rounish. Pl'onotum broade1' than long.
strongly convex above bearing sparsely whitish setae、side angulate befo1'e the middle.
sinuate before and behind, beat・ing whitish mat・gina1 setae front angles shalp hi nd

angles obtuse but angulated. Sute11um semiclrculal、. sides gradually narrowed fl・om base
to rounded apex, densely coveted with darkish scales. Elytralongel・ than bl-cad、 bearing
whi iish setae, Pygidium broader t han long bearing whitish hairs. Each abdominal
sternite with a single row o「short white setae. Extreme segment o「hind tarsus armed
with inconspicuous f、ive minute teeth on inner edge、 the apical foul・large. Shortcl-claw 01
front and middle tarsi about four-fit山s o「1'espectlve longcr one.

Length: 8.4-9.Omni, Breadth: 4.2-4.8 mm.
Holotype: 、; allotype: 、1., pal・atypes: l 、_)1 - . Tsuifeng. Nantou Hsien,12. Vl.1972.

Figs.  1 -15 . Dorsal vie、t, of ani mats: - . Psel1(/o/1op/la.、加/'cl'al' s加?fat(lf subsp no、'. 2. P. s. ';Ia人'lツ1(frat
subsp, nov., 3,  P. .、. tilals1l(1ai subsp.  nov., 4.  Et't加o/1op/la fo1'mosatla /or11tos(111t1, 5.  Hot)/Ia
ha.l,alii i'l sp nov.. 6. f l. lis11a!Ia sp nov..7. H. ,l加m加ar sp nov..8. E. .l'01', 9. ti. lai、、'(ma sp n o、' . .

10. ff. ,1akatleisp nov,.11. H. 11engkao、s/1ma sp nov. 3、12. ditto .. l3. 11. 1)11/c加--sp, nov.、 ]4.
fl. (,lieut sp nov..15. H. 1;1ot11i(・ola sp nov., Fig.16-17. Scale pattern of elytra: l (]. /1. /i.lhcl11a sp.
no、,.. l 7, 11. /!ako1t(, tlsi.、.
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Figs.  l S-30. Paramcl'cs o「male genii Ilia dorsal view right: taler 11 view: l8. P.l・一(/olio/)/Ia sill'i)alai
.rtls/'a'Ia subsp nov..  l 9. P. s, 111akl/1a1'al subsp nov.、20. lit・/lno/top/1'a.、・01', 21. E. 「of・tnosana
./o用Io.、'a'Ia,22. f/. c/10M sp.nov.、23. /f. 'frl'll'fM sp nov..24. ff. /fat,frs1ll'1' sp nov.. 25. /f . / if/ta,Ia
sp nov.. 26. f l. s//川/ル11(1 sp. nov.. 27. H '1aka1tt,1 sp. nov.、2S. H. 川o1t1lt・o/a, sp no v., 29. H.
no'tgkaosllcma sp nov.. 30. f/. j)11/t ill'(1.
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L. F. HANG leg. (in my col. ); Hohuanchi-Sungchuankang. Nantou Hsien, 3.1,1、23-24
IV. 1976, H. MAKIHARA leg. (in col_ H. MAKIHARA): Meifeng. 1.、 l9. VI. 1980. M

YAMAMOT0 leg. (in COI. T. SHIBATA).
Distribution: Taiwan (Highland).

Hot)11'anellgkaos/ta'ta Y. M IYAKE. Sp n o v .

Body black、 with antennal foot-stalks and legs usually. clypcus and elytra

frequently reddish brown. Dorsal surface of body covered with gray gl'een. ocher or
brownish scales、 rarely mixed with cobalt or silvery ones, especially In「emale; scutellum
usually thickly covered with darkel- scales. which are friquently1ost: Propygidium.
pygidium and ventral surface covered with silvery scales and with a gleenish or pinkish
brMance. Basal segment of antennae and tarsi without scales.

Body oblong. Clypeus bl-cad, twice as wide as its length. strongly nal'rowed
anteriorly from base front margin nearly straight in the middle front angles rounded.
lateral sjde subparalle1 near base disc sparsely 1・ugoscly punctate rathel' densely bearing
erect hajrs. Antennae nine-segmented. Plonotum moderately convex a ttcnd near f ront

angles. covered with pale yellow hairs、1atel-al mat gin angulately cut'vcd before middle
then, sjnuate before and behind, angles obtuse. Scutellum scmicirculal'. densely Covered
wjth darker scales. Elytra subpara11e1-sidcd beat・ several rows o「 long hairs rather

densely :and irlegularly so behind. Pygidium rather convex bloadcr than long, sparsely
bearing whitish hairs, besides yellowish long hairs neat' apex. Each abdominal stenlitc
with a transvers row of setae. Legs slender fl,ont tibia tridentate the second to 「ourth
tarsal segments each slightly longer than wide in both sexes: extreme segment of hind
tarsus armed with five minute ieeth the basal one being obsolete; claw of hind tat'sus
cleft.

Length:7.l -9.1 mm. Breadth:4.1-4.4 mm.
Holotype: .j'、allotype: _. paratypes: 3j j. Mt. Ncngkaoshan. Nantou Hsien、20.

v_-3. vI.1966 (in col. Eyot. Biol. Rcs.1nstlt.. Tokyo). Tattaka Pass-Hofanchi、 l l. VIii.
1968, B. S. CI-lANG leg; Mt. Hofan, l j 16. V1.1966. B. S. C1-lANCleg. (th「eu9h D「・ S.
SHIRozU); l?、8. V. 1970. T. K01;AYAsHl leg; Io 5. V. l973. T. 0CH11C9・

L itera ture Cited
Al u ow. G. l92、. A rc、,ision o「lhし・ mo1ol0l、lbino beetles of' the genus E(・1加o/1op/ia. l l'o(・. -00/. So(・. Lotldo'i

19; 267- 276.
B^Tlis. H. 1866. On a co1]cctio1l o「Coleoptera from Formes l、 sent home by Sw1N1l011. / rot'. 二00/. So('

Lo'1(Io' l, 339-355.
E;NDltoD;. S. l952. Net」c ul、d bckannle Hopliincn unci Valgincn aus dcr Fukien-Ausbculc dos Herr【1 I

KLA;'開ucH. oil a1ro111o/og1'(・a ff1//1gal'l't'f 512): 41-72.
FAIRMAIRE, M. l887. Coleoplercsdc1'Inlcricurdc la Chine. /intl. Soc. c- . /;'re"It・t・. 5(7): 104-105.

一 I S89. Ibid.. 619). l5- l8.
HIRAYA、IA. S. l939. Gcnshoku Kochu Zufu. Tokyo, pl 52. p. l72.
KATo M. l 933. Three Colour I llustrated Insects of Japan 8. pl 50.
MlwA, Y. l931. A systematic Catalogue of、 Formosan Colcoptcra: 287-288.
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MIWA. Y et i、il . CHli j o l939_ Catalogue Colcoptcroum.laponicorum Scarabaeidac. Nodashobo. Tajhoku,
MOSIR. J . l 919. Bellrag zur Kcnntnts der Mc1olonthidcn. Ste11ineret11. Zei1. 10(891: 330-364.
N njlMA. Y. cl E. KINoSHITA. l927. Dic Untcrsuchungcn i1bcr lapanische Melo]on1hjdcn m. Res. 加ll.. ('oj1_

E:' p_ tot'e.f;. Col/. Ag''.. Hokk(lit/o lmf'.1Mt'、'. Ja/'all: 29-33. 「.
N o、l u1;t A. S . 1965_ Lisl e「some Folmosan Coleoplera collected by the member of Lepidopterists Society of
」apatl. SI'ec_ Btl//. Lei). Soc. .;ap : l41- ]46.

R日1「ER. E. l902119031. Beslimmul、gs-Tabelle der Me1o]ont]、idae. l 'e1・h. iVat. 1'or. BI・wl.. 16:、08_l 26.
SAWA l)A. H . l 93S. On the Mclolonthlnc beetles o「the subfamily Hoplill、ae o「Japan.1、ll'ppo,, ,10 Kotflu,211 );

33-48. pl 5-6.
SAWAOA、 H. l938. On t1、,c several species o「Hop/ta 「rom Tai、van t、'i/1pot1 110 K5c/1「1.2(2):1041m Japanese l.
SAWADA, H. 1939. Three new lamellicorn Beetles from Formosa. 1、ippo,1110 K()ehli 3111: 41_46. pl, 6.
SAWAD?,., H. l940. Some :new and hit]1crto-unrccordcd species o「 the Scarabaeid-Beetles 「rom Formosa.

Nippol1,to Koc11u, 3(2):75-77.
TESAR. Z. l938. Beilrag zur Kcl、ntnisdcr pa]. Llmc]licornien. El11oti1.1Vac111・., 1213/4): l69_l 70. ljg 7_、0.
WATERl iOuSl三. C I978. CI、aracle]'s o「 new or little knowl、 species o「the Coleopterous gcnus iioplja. (:'jstt,Ia

E!1to,11o1ogiea 2: 265-263.
WulTE. l844. A'1'1. Mag. 'lat. Hist.. 14: 420-424.

摘 要

本文では台湾産アシナガコガネ族 Hopliini ( ・=,力' ネムシ科一コ フキコガネi[E 科,  Scara-
baeidae-Me1olonthinae) について報告した. 現在のところ 3 属 l2 種4 極が台湾に分布

することになる.  このうち Pseudohoptia =セ7シナガコ力'ネ (新称) は台湾から新記録で;
l3 極 3 種を新たに記ll uした.  また,  ARRO Wによって記理曹ｳれて以来 60数年間疑関
とされてきたァロウアシナガコガネEelino/ioplia arrowi MIwA,1931 (E. formosatta ARROW,
1921) は, 種のランクとしてはタイワンアシナガコガネ E forrnosat!a MOSER, 1919 と同物
にすぎないことが 原 氏と台湾省 業試験所の所蔵標本で明らかになった. なお,  これは
大IE山群を代表する別亜種を形成するものと考えられる.  さらに, かつて台湾から記録され
た極の中でラインアシナガコガネ11oplia relni HEYDIiN, コナアシ・;i ガ=,ガネ ;H. squanlacea
WHITE ハコネァシナ力'コガネ 0piia /!a/cone'Isl's SAwADA, コウトウァシーJーガコガネ
elega'ltn「a WHITE及びキイロアシナガコガネ H graeilipes (LEWIS) は同定の誤りによる
もので, キバラアシナカ'コガネ E. S!ilP/1riyentris REDTENBAcHER と E. sutllraIis BoRREは
ラベルの誤りによるものと考えられ, 一応台湾のフ i - ナから除外した.
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Two New Species and a New Subspecies of Elateridae
from Japan(Coleoptera)

Hitoo OHIRA

National Institute for Physiological Sciences, 0kazaki 444 japan

A ll,s l ract Ag,・MI・川Is IAgr llmus)  ,川kat、,ae11sl?l・  sp.  nov.  from Honshu and Para - r(/lo-

p/tel-Its t1akanel sp. nov.  from Y a kL1shi ma Is.,  a nd Paracat・t/1op11or!as  su/)aetlt'1as _l'astlcla1
subsp nov from Hokkaido a rc described and川ustrated.

Agrypnus ( Agi'Jpnus) 'tlikawae'Isis sp n o v .

(Japanese name: Mikawa-Sabi-Kikori1 (Fig. 1, A-E)

Male. Length l2mm,  breadth abou t 4 m m. Body dusky brown, robust,
subpara1lel-sided and more or less depressed above; surface rather opaque, clothed with
decumbent fulvous, scale-like setae all over, and obscurely variegated with some pale
yellow, scale-like setae on dorsal surface; antennae brown(except basal segment dusky-
brown), and legs dark-brown.

Head small, broadly and triangularly impressed between eyes, coarsely and deeply
punctate. Antennae rathel short, not reaching to posterior angles o「pronotum; basal
segment robust; second segment small, subcylindrica1 and a little longer than third; third
the shortest and obconic; fourth to tenth distinctly serrate and nearly similar in shape to
one another. Pronotum subquadrate、a little1onger than its basal breadth, widest at
posterior angles across, rounded at middle, thence gradually tapering towards anterior
angles which are projecting anteriorly; disc gently convex, usually bearing a pair o「
djsljncl transverse redges at middle, posterior angles short, bluntly truncate at each
apex, each bearing an obscure carina above. Scutellum attened and tongue-shaped,
clothed with scale-like setae. Elytra about 2.3 times as long as its basal breadth, with
sides weakly reflexed, gradually dilated posteriorly at basal 「ourth, subparalle1-sided at
middle, thence rounded and gradually tapering towards apices which are normally
rounded; striae defined, deeply and regularly punctate in striae; intel vats weakly
elevated, corasely and irregula11y punctate. Ventral surface with each presternal suture
deeply grooved al anterior two-thil'ds. Propleura and metasternum without any tarsal
grooves. Legs stout, tarsi and claws simple. Aedeagus as figuled.

Fie,;tale. Length 13mm and width about 4.5mm. Very similar to male, but the
body robuster and larger, the seventh sternite of abdomen bearing a smooth area on
midd le.

Holotype.J, Alsumi Peninsula, Alchi Plot.,1-V、l977, M. MATSUNoleg. ParatyPeS:
l l j,j , Atsumi Pen. (WaJi, Tahara, Hosoya, 0kusa and Mt.0yama), l l-V. l976 to22-V・
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Fig.  1 . Ag;yp,,ll、s いg1ypllt;s) ,nika、、ae,1s1.l, sp、nov. - A, aedeagus: B, apex o「 lateral lobe of
aedcagus; C, presternal groo、rc, D maxillary palpus. E, some basal segments l2-410「male
a n t e n n a .
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lg7g, M. MATsUN0 and T. YAMAzAKIleg. 2(対, Toyohashi City,24-VI, 1974;9-V, 1977,
M. MATsUN01eg 2'・j, Toyokawa City, 13-VI, 1976, M. MATSUNo leg. 1(f, Gama90「i
City,4-VI, l975, T. YAMAZAKI le9.

Thjs new species seems to be found in Mikawa Province of Aichi Prefecture. ln
oulljne, this fl ew species is somewhat all ied t o A. (A )  binodulus bmot/tt/Ms

(MoTscHULsKY,1861) fi-om Japan, but can be distinguished from the latter by having
more slender body, more elongate and more parallel-sided pronotum, and unique
structures of aedeagus, etc.

P'al・acardiophort,s nakanei sp n o v.

(japanese name: Yaku-Kohana-Kometsuki) (Fig 2, A -E)

Male. Length 6mm, breadth about 2mm.  Body model-ately elongate and

subpara11e1-sided, surface black with dull leaden lustre; clothed with fulvous pubescence
on dorsal surface becoming pale yellow on ventral surface; antennae and legs black
(sometimes legs scarcely blackish-brown).

Head gently convex between eyes, usually bearing a pair of obscure longitudinal
jmpressjon at middle, distinctly impression between antennae along Clypeal ma「9in;
clypeal margin well ridged, rounded at middle. Antennae rather short, slightly shorter
than poslerjor angles of pronotum; second segment small and subcylindriCal; third
segment elongate and obconic, about 16 times as long as second and a little She「to「 and
narrower than fourth. Pronotum subquadrate, slightly wider than its length, Widest
across mjddle; pronotal side margins extending anteriorly near anterior angles; disc
dome_1jke, moderately densely and evenly punctate, but scattered with Some ta「9e「
punctures among small ones. Elytl・a about twice as long as its basal breadth:, sides nearly
parallel at basal half, thence rounded and gradt1a11y converging towards apex which iS
normally rounded; striae well defined, deeply and regularly punctate in striae; intervals
weakly elevated, punctuate, bul not rugose. Aedeagus asfiguled.

F,et11a/e. Very similar to male, cannot be distinguished cleal ly from the male

without seeing shorter antennae and compal'ison of genital structures.
Ho1otype.1、j, Yakushima Is. (Nagata), l-6, V,1972, H. 0HIRAleg. ParatyPeS 20

exs., Ditto (Nagata, Miyanoura),1-6, V, l972, H. 0用RA leg.
This new species is allied to P. pii/1atui, (CANDE:21E, 1873) 「rom Japan, but Can be

distinguished from the latter by the larger body, by ihe pronotum slightly emarginate
jt1st before posterior angles and by the diffelent structures in lateral lobes of aedea9us,
etc.

Pal・acardiophol・as stlbaeneMsJ,'ctsudai subsp n o v

(Japanese-name: Yczo-Kohana-Kometsuki) (fig 3. A - El

M ale. Length 6 mm、 breadth about 2 mm. Body black with dull leaden lustre:
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clothed with fulvous pubescence on dorsal surface, becoming paler on ventral surface;
antenLnae and legs black.

This new subspecies can be distinguished from the nominate subspecies from
Honshu, Japan, by the narrower and more elongate pronotum, by the more conspicuous
do1uble punctures on the disc of pronotum, and by the more smaller second segment of
an tennae, etc.

Holotype. l lf, Hokkaido (Kawakami-Cho),5-VII, l977, N. YAsuDA leg. Paratype.
10 exs.. Ditto.

摘 要

愛知県三河地方に広く分布するサビキコ リ によく似た種に Agrypnus (Agryp川Is) mikawa-
ensis sp nov.  ミカワサピキコリとして, 屋久島に分布するコハナコメツキに Paracardio-

phori‘snakanei sp nov. ヤクコハナコメツキとして,  また北海道産の種にParacardiophorus
subaeneus yasudai subsp nov. .-,ゾコハナコメツキと命名して記載した.



Pap. Enl. pres. NAKANE, Tokyo, pp 219-223, October 1986

Description of the Larva and Pupa of Doubledaya
bucculenta LEWIS(Coleoptera, Languriidae)

Nodoka HAYASHl

9-3, Kikuna5-chemo, Kohoku-ku, Yokohama, Kanagawa222, Japan

The genus i)oub/ec,laya WHITE belonging to the subfamily Languriinae includes
about30 species of large-sized beetles,of which only one, D bucai/e11ta LEWIS, has been
known to occur in Japan, and yet its immature stages have scarcely been known in
detail. 0n this occasion the mature larva and pupa of D bucculetlta will be stated herein
a fter.

Before going further, I wish to express my heal'tv thanks to MI'. S. SADA of Omuta,
Fukuoka-ken for his kindness in offering the material.

Doubledaya bHccn1,eltta LEWIS, l883
Matul'o l af'va

(Figs. l -12)

Body pale yellow, elongate, subcylindrica1, lightly sclerotized, suffused with fine
setae、9th abdominal segment semicircular, without urogomphi. Body-length about
23 m m.

Head capsule (Figs 2 & 3) about 2.3mm. in breadth, globular, slightly depressed
dorsally; lateral sides evenly rounded, with a small tubercle behind atenna1 insertion;
epicranial stem and 「rental annes obscure, the former being about half as long as the
frons the latter being lyrefonn, lightly impressed at tip-ends, endocarina absent; frons
and clypeus confluent, without the suture between them. 0ce11i absent. Antennae(Fjg.
4) moderately long, 3-segmented; 1st segment transverse; 2nd segmenl 1ongitudjna1,
about l 5 times as long as theist, also2.5 times as long as the3rd, furnished with a small
So:nSOry appendage. Labrum nearly twice as wide as long, moderately constricted
basally; cephalic margin with a number of setae, Epipharynx (Fig 5) with scattered
Setae and a transverse series of microscopic sensillae on anterior pol-tion, with numerous
oblique stripes and rows of microtichia on proximal portion as i1luslraled. Mandjbles
(Fig 6) symmetrical, wedge-shaped, with triangular base and 2 apjca1 teeth; dorsal
Cutting edge with an additional tooth behind apical tooth; molar pari model・ately
developed, bearing microsculptures on dorsal and ventral surfaces; prostheca broadened
basally and pointed apically. Maxmae (Figs 7 & 8) free almost to base of mentum;
Palpus3-segmented; 2nd segment a little shorter than the ist or the3rd;3rd segment
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Fjgs. l_l2. Mature larva o「 Do1d)lee/a_l,abtleeulettla. - l , Larva (dorsal view); 2, Head (do「Sal
vjcw)、3. djllo(ventrl] vje、v);4, Antenna fright, dorsal view)15, Epipharynx;6, Mandible l「i9hl・
ventral 、,jew): 7, Maxjlla (Ie「l, ventral view); 8, ditto mala lie「1. dorsal 、'low); 9、HypOPha「ynX
and labial palpi:10. Hypopharyngcal sclcromer;11, Mesotl1oracic1しg fright, ante「iO「 Vil・1W1. l2・
Spiracle of Isl abdominal segment.



Larva and Pupa of Dotd)/e,da)・a l)ucc1l/enta

13 14

Figs. l3 & 14. Pupa of I)cil l)Ie(/a)・cl hue- Ie,Ita. - 13, Dorsal view; 14, Lateral view

221

markedly pigmented; palpifer large and located outside stipes, mala tridentate apically,
bearing a series of setae along inner margin of dorsum; stipes comparatively elongate;
cardo not divided into2 lobes. Maxillary articulating area obscurely bilobed. Labiun1
(Fig 9) with prementum transverse; palpi 2-segmented, far separated from each other;
ligula well developed, but not reaching theleve1ofapex of palpus; mentum. submentum
and gula united into a single lobe. Hypopharyngea1 sclerome(Fig. l0) consisting of
transverse plate bearing2 lateral wings as illustrated.

Thoracic segments with a pair of slight impressions on each tergum; presternum of
Prothoracic segment comparatively small. Legs (Fig. 1l) medium-sized; coxal cavities
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mol-e or less approaching each other except for posterior pairs; coxa elongate, stron9ly
produced at tip of inner surface; tibia about3 times as long as wide, tarsungulus With2
setae. Abdominal segments with2 small impressions and a weak ambulacra1 ampulla on
each tergum; caudal segments tapered backwards, without pygopod. Spiracles of
thoracic and abdominal segments (Fig. 12)oval, without chambers on margin.

specjmensexamined:2 exs. Katsuta,0muta, Fukuoka-ken,6. 1.1976, in decaying
bamboo stems(Pleioblastus sin1on1l), S.SADA leg.

Notes: The larva of Doubledayabucculetlta is characterized from languriid-larvae
ever known by the following points:-

Urogomphi absent. Cardo not bilobed. Mentum. submentumand gula united.
Spiracles not bi forous.

Pupa
(Figs.13 & l4)

Body pale yellow, slender, lightly solei・otized, setae soft, densely distributed over
head, pronotum, lateral and caudal parts of abdomen. Second to 7 th abdominal

segments bearing a pair of spinulous tubercles on each tergum. Urogomphi absent、
Body-length about l4mm.

Head not completely hindden from above by prothorax. Antennae club-shaped,
nol i・eachjng the end o「femurofprothoracicleg. Pronotum nearly as long as wide, me「e
or less strongly depressed medianly; lateral sides slightly projecting outwardly; post-
lateral angles weakly produced in dorsal view. Metathoracic tergum with a longitudinal
groove on cepha1omedian portion. Legs moderate in size, tarsus well expanded in
comparjson with tibia. Abdomen elongate, markedly ridged laterally, the spines of
dorsal tubercles directed anteriorly and posteriorly.

Specjmens examined:1 ex. which was reared by me to the pupal stage.
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Coleoptcra. Elli. ililer.、 l l; ]-351.
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Languriidac). Pl・co. R cfit. Sot・. Lo11d. (B),36(5-6):87-93.
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摘 要

メダケの茎の中に樓むDaubledayabuceulenta LEWIS =ホンホホビロコメツキモドキの老
熟幼虫および!踊 の形態を記戦した.
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A New Erotylid Beetle from Japan
(Coleoptera, Erotylidae)

Masao TOYAMA

4-16. Koshicn 6, Nishlnomiya. Hyogo 663. japan

and

Keishi K INUGASA

9 - l5, Ryoke4, Urawa, S1tlt‘lma336, Japan

Recently we have had an opportunity to examine an erotylid specimen from
Yamanashi Prof., Japan. After our close examination, it became apparent that it should
be new to science. In this paper, we will describe a new species, 「1'1/)/a,、-.Ital''1't - ''Is Sp
n o v .

Before going furthel, we wish to express our cordial thanks to Mr. Minoru TAO for
his kind 0 or of this intel-esting material and to Mr. Hiroshi MAKIHARA for his excellent
photography.

「l'fpfa,t' faM'l'e'!fl'is sp n o v .

l Fig. ]1

Body elongate-ovate, strongly convex above, and lustrous: head and pronotum
reddish testaceous; scutellum and elytra entirely black; body beneath reddish testaceous1
antennae black with slight aeneous tinge; maxillary palpi and legs conco1ous with body
beneath except for blackish trochanters.

Head slightly convex; frons slightly and roundly depressed laterally between frons
and clypeus, slightly re?exed along the antennal cavities, evenly and rather sparsely
punctate; clypeus densely punctate, slightly reflexed along sides and the anterior margin,
with sides obliquely converging forwards, and the anterior margin al℃uately but slightly
emarginate; antennal cavities target labium al℃uatelyemarginate on the antelior margin;
antennae short, eleven-segmented, with the first segment subg1obular, the second and
third about as long as the first, the fourth to the eighth shot't, subequal in length, but the
eighth is wider than the others, distal three ones forming an elongate oval club, the ninth
subtrlangular, about 15 times as long as the eighth, the tenth transverse, truncate on the
apical margin, the last about as wide as the tenth at base, about twice as long as the
tenth, slightly attenuate apically; maxillary palpi compact, with the last segment very
transverse, about 3,0 times as wide as long. subtruncate at apex.
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Fig.  1 . 「l''p/a.、' f「a 1,1'l,e,1',・ll・ sp nov. (Holotype)

Pronotum transverse, about 1 .6 times as wide as long; anterior margin sinuate with
the median lobe al'cuately but slightly produced; posterior margin sinuate with the
median lobe arcuately produced; sides gradually converging anteriorly; anterior angles
acute in dorsal aspect; posterior angles subrectangular in dorsal aspect; disc evenly
convex, distinctly reflexed along sides and base, evenly and sparsely punctate. Scutellum
subpentagonal, and punctate.

Elytra Convex, about3.7 times as long as pronotum, about l .8 times as long as wide,
Conjointly rounded at apices, each with nine rows of punctures, and the jntervals vel y
finely and longitudinally punctate.

Prosternum with the anterior margin al℃uately but slightly emarginate; disc convex,
obsoletely and rather sparsely punctate, and without procoxa11ines; presternal process
distinctly depressed medially between anterior coxal cavities.  Mesoslemum finely
punctate. Metasternum evenly and finely punctate. Abdomen beneath finely punctate
except for sutural parts. Legs slender and compact; posterior tarsi with basal three
segments distinctly lamellate. Claws simple.

Length: 6.0mm, width: 2.5 mm.
Holotype: , Daibosatsu, Yamanashi Prof., Japan, 9. VI.1979, M. TAolgl.
Re'11arks, The present new species is closely allied to Trip1(ocJapom'ca CROTCH,

l873, but can be easily distinguished from it by the following characteristics: リbody
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distinctly larger;2) prosternum arcuately but slightly emarginate on the anterior margin,
while in T. japontca it is more strongly emarginate;3) meso- and metasternum reddish
testaceous, instead of being black.

The ho1optype is deposited in the National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo.

摘 要

日本産オオキノコムシ科の1 新種Triplax' favivetltrisを記111? した
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Systematic Position of the Genus Eidoreus SHARP
(Coleoptera: Clavicornia)

Hiroyuki SASAJI

Biological Laboratory, Fukui University, Fukui 910, Japan

Abstrac t The clavicon1 genus .91'dorel,s is re-described and its systematic position Is
djscusscd. Anew sobfamily Eidoreitlac is established「or the reception of the genus in the ttmily
Endomychidae.

About thil-ty years before, I collected a minute MlirMff/加s-like beetle at the suburbs
of Fukuoka City, Japan. After close examinationL, I concluded it was referred to the
genusEie/o,・eus,of which the systematic position had been questionable.

Eidoreus was first estab「ished by SHARP (1885) based on a single new species 11.
"1jmtlus from Hawaii, as a genus near Hypodac11eor Eli_、:-estus in the family Erotylidae.
H、podac,Ie and flu、1esfus belong to Cerylonidae-Euxestinae-Euxestini in the current

system(SEN GUPTA& CRowsoN, l973). KoLBE(l910) described P'setlda/ex:Ia sechellartin1
f rom the Seyche1le Islands as a new genus and a n e w species of Endomychidae-
Sphacrosomatinae. The KoLBE's species was fallen into a junior synonym of Eidoretls
mimttus by ARROW (l922). On the other hand, CAsEY (l895) describea Euspi1obills
politus 「rom Florida under a new tribe Euspi1obiini in Colydiidae-Murmidiinae(now a
subfamily of Cerylonidae). KuHNT (1911) listed Eicfo1・eus in Erotylidae-Dacnini in
JUNK's Coleopt. Cat and ARROW(l925) al'ranged it in Erotylidae-Euxestinae. EMDEN
(1928) re-examined the specimens of Eidoreus lmlMltls and discussed the systematic
position. He stated thatEido,eus was neither included in Erotylidae nor in Colydiidae-
Euxestini and he compared it with a primitive Coccine1lidae, fl/lop/laus, but restored
his conclusion. HETscHKo ( l930) catalogued Euspi/obiMs under Colydiidae-
Murmldiinae-Mtlrmidiini, and ARNETT (l963) followed his treatment. Recently, SEN
GUPTA& CRowsoN(l973) examined specimens of E1lsp1/obius, which was treated as a
synonym of Eidoreus by them, and suggested that the genus in question might be
included in the family Endomychidae.

I dissected a Japanese specimen o「 the genus Eic/o1'efts, and carefully examined it
from the viewpoint of comparative molpho1ogy. In this paper, I re-describe the

structural detail of the genus with illustrations and discuss its phylogenetic relationship
with several related taxa. The Japanese material appears to be distinct from E. 1nim‘tus
or po/加al, but I want to restore the naming of new species here because a single
fragmentally dissected specimen only is available.

.

Before going further, my cordial thanks are due to Dr. R. A. CRowsoN, Glasgow
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University, who gave me valuable suggestions fol- the present study

Genus Eidoreus SHARP

Eido''eus SHARP, l885: 146 (type-species: .Eidoreus tmm,1tls SHARP. l885).
Euspi1,obius CAsEY, l895: 454 (type-species: Euspi/obi!ls polinls CAsEy, l895).
Ps,eudale.、'!-a KoLI;E. 1910' 34 (type-species・ Psetlc/a/e.、-Ia l・ec/1e1/artm KoL1iE, 19101.

Description from the Japanese material. Body minute, 1.1 ><0.75mm, oval and
moderately convex. Dorsal surface smooth, extremely finely and sparsely pubescent.
Head (Fig 3) relatively large and transverse. Eyes very small, coarsely facetted. Clypeus
much narrowel than inter-antennal distance and defined by a fine, arcuate frontoclypeal
suture. Antennae(Fig. l0)10-segmented, nearly as long as head width, with2-segmented
Compact large club; antennal insertions fully exposed frontally. Labrum(Fig 9) normal.
Mandibles (Fig 8) well-developed, with bifid tip, well-developed molar part and distinct
ainged prostheca. Maxilla (Fig 6) normal with separated distinct galea andlacinia,
terminal segment of the palpus spindle-shaped. Labial palpi (Fig 7) l・elatively large,
terminal segment stout. Tentorium(Fig 4) as figured, anteriol- tentoria fused with each
other at middle, and connected by a transverse bridge (corpotentorium) at base, and
without any median process.

Pronotum smooth, anterior margin trapezoida11y excavated, basal margin
overhanging upon elytra1 base; lateral sides of pl・onotam finely calinated throughout.
Prothoracic hypomera without antennal groove or distinct depressions. Prosternum T-
shaped, median line of pronotumloflgltudina1ly raised but without any distinct carina;
anterior margin triangularly excavated in middle and alcuately produced anteriorly al
each half; prostel'na1 process moderately wide, distinctly dilated al posterior end. Post-
internal process of prothoracic hypomera weakly extending inwards. Front coxal
cavities widely separated, open behind externally and closed internally. Scutellum well
visible and triangle. Mesosternum almost invisible externally, except for very short
lateral parts. Middle coxal cavities widely separated and open outwardly. Metasternal
process arcuately produced anteriorly and touching to prosternum, covering mesoster-
num; metasternum with arcuate femoral lines behind middle coxal cavities, median
longitudinal suture not observed externally. Metepimera parallel exlemally.

Elytra smooth without distinct humel'al calli, without striae except for an indistinct
furrow along the suture; outer margins of elytra very narrowly marginated and never
expanded externally. Elytl'al epipleura nearly horizontal and fiat, without fovea for
reception of femoral tips. Hind wings (Fig 5) fairly reductive in venation, radius and
cubitus only remaining and sub-cubital fleck present. Metendostel・nife (Fig. 12) very
short and simple, without anterior tendons.

Legs(Fig. l ) not'mat and not distinctly modified; front coxa roun(led, middle coxa
oval, hind coxa transverse oval; trochanters Clavicornia-type; tarsi of all legs(Fig.1l )4-
so9mented, penultimate segment scarcely dilated below nearly as 2nd one whjch js
weakly thickening apically. Tibial tips with two distinct simple spurs. Tarsal claws
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Figs. l -5. Eidorl'“s sp. - 1 , ventral view, right legs and antennae removedl 2、 dorsal view, 3,
head, dors;al view; 4, head capsule, ventral view; 5, hind wing.

Figs, 6-l4.   acto,-e“s sp. - 6, maxilla; 7, labium; 8, tefl mandible, ventral view; 9, labrum; 10,
antema; l t. front tarsus; 12, metendostemi le; l3, 91h and 10111 lcrgi les, 14, male genitalia.
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Figs.  l5-20. Head capsLllc in ventral vie、、', she、ving tentoriLlm. - 15, Satl/a jape川ca (Endo-
mychidae-Endomychinac); l 6. B、,.l-1ode.l- lal ・゙a tlensis (Endomychidae-Myc1、othcnlnac),
17, L1'1/Io/)/Ii/Ms・   (・omlatit、、 (Coccinc11idae-Lithophilinac); l 8、 Serang1'Mil p1111 _1111 (Coc-
cinc11idac-Sticho1oti(l inac); l9, Mtlr111idiu.l- o l、a t t a- (Cery1onidac-Murmidii1lac); 20,
Sp/fact・osolnapilife1・run (Spl ucrosomatidac).

ido rel l・

Endornychi dae-Endomychi nae

Endomychi dae -l,1yce taei nae

Endomychl dae-l4ychotheni nae

SPhaerosomat i dae

COCCinel l idae-Li thophi l inae

COCCine1l i dae-Sticho1otidinae

Ce「y1onidae-Murmidi-inae

Cery1oni dae-Euxes t inae

Cery1onidae-Cery loninae

CO「yloph i dae

Disco1omi dae

Cha rac ters

1 2 3 4 5 6 7 3 9 10 l l l 2 13 14 15 l 6 l 7

日 l l 1.,,a 日 日

日
E E

a 	 日 日
日

E
国

日

日a 	  	 日 ..d
日

Fi9・ 21・ Comparison of l7 characters among the gel、us Eldo1・e“s and several taxa of ccry]onjd
families. (sec text).
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simple and thin.
Abdomen (Fig. 1) consisting of 6 visible segments: Isl visible slernite with an

incomplete femoral line and an arcuate lateral additional line al each half; connecting
line between metasternum and anterior margin of 1st sternile sl1-aighl and very widely
separating hind coxae; each of 2nd to4th sternltes nearly equal in longitudinal length
and m uch shor ter than l st1 5th sternite somewhat longer than 4th, with a 、veak

depression near apical margin(probably in male only)16th shortly exposed. Ninth and
10th abdominal sclerites of male as shown in Fig_13. Male genitalia(Fig.14) relatively
simple and retracted on one side, tegmen nearly cylindrical, without lateral lobes, a thin
and long tegminal strut al'ticulated at base o「tegmen1 median lobe very lhin.1ong and
sinuate, basal part of median l obe 「of ming a T-shaped capsule. like as i n m o st

Cocci nel lidac.

Material studied: Ei(/oreus sp.. l male, Mt. Tachibana. Fukuoka Pl・of.、 Kyushu.
lapan. 30. 111.  l958. H.  Kamiya ( =H. SAsAJl) leg.、 dissected and mounted o n

microscopic slides.
The genus.E1'dot'ells undoubtedly belongs to the cery1onld family group(CRowsoN.

1955. 1960)of Clavlcornla in having4-segmented tarsi in all legs anterior and middle
Coxae not prolonged the claviconlia-typc of trochantcrs. the wings without a closed
Iadla1 Cell, the retracted median lobe testing o n o n e side and the legmen much
simplified. This 「amity group includes Cerylonidae (s lat.. SIN GUprA& cRowsoN
l973). Corylophidae. Disco1omidae, Cocclnc1lidae. Endomychidae (s ial., jncludjng
Mychothenlnae)、Sphacrosomatidac and their relatives.

Comparison of l7 important charactc1・s among the genus Eic/o1・ells and sevela1 taxa
ofthecery1onid family group is summarized in Fig 21 , in which a while square indicates
a probable primitive condition, and a black square does a probable drived condition. A
square divided into black and white indicaies an in1ermcdiaie condition or jnclusjon of
both conditions In a certain taxon. Conditions of each characlel (1-I7) in Fig 21 are
de fi ned as foll ows:

1. Abdominal spiracles7 pairs: 口.or5 pall・s: 国.
2. Anterior tentoria f、uscd with each other at middle: 口,01・ sepal,aled: 題.
3, Tentorial bridge(col'potentorium) present: 口, or absent: a
4. Corpotcntorium simple: 口.of・ with a median pl・ocess: 田.
5. Frontoclypea1 suture present: 口, or disappeal・ externally: 国.
6. Maxillal'y palpus normaﾆ:  口 ,or  modif ied:  国
7. Galea andlacinia separated: 口. or galea wanting of・ fused wilh laclnla: 国.
8. Galea nonna1: 口, or much modif、ied: 望.
9, Antennal segments l l: 口,or reduced: 田.

10・ Antennal club loosely artlculaied: 口.or large and compactly arllculaled: 国.
11. Middle coxal cavities open outwardly: 口. or closed: 田.
l2. Molar part o「mandible 、A.e1l-developed: 口. or l educed: 題.
l3. Mesosternum well visible externally: 口. or invisible covet-ed by pi educed

mCtasternal process which touching to proslel・num: 圈.
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l4. Metepimeron nearly parallel-sided in external view: 口,or divergent anteriorly
and strongly oblique: ■.

l5. Femo1-al lines absent: 口, or present on m et as tern um and 1st abdominal

stemite: ■.
16. Tars;al segments4-4-4: 口, or 3-3-3. I .
l7. 2nd tarsal segment simple: 口,or strongly dilated below: 口.

presence of the femoral lines on metas ter n um and 1st abdominal sternite in

Ejdo,・eus suggests some relationships with Coccinellidae, Sphaerosomatidae, and some
genera of Cerylonidae and Corylophidae. The femoral lines in Coccinellidae are stable
and pl・esent jn almost all the members of the family, but Eldo'ells' is dissimila「 to
coccjnelljdae in many characters. The femoral lines of Cerylonidae and Cory1ophidae
are not stable and present in a few genet a only. The numbers of abdominal Spi「aCleS
seem to be phylogenelica11y important, and7 pairs in Corylophidae, Sphaerosomatidae
and some Cery1onidae are certainly a primitive condition, and 5 pairs in the other
cery1onid fdm i lies are advanced 「eatul・e but those are probably parallelism. The
condjtions of outwardly open or closed middle coxal cavities are also important in the
classification of superfamily Cucujoidea and the open type is doubtless primitive. The
lentorjum of the cery1onid group is divided into 4 major types: (l) both anterior
tentorial arms fused at middle, and usually connected by a transverse bridge(corpoten-
torjum) at base; (2) anterior tento1ia neatly parallel or sinuate but not fused at middle,
and connected al base by a transverse bridge, (3) a pair of anterior tentorial arms
only remainig and tentorial bridge wanting, this t ype is exclusive in all Coc-
cj1nelljdae examined and is an advenced condition; (4) similar to type 2, besides
corpotentorjum has a distinct anterior process and complicated in shape, this type is
exclusively observed in Cery1onidae, and probably a specialized condition. The strongly
dilated2nd tarsal segment of almost all Coccine11idae(except Lithophilinae) and higher
Endomychidae(Endomychinae, s lat ) are evidently an advanced condition, but it is
perhaps not synapomorphy drived 「rom a common ancestor o「 both families. Mouth
parts of Ejdol・eus are normal and not strongly modified, in contrasting many genera of
related families have often much modified mouth parts, especially in Corylophidae and
cerylonidae. The most unusual condition of Eicioreils is observed In metasternum which
is produced anteriorly until prosternum covering mesosternum and wants the median
longitudinal suture.

From the above-mentioned featul'os, the genus Eido1'eusaLppears to be more closely
related Io the family Endomychidae than to the other taxa compared.  The
sphaerosomatidae (a subfamily of Endomychidae in many authors) and the

Mychotheninae(now a subfamily of Endomychidae, but probably a distinct family) do
not show the direct relationship to Eido1・etll as Fig 21. The Endomychinae (s lat.,
jncluding many normal and higher endomychid genera) are a distinct and compact
taxon and the Eidol・eus is fairly di ferent from this subfamily in many features. As far as
a current system o「the Endomychidae is adapted, the genus Eidol'eus is more reasonably
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referred t o t he subfamily Mycetaeinae,  but  comparing with known genera o f
Mycetaeinae, it has some distinct drived or speciarized characters such as the much
modified ventral structures of thorax and the 10-segmented antennae with2_segmented
compact Club. These fdcts suggests that Eidoreus should be separable as a djsljnct
subfamily, EIDOREINAE (subfam nov., type-genus: Eido1・ells SHARP). The djstlnctjve
characters of the new subfamily are shown in Fig 21. The smooth dorsal surface, the
well-developed Prosternum, the special st1'ucture of male genitalia and the sjmple4_
segmented tarsi are also characteristic of this subfamily.
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摘 要

Eidoreus 属の形態学的標徴を再記i波し,  その系統分類学的位置を検討した結果,  テント
ウムシダマシ科 EndOmyChidae に所属するが, 既知の群とは顕著に異なるので, 新 科
Eidoreinae を創設することが妥当である.
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The Group of Hos/1ihanar1omla hananolm
(Coleoptera, Mordellidae) in Japan

Masatoshi TAKAKUWA

Kanagawa Prefectural Museum.
Minaminaka-dori 5-60, Naka-ku, Yokohama 231. Japan

A bs tr ac t The group of Hos/li/1atla11olma/1a11at1omi is characteri2.cd, and is classified into four
species in Japan, of which a new species, anew subspecies and a synonym are described.

In the family Morde11idae the group of Hos/l i/1a11at1omla /1ana11omi is mainly
distinguished from the other members of the genus Hos/li/1a11anolma by the characteris-
tic dorsal maculations and male genitalia, and has hitherto been known to involve three
species in Japan,of which one was classified into two subspecies: H. /1anat1ot111 (KoNo),
a ala・o,11aal/ala,1fppo川ea NoMuRA, . aurol,1acll/afa a111am1a,Ia NoMuRA and . /、,fat Mt/

NoMURA. In the author's revisional study, howevel, this group in Japan contains one
tmknown species. Subspecific rearrangement on H aurot11acu/ata is also required.

In this paper, the above group will be defined, and a new species, a new subspecies
and a s yno nym will be described. The two holotypes designated in this paper are
deposited in the National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo.

Before going further, the autho1・ wishes to express his sincere reverence to Prof. Dr.
Takehiko NAKANE o「 the Faculty of Science of Kagoshima University for his global
discernment on mordeliid beetles, io Dr. Yoshihiko KUROSAWA of the National Science
Musetlm(Nat. Hist ), Tokyo, for his kind help to examine type specimens of morde11ids,
and to Prof. Dr. Jun-lobi AoKl of Yokohama National University for his kindness Io
polish t he original manuscript of this paper. Deep gratitudes are due to many
entomologists supplying the author with valuable materials used in this study, especially
D「S. S. 0KAJIMA and M. KUliOKI, Messrs. H. IRIE, T. HATAYAMA, K. KAN配, M.
NISHIMUl:tA, T. 0GASAWARA and the late Mr. Y ODA.

G「cup Of Hos/li/1a'iat1011iia /1anat10川1'

Tempera nan-ow or very nar1ow. Last segment of maxillary palpus triangular with
inner angle almost lectangular; apical margin mol・e than a half longer than the inner.
Antennal segments5-10 gradually decreasing in length towards apex. Pronotum wholly
marginate by whitish to deep yellowish pubescent fascia, and deco1・ated with the same
colored pubescent band behind apical margin which is transversely trisinuale with5
longitudinal stripes,3 reaching at apical marginal fascia and the remaining2 prolonged



238

i
 

f
l

Masat oshi TAKAKUw 、

, ,l

3

Figs. l -8. Group of HosMfia」na」1otm'a /1mla,!01M' in Japan. - 1. H kt‘suit' NoMuR^ (:s). 2. H.
Ila'Ia''o'nt (KoN0) C?) from Yaku-shima Is 3. H 'Ia/、mei sp nov. (3, holotype). 4. Ditto fj',
paralype). 5. 11. alii-o川at、!llata川'ppollit,a No、1ultA(、j) 「rom Amami-0sl、lma Is 6. DiuoC、) from
Central Hoashu 7. H auromat・ll/ala川s/u'mtll・llisubsp nov. (,S, holotype).8. Ditto t,1, paratypc).

posteriorly (excl. in H /(usmi from Ogasawara). Each elytron with maculations of
whitish to deep yellowish pubescence basically as 「ollows: a small lateral spot just behind
humeral angle, an arcuate fascia along inner part o「 basal margin, scutellum and

anterior part of sutural margin, an antero-dorsa1 spot (sometimes joins the preceding
fascia by a longitudinal stripe), an antero-1atela1 spot(sometimes connects antero-dorsal
one), a medic-sutural elliptical spot and a posterior large spot with anterior margin more
or less emarginate. Pygidium slender, almost pointed or vel y narrowly truncate al the
tip in dorsal view, usually with a median and a pair o「 latero-dorsal cicatrices. Male
genitalia slender1left piece ofparamere spatulate, without any protruslon1 right piece of
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FigS- 9- l2・ pa「arno「oS 0「the g「cup 0「 HOt加/Ia' la11o'ylia11aJlan0,,11. - 9. f/. kit.、・Mt NoMURA. 10. H
/1aaa'Io川' (KON0) f「Om Yaku-shima ls.1l. /f. ,Ia蛛Ealto,'  s nov. ]2. /f alii・o,11ac1,/afa nM加Mat
sl.lbsp n o、, .

paramere more or less projecting anteriorly between both feel of lamina and branch,of
which the latter distinctly emarginate fl'om apical 1/3-2/5 Io apex of the right sjde jn
ventral view and warped inwalds at the tip.

This group is allied to some ethel groups of the genus in the maculate pattern, bul
is easily distinguished 「rom them by the male genitalic 「ealures.

Key to the Species and Subspecies of the Group
of Hos/liliananomia /iananotm in Japan

Pronotum clothed wi th blackish pubescence in almost areas; basll1 marginal fascia o「 elytron not
Connected with anlero-dorsa1 spot or connected with it by a thinner stripe; antennal segments6-10
sharply serr:ate each with inner margin nearly straight or more weakly arcuate

239

P「onOtum clol]1cd with deep golden ptlbescence except for three blackish maculations a median
Ion9itudinal vitta and a pair o「lateral patches、 basal maculation of elytron broadly prolonged lethe silo
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o「 anlcro-dorsll1 spot; tntcnnal segments6-10 dully serrate each、、,ith inner margin distinctly arcuate al
lilo basal part. Range: Chichi一」ima Is and Haha-jima Is. o「 the Ogasawara Islands . _ _ .. . / f kla,Ia'1'

2. Basal marginal 「ascla of elytron hardly or barely connected with antcro-dorsa1 spot, pygidium with 3
longitudinal cicatrices oil dorsal surface; right piece o「paramere120-1.25 times as long as the lei't. with
apical part of ventral surface of lamina sp lrscly with longer erect hai rs: elytra2.07-2.24 times in male,

4

times as long as wide

Masatoshi TAKAKUW1、

Basal marginal fascia of elytron steadily connected with antcro-dorsal spot; pygidium 0.55-0.58 times In
male,0.50-0.53 times in female as long as elytra, usually without dorsal cicatrix、 sometimes only with a
median one right piece o「paramo,・c 1.09-1.l5 times as long as the left. 、、'1th aplco一、'cntra1 surface o「
lamina somewhat densely with minute erect hairs: elytra2.23-2.25 times in male about 2.15 times in
female as long as、vide; 5.3-8.0mml lnc1. head and cxcl. pygidium l: male antenna apparently longer than
the width of head. Raage: Honshu. Shikoku, Kyushu and Yaku-shlma ls. _ _ _ _ .._ , f l. 11a11cmolm
7.3-12.0mm (inc] head alld cxcl. pygldiun'1); male antenna longer than the wldih o「head: elytra more
strongly attenuate posierlorly with excavating sides inmate, nearly straight sides in female; anlero-dorsa1
spot of elytron relatively small fairly or disiinctly smaller than medic-sutural one, pygidlLlm longcr.
0,66-0.73 limes in male, 0.57-0.63 times in 「cnlale as long as elytra; male genitalia very slender _ _ 4

5.5-7.7mm (ditto), male antenna a little shorter ihan the width of head; elytra gradually attenuate
posteriorly with curving sides: antcro-dorsa1 spot o「elytron large. slightly or some、vhal smaller than
medic-sutural one: pygidiumshortcr. 051-0.53 times in male,0.48-0.53 times in female as long as elytra;

1.99-2.l2 times in female as long as wide

male genitalia complratlvely stout
Male body vel y slender: basal margil、ft 1 fascia o「elytron not joining anlcro-dorsa1 spot in male. 111:,o not
reaching at medic-sutural spot ill both sexes mcdio-sutlaal spot of'elytron not connected、vilh poslcrio1

ono: male anlcmla narro、・or. for example、7th segment about 16-1.7 limes as long as wide_ _ _ _ _

Male body stouter: basal marginal 「ascia of elytron joining antcro-dorsal spot also reaching at medio-
sutul・al one along sutural margin: medic-sutural spot o「elytron larger. usually connected with posterior
one by、,cry lhin stripe along sutural margin: male antenna broadc]・、for example 7th segment about l .45

f na/ - tet sp n o v

f m''0川tiel'/a/(' M/)/j _ tefl

/,/. fa''' -1(_1/a/a '11:i、力1川1″'al' su bsp nO、

OS加/taMla0lMa Ma/taMf SP. llOV.
ll:igs 3、4. l l )

Male.  Body blackish、  mouth-pal・ts brownish except  1nuldlblcs and  blackish
labrum; mandible wiih a trar1sverse dark reddish brown band at anlero-median pal・t;
clypeus and claws dark reddish brown, antenna brownish becoming darker towards
apex.

Head densely clothed with shot t golden yellow pubescence、 vericx and occiput
clothed with minute cupreous pubescence. Pronotum densely clo thed wi th bl ack

pubescence wi ih dull 「uscous tinge; marginal fascia of pale yellow to golden yellow
pubescence broadened at lateral halves of basel transvelse band of the above colored
pubescence behind apex slightly trisinuate with 5 longitudinal stripes near middle, 3
reaching at apical marginal fascia and2 extending at about basal t/3. Scutellum with
fuscous pubescence1 basal part sometimes with yellowish hairs. Elytra densely clothed
with black pubescence with dull fuscous tinge each bearing maculations o「 pale
yellowish whi le Io golden yellow pubescence as follows: lateral spot just behind humeral
angle, basal marginal fascia antcro-sutura1 stripe which is baldly connected with the
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former fascia antero-dorsal oval spot which is also not connected withL that fascia
antero-latera1 fascia, medic-sutural elliptical spot and postel ior la1ge spot with the
anterior margin dully or shallowly emarginate. Pygidium densely with whitish to pale
yellowishpubescence from base to basal t/5. the rernainde1・ black one with fuscous
ljnge. Ventral surface clothed with whitish to yellowish pubescence excepting blackish
one with fuscous to cupleous tinge as 「o11ows: each pail-of lateral large patches at meso-
lnd melaslema and abdominal segments l -2. and more than apical half of each
abdominal segment3-5. Front legs with fi ne minute deep golden yellow pubescence.
Middle and hind legs with pale yellow pubescence in femora: tibiae and falsi with fine
deep yellow to reddish yellow pubescence.

Head very densely punctate rather weakly convex eyes without hairs; tempera
extremely nalTow. Last segment of maxillary palpus t1'iangulal' with inner angle nearly
rectangular、cuter margin the longest about twice as long as the innel- whlch is about
0.52-0.63 times as long as the apical. Antenna a little shot tel than the width of head:
relative lengths o「 segments in the holotype as follows: 1.7: l :1.8:1.8:1.8:1.6:1.4:
1.3 :1.3:1.3 :1.9, segments 1-2 stout, 3-4 claviform, segments 5-10 fully serrate, each
more or less longer than wide, for example、7th about 1 .4 times as long as wide, terminal
segment somewhat obovate with inner mat-gin slightly excavated before apex、about19
limes as long as、vide. Pronotum transverse about a「ourth wider than long, widest
behind middle and densely and shallowly punctate; base distinctly bisinuate, lateral
margins arcuate in dorsal view, curved downwards in thelaieral; hind angles narrowly
rounded. Scutellum tongue-shaped, wider than long, Elytra about 2.1 times as long as
wide, widest just behind humeri, densely and shallowly punctate; sides gradually
convergent posteriorly with slight curving; apex separately rounded. Pygidium com-
paratively short about 0.66-0.73 times as long as elytl'a, about2.5 times as long as anal
sternite, gradually attenuaie apically with slightly excavating sides1 dorsal surface with3
longitudinal distinct cicatrices exceeding apical half; apex very narrowly rounded in
dorsal view、 obliquely truncate in the lateral. Anal sternite somewhat longer than wide
apical truncation v-shaped with the tip dully angulate, Legs slender; front tibiae straight
inL dorsal view, faintly curved downwards In the lateral; inner spur of hind tibia about a
half longer than the outcl-.

Genitalia comparatively short; left piece of paramere spatulate, gradually broad-
ened from basal t/3 to apical l/3, then rather rapidly attenuate towards apex which is
narrowly rounded; right piece of paramere with a small or obscure protrusion between
both feet of lamina and branch,of which the latter distinctly emarginate from apical2/5
to apex, the tip is rectangularly bent inwalds.

Fenla/e. Body thicker. Last segment of maxi11al・y palpus wiih margins curving.
Inner and outer corners being rounded. Antenna apparently shorter than the width of
head: each segment broader for example 71h nearly as long as wide and succeeding
three feebly wider than long; terminal segment about 16 times as long as wide. Elytra1
maculations more developed, each antero-dorsa1 spot joining basal marginal fascia,
antero-lateral spot and sometimes medic-sutural spot. Pygidium comparatively shorter.
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0.48-0.53 times as long as elytra,2.4-2.7 times as long as anal sternite. Anal sternlte with
apical truncation widely rounded.

Body length: 5.5-7.7mm (incl head and excl. pygidium).
Type series. Holotype, , Mt. Takada, Amami-0shima Is., Central Ryukyus, 28.

VI. I969, H. IRIEleg. Paratypes: l lj' l '†, same data as the holotype, Hatsuno, Amami-
Oshima Is:1?,8. VII i969, H, IRIEleg; l ?., l2. VII i970, S. MIYAKEleg; l '」?,5. VII.
l972, S. 0KAJIMAleg., Ashiken, Amami-0shima Is: l (f2(;ilj,3. VII. ]975, N. KANIEleg.,
Mt. Yuwan, Amami-0shima Is:1 9,31. VII i972, M. KuBoKl leg ;1(j',1. VII i972, M.
KUBoKI leg; l g,27. VI.1978, Y. 0DAleg.

Range. Amami-0shima Is. (Central Ryukyus).
The n e w species is closely al l ied to H al irolnaci llata (CHUJo) in t he dorsal

maculations, but is easily distinguished from this species by the key shown above

aos加'/tana,,oml'a al,l・omacM!ata ,M'ppoM'ea NoMultA
(Figs 5. 61

rio、s/!1'/lanal1o''//llat1l'ot11aeu/t11a川'ppo11i't'tl NoMulu. 1962. Toho Gakuho. (l2): 39, p]. 1 . fig. 8. 1963, Icon. i ns.
japon. Col nat ed.. 2:248: pl. l24. ?g 24.

lies/Ii'/1a11a11onliaaitromaetl/ala al'lat'fiat ta NoMUR1、. ]962, Toho Gakuho. (l2):39, pl.1, fig 9. 1963, Icon. ins.
japon. Col nat ed., 2:248; ]966, Ent. Rev. Japan, 8: 48. (Syn nov )

1fos/1//Ia'1anonlia al11'o''Ia - lata: NAKANli, 1957, Shln-Kontyti 10(3): 56. 57. ligs. 10. 13. - NAKANl, el
No、lURA. 1957' Ent. Rev. Japal 8:4. fig 4. - TAKAKU、vA.19S5. Colcopl. Japan Col..3:383, pl 66. fig.
3 lpartin'11.

This subspecies differs from the nominotypica1 subspecies from Taiwan usually in
the 「o11owing points: basal marginal fascia ofelyt1・on extending more posteriorly along
sutural mat'gin; poste1'ior spot of elytron acutely emarginate'al anterior margin, more
widely truncate at lateral margin; pygidium slenderer, almost pointed al the tip in a
dorsal vicw11eft piece of paramere slenderel, widely and roundly truncate at apex.

NoMuRA (1962) proposed a subspecific name、am(11ma11a, 「or the specimens of
Amami-0shima Is.o「the Central Ryukyus. According Io the original description, that
subspecies is di?erent from subsp tlippo11!ea in the paler maculations of body, etc. A fter
a careful examination based upon many materials Including type series, however, it
became clear that subsp alna1ma'Ia was variable in the chalaclerislics mentioned by
NoMURA(1962) and was unable to be distinguished from subsp. ltlppo111(・a. Therefore,
subsp ama1nla'Ia should be treated as a junior synonym of the falter subspecies.

Range.  Hokkaido,  Honshu, Shikoku,  Kyushu、 Tsushima Is., Yakushima Is.,
Nakanoshima Is.of the Tokara Islands, Amami-0shima Is.,Okinawa Is. (new record:
l l', Mt. Yonaha, 20. VI. 1973, T. KoliAYAsHl leg ).

Note. In the result of investigation on only one male from Hokkaido, the author
considers that the population occurred in the district may be an independent subspecies.
But it is very difficult to determine i ts true taxonomical status without examination of
plural specimens. Therefore, the present author includes the Hokkaido's specimen
provisionally in this subspecies.
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aos加7la'lane'nia aM'0'naerilata Ms加ruM'al subSp n o v,

(Figs 7. 8, 12)

Hos加-hatta,io,m'a am・o,naetllata: TAKAKUwA, l9Sl, Gckkan-Mushi, ( l22): 35. figs.,1985, ColeOPt. Japan COI・,
3: 383 (partim).
Body comparatively stout. Antenna rather broad in male, but rather nan'ow in

「emale, for example, 7th segment about 145 times in male,1 .23 times in female as long
as wide; terminal segment elongate obovate in male, obovate with inner margin slightly
excavating near apex in female. Pronotal marginal fascia of golden yellow to deep
golden yellow pubescence fairly broader. Elytra1 maculations of the same colored
pubescence well developed; basal marginal fascia connected with antero-dorsa1 spot by a
longitudinal stripe narrowed near the middle, also connected with medic-sutural spot by
a thin stripe along sutural margin; medic-sutural spot longitudinally elliptical, fairly
enlarged, usually joining posterior spot by a very thin stripe along sutural margin;
posterior spot very large, semicircular with anterior margin acutely emarginate, a little
longer than wide or nearly as long as wide. Pygidium slender, but not slenderer than in
subsp mpponlca, dully pointed at the tip in dol-sat view. Male genitalia nearly similar in
shape to those of subsp t11ppo川'ca.

Body length.  Male:  8.3-8.5mm,  female: 9.2-10.4mm.  (Incl.  head and excl.

pygidium. )
Type series. Holotype, (S., Sueyoshi, Hachijo Is., Izu Islands, 27. VII i980, M.

TAKAKUWA leg. Paratypes: same locali ty as the holotype: l l , 16. VI I i978, T.
OGASAWARA leg ;  1(f, 27. VII.  1980, M. TAKAKUwA leg;  Ie,  l9. VII.  1985, M.
NISI-IIMURA leg.

Range. Hachijo Is. (lzu Islands).
This beauti ful new subspecies is readily distinguished from the other two subspecies

by the well developed maculations of elytra, especially appearence of long stripes along
sutural margins.
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- l 966. Mordcllid-fauna of the Loocho Islands. with descriptions o「some new forms. Ell. IRe l,_
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一 l 975. Morde]]idae of the Benin Islands (Colcopteral. ルfat.. 28; 29-45, 1 pl.

TAKAKUWA、 M. . 1981. A rec or d Of Hosh1'/tana'101川'a afire'Ila- /ata from Hachij0 1sland_ (ieMa,,-Mtls/ii.
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摘 要

キポシハナノ ミ グルー プを形態的特徴から定義すると と もに,  日本産について検j、tを加
え, 次のような分類的整理を行なった.
1. 新極HOShi1latlat10'm'a nakanei TAKAKUWA (-;;一カネホシハナノミ) の記l成. 美大島か
ら知られ,  ;斑紋は同所的に分布するオ オキポシハナノ ミ H auro,nacldata mppottiea
NoMuRAに酪似する力、, 角'上角は鍾く, 体は小形で太いことなどによって区別できる.

2. 新IIE極HOSltilta'ta'10'nia att「0maCulatam'shimtlra1 TAKAKUwAの記jl?. オオキポシハナ

ノミの八丈島亜極で, 背面の:l黄i色徴毛紋の発達が著しく, 上趨会合部沿いに長い条絞を現
す点が顕著な特徴である.

3. オオキポシハナノミの ;tti美大島からの i距極 Hos/iiltatlan01ma all,0mac!data a,nanuana
NOMlllRA を H alMOtllaCulata mppOmCa NOMURA のシノ iムと した.
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A New Species of the Papuan Longicornia (Coleoptera)

Kei ichi KUSAMA

Biological institute. Faculty o「Science, Shizuoka University
Oya836, Shizuoka City420, Japan

A bst r ac t A new cerambycid beetle, S、,//t!us bu/o1oensi.、 sp nov.. is described 「rom Papua
New Guinea.

Syllitas bnloloe,Isis sp n o v .

(Fig. l )

Body dark reddish brown to blackish, more or less lustrous; mouth-parts and legs
amber Io brown; elytra lustreless, with3 pairs of longitudinal ivory white stripes, of
which a pair alorlg suture are running from bt1sesjust near apices a dorso-lateral pair
reaching to basal 3/5-2/3, arid a lalero-marginal pair prolonged neat apices.

Head about as long as wide, moderately punctate, sparsely with very minute, fine
pubescence; eyes obovate, about 12 times as long as high about l 8 times as long as
genae before them; frons without punctules at the median longitudinal area. Antenna as
long as elytra, clothed with very minute pubescence densely in3- l l segments; scape the
longest, longer than the width of pronotum, about l,7 times as long as3rd, becoming
gradually thicker towards apex where is about twice as thick as base:3rd segment about
1.22 times as long as4th; 4th nearly equal in length to5th and last segment: 5-101h
gradually decreasing in length towards apex; last segment a hat「 longel' than the
preceding one. Pronotum about l 8 times as long as wide, narrower than head, broadly
and shallowly constricted at anteromedian part, nalTowly so near base, shallowly and
indistinctly punctured all over, finely and obtusely rugose near apex and base, base
wider than apex; disc slightly convex near middle, the convexity consisting of four
callosi ties which are rather indistinct; later:al sides strongly lubelculate just behind
middle. Scutellum lustreless, tongue-shaped, about as long as wide. Elytra parallel-sided
from bases to middles, then gradually and straightly attenuate posteriorly, somewhat
abruptly so with slightly curving sides near apices which are very na1Towly rounded,
;about4.35 times as long as basal width, sparsely with extremely short hairs or scales;
disc very densely, coarsely punctured, each with two Ivory white, longitudinal cicatrices
「rom base just near apex, though outer one blackish from apical 2/5-1/3 to apex.
Abdomen shallowly punctured and rather sparsely clothed with pale whitish pubes-
cence, except for very shiny parts of sides of l -4 abdominal segments. Legs slender; hind
femora reaching apex of 2nd abdominal segment.
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Fi9・ l ・ Sylli'ntsbu/o/oeasjs sp nov.

Len9th: 5-8mm. Breadth:0.8_l mm.
G

. Type So「ieS' Holotype, (f, Bu1o1o (1100m jn alt), Morore prov papua New
Humea' Au9'8'1979・ K・ KuSAMAle9・ (deposited in the Natjonal science Museum(N‘l
h:1 tif° a e I

A

d

lW ,:,y't:It「'ype;3 exs., samelocall,y as lilo
摘 要

パプアニューギニア産のSyif加S属(ヵミキリ亜科) のl 新種を記載した
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Revisional Study on the GenusExocentrus in Japan
-Studies on Cerambycidae (Col ) of Japan (6) -

H iroshi MAKIHARA

Forestty and Forest Products Research Institute
P. O. Box 16, Tsukuba Norin Kenkyu Danchi-nai, Ibaraki 305, 」apan

A l:,s tr ac t A revisional study was made on the genus Exoce'11rus, including fourteen species
from Japan_ These are: E.、-oeent;・us加1eatus BATES E. 11obuotnobuoi BREUNING Ct OHBAYASHl; E
nobuoi ,1onaka1 subsp n o v from Kikaijima Is. of Amami Islands, E, ,1obuoi okinaM'e'Isis
BREUNING ct OHBAyASHt; E. sa101 0HBAYAS用; E. //Ia「ui Sp nov. 「「Om TOkunOShima IS・ and

Amami-0shima Is. o「Amami Islands; E nakanei sp nov. 「rom Ishigaki Is and Koharna Is. of
Y:aycyarna Islands、 E. /Ia_、・clshii SAMU1.LsoN; E. 、f◆tlsciola!us BATES;E. lakak1l、ral MAKIHARA; E
guttld“tus BATt s; E tsushil'Ia川Is HAYAsHl; E ga//0isi MATSUSHITA; E m0111前'1ealtlS KUSAMA et
TAHIRA: E tes!1lditteltl' MATSllSl、llTA; E. fS/1e「i GRI'SSITT.

Among the Cerambycid beetles of Japan, the genus E.、,ocentrus is difficult group,
owing mainly to small body and individual variation in each species, so that the
classification of the members of this genus has been confused up to the present.1n the
present paper, as a result I examine many specimens of the genus E、-oce,1t1'us in various
areas of Japan, I try to make a revision of this genus in Japan.

Abbreviations of type depositories, which are used in the present pape1, are as
follows:  BM N H - British M useum Natural History (London);  CAS - Cali fornia
Academy of Science (San Francisco); HAYASHI coll. - private collections of Dr. M_
HAYAsH1  (Osaka City),  HOKKAIDO-Entomological Laboratory, Faculty o f

Agriculture, Hokkaido Univ. (Sapporo City); KYUSHU - Entomological Laboratory,
Faculty of Agriculture, Kyushu Univ. (Fukuoka City); NSMJ - Nationa1 Science
M useum of Japan (Tokyo); 0HBAYASHI coll. - private collections of Mr. N.
OHBAYASHI (Miura City).

Genus E.rocentl'fis M ULSANT

f;.、'0,1・ent,・us MULsA.NT, ]S39, Col. Fr.. Long,; 152 (type-species. Cermlb、・.、' ltlsllal11ls LINNt、l767, Europe).
( a'llplo'1り''Ie PAsc01三, 1864, Trans ent. Soc. London l3)l31: 27. 43 (Type-species: Canipto'1り'Me cauioides

PAscol' , IS64. Aru Is.. Indonesia),
01igopsis Tl-loMsoN, 1864, Sysl. ocr:111 llype-species: 0/1gopsis e.、'ocelttroi(Ie.l' TlloMsoN, IS64, Colombo.

Ceylon).
i 'll)aterus FAiRMAIRE, 1892, Rev d'Ent., l l ' l22 (type-species: 1.ipatet'Ms /o'1gipilis FAIRMAIRE, IS92, chock).
P、'etl(lot'e'; - .s FAll - A[tut, 1901, Rev d'Ent.、20: 230 (type-species: Psetlt/ot'e11mts /inee111ls FAlltMAIRE, l901,

Madagascar= E,、-ocet11l'l is t'et1'ctl/ams FAIRMAlltE, 1896, Madagascar).
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Body smal l and a t . Head densely punctured, with sparse long curved bristles.
Antennae with long bristles or hairs on insides, and with short bristles or hairs on
outsides, both of them becoming sparser towards apical loth segment; l ith segment
without bristles; apices of 3rd to 10th segments each with a pair of long bristles on
outsides. Pronotum with a pair of lateral projections, and with sparse long curved
bristles and hairs. Scutellum semicircular or triangular, covered with dense pubescence.
Elytra with sharp bristles, which are becoming denser towards at apex. Legs with sparse
brist les and long hairs; femora swollen.

Species of this genus widely distributed from Asia (including a part o「palaearctic
regionLs) to Africa and northern part of Australia and the numbers of species of the
world are about 300, This genus includes 1 1 subgenera from the world, among which
three are from Japan. But subgeneric characters are not exact, and I do not treat the
subgenera in this paper.

Key to the Species of the Genus Exoce,!trns from Japan

1

一2

Elytra、vl lh lhick bristles
Elytra with somewhat thinner bristles
Elytra decorated with a pair of brown pubescent irregular markings at apical l /4- l/3: 5 and 61h
segments of antennae with long bristles on insides, which stand at an angle of 4S degrees (Fig 3K -L)

3
一4

Elytra decorated with brown pubescent oval mllrkings at apical l /3: 5 and6th segments o「 antennae
with long bristles, whlcl、 stand at an angle lower than 45 degrces lFig 3M、  _ _ _ _ _ _ _gal/cist
Elytra with sorncwhal denser and longer. incline(1 bristles
Elytra with sparse, very short. erect or subcrecl bristles
Elytra decorated with a pair of small brown ptlbcsceni
yellow pubescence on overall (Fig 21. J I

ts l a、加加a加as'

markings, and covered with white or whitish

Elytra decorated with a pair of large blackish brown r)ubescent markings, and partially co、cred with
yellow or yclio・wis]l brown pubescence (Fig. 2K) gllml/attal,
Elytra with somewhat longer bristles and willl a pair o「somewhat larger brown pubescent markings
on apical l /3; antennae with a 「ew long brlslles lFig 41), mid femora strongly swo11en lFig 51)_ ..

f(tse・iolan?s
Elytra with somew1、at shorter bristles. ilnd with a pair o「somewhat smaller brown pubescent m'trkings
atltennae with many long bristles on inside (Fig 4J1: mid femora weakly swollen (Fig 5J) _ _ _ ..

rtf /、,a/cml・a,'

Elytra re,lidish bro、vn lo blackish brown. witl1 many w]lite or yellow pubescent markings_ _ _ .. 7
Humeri. sutt1re and apical hill「o「elytra rcd and the other part reddish brown; elytra without any
pubesceat markings (Fig 2P1 /fs/le,・,
3rd to loth segments o「 antcnnlle、t,l ib a 「ew sten(」or short and lbenl halrs on outsides _ _ _ _ .. 3
3rd Io loth antelma1 segments、A'1th  somewl lnl  many.  somewhat  longer  and  straight  hairs  on  ot1lside

GI

Mid femora、veakly s゙ ,ellen(Fig 5N), elytra decora
2N1、which arc like lines bu occasionally obscLlrc
Mid femora sit'ongly s゙ ,ellen (Fig 50); elytra with
shell (Fig 201, but occ・tsiona11y obscure

ted with six pairs o「 whi le pubescent markings lFig
'110nl i/加t'a lus

a white pubescent marking. which is like tortoise

Elytra decorated、、,ith clear while or whitish yellow pubescent mnrking. which are like lines
tt'.fl ttdi11etlS

l Fig 2A-E,
10

Elytra with wide w]1itc or 、、,hitish voile、、, pubescent markings lFig 2F. H I l5
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Elytra decorated with while or whitish yellow pubescent markings. 、vhich arclike clcarljncs(Fjg_2A
A', E, G)
Elytra decorated wiih white or 、vhitish yellow pubescent markings. which arc like obscure ljncs(Fjg
2BCD)
Elytra with suberect bristles
Elytra with erect bristles

l3
12

Ma・ eMe t  n o、,

3rd to 101h so9ments of antennae with creel bristles on insides(Fig. 3E): pro【lolum not so wide; elytra
with suberect bfistlcs: antennae somewhat longer relative length to body larger than t3ln male1 elytra
short rclativc letlgth to head and pronotum combined2.18-2.25 (in male) or2.19-2.55 (in female)

i a10 l

3rd to loth segments of antennae with inclined bristles on insidcs lFig 3A); pronoltm wide; elytra with
inclined bristles antennae somewhat shorter, l'elati、,elength to body smaller than ] 3 in male. elytra
Ion:g, relative long出Io head and pronott1m combined2.32-2.47 (In male)or2.71-2.77 lin 「cmale)_

1inealusl3

一14
-

l5

一

Pronotual somewhat norrower, 1 .4-1 .6 limes as wide as long 14

Pronotum wide, l .62-1 .70 times as、?idc as long _ _ _ _ _ _ . _ _ . . _ no加of 11o11,a/、,a1' subsp n o v .

3rd to l ith segments o「antennae IA.iih many 101、g bristles on Insides Fig 3D)_not川of o/、l'flail・etls1's
3rd to l ith segments of antennae with not somatly1ong bristles (Fig 3B1 _ _ _ _ . not)tie l 110加01
Anten:nae somew]1at shorter relative1ongtll to body l 2-1.3 (In male) or 1.15-1.20 (in「cma1o),elytra
somew1、at longer. l 9-2.Olin male)or about 2.0 (in female) limes as long as wide_ _ __ /Ia.、,ashii
Antennae some、v]1at longer, rclativc lcngtll to body l 3-1.4 (in male) cr t 2-1.3 (in female 1: elytra
somewhlt shorter, 1.S5-1.90 (in male) cr t 92-2.001m female) as long as wide _...   川al・“l' sp n o、, .

E:toeelltl'us lineatus、BATES
llapanesc name: Alolnon-maru-kcshi-kamikiri]

(Figs. 1A 2A. 2A -. 3A. 4A, 6A1

E;.、'o('et1l''ta' l itlea~s BATES l873、Alm. l、,1ag nat. Hist., (411'): 3S5 (.lapan: BMNH).
E、'of'ent1'l‘.l' (s. str,) 1加eatti、l': BRI UN[NO, 195S. Bull. Br. Mus nat. Hisl. lE1、lom.1 715): 215.229

Body reddish brown to brown; head blackish blown. Head somewhat coarsely
punctured, covered with yellow pubescence. Antennae 1 .25-1 .30(in male)cr t 20-1.28
(in female) times as long as body, relative lengths of antennal segments (%) -
l3.5:2.7:13.7: l3.7:10.3:9.1 ;8.6:7.9:7.4:6.3:6.8 (in male) el l3.5:2.8:13.3:12.8:
10.2 :9.3 :9.0:7.9 :7.5 :6.6 :7.1 (in female);3rd to 10th segments with thick and long
hairs on outsides, and w通1 suberect and long bristles on inner-undersides (Fig 3A).
Pronotum somewhat densely puctured, covered with yellow pubescence, and with a pajr
of sharp and short projections on lateral sides(Fig 4A). Elytra coarsely punclu1・ed, wjth
t hi n and long bristles, decorated wi th s e ve n pairs of yeMowish while pubescent
markings, which are like lines、but show many variations(Fig 2A, A'). Tegmen of male
genitalia somewhat stout (Fig 6A).

Body length:3.5-7.0mm.
Host plants:  Pterota1・fa t・/1oifo/Ia SIEr;. et Zucc. (Juglandaceae), Castailopsis

CuSPldata (THUNliERG) SCI-lOTTKY, C.  t'tlsj)lc/ala var.  sl'oho /cil l (MAKIN0) NAKAI

(FagaCeae), Betula g「0.ssa SIEB e t ZUCC tl加11'fOlia MAKIN0, Almls /1!'1・suta TURcz. var.
'川o'ojり/1.l'ffa (NAKAI) TATFwAKI (Betulaceae), fells c・al・tea L., Mo,・11s f)01;lf)1,a K0 lDz.
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forma spetlta'lea MAKIN0, Morus bolnbyeis KoIDz. (Moraceae), Robi11ta pseticioacasia
L., /bit-a'a./t'/1'加'ss加DURAzz., es/ tcete,a  sp.  (Laguminosae),  C加 'Mt  spp.  (Rutaceae)
Mo/ictus J'aponlc'‘s MUELL. ARG., Alela'ites forc,/li HEMsLEY (Euphorbiaceae), R/ius
s'1l1est1'is S田. et ZUcc. (Anacardiaceae), Aescltlus fia・binata BLUME(Hippocastarnaceae),
Me/10sma ' - '''a'lf/Ia SIEB et ZUCC. (Sabiaceae), Ca''let/''a J'ape用'ca L. (THEACEAE),
CO'''IMS e0- '01'e''sa HEMSL., C. 加IC力J'fリOf/a C. A. MEY (CO「naceae), SfJ''m'J'afり0'1!'ea
SIEB et ZUCC., S. obassia SIEB et ZUCC. (Styraceae), F,''a:、anus spaet/1iana LINGELSHEIM
(0leaceae), A/、'ebia qta'nata DEcNE (Lardizaba1oceae), (1lalnaecypal'1、s oblusa ENDL.

(Cupressaceae)率.
Distribution: Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kyushu, Sade Is., 0shima Is., 0ki Is.,

Hatsushima Is.  (Shizuoka Prof.), Awaj ishima Is,, Tomogashima Is., Iej ima Is.,
Miyajima Is., Nagashima Is. (Yamaguchi Prof.), Takegashima Is., 0kinoshima Is.
(Kochi Prof.), 0kinoshima Is. (Fukuoka Prof.), Chikuzen-0shima Is., Tsushima Is.,
Nakatorijima Is., Amakusa-shimojima Is., Shimokoshikifma Is., Kuroshima Is.
(Kagoshima Prof.), Ioj ima Is. (Kagoshima Prof,), Kuchinoerabujima Is., Yakushima Is.,
Tanegashima Is.

Specimens examined: Hokkaido Prof. (Mt. Moiwa, l 9-,23. vii i975, S. 0GATAleg.,
Hirasawa, l(f,4. vii i977, K. 0HARAleg); Aomori Prof. (Kuzukawa,19,18. viii.1958,
K. SHIMoYAMA leg., Morioka, 1 , 21. vii i980, K. 0GATA leg); Fukushima Prof.
(Tateiwa, 2f29, 29-30. vii i983, 1 01 i', 14. vii i 984 - H. MAK田ARA leg ); Niigata
Prof. (Senami, 1ﾍ, , l3.  vi i979, K. BA1iAleg); Ibaraki Prof. (Satomi, le,vii. 1985, Y.
KIsHl leg ); Kanagawa Prof. (Pass Rokkoku, l(j', l4. vi. 1975, l(f, 3. vii i980 - H.
HIRAYAMAleg); Shizuoka Prof. (Izu, ld, 20. vii i977, J. 0KUMAleg); Aichi Prof.
(Kasugai,1(i・,4. vii i979, T.0MoToleg); Tsushima Is. (Mt. Ariake,19, l6. vii i960,
M. SATo leg., Mt. 0hboshi, 4(j5t, 17- l9. vi. 1975, 48d29.f, 5-9. vii i983, 20d89,
22-24. vi i i985 - H. MAKIHARAleg.,2(SI;1,29-30. vi. l980, N.0HBAYAsHl leg.,
Kamimisaka, l9, 28. vi. 1979, Sumo, l , 29. vi. 1979 - 1. KANAzAwA leg., Kechi,
4(l l 9, 9. vii i983. Mine, 1?, 5-8. vii i983, 20 I t 'j, 21-22. vii i985, Mt. Mitake, 1(f,
23. vii i985, Azamo,2d,24. vii i985, Mt. Taterasan, l4f7†,24-27. vii i985 - H.
MAK田ARA leg., Mino t ﾍ' ,27.  vi . l980,  Agami , l手 ,1.  vi i i98 0-  N.0HBAYAsHlleg)
Ft1kuoka Prof. (Mt. Inunaki, ld, 9. v. 1971, Mt. Hike, 2d19, 21. vii i971 - S.
OGATA leg., Hakozaki,1 , vi.1974, 2d4C', vi. l 976, Mt. Tachibana, 9(f2f,, 3. viii.1979,
Sawara, Id1 9,16. vi.1980 - H. MAKIHARA leg ); Nagasaki Pref. (Hirado, ld,4. iv.
l974, A. 0DA leg); 0ita Prof. (Mt. Katamuki, Ie,1-3. l973, K. MoRIMoT0 leg);
Kumamoto Prof. (Mt. Shiiya, 1(f l9, 8. vil. 1973, S. NAoMl leg); Kagoshima Prof.
(Shiroyama, l4dl6,', l2-13. vi. l967, Mt. Eboshidake, 6cf5ﾍ, ,15.  vi . l96 7 -H
MAKIHARA leg., Cape Sata, l(j , 4-6. vii i968, M. TAKAKUwAleg.,3d,23. vii i972, S.
NAoMI leg ); Tanegashima Is. (Makinomine,8(f l2(j,29-30. vii i974, H. MAKIHARAleg.,
Kamizato, 2 , 23. v. l984, 1j, 8. vl.1984 - K. MoRt leg); Yakushima Is. (Anbo,
3lf49,6-S. vi. l969, H. MAK田ARA leg., l3, l9. iv.1973, N. 0GURAleg., Nagata,1 ・ 26

New record of host plant
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vi. 1975, Y. KUROSAWA leg., 0hkawa-rindo, l9(f5 , 28. vil. - 2. vil. l975, H. MAKIHARA
leg., 29, 26-29. vii i976, S. NAoM11eg), Shimokoshikijima Is. (Teuchi, 2 1

, 6. vi i i.
l975, H. MAKIHARA leg ); Kuroshima Is. (0gora, 5d39, 23. vii i975, H. MAKIHARA
leg ).

E.、COCena'uS nobuoi 'tobuoi BREUNING et OHBAYAsHl
[Japanese name: Amami一l1obuo-kcshi-kamikiri]

lFigs. 1B, 2B、3B, 4B, 6B)

E.、'oee'l!''“S(a、'oee'trna、) linealus'lobuoi BRIUNING ct OHliAYAs!ll,1964, Bull. Japan ent. Acad., 1(6): 291;.
Halsuno, Amaml-0shima Is.. Japan, 10. vii i962: 0HBAYASHI coll ).

E.、'oce'11r1lslE、-oce'111'fis) litlealus: HAYAsH1.1962, Ent. Rev. Japan, u(2):39 (Amami-0shima Is.. Japan).
E、'of、e'tlrus '1obt‘01: MAKll-lAltA, l9S4, Longicorn Beetles of Japan in Color 499, p] 85, fig 587 .

Body brown; head black to blackish brown, pronotum(except for basal and apjca1
margins) dark brown. Head somewhat coarsely punctured, covered with yellowish white
pubescence. Antennae l 22- l .35 (in male)or about l .2 (in female) times as long as body;
relative length of antennal segments (%)-15.l :2.6 :13.7 :12.S:9.8 :8.9 :8.5 :7,8 :7.3 :
6.6 :6.9(in male)cr t5.l :3.0: l3.3 : l2.7 :10.0:8.9 .8.4 :7.7 :7.5 :6.4 :7.0(in female);3rd
to loth segments with somewhat thicker and long hairs on outsides, and with somewhat
denser and long bristles on insides (Fig 3BC). Pronotum wide, somewhat densely
puncttlred, with a pair of somewhat shorter and sharp projections on lateral sides(Fig.
4BD). Elytra coarsely punctured, with thin and long bristles, and decoraed with seven
pairs o「yellowish white pubescent markings, which arc like brokenljnes(Fjg 2BCD).
Tegmen of male genitalia somewhat slender (Fig 6BCD).

Body length:4.0-7.0mm.
Host plant: Cas'1anopsis cl‘sp1'c/ala var. sl'eb0/c/1'1 (MAKIN0) NAKAI (Fagaceae).
Distribution: Amami-0shima Is.
Specimens examined: Amami-0shima Is. (Honcha,1 '、j,23. vil. I962, N. 0HBAYAsHl

leg. (Paratype)), Hatsuno,1 ﾅ' ,14.  vi .1962,  M.  SAT01eg.  (Paralype),  Nadakawa,19 ,16
vii i962, N. 0HBAYAsHIleg., Nishinakama, 28 1 j,, 1-7. vi. l970, l , 26. v. l976,3(f l _F,,
4-5. vii i976, l , 25. v. l978, Yanma, 2ﾍ, ,5-6.  vil.  I976,  Nase l9 ,27.  v . l978  -H
MAKIHARAleg., Hatstmo, 3 , 5. v. l967, T. YAMAzAKl leg., Yuwan, l , 25. vi. 1974, K.
UEDA leg., Chuo-rindo, 2 , 27-29. vi・ l979, K. KAwADA leg., Sumiyo-son, l it,2. vil.
l979, S. NAGA1leg ).

Exoce'ltrlistto加01 'tonakai subsp n o v .

[Japanese name: Kikaijlma-nobuo-kcshl ka1nikiri]
(Figs. 1C, 2C, 3C, 4C, 6C)

Diagnosis: This new subspecies is closely related to the forme1・ subspecies, but they
differ from each other in the following characters.

E、-ocentrus no加of '1obuo1: Pronotum n o t s o wide, 1.44±0.06 (in male) or
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1.51 ±0.06 (jn female) times as wide as long, with a pair of lateral projections.
Exoeentrus nobuoi nanak;al subsp nov : Pronotum wide, 1.66-1.69 (in male) o「

167±003 (jn female) times wide as long, with two pairs of lateral projections(Fig4C).
Body length: 4.4-4.8 mm(male);4.8-5.9mm(female).
Host plant: Unknown.
Distribution: Kikaijima Is.of Amami Isis,
Type materjal: Holotype , (Type No 2557, Kyushu University), Kikaijima IS.,

collected from cut branch, Mo1/atusJlponlcus MUELL. ARG. (EuphorbiaCeae),20-21・ V-
I973, H. MAKIHARAleg. paratypes: 1,el ,, Same data as hOlotype・

Type depository: The holotype is preserved in the collodion o「the EntOmolO9iCal
Laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu University, paratyPeS a「e in authO「S
col lecti on.

Exoce,ttl・!,s nobuoi okiltawe'Isis BREUNING et OHBAYASHI
[japanese name. 0kina ,゙a-nobuo-koshi-kamikiri]

(Figs. 1D, 2D. 3D . 4D, 6D)

Exoce,u,・11s(a、・o-u,・usl !i11eatus o/,l'-・、、・e11sis BRluNIN(l ct 0川l、vAst-u、l966, Bull. Japan enl. ACad・-2(6):35
(j, Yona. 1. Okinawa. Japan,23. vii i962:0HBAYASHl coll.1.

a、-oc・elMrtts l1obuol oktna、l・et1,1,1s; MAK田ARA l984、 Longicorl、 Beetles o「Japaa in Co、or 499, P!・85、fl9- 587a・

Thjs subspecies is related to the former two subspecies, but di解ors 「rom them in
having3rd segments of antennae with dense long bristles (Fig 3D).

Body length: 4.0-6.8 mm.
Host plant: Casta110psis ('?spidaia var. slot)o/tit'l (MAKIN0) NAK̂ I (Fa9aCeae)・
Djslrjbuljon:Okinawa Is., Kumejima Is,, and Minami-daitojima Is.
Specimens examined:Okinawa Is. (Yona,21f1 ?. , 23-25. vi i i 964. N. 0HBAYAS川

leg. (paralypes),1 (f 27. vii i965, K. HoTTAleg. (Paratype), l(i',9- l3. Viii. l969, led61 ,
l2_17. vi. 1970, led8j・, l5-17. vil, l970, 4dl ,', l6-20. v.1978, 0ku,1.1_,30. Vi. l976,
8 5、,,9. vii i977,1(f,16. v.1978, Mt. Yonahadake,2(f, l l-l2. vii i977,6,11 '.1:,21. V.
lg78, Kudeken, 8?9??, 22. v. l978 - H. MAKIl・IAltA leg., Hiji, l3, 30. Vi. 1974, ・1・
OKUMAleg., Sueyoshi, l ;', vi.1977, K. KAwADAleg); Minami-daitojima Is. (3lf5?,13-
vi.1977, J. 0KUMAleg., Io icﾍ, ,9.  v .1981,  C .0KUMAleg)

Exoce!It「MS Sat0l OHliAYASHl
[Jap細lose name: Salo-koshi-kamiklri]

(1Figs. IE 2E, 3E. 4E, 6E1

E.、-oce,ta・us ljtlealus sate!' 0HllAYAsH1, 1961 , Ent. Rev. Japan, 13(l ): 20(・, Nakanoshima l.、 Tokara、 Japan 9.

vii i960: 0HBAYASH1 coll ).
9、-oeenu・us (lf.、・etc,It,・MsI 1加ealtls satol': 01・IB、YAslu. 1963, Icon. Ins. .1apon. Col nat. (Cd 2): 313.
a、-oce,1tr出- .sale,': MAKIHARA, 1984、 Lot、glcorn Beetles Of Japan in color, 499, pl 85, fig 586.

Body pale to reddish brown, head blackish brown; pronotum(except for basal and
apical mat gins) dark brown. Head covered with pale brown pubescence, and with
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somewhat denser bristles. Antennae l .30-1 .37 (in male)cr t .21 - l .28 (in female) times as
long as body, relative length of antennal segments (%)- 14.0 :2.9: 14.5:12.8: 10.5:
9. l :8.6:7.9:7.2;6.4:6.3 (in male) cr t4.8:2.8: l4.7:12.5:10.4:9.2:8.4:7.8:7.3:6.0:
6.2 (in female); 3rd to 10th segments with erect long bristles on insides, which are wavy
curved, and with thick and long hai rs on outsides (Fig 3E). Pronotum somewhat
densely punctured, covered with yellowish brown pubescence, and with small pro_
jections on lateral sides, which a r e no t so sharpened (Fig 4E). Elytra coarsely
punctured, with thin and long bristles, and decorated with yellowish pubescent
markin9s, which are similar to those of a variation of E. lmeatus from south Kyushu
(Fig 2E). Tegmen of male genitalia stout (Fig 6E).

Body length: 3.8-5,5mm,
Host plants: Fi('us ore('ta THUNB. (Moraceae), Cit1・us sp. (Rutaceae).
Distribution: Nakanoshima Is. & Kuchinoshima Is. of Tokara Isis.
Specimens examined: Kuchinoshima Is. (4 5:・, 26. vi. - 3. vii i969. H, MAKIHARA

leg ); Nakanoshima Is. (8・f7 f,25-26. vi. l973, H. MAK田ARA leg.,1 ?' 14. vii i973, M.
IT0 leg,).

Exoce1lt1'!Is "fat'm' sp n o v.

[Japai、esc rlamc: Tokunos]lima-keshi-kamlkiri]
(Figs. 1F 2F, 3F. 4F. 6F1

Body reddish brown; head dark reddish brown to blackish brown. Elytra decolaled
with pale yellowish brown pubescent mat kings, which are obscure and like broken lines
(Fig 2F). Large specimens in body length are stouter than small specimens.

Head finely punctured, covered with somewhat denser pale yellow pubescence, and
with sparse Inclined and curved short blackish brown bristles. Antennae 1 .35 ±0.04 (In
male) cr t 26士0.03 (in female) times as long as body, relative lengths of antennLa1
segments (%) - l3.9 :2.6 :14.7 : l2.8 :10.0:9.0:8.6 :7.5 :6.5 :6.6 (in male) or l3.9 :3.0:
l4.3 :13. l :10.l :9.3 :8.9 :8.0:7.2 :6.3 :5.9 (in female),1st,2nd and basal parts of 3rd Io
l ith segments covered with whitish yellow pubescence; 3rd to 11th segments (except
「or basal parts) covered wi th brown to dark brown pubescence; Isl and 2nd seg-
ments with suberect brown bristles; 3rd t o 10th segments with almost erect, long,
brown to bl ackish brown bristles on insides, and with inclined, somewhat shel ler
bristles of same color as the 「ormers(Fig 3F);11th segment with inclined short hairs.

Pronotum finely punctured,1 .36±0.05 (in male)cr t43士0.03 (in female) limes as
wide as long、 with a pair of shalp projections on lateral sides (Fig 4F), covered with
prostrate fine pale yellowish brown pubescence, and with sparse suberecl shot・l black
bristles.

Scutellum triangular, covered with yellowish brown pubescence.
Elytra l 89±0.04 (in male)cr t 97±0.03 (in female) times as long as wide, coarsely

punctured, covered with dense fine brown to dark brown pubescence, and with sparse
erect long blackish brown bristles.
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Ventral side finely punctured, covered with dense prostrate, silky, pale yellow
pubescence.

Legs stout, covered with somewhat denser yellowish brown pubescence, and with
sparse inclined, somewhat shorter, brown bl istles.

Male genitalia stout and wide, about 1 mm. Parameres of tegmen stout, with a few
long setae at apices; ringed part weakly geniculated and wide (Fig 6F).

Body length:4.0-5.9mm (male);4.5-5.6mm(female).
Host plants; Unknown.
Distribution: Amami-0shima Is and Tokunoshima Is. of Amami Isis.
Type material:  Holotype (f  (Type No.  2558,  Kyushu  University),  Mikyo,

Tokunoshima Is..of Amami Isis.,24. iv.1973. K. SuGINo leg. Paratypes:1 , same data
as holotype, 2 , same locality and collector as holotype,23. iv. l973; l (j . same locality
and collector as holotype,15. v.1976;4 6 , Tokunoshima Is.,27-30. vi. 1981, S, MARu
leg; ld, Setouchi-cho, Amami-0shima Is.,3. v. ]979, H. HIRAl leg.

Type depository: The holotype is preserved in the collection of the Entomological
Laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu University, paratypes are in the private
collections of the above collectors and author.

This new species is similar to fl. /Ia_、'as/Iii SAMUELSON, l965, but distinguishable from
it by the following characters.

E. 11ayashit Antennae somewhat shorter, relative length to body l 2-1.3 (in male)
or 1.15-1.20 (in female); elytra somewhat longer, 1.9-2.0 (in male) or about 2.0 (in
female) times as long as wide.

E. 'na1'tli sp nov : Antennae somewhat longer, relative length to body l 3-1.4 (in
male) cr t 2-1.3 (in female); elytla somewhat shorter, 1.85-1.90 (in male) cr t 92-2.00
(in female) times as long as wide.

Exoce'ttl'us 'Ia/(a'lei sp n o v.

[japanese name; Nakane-kcshi-kamiklri]
(Figs. 1G, 20, 3C, 4C)

Female. Body reddish to blackish brown. Elytra decorated with eight pairs of
white to yellowish brown pubescent markings, which are like lines (Fig 2G).

Head finely punctured, covered with somewhat denser yellowish brown pubes-
cence, and with sparse inclined short blown bristles. Antennae about 12 times as long as
body, rela tive lengths of an tennal segments (%) - 15.7:3.4:13.1 : l l .9:
10.1 :9.0:8.6 :8,2 :7.5 :6.3 :6.3; 1st, 2nd basal parts of 3rd to l i th segments covered
with pale brown pubescence; 3rd to l ith segments (except for basal parts) covered
with reddish to dark brown pubescence; 1st and 2nd segments with suberect1ong
brown to blackish brown bristles; 3rd to 10th segments with almost erect long brown
bristles on insides, and with inclined short brown bristles on outsides (Fig 3G); l i th
segment with sparse inclined, short brown hairs.

Prono tum wide, 1.5 times as wide as long, finely punctured, with a pair of
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somewhat longer and sharp projections on lateral sides (Fig 4G), covered with prostrate
whitish yellow to yellowish brown pubescence, and with sparse suberect short blackish
brown bristles.

Scutellam triangular, covered with somewhat densel- and1onger pale yellow to
yellowish brown pubescence_

Elytra l 75 times as long as wide, coarsely punctured, covered with somewhat
denser brown pubescence, and with somewhat dense1- sube1ect or almost erect blackish
brown br istles.

Ventral side finely punctured, covered with somewhat denser pale yellowish brown
pubescence.

Legs stout, covered with somewhat denser pale yellow pubescence, and with sparse
suberect or inclined long brown bristles.

Body length: 5.2-6.1 mm.
Male: Unknown.

Host plants: Unknown.
Distribution: Ishigaki is and Kohama Is. of Yayeyama Isis.
Type material: Holotype 11, (Type No 2559, Kyushu University), Mt. 0moto,

Ishigaki Is., l6. v. l976, N. 0GuRA leg. paratypes: ISI, Kohama Is., 30. v. 1979, M.
MAKn'A leg ; 1 j', Mt. 0moto, Ishigaki Is., 29. v. 1981, T. 0HMoTo leg.

Type depository: The holotype is preserved in the collection of the Entomological
laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu University, paratypes are in the private
collections o f t he above col lectors.

This new species is similar to E. /t'"caius BATES, l873 and E. sato10HEAyAslil, l961,
but distinguishable from them by the following charactel・s.

E. li11ealus & E. satoi: Elytra with suberect bristles.
1;. naka,lei sp nov : Elytra with erect bristles.

Exocentr!ls hayashii SAMUELSON
[Japanese name: Hayashi -keshi-kamikiri]

(Figs. 1H, 2H, 3H, 4H, 6H)

E.、'ocen1,-usha1、'as/'1'l SAMu1しSON, 1965, Pac. lns..7(1 ): ll9, fig 3 (o Kampiridaki Falls、l . Iriomote. 」apan. 0ct.
10, l 963: KYUSHU).

E.、'of'e'It''us (Psetlc1oce'111'to') /Ia、'as1lil': KUŝ MA. l973, Ncw lns. Coll.,3. Suppl : 132.
Body brown; head black to blackish brown; apical and basal margins of pronotum

reddish brown.  Head somewhat coarsely punctured, covered  with whitish yellow
pubescence. Antennae l 2-1.3 (in male)01 1.15-1.20 (in female) times as long as body,
relative lengths of antennal segments(%) - l4.3 :3.0:13.6 :9.8 :9.0:8.7 :7.9 :7.6 :6.2 :
6.8 (in male) cr t4.2 : 3.3 : 13.8 : l2.7 : 10.2 :9.2 : 8.7 : 7.8 : 7,3 : 6.3 :6.6 (in female); 3rd
to loth segments with erect long bristles on insides, and with inclined somewhat1ongel
bristles on outsides(Fig 3H). Pronotum coarsely punctured, with small projections on
lateral sides (Fig 4H). Elytra roughly punctured, with suberect, thin and somewhat
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longer brjstles, decorated with yellowish brown pubescent markin9s, which a「e obSCu「e
and ljke wjde ljnes (Fjg 2H). Large specimens in body length ale stoute「 than Small
specjmens. Tegmen of male genitalia stout; parameres thick and short (Fi9・6H)・

Body length: 2.2-2.5 mm.
Host plant: Castanopsis cuspidata var. s'ieboldii (MAKINo) NAKAl (Fa9Ceae)・
Djstrjbuljon: Ishigaki Is. & Iriomote Is. of Yayeyama ISIS・
specjmensexamlned: Ishigaki Is. (Mt. Banna, 9・f2 , l -3. v. l969, H. MAKIHARA

leg.,1 :.,26 v.1974, M. TAKAKU.wAleg.,1 j',3. v. l977, S. KOND0le9., Botanical 9a「den,
105(f48、',20. vi. l974.131?,21-24. v. l975 - H. MAKIHARAle9.,1?l?,27-30・ V・
l g74、 T IwAl_lAs田leg., M1.0mot0. l 0,14. vi.1974,1 ;,29. V.1975 - H・ MAKIHARA

jog., Kawarayama, l(;,22. v. l975, K. SAsAKI leg., Alakawa, l l, 7. Vi:1976, T・
lwAHAsHlleg); Iriomote Is. (Uehara. l _,26. v.1975, Funaura,4(?2-,, l2-15, IV・1979 一

_H. MAKIHARAleg,. 0htomi 2.j2,◆, 9. x. 1979, emerged 「「Om dead b「anCheS, K・
SHIMIZU le9.).

i rocena'Mi' fascl0/atMS BATES
[japanese name: Kumogaia-keshi-kamikiri]

lFigs.1l, 21. 31, 41. 51. 611
j .、・oce,ltrt~、 fascio/allM, BATES、 1 S73, Ann. Mag nai. Hist., l4)12: 384 (Japan: BMNH)
E.、-o(・elf,・1.Isに'amptoln、,1ie1.fascio1lmls: KしIs,、MA,1973. Newlns. coll..3, Suppl・: l31・

Body brown, head black; antennae, apical and basal margins of Pronotum, tibiae
redd jsh brown. Head somewhat coalsely punctured, covered with yellowish White
pubescence. Antennae about 12 (in male)or 1.15 (in female) times as long as body,
relative lengths o「antennal segments(%)- l2.8 :2.6 :10.6 :12.8 :11.1 :9.8 :9.4 :8.5 :7・7 :
7 7:7.2 (jn male) el l2.9:2.6: l l.0:12.l :11.0:9.9:9.2:8.5:8.1 :7.4:7.4 (in female);
3rd to 101h segments with sparse long blistles on insides, and with short and Siende「
hajrs(Fig 31). pronotum densely punciured, decorated with a pair of yellowish White
pubescent markjngs, which are like lines. Elytra roughly punctu1'ed, with subereCt, thick,
somewhat longer bristles, decorated wlih three pairs of brown pubescent markin9s(Fi9.
21), and covered with yellowish white and brown pubescence. Mid femora swollen(Fi9.
51). Tegmen of male genitalia slender, parameres slender (Fig 61).

Body length:3.5-6.0mm.
Host pla11ts: Q1le1・(・fis (Ie'1tata THUNB., CaSla11eC1 CI'e' la ta SIEl;.  et ZUCC・,

Cas,a,10psl's (・11s/フ/cfa1a var. sl'e/)0/f価 (MAKIN0) NAKAl (Fa9aCeae), MO''t‘S SP-, f felai'
cal・t'ca L. (Moraceae), Wis・1erta f1oribtalda (WILLD) DC., Robinia Pseltdo-a('aCia L・

(Legumjnosae)、 Plot・asl11a(]uc1.ssioides (D. DON) BIiNN. (Simaroubaceae), CO「mlS ('on-
tl・ol,e1・sa HEMsLIY(COI・naceae), SO'1'a:、1'j'1p0'fica SIEli el ZUCC., S.obaSSia SIEB- et ZUCC・
(styracaceae)、 Fra:-Ms spae1/tian(:l LINcELsH. (0leaceae), Sail_、' ssp. (Salicaceae), Jti9la'ts
lltallds11urjt・a M^xIM. subsp. steb0/taa1rla (Maxim) KITAMURA (Ju9landaCeae), Ce/tiS
siltensis PERs00N、 CeltisJeSSOe11SiS KOIDZUMi (UlmaCeae).

Djstrjbutjon: Hokkaido. Honshu, Awashima Is., Sade Is., Kanmurijima IS.,
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Okinoshima Is., Awajishima Is., Shikoku, Kyushu. Tsushima Is., Amakusashimojima
Is., Tanegashima Is_

Specimens examined: Fukushima Prof. (Hinoemata, l , 3-4. vii i981, Tateiwa,
1(j, 29-30. vi. 1985 - H. MAKIHARA leg), Niigata Prof. (Scire, ld, 10. vii i976,
Senami, l (f, 30. vii i979 - K. BAIiAleg); Ibaraki Prof. (Mt. Tsukuba,2 , 7- l 3. vil.

l981, H. MAK田ARA leg ); Tokyo Prof. (Komaba, l i 'i, 25. v. l978, emerged from dead
branches, H. HIRAYAMA leg ); Kanagawa Prof. (Miu1a Peniusula, 3 , vi. l980, N.
OHBAYAsHl leg ); Shizuoka Prof. (Hatanagi, l ;1, 5. viii. l974, M. TAKAKUwA leg );
Tsushima Is. (Saga, l f,25. vii i975. M. YAMAMoTo leg., Mt. 0hboshi, l (j,30. vi. l980,
N. 0HBAYAsHI leg., Mine, 1 l j', 21-22. vii i985, H. MAKIHARA leg ); Fukuoka Prof.
(Mt. H ike, 1 l 9, l7. vi. l971, Mt. Tachibana, l , 3. viii. l979, Sawara, l d2 ﾍ' , l6.  vi
l980, 1 e, 20. vii i980 - H. MAK田ARA leg ); Kumamoto Prof. (Mt. Shiiya, l ,j 27.
vi i i973, S. NAoMl leg); Tanegashima Is. (Kamizato, l,j, 23. v. l984, l,j 2、;', 26. v .

l984 - K. MoRI leg ).

Exoce'tt1'us takak!al'al M AKIHARA

[Japanese name: Ryukyu-kLlmogata-keshi-kamikirl]

(Figs. 1J 2J . 3j, 4J、5」. 6J)

E.、-oeel11rl,s takaku、、,a1' MAKll lAlu . 1932. Elyt rd、 1012): 43. figs 4A. C. E. G, 5A, 6A. C (,, Inokawa. l.
Tokuonoshima Is., Japan, 28-31. v. 1970: KYUSHU).

E.、:ocetlt,・us (Cal,lpto''n,,Ie、 fast・l'olattis' KUŝ、l̂ . l973、List. coot. Dist. .laoan, Cerambyc:131 (Tokunoshin、a
Is., japan) (nee BATlils, l873),
Body reddish brown; head black. Head somewhat densely punctured, covered with

yellowish white pubescence. Antennae about l 4 (in mate) or about 13 in female)
times as long as body, relative lengths of「 an tennal segments (%) - 11.7:
3.5 :10.9: l2. l : ,0.9 :10. l : 9.3: 8.9: 8.2 :7.0: 7,4 (in  male)  or   12.3:3.5:10.6:11.6:
10.9 :10.6:9.5 :8.5 :8.5 :7.0:7.0 (in female); 3rd to 10th segments with many suberect
long bristles (Fig 3J). Pronotum densely punctuled, with a pair of somewhat smaller
projections on lateral sides(Fig 4J). Elytra roughly punctured, with suberect, thick and
short bristles, decorated with five pairs of brown pubescent markings (Fig 2J). Mid
femora not so strongly swollen (Fig 5J).

Body length: 4.6-5.7 mm.
Host plant: unknown.
Distribution: Tokunoshima Is. of Amami-0shima Isis.
Specimens examined: Tokunoshima Is. (1,j' l ,, vi.  l972, emerged from dead

branches, M. T K̂ K̂UwA leg. (Paratypes)).
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EXOCellt「fis gHttHlatus BATES
[Japanese name; Shlraobi-gorna「u-kcshi-kamikiri]

lFigs. 1K, 2K, 3K, 4K, 6K)

fl.、'oc'e'1trMs gutlu/atlls BATt_s. 1873, Ann. Mag nat. Hist., l4)12: 385 (Japan・ BMNH).
E-、 ocelli「laS (pSelit10t'cfit「11S) gutlttlamS' 0HliAYASHl, ]963, Icon. lns. 3aponjc. COI nal ed 2: 313. p]. 157, fjg.

I2.

Body brown to blackish brown; head black; antennae reddish brown. Head
Somewhat Coarsely punctured, covered with yellowish brown pubescence. Antennae
about 12 (in male)or about 1.1 (in female) times as long as body, relative lengths of
antennal So9ments(%) -9.8 :2.9 :15.0:14.l :10.8 :9.8 :9.2 :7.8 :7.5 :6.9 :6.2 (jn male)or
11.6:2.6: l3.9:13.4:10.3 :9.3 :9.0:8.3 :7.7:7.0:7.0 (in female); 3rd to 10th segments
With Ion9 bristles on inside, which stand at an angle of 45 degree to disc, and wjlh
Somewhat thicker,long inclined hairs on outsides(Fig3K). Pronotum wide, wjth a pajr
of Ion9 P「ejections on lateral sides. Elytra stout, coarsely punctured, with thjck brjslles,
and decorated with many various yellowish brown pubescent markjngs (Fjg 2K).
Tegmen o「male genitalia wide and stout, parameres wide(Fig 6K ).

Body length:4.8-9.0mm.
Host Plants: Jli9/a;IS ma'1dS/11friCa MAXIM. subsp. sieboldia11a (MAXIM) KITAMURA

(Ju9landaCeae), MOrtfs australis Poiret, Ficus e1'cola THUNl3. (Moraceae), A/,111s加'rsuta
TtjRCZ・ Val'・ miC''oP/1y//a(NAKAI) TATEwAKI(Betulaceae), Wisteria florj'bu/fda(WILLD. )
DC・, o加 t加 j'seucfo-aeacla L. (Legumlnosae), Pet'sea f/nM e1・gl'1' (SIEB el ZUcc )
KOSTERMANS (Lauraceae).

Distribution: Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kyushu, Awashima ls., Sade Is.,
Awaj ishima ls.

Specimens examined: Aomori Pre「. (Kuzukawa, 3-v, l8. viii. 1958, K. SHIMoYAMA
leg); Fukushima Prof. (Hinoemata,11',3-4. viii. l981, Tateiwa, ld,14. vil. I984 -
H. MAKIHARAleg); Niigata Prof. (Senami, l j、, l8. vii i980, K. BABA leg); Tociljgj prof.
(Nikko,1(flit,11. vii i968, T. AKAsHIleg); Tokyo Prof. (Mt. M1lakesan,1 S),29. vjj.
l979, H. FUJITAleg); Shizuoka Pl'of. (Izu,1 d,20. vii i977, 」.0KUMAleg.);Osaka prof.
(Nose, 1(i', 23. vii i977, K. MATsUDAleg); Kumamoto Prof. (MI. Shiiya, 1(f, 1. vil.
I973,2d,8. Vii i973,1(f4e,27. vii i973 - S. NAoMl leg., Mt. Hakucho, lg, l2. vjj.
1975, S. NAoMI leg., 2 , 9. vii i978, K. 0HARAleg).

.1'0ee'前' l'S細Is加' 'Ia'Ills HAYAsH!
[.1aptnese flame: Tsushima-kcshi-kamikirij

(Figs. 1L 2L. 3L, 4L, 6L)

i-、'oCe'1'「l'S(fSeuf/oee'1mlS) fS1's知Illa'1Mi HAYAsHl, 1968, Enl. Rev. Japan,20(l /2); 27 (01zuhara, 1. Tsushjma,
Japan. July 27, l959; HAYASHI co1l.1.

E、'oeet11l'Ia' ts1's/nn1(mil': MAKIHAltA. l9S4, Longicorn Beetles of」apan in Color,500, pl 85. 「jg 5g l .

Body brown; head black; pronotum(except for apical and basal margjns) blackjsh
b「own. Head densely punctured. Antennae about 13 (in male)or about l 2 (jn female)
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times as long as body, relative lengths o「 antennal segments (%) - l 3.7 : 3.3 : 13.2 :

l l .5:9.9:9.3:8.8:8.2:7.I :7.1 :7.7 (in male) cr t3.4: 3.2: l2.4:11.8 :10.2:9. l :9. l :8.6:
7.5:I7.0:7.5 (in female);3rd to 10th segments with somewhat shorter inclined bristles
an insides, and with a few short and slender hairs on outsides. Pronotumfinelypunctur-
ed, covered with yellowish white pubescence. Elytra roughly punctured, with very short
and stout bristles, and decorated with white and brown pubescent markings (Fig.
2L). Tegmen of male genitalia short and stout, parameres short and wide (Fig 6L).

Body length: 3.4-4.0mm.
Host plant: Unknown.
Distribution: Tsushima Is.
Specimens examined: Tsushima Is. (Nishitsuya,1 , 29. vii i973, Mt. 0hboshi, l(j'

30. vii i973 - S. IMAsAKA leg., l、,', 6. viii. 1980, H. FuJn、A leg., Kechi, 2d, 16. vil.
1979, K. 0sHIMAleg., I6(j l2e,9. vii i983, H. MAKIHARAleg., Mine,3f2、一f,21-22. vil.
l985, H. MAK田ARA leg ).

E:toee'ltrusgaHoisi MATSUSHITA
[Japanese name: Garoa-kcshi-kamiki ri]

(Fit!s. lM, 2M,3M.4M, 6M)

1j_、,oceltt;・usgal1olsi MATSUSHITA, l933, jour. Fac. Agr. Hokkai(lolmp. Univ. 34(2):397, pl 4, ?g 7 (jL Chilzctlji.
Honshu, Japan. Aug. l7.1915: HOKKAIDO).

E.、'ocent用s (E、'oee;11''tas) ga11ois1': 0HBAYAsiil. l963, lcon. lns. 3aponic. Col tlai ed 2: 313, pl. l57. !ig. 10.

Body brown; head blackish brown. Head coveted with yellowish white pubescence,
and with manysuberect brown bristles. Antennae about 1.4 (in male) or about l 3 (in
female) times as long as body, relative lengths antennal segments (%) -
l l ,4:2.9:11.8 :12.9 :10.3 :10.7 :8.8 :8.8 :7.7 :7.4:7.4 (in male) cr i t 3 :2.9 : l2.3 :12.9:
l l.0:9.7:9.4:8.4:7.4:7.1 :7.4 (in fmale); 3rd to loth segments with long bristles on
inside, which stad at an angle of at 45 degree to disc (Fig 3M). Pronotum densely
punctured, with a pair of sharp projections on lateral sides(Fig 4M), and covered with
white pubescence. Elytra coarsely punctured, thick and sharp bristles, decorated with
two pairs of brown pubescent markings, one is large and the other is small (Fig 2M).
Tegmen of male genitalia stout; parameres short and wide, with a few thick setae at

apices (Fig 6M).
Body length: 3.3-6.8 mm.
Host plants: Juglans 'nands/iti1'It'a MAXIM. subsp. siebo/dia11a (MAXIM) KITAMURA

(Juglandaceae), Castanopsis t'llspldata(Thunberg) ScI-iOTTKY, (ast(alea cl'citata SIEB et

Zucc., Qtiel・cus sp. (Fagaceae), Betula ma.、:1mo、1,1'c:二ia11a REGEL, B g,・ossa SIEB et Zucc.
(Betulaceae),  Wistel'ia floribunda (WILLD) DC., W. Brac/lybotlys SIEB et ZUCC.,
Lespede=a sp. (Leguminosae)、Etlo1り,1nusst'eboldia11us BLuME(Celastraceae).

Distribution: Hokkaido, Honshu, Sade Is., 0shima ls., 0kinoshima Is., Miyajima
Is., Shikoku, Kyushu, Shiroshima Is., Tsushima Is., Nakatorij ima Is., Amakusa-
Shimoj ima Is.
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Specimens examined: Fukushima Prof. (Tateiwa, 1 J, l l-12. vil. 1981 , l (f2 ,
29-30.

vii i983, 1.・, 14. vii i984 - H. MAKIHARAleg ); Niigata Prof. (Kurokawa, l・f,25.
vii i973, K. BABA leg); Nagano Prof. (0gisawa, Ie,30. vii i973, H. MAKIHARAleg.,
Mt. K isokoma, 2 2-.,,26. vii i979, Y. IKEKITAleg), Yamanashi Prof. (Hirogawara, l ?,
25. vii i973, K. SEToYAleg ); Aichi Prof. (Kamitsugu, l ,', 28. vii i974, Y. HoRl leg),
Wakayama Prof. (Mt.0tousan.16d21 -1.16-19. vii i982, H. MAKIHARAle9.); Fukuoka
Prof. (Mt. Tachibana, 1(j', 10. vii i975, 1,j, 4. vi. 1977 - H. MAKIHARA leg., Mt.
Hike, 2oL, 22. vi. 1979, 1. KANAzAwAleg); 0ita Prof. (Handa, 2:1_, iv.1973. S. NAOMI
leg..  Mt.  Katmuki,  l4.,  l -3.  viii.  l973.  K.  MoluMoTo leg);  Kumamoto  Prof.
(Nishinoiwa,9 f4.L 2. vii i972. Mt. Shliya. l0?10.?, vii i973 - S. NAOMl leg ).

E_tocent rl 's '' lol ltnineatus KUSAMA et TAHIRA

[Japanese name: Miyama-keshi-karnikiri]
(Figs. lN 2N.3N, 4N. 5N.6Nl

E.、・oee;1trus(E.、,o(tリ1tl・tas) lno111前11ealtls KUsAMA el T1、1i11?A. 1977. Elytra512 ): 39. figs. 1 -4 (o NOkOml, KaShima
oily, Saga Prof., japan, June3. l973: NSMJ).

F、-of・elf,-lls lno,ill'/Me - fs; MAKlll/、RA, 1934. Longicorn Beetles of 3apan in Color 497,1. S5. fig 5S2.

E:、-o- ltn,、, sp.1: MAKlllARA. Longlcorf、 Beetles o「Japan in Co、or,498. l)1.85, fig 5S3.

Body reddish brown, head black1 pronotum(except for apical and basal margins)
blackish brown. Head covet・ed with brown pubescence. Antennae about l 3 (in male)or
1.13 (in「emale) times as long as body, relative lengths of antennal segments (%)-
l l.8:3.6: l l .8:11.8:10.8:9.7:9.3:8.9:8.6:7.8:7.4:7.4 (in female); 3rd to 10th seg-
ments with long suberect bristles on insides(Fig 3N). Pl'onotum with a pair of sharp
projections on lateral sides (Fig 4N). Elytl,a coarsely punctured, decorated with five
pairs of while pubescent markings, which are like lines, and a pair of oval brown
pubescent markings on apical parts(Fig 2N). Mid femora not so strongly swollen(Fig.
5N ). Ringed part of Tegmen somewhat thicker (Fig 6N).

Body length: 3.5-6.2mm.
Host plants: Mortis sp. (Moraceae), Fagtls crellata BLuMii (Fagaceae).
distribution: Shikoku, Kyushu, Tsushima Is., Yakushima Is.
Specimens examined: Ehime Prof. (0nogahara, l 2'j , 16. vii i 965, N. 0HliAYASHl

leg., 0damiyama. l ・j., 22. v. 1975, lrj , 1. v, 1976 - emerged from dead branches,
Fagus t・renata Blume, Fagaceae, T. 0cAsAwARAleg,, Komenono, 1(S,26. vi. l977, A.
ODA leg), Tsushima Is. (Mt. 0hboshi, 1?, 19. vi. 1975、 l,f3_1_ 5-9. vii i983 - H .

MAKIHARAleg.、3,32,1_29. vi. l980, N.0Hl;AvAst,u leg., Kamimisaka,2 l '

+、 28. vi. l979,
1. Kanazawaleg), Fukuoka Prof. (Mt. Hike, l (j1', l5. vii i954, H. KAMIYAlcg.,1 1.1,
15. vii i955, H. KAMIYAleg., l '手', 23. vii i960, M. Sl-lIGA leg., l (i', 17. vi. 1971, H.
MAK1llAll.Aleg.,2,S20. vii i971, S.0GATAlg.,2,S., l3. vii i974, K. NICHoleg.,1lf2'l,
14. vii i976,1',, 6. viii. 1976 - H. MAKIHARA leg ); Saga Prof. (MI. Kyoga, 1(f, 3. vi.
1973 (Holotype), l、,_, 24. vii i976 (paratype) - Y. TAHIRA leg); Kumamoto Prof.
(Klkuchi-suigen,1 ,◆,6. vi.1971, S. 0GATAleg., Mt, Shiiya,1 2, , 1 . vii i973, l(5, 16. vi.
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l974, l f', 29. vi. 1974 - S. NAoMIleg_. Mt. Hakucho, 1,j,9. vil. 1978, K.0HARAleg);
Kagoshima Pref excluding islands (Mt. Eboshidake. 1 , 15. vi. l967, H. MAKIHARA
leg ); Yakushima Is. (Kosugi-dani, 1d13- l8. vii i968, M. TAKAKUwA leg., I i', 4. vi_
l969, Anbo, 8,j6、・', 6-8. vi. l969 - H . MAKIHARA leg,)_

Exocentrlls testlldinelis MATSUSHITA

[Japallese name: KikkOmon-kcshi-kamikiri]
l Figs. 10,20. 30. 40 ,50, 60)

E.、'ocen1''us testuditleu◆s MATSUSHITA. 1931 , Trans nat. Hist. sapporo. l2( ] ); 47 (j Mt daisetsu, Hokkaido.
Japan. Aug. l0, l927: HOKKAID01.

E:、'ocent''to'、t' islal'1'ae FUJIMUl?A. ] 956, Kotltyu、24: 6. p] :i、 fig. D. flew synonymy.
E:、、oe't''11''us(E.、'oc'e'ltru、') testt1(/加eus. 01mAYAsHl. 1963. Icon. Ins. Japonic. Col nat ed 2:313. pl. l57. fig. l l .

Body brown; head black; prnotum (except for apical and basal margins) dal k
brown; antennae, legs and mouth parts reddish brown. Head covered with yellowish
white pubescence. Antennae l .24- l .29 (in male)cr t . l7-1 .23 (in female) times as long as
body,  relative lengths o f antenfla1  segments  (%) - l2.3:3.6: l2. l : l2.1 ;10.3:9.4:
9.2 : 8,2 : 7,8 : 7.3 : 7.7 (in male) o r 11.6: 3.8: 11.6: 11.6: 10.2: 9.4: 9.0: 8.4 :8.4: 7.8:
8.0 (in,female); 3rd to loth segmems with long suberect bristles on insides, and with
slender and short hairs on outsides (Fig 30). Pronotum densely punctured, with a pair
o「sharp projections on lateral sides, and covered with yellowish white pubescence.
Elytra roughly punctured, decorated with a white pubescent mat king, which is like
tQrtois shell, but has many varietions (Fig 20), and with slender b1istles. Mid femora
swollen show (Fig 50). Ringed part of tegmen slender, parameres wide(Fig 60).

Body length: 3.8-5.8 mm.
Host  plants:  A/a'1giu111 p/antanifolilu11  (S田1.  et  ZUcc )  HARMS v a r . tr i/0btt'11

(MIQUF_L) 0HWl (Alangiaceae), Carpimls' eel'ciala BLUMi三 Belti/a gl'Ossa SIEB et ZUCC..

AIMS 11ilsllta TURCZ., A. /111'sula Tut't=. var. mit'l')pit、'//a (NAKAI) TATEWAKl, A.Japonlca
(THuNB ) STEuD. (Betulaceae), Que1・_smo11go加a FlscHl三R ex TuRc、z. var. gl・ossese1・rata
(BL) RI HD[IR et WILSON. Casta'lea ('1'etlata SIEB et ZUCC., C'_a'1opSiS Sp. (FagaCeae)、
Pleroea1'J'a r/1ojf()11'a SIEB et ZUcc., Jtl,glalls nlandshli1'1'(a MAxn~1. subsp. sieboldiana
(MAXIM ) KITAMURA (.lUGLANDACEA[i),  UbmiS /C_川ata (TRAUTV ) MAYR Ze//CO、'a
so''rata (THUNB) MAKIN0, Ulmtls cla1'1diana PLANCHON val. /aj)0mca (R田DER) NAKAl
(Ulmaceae), MO'' us t nist1'ails POIRl三T (Moraceae). Magt10/1c1 0b01'(I la THUN B.

(Magn0liaceae), Sol'bus americana MARSH. subsp. /'apotlica (MAXIM) Kn'AMURA, Pr;1tts
g''aya'Ia MAXIM (Rosaceae), E,uptelea p1o、'anc/ra SIEB et ZUcc. (Eupteleaceae), Ace1'
' nO '10 MAXIM. subsp. '11ar111oratlm1 (NI(、HOLSON) KITAMURA, A m o ' io MAXIM. var.

t'On'tl'l'efts (NICHOLS) HARA. A. capitljf()1itm1 SI[ll3. et ZuCC. (Aceraceae), Ti/ta、/ape川ca
(MIQ) sitno'1kai (tiliaceae), Ka/opana、 plctus' (TI・lUNii ) NAKAI (Araliaceae), St.、'1'a_、'
obass'Ia SIEB el ZUcc. (Styracaceae), Fl'a、,cimls spae1/1i'alia LINGELsH., IF sieboldiana
BLUM;E f. so''''ata (NAKAl) MURATA (0leaCeae), patl/0、、'Il la to'11e11toSa (TliUNB) STEUD.
(Bignoniaceae)、 Robi i lia psetldo-aeacia L.. .Al bi::二Ia 1'11/1'brissin DURAz zlNl
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Fig. 2. Elytral markings of E,、-oce'it1・11s spp., A-P same as in Fig. 1

Fig. 3. Fifth segments of right anteImae of E,、'oeelltrus spp.. A-P same as Fig. 1
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Fig. 6. Tegmen of male go;nitali:ao「 E.、・of・elm使s spp., A-P same as Fig. l

(Leguminosae), Sail;,c sp. (Salicaceae), Persea t/1tmberg1l (SIEB et. ZUCC. ) KOSTF-RMANS
(Lauraceae), Wisteria、ffo1'ibtatda (WILLl).) DC. (Leguminosae).

Distribution: Hokkaido, Honshu, S. Kurile Isis., Sade Is., 0kinoshima Is., izu-
Oshima Is.

Specimens examined: Hokkaido Prof. (Jyozankei),1 j,17. vii i983, Hitsujigaoka,
2(j4:j, 18. vii i983 - H. MAKrHARAleg ); lwate Prof. (Mt hayachine,1 (f49,2-5, viii.
l982, H. MAK田ARA leg ); Fukushima Prof. (Hinoemata, ld29, l l - l2. vii i981, l(f,
25-26. vii i981 - H. MAKll・lARA leg ); Niigata Plot. (Shirokoochizawa, 1ut ,30.  vil
l976, K. BABA leg ); Nagano Prof. (Mt. Asama, 2 , 27. vii i962, K. MoRIMoTo leg );
Yamanashi Prof. (Daibosatsu, 1lj', 21. viii. 1966, 1. IwATA leg ); Tokyo Prof. (Mt.
Mitakesan,2 29,29. vii i979, H. FuJITAleg); Kanagawa Pref. (Mt. Hirugatake,1 f,5.
viii. l979, M. TAKAKUwAleg); Shizuoka Prof. (Izu, l f49,21. vi.1977, J. 0kumaleg);
Gifu Prof. (Miyagawa V., l9', 9, vii i968, T. NoHIRA leg ); Wakayama Prof. (Mt.
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Otousan3d2 , l l9. vil. l982, H. MAKIHARAleg ); Tottori Prof. (Mt. Hoki-daisen, 1 ,

16. vii i960, H. 0HIRAleg).

EroeelttrHs fislilel'l GRESSITT
[Japanese name. Yokogul・o-kcshi-kamiki ri]

(Figs. 1P, 2P. 3P. 4P, 6P1

E..◆?-oce -・tlsJis11e,・1 GREssrrr 193:l,, Kontyu, 9(4): 175 ・lj', Sapporo, Hokkaido, Japan, July 27, 1923: CAS)-
a、-oce -・fis(Psetlc1oce'1t1・fis)Jis11eri: KUs、MA,1973, New lns. Coll., 3. Suppl : l31.

Body black; lateral sides and apical half of suture of elytra red, elytra (except for
red areas) brown; apical and basal margins of pronotum reddish brown. Head

somewhat coarsely punctured, covered with yellowish white pubescence, and with long
black bristles. Antennae 1 .35 (in male)cr t3 (in female) times as long as body, relative
lengths of antennal segments (%) -12.0:2,7 : l l.8 :11.8 :10.7 :9.8 :9.0:8.5 :8.2:7.7:
7,9 (in male) cr t2.9:2.9 : l2.3 :11.5 : ]0.9 :10.3 :8.9:8.0:7.7 :7.2 : 7.5 (in female); 3rd
to 10th segments with long inclined bristles on insides(Fig 3P). Pl onotum somewhat
densely punctured, covered with whitish yellow pubescence. Elytra coarsely punctured,
with slendel bristles, and covered with yeaowish white pubescence. Tegmen of male
genitalia slender (Fig 6P).

Body length: 5.2-7.5mm.
Host plants:  Maac/?Ia a l m l r e n sts RUPIt et MAXIM. subsp buerge1'i (MAXIM)

KITAMURA(Leguminosae), Plot'asmaqli(1ssioides(D. DAN) BANN. (Simaroubaceae).
Distribution: Hokkaido, Honshu.
Specimens examined: Hokkaido Prof. (Rikubetsu, l l 1', 26. vii i973, H. FuJITA

leg); Gunma Prof. (Mt. Hotaka.1 ?l 、',2. viii.1971, T. AKAsH1leg., 0hasawa, l ?l ,',21.
vii i979, M. TAKAKUwA leg ).
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KUŜMA of Shlzuoka Univ., K. UI・.DA of Kitakyushu City, H. SAsAJl of Fukui Univ.、 K.
OHSHIMA of Tokyo p「of., and Messors. K. 0liARA o「Tokushima Prof., K. SHIMoYAMA
of Acme「i p「of., H. HIRAyAMA, K. KAWADA, H. FUJITA, M. MAKITA, N. 0GUllA Of
Tokyo P「of., T. 0MOTo, f i fo of Nagoya Prof., T. IwAliAsH1, T. NlcHo of Kurume
City, N. 0HBAYASHl, M. TAKAKUwA of Kanagawa Prof., K. MoRt of Kagoshima City,
K・ SUGIN0, 1. KanaZaWa of Osaka Prof., H. HIRAl, S. MARu, K. SHIMlzU of Chiba Plot
and T. NOHIRA of Gifu Prof., and Miss. C. 0KUMAof Kyushu Univ, for the donation or
the loan of the valuable specimens as well as the type specimens for my present study.



E.、・oce,un‘s in Japan

References

267

BATES, H. W., IS73. 0a the longicorn Coleoptera o「 Japan. A;1,1. Mag. 'fat. Hist., (4)l2: 380-384.
BltEUNING, S., l 958. Revision du genre E_、-ocen1''fis Mulsant (Co]., Cerambycidac). Bul1. B''11. Mus. (Aal.

Hist ) c lient. Lo'ldo,1, 7(5): 209-328, 5 figs.
BREUNINc, S et K. 0 l itlAYAsHl, l966. Nouveaux Lamialres du Japon (3) (Coleoptcra, Cerambycldae). 9ld「.

Japal1 e,1!. Acad., 2:31-36.
GREssrrr J. L., 1935. New Japanese Ion;gloom beetles (Col : Cerambycidae). Ko'llyu, 9(4): l66- l79.
一 l 951. Longicorn beetles of China. Longicornia2, 667 pp., 22 pls.

HAYAsm, M,, l968.  Studies on Cerambycidaefrom Japan and its adjacent regions(Col )15. ail. Rei'. Japat1,
20(l /2): 20-28, pl. 1.

KUsAMA, K., l973. The list of biology and distribution o「Cerambycidae in Japan. New Ins. Coll.,3, Suppl.,
159 pp. (In Japallese).
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摘 要

日本産アラケ' ケシカ ミ キリ属は体が小さく, 個体変異も著しいため,  これまで分類上かな
り混乱をしていた. 維者は今回,  多数の個体を調べる機会を持ち新たに2 新極,  1 新亜極を
認め日本産アラゲ ケシカミキリ属を次の l4 極2 11[E-;師iに整理した. Exocentruslineatus BATES
ア トモンマルケシカ ミキリ ; E nO加ci ne加01 BREUNING et OHBAYAsHI アマミノプオケシ
カ ミキリ ;  E no加oi ttonakai subsp nov.  キカイジマノプオケシカミキり ;  E nobnoi

okina、'enSiSBREUNING et OHBAYASHl; E. SatOi OHBAYAsHiサトウケシカミキリ; E marm
SP・ nov.  トクノシマケシカミキリ; E naka'lei sp nov. ナカネケシカミキリ; E hayashii
SAMUELSONハヤシケシカミキリ; E. fasaotattisBATEsクモガタケシカミキリ ; E takakuwai
MAKiHARA リュウキュウクモガタケシカミキリ; E guttulatHs BATESシラオビゴマフケシ
カミキリ ; E tSnSttimamiS HAYASH1 ツシマケシカミキリ; E ga110lsi MATSUSHITA ガロ ア

ケシカ ミキリ ; E mOntit ineatnS KUSAMA et TAHIRA ミヤマケシカミキリ ;  E testltdineus
MATSUSHITAキッコウモンケシカ、キリ ;E f short GREsslTT ヨコグロケシカミキリ. なお

E wistariae FuJIMuRAフジケシカミキリは藤村俊彦氏の御好意によりダイブ標本を調べる
機会を持ちキッ二'ウモンケシカミキリのッノニームであることを確認した.
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Preliminary Notes on the Subfamily Composition
of Chrysomelidae in Nepal (Coleoptera)

Shinsaku KIMOT0

Biological Laboratory, Department of Ceneral Education
School o「Medicine, Kurunlc University, Kurume

1. Introduction

The first reseach on the Nepalese Chrysomelidae was done by HOPE(l831), who
described 49 new species of Chrysomelidae from Nepal in this paper. After long
inte1Tuption on the reseach on the Nepalese fauna, recently taxonomic and distri-
butional studies on the Chrysomelidae of this area have been progressed rapidly.
KIMoT0 et TAKlzAwA (1972, '73) reported a taxonomic study on the chrysomelid
material collected by the Hokkaido University Scientific Expedition to Nepal Himalayas
in1968 and l975. According to the result, it has been seen that there is quite regionality
on the geographical representation of taxonomic groups from nearby areas.

2. Materials

To compare ihe chrysomelid fauna of Nepal with that of nearby a reas, the

following materials are used. The Chrysomelidae fauna of the southern Back Bank of
the Dnieper l iver, USSR, is refen・ed from the leport by LopATIN (l960), and that of
Afghanistan is estimated from the results by Klappelich Expedition in1952 and l953,
studied by LopATIN (l963). As a standard o「 the subfamily composition of Middle
Europe, ''Reitter's Fauna Genlanica (l912)'' is referred as ''Germany''. The fauna of
Japan proper is referred from KIMoTo (1964-66). The Chrysomelidae of Taiwan were
investigated largely by CHUJo (l951-62) and recently by KIMoTo(1969-8リ, TAKlzAwA
(1978-79) and some other workers.

3. Subfamily composition of Chrysomelidae in Nepal
In order to indicate the coverage of various subfamilies from diffel'cnt nearby aleas

of Nepal, geographical representation of Chrysomelidae by subfamilies Is given in Fig.
l , based on the above mentioned papers.

The notable results are expressed in Fig. 1. Among the Palaearctic region, the
subfamily composition of Dnieper River is nearly the same as that of Cermany, and these
two areas are usually classified into Euro-Siberian subregion. The fduna of Japan proper
is characteristic in having the dominance of Eumolpinae and Galerucinae, and inferority
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Fjg. l . Gcographjcal representation of Chrysomelidae by subfamilies. The order o「Subfamilies on
abscissa js sagrinae, Orsodacninae, Zeugohophorinae, Megalopodinae, DOnaCiinae,
c rjocerinae, clylrinae, Cryplocephalinae, Chlamisinae, Lamprosomatinae, EumolPinae,
synctinae, chrysomelinac, Galeruclme, Alticlnae, Hlspinae and Cassdinae, f「omlCft o「 「i9hi・
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of Chrysornelinae and Alticinae, and usually classified into Sine-Japanese sublegjon.
Usually A fghanistan is classified in to Turkumenian subregion of palaearctic

region. The chrysomelid fauna of Afghanistan is closely related Io thai of Euro-sjberjan
subregion than Sine-Japanese sublegion, judging from their subfamily composilon. The
fauna of Afghanistan is characteristic in having dominant Eumolpinae, Clylrinae and
Hispinae, and inferior CI'yptocephalinae and Cassidinae, comparing with thai o f
Germany and Dnieper River.

Taiwan is usually classified into Indo-Chinese subregion of Oriental region. The
subfamily composition of Taiwan generally agrees wi th a trend of Oriental regjon
(KIMOTo. 1982). The subfamily composition of Taiwan is quite different from thai o「
Japan proper, in having the dominance of Galeruclnae and Hispinae. These are general
trends in Oriental region. Judging from this Lrend, the fauna of Afghanistan seems Io be
influenced considerably from Oriental fauna.

The 「aun;a Of Nepal, eStiamated by K日MOT0 et TAKlzAwA(l972, '73), is different
from any fauna of nearby areas. However, the most resembling fauna js that of Tajwan
among the faunas plesented in Fig. 1. The characteristic of Nepal is the dominace o「
Galerucinae and Eumolpinae, and the inferiority of Alticinae and Chrysomelinae. These
t「ends are more closely related to Oriental 「auna than Palaeal℃lic. 0n the other hand、
the dominance of Cassidinae and the infel-iority of Hispinae are general trends of most
o f Palaearctic fauna,  and the dominance of Cltytrinae and the inferiority o f
Cryptocephalinae indicate the simirality with Turkmenian fauna.

I t can be concluded that the Chrysomelid fauna of Nepal is generally oriental rather
than palaeartic. The dominance of Clytrinae ls an lnauence of Tulkmenian fauna and
the dominance of Cassidinae is that of Palaearctic fauna.
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摘 要

ネパールのハムシ類の亜科描f成は,  ヒケ' ナガハムシ亜科およびサルハムシ;lIE科の優勢な点
より, I日北区よりむしろ束洋区的色彩の強いことが示唆される.
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Notes on Some Japanese Anthribidae (Coleoptera)*

Katsura M ORIMOT0

Entomological Laboratory, Faculty of Agriculture
Kyushu University. Fukuoka 812. .lapan

Abstr:ac t The following notes are additions and corrections to my previous papers, ''The
family Anthribidae of Japan I-IV''. New taxon and synonymies treated in this paper are as
rouows:

Cisant/t'' ibus 'Ia/ - let sp n o v .

.,R1laphitropis m''(101'1 SHIBATA. l978.
- R/tap/1i't1'opis 11'Ie'1 MoRt、10T0, 1981 , Syn n o v .

Ce(It‘s di、''e'sus JORDAN. l911 .
=CedllsJ'apom' -s: MoluMoTo, 1980 (nee Sl-llBATA, l963) (misidentification; C. ether、MS is

distributed「rom India to Taiwan and not found in Japan 1.

This iS the first of a series of supplements Io my previous paper enlilled''The ramify
Anthribidae of Japan'' which was issued from l978 to81 in Esakia in four parts. During
the five years which have elapsed since the''Pal・t4'' was published, I have accumulated a
lot of specimens including s o m e undescribed species, and become aware of my
misidentifications on two species by comparing the iype materials through the kindness
of Mr. T. SHIBATA. This family has also been studied by Messers. T. SHIBATA and T.
SENoH and eleven species have been added to out・ fatima since my works and a species
was recorded by me from japan in the ''Coleoplera o「 Japan in color, vol. IV''.

In this paper, I describe a remarkable new species and give synonymic notes on two
species. The name of the new species is dedicated with gratitude to Prof. Takehiko
NAKANE for his kind help and advice given me when I entered the study of weevils.

Cisatlt加'ibus 'iakanei sp n o v.

Dorm shiny, chestnut brown to brown, antennae and tarsi yellowish bl・own; dorsum
without vesti ture.

Head evenly convex laterally and longitudinally, minutely punctate, the interstices
a little wider than their diameters, finely coriarious, not setose, forehead with a faint
median bare carina. Eyes5/4 times as broad as long and half as broad as the narrowest
interocular area, roughly faceted. Rostrum very short, coriarious, less su・ongly punctate

Cont「ibutiOn 「「om the Entomological Laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu Unjversjly,
Fukuoka (Ser 3, No 202).
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th;an head, with some scattered setae be「ore scrobes; 1nterscrobal area much na1'rower
than interocular area (7 : l l). Antennae with first segment arcuate, gradually enlarged
from base to apical third, second segment longer than third and fourth combined, third
Io seventh segments narrow, club as long a s the preceding four segments combined
asymmetrical.

Pronotum continuously convex with elytra, 1 .7 times as borad as long, emarginate
at anterior margin in the shape of flat U, disk with small punctures, which are a little
larger than those on head, the in te1-stices a little broader than theil diameters, finely
coriarious: dorsal carina indefinite, basal, sim1lal secondary cal・Ina visible behind i t
when pronotum is drawn from elytra, lateral calina straight, well developed throughout.
carinulae weak、 forming edges along the base of elytra1 epipleura.

Elytla subg1obose not fused, strongly convex laterally and dorsally, dorsal outline
almost semicircular with plonotum, basal margin trough-shaped, into which the
posterior margin of pronotum fits tightly, visible basal margin blackish, confusedly
punctate the puctl,lres slightly larger than those on pronotum, themterstices as broad as
or a little nan'ewer than their diameters, shiny, lateral carina strongly developed and
conti nued to visible basal malgin; elytra1 epipleuron shiny, impunctate, continued
basally to the true and invisible basal margin of elytra, tapered posteriorly from the
posterior margin of metasternum.

Undclside of pronotum coriarious, impunctate, anterior and posterio1・ margins,
and submedian transverse ridge weakly costate and dark coloured, presternal process
convex. Mesosternum coriarious. impunclate, sharply carinate between mesocoxae and
produced anteriorly. Metasternum coriarious, impunctate, with a subpentagona1 me-
dian plate, the lateral margins o「 which are dark coloul・ed and weakly raised, and
median area flat. Abdomen coriarious, second to fourth segments each with a transvel,so
r o w of small punculles in the middle and two rows of them at sides, first and fi fth
segments confusedly with similar punctures, each puncture with a fine seta. Pygidium
bare, shiny, impunctate. with margins carinate, the carina transverse just be「ore the
apex.

Fore tibiae curved at base, thence straight apically. Middle and hind tibiae also
straight excepting ihe base, but slightly expanded externally behind apex. Tarsi with first
segment as long as wide, second segment transverse, much wider than first, thi ld
segment deeply bilobed, underside of first and second segment setose, apical margin of
first segment 「l'inged with a row of stout setae, third segment with long soft setae, claws
appendiculate.

Male genitalia with pettis subpara11e1 ln the middle、 triangularly tapered at apex,
apophyses much longel・ than main pari of penis, Internal sac with dense small spines on
basal half, cap-piece of tegmen slender, gradually tapering apically, with a few minutae
setae at apex.

Length: 0.8-1.4mm.; ・breadth: 0.6-0.9 mm.
Holotype (Type No 2552, Kyushu Univ ), 0oyama, 0klnoerabu, 24.111.1980, S.

TANAKA le9.
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Fig. l . ClsaM1'r ibtis llakallei sp no、'., holotype
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Fig. 2. Cisaltt/l''ibus 'Ia/、attei sp nov., male. - A; Head. B: Pygidium (7th tergite). C: Eighth
tergite. D: Antenna. E: Tegmen. F: Penis. G: Maxilla. H: Labium, internal aspect. I: Right
mandible, ventral aspect. J: Le「t mandible, showing the mota and teeth. K: Hind angle o「
pronotum. latcro-caucla1 aspect. L: Hind tarsus, lateral aspect. M: Claws of hind leg.
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Paratypes: Tamashiro, 0kinoerabu, one ex., 27.111.1980, S. TANAKA leg. Tokuj i,
Okinoerabu, three exs., 28.111.1980, S. TANAKA leg. Nagamine, 0kinoerabu, one ex.,
24.111.1980, S. TANAKA leg. Yonehara, Ishigaki, one ex ., l .iv. l982, S. TANAKA leg.
Specimens were captured by si fting the li tter.

Distribution: Japan (Ryukyus: 0kinoerabu and Ishigaki Isis,).
This is the third species of the genus. It is closely allied to Cisant加・thus com,e_、,us

ZIMMERMAN, l938, from the Society Islands and川tic/us ZIMMERMAN, l941, from the
Samoa Islands. According to the li terature the present new species is separable from
them by the following points: its mandible has two marginal teeth as in川'tid,lai・、 but the
first tooth is much weaker, the interscrobal area is much nal-rower and the pronotum is
more convex longitudinally.

This species was once sent to Prof. H. SAsAJI from Mr. Y. HIRAN0 for identification,
who thought this belongs to the superfamily Cucujoidea. But SAsAJl detected at a glance
that this is a species of anthribids and fol warded it to me.

Rtf!aphit1'opis midol'' S I-ll BATA
Rhaphit,-op,.s ln1'fiori' S1-mlA'rA f97S. Enl. Rev. Japan. XXXi: 93 (Nara male 1.

lia/'/M'~・o/)ii, l'1・,'e1' MoluMoT0.1981, Esakia. (17); 74. fig 7 lYaktl Is ). - Syn nov,
I  have compared the  types of both species.  The holotype o「 Im(/of・t' has  a

characteristic mesosternal process as described on iriei.

Ce‘fnS JflP0ltieMS SI-ll BATA

C:edtls1'ape川一s Sim;Al'1、, l963, El、l. Rev. Japan, XV:43. pl 6、 figs. l -3 (Amami-0shima Is.1. - Molu‘、toTo,
l9S4 Colcopl. Jap. in color, IV: 23S. pl 46, 「lg 23.

Ce(/use/t、'ersus JORDAN, l911, from Taiwan was misidentified as this species by me
and illustrated as such in Esakia (15): 27, fig 8, photo L, l 980. Cot/1,s dh,el・SM?, is

distributed from India to Taiwan and not 「ound in Japan, and C'. /apo11icus is known
from Amami-0shima Island of the Ryukyus.
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摘 要

1. Clsa'It加' ibus '1akanei sp nov.  ツプヒケ'ナガソ' ウムシ

22

沖永良部島と石垣島の土戦中から採集されたこの科最小の極で, 平野幸彦氏によって 虫

と自然20(13): 7, 1985, に写真がのせられている. この属は今まで南太平洋のソサエティと
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サモアから1 種ずつ知られていたもので, 近似の ・・,i care'nimus属は中米ホンヂュラスに分布
する.

2. tfαp/u'trop is m'don' SHIBATA, 1978. フサヒメヒケ'ナガゾウムシ= flap加'fropis i'rfe1
MoRIMOT0, 1981. Syn n o v .

両種のタイプを比較して,  同種iであることを確認した.
3. Cedusjapo,ucusShibata,1963. クロヒケ'ナガゾウムシ
台湾からインドにかけて分布する Cedus d i versus JORDAN を私は本極と誤って同定し,

Esakia (15): 27, fig 8, Proto L, 1980, に図示したので訂正する. なお, 原色日本甲虫図鑑
IV, pl 46, fig 23 は柴田氏の御好意でいただいたJapolu'cusのバラタイプである.
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友人の市川敏之氏が 「中根先生の退官を記念する本を出したい……」 と
小さな声で言いだしたのは昨年の春頃, 声が大きくなってきたのは 頃に

なってからでした. 最初はなんということもなく聞いていたのですが, そ

のうちに 「編集をなんとかしろ」 というおハチがまわってきました. 中根
先生の退官記念出版物については横浜国立大学の青木淳一先生が作られる

というll尊もあったので,  さっそく苦木先生にお話ししたところ, 構想がそ

のままになっているので一緒にやりましょうという方向に進んでいきまし

た. 本来はこういうものは大学関係の方が作られるべきものかもしれませ

んが, 中根先生はご存知のとおり鹿児島大学だけでなく , たく さんの大学,
さらに国立科学司物館に動められ,  その間に日本の甲虫研究の草分けとし
て非常に多くの甲虫屋を育ててこられた方です. 学校[i9保の事業は別とし
て, 虫屋伸間からも中根先生の退官を記念した1 冊を出してみたいという
ことで, 日本1購1V  日学会が発行元となって出版することが決まったのが昨
年の10月.  この時は 1986 年 4 月の発行予定でしたが,  実際の発行は
遞れに運れて 10月になってしまいました. 新極などの記111 pを多く含む
早く出すことも大」iな性質の本でありながら, このよう 運れてしまった

ことを, 深くお1tiびいたします. 今年の4 月を過きてからは気ばかりあせ
る苦しい113: 日でしたが, なんとか予定ページ数を超える論文集となり, や

っと1111の荷がおりました.
本i 薰ﾌ発行に �たって , まず当の中根先生には著作リストや甲虫研究
の原稿で色々とご無理を聞いていただき, お手数をかけてしまいました.
また, 背木淳一先生には, ご多忙の中, 寄補された論文の英文を見ていた
だくとぃう大変な作業を受けもっていただきました. 上野俊一先生, 空空原

須磨生・ 商築正敏両氏は編集全般についてご助力下さり, 特に笠原氏には

表紙のイラストを書いていただき,  さらに表紙全体のレイアウトもお願い

いたしました. 装準房社・ 「 ﾊ伝」 編集部の羽生啓作氏には,  同誌で連,ll文
された 「日本の甲虫類」 シリーズ'の転ll更を快くご了承いただきました. そ

して, 国際文献印刷社には入稲iが遅々 として進まず大変こ' 迷惑をおかけし,
ひとかたならないお・世話になりました.  これらの方々 , およびl援一かいご協
力を惜しまれなかった当事業の発起人各位と, 多くの力作をお審せ下さっ
た執'nE者の方々 に, 心からお礼を中し上げたいと思います.

(藤田 宏)
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